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元（2019）年度業務実績に関する評価について 
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（地独）栃木県立がんセンター及び（地独）栃木県立リハビリテーションセンターの業務実

績に関する評価方法及び評価基準 

 

１ 趣旨 

  地方独立行政法人（以下「法人」という。）の各事業年度における業務の実績及び中期

目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績並びに中期目標の

期間における業務の実績については、地方独立行政法人法第 28条第１項の規定に基づき、

知事の評価を受けなければならないことから、以下のとおり法人の業務実績に関する評

価方法及び評価基準を定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価の基本方針 

（１）各事業年度における業務実績の評価については、年度計画の業務実施状況をもとに

中期計画の進捗状況を調査、分析し、総合的に評価する。 

（２）中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務実績の評価につ

いては、中期計画の業務実施状況（中期目標の期間の最後の事業年度において見込ま

れる業務の実績を含む。）をもとに中期目標の達成状況を調査、分析し、総合的に評価

する。 

（３）中期目標の期間における業務実績の評価については、中期計画の業務実施状況をも

とに中期目標の達成状況を調査、分析し、総合的に評価する。 

（４）法人の業務の実績の全体について調査、分析を行い、評価すべき点や改善すべき点

を明らかにすることにより、法人の業務の質の向上及び効率化に資する。 

（５）評価を通じて法人の業務運営の状況を分かりやすく示すことにより、法人の業務の

透明性確保に資する。 

 

改正地方独立行政法人法（抄） 

第 28 条 地方独立行政法人は、毎事業年度の終了後、当該事業年度が次の各号に掲げる

事業年度のいずれかに該当するかに応じ当該各号に定める事項について、設立団体の

長の評価を受けなければならない。 

一 次号及び第三号に掲げる事業年度以外の事業年度 当該事業年度における業務の

実績 

二 中期目標の期間の最後の事業年度の直前の事業年度 当該事業年度における業務

の実績及び中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実

績 

三 中期目標の期間の最後の事業年度 当該事業年度における業務の実績及び中期目

標の期間における業務の実績 

 ２ （略） 

３ 第１項の評価は、同項第一号、第二号又は第三号に定める事項について総合的な評

定を付して、行わなければならない。この場合において、同項各号に規定する当該事

業年度における業務の実績に関する評価は、当該事業年度における中期計画の実施状

況の調査及び分析を行い、その結果を考慮して行わなければならない。 
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３ 評価方法について 

（１）各事業年度における業務実績の評価 

○ 当該評価は、各事業年度終了後に実施する。 

○ 法人は、各事業年度における業務の実績について、年度計画に掲げた中項目ごと

に自己評価を行うとともに、自己評価を付した業務実績に関する報告書（以下「業

務実績等報告書」という。）を作成し、知事に提出する。 

○ 知事は、法人から提出された業務実績等報告書に基づき、年度計画に掲げた中項

目ごとに評価を行うとともに、業務実績全体の状況について評価を行う。 

○ 法人の自己評価は、次年度の５月～６月頃に実施し、知事による項目別評価及び

全体評価は、７月～８月頃に（地独）栃木県立がんセンター及び（地独）栃木県立

リハビリテーションセンター評価委員会（以下「評価委員会」という。）の意見を聴

取した上で、９月頃に実施する。 

 

《法人による自己評価》 

法人は、自己評価するにあたり、業務実績や年度計画に掲げた指標の達成状況

を総合的に検証し、中項目ごとの実施状況について４段階評価（「４ 評価基準に

ついて」参照。以下同じ。）を行うとともに、その評価理由を記載する。 

なお、年度計画に掲げた指標の達成状況の判断目安は、以下のとおり。 

【指標の達成状況】 

        ⅴ：目標達成率 110％以上 

ⅳ：目標達成率 100％以上 110％未満 

ⅲ：目標達成率 90％以上 100％未満 

ⅱ：目標達成率 80％以上 90％未満 

ⅰ：目標達成率 80％未満 

《知事による評価》 

ア 中項目別評価 

法人の業務実績や法人による自己評価結果を総合的に検証し、中項目ごとの実

施状況について４段階評価を行うとともに、その評価理由を記載する。 

イ 全体評価 

上記の中項目別評価を踏まえ、各事業年度における業務実績について、記述式

による総合的な評価を行う。 

 

（２）中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務実績の評価 

○ 当該評価は、中期目標の期間の最後の事業年度に実施する。 

○ 法人は、中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実

績について、中期計画に掲げた中項目ごとに自己評価を行うとともに、自己評価を

付した業務実績等報告書を作成し、知事に提出する。 

○ 知事は、法人から提出された業務実績等報告書に基づき、中期計画に掲げた中項

目ごとに評価を行うとともに、業務実績全体の状況について評価を行う。 
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○ 法人の自己評価は、中期目標の期間の最後の事業年度５月～６月頃に実施し、知

事による項目別評価及び全体評価は、７月～８月頃に評価委員会の意見を聴取した

上で、９月頃に実施する。 

 

《法人による自己評価》 

法人は、自己評価するにあたり、業務実績や中期計画に掲げた指標の達成状況

を総合的に検証し、中項目ごとの実施状況について４段階評価を行うとともに、

その評価理由を記載する。 

なお、中期計画に掲げた指標の達成状況の判断目安は、年度計画に掲げた指標

の達成状況の判断目安と同様とする。 

《知事による評価》 

ア 中項目別評価 

法人の業務実績や法人による自己評価結果を総合的に検証し、中項目ごとの実

施状況について、４段階評価を行うとともに、その評価理由を記載する。 

イ 全体評価 

上記の中項目別評価を踏まえ、中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標

の期間における業務実績について、記述式による総合的な評価を行う。 

 

（３）中期目標の期間における業務実績の評価 

○ 当該評価は、中期目標の期間の終了後の次年度に実施する。 

○ 法人は、中期目標の期間における業務の実績について、中期計画に掲げた中項目

ごとに自己評価を行うとともに、自己評価を付した業務実績等報告書を作成し、知

事に提出する。 

○ 知事は、法人から提出された業務実績等報告書に基づき、中期計画に掲げた中項

目ごとに評価を行うとともに、業務実績全体の状況について評価を行う。 

○ 法人の自己評価は、中期目標の期間の終了後の次年度５月～６月頃に実施し、知

事による項目別評価及び全体評価は、７月～８月頃に評価委員会の意見を聴取した

上で、９月頃に実施する。 

 

《法人による自己評価》 

法人は、自己評価するにあたり、業務実績や中期計画に掲げた指標の達成状況

を総合的に検証し、中項目ごとの実施状況について４段階評価を行うとともに、

その評価理由を記載する。 

なお、中期計画に掲げた指標の達成状況の判断目安は、年度計画に掲げた指標

の達成状況の判断目安と同様とする。 

《知事による評価》 

ア 中項目別評価 

法人の業務実績や法人による自己評価結果を総合的に検証し、中項目ごとの実

施状況について、４段階評価を行うとともに、その評価理由を記載する。 
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イ 全体評価 

上記の中項目別評価を踏まえ、中期目標の期間における業務実績について、記

述式による総合的な評価を行う。 

 

４ 評価基準について 

（１）各事業年度における業務実績の評価 

法人による自己評価及び知事による評価（中項目別評価）については、以下の基準

により判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務実績の評価 

各事業年度における業務実績の評価基準と同様とする。 

 

（３）中期目標の期間における業務実績の評価 

各事業年度における業務実績の評価基準と同様とする。 

 

《評価基準》 

Ｓ：計画を上回って実施している。 

Ａ：概ね計画どおり実施している。 

Ｂ：計画をやや下回って実施している。 

Ｃ：計画を下回っている、又は実施していない。 
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【参考】

（地独）栃木県立がんセンター及び（地独）栃木県立リハビリテーションセンターの

業務実績の評価に関するフロー

（1）各事業年度における業務実績の評価

実施主体

① 前年度の業務実績の取りまとめ 【４月～５月】 【法人】

② 年度計画の実施状況の確認や取組成果等の自己評価の実施

【５月～６月】 【法人】

③ 指標の達成状況及び自己評価を付した各事業年度における業務実

績等報告書を事業年度の終了後３か月以内に知事に提出、公表 【法人】

［法第28条第２項、法規則第８条第１項、第２項］

【６月まで】

④ 前年度における中期計画の実施状況について調査・分析し、評価

（案）を作成 【知事】

［法第28条第１項、第３項］

【７月】

（調査の方法）

法人から知事に提出された業務実績等報告書の内容について、法

人に対しヒアリングを実施

⑤ 評価（案）について、評価委員会に諮問し、意見を聴取

［条例第２条第１項第２号］ 【７月～８月】 【知事】

⑥ 評価委員会の意見を踏まえて作成した評価の結果を法人に通知、

公表するとともに、議会に報告 【知事】

必要があると認めるときは、法人に対し、業務運営の改善その他

の必要な措置を講じるよう命令

［法第28条第５項、第６項］ 【９月】

(注)図中「法」は地方独立行政法人法を、「条例」は地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び

地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター評価委員会条例を、「法規則」は地方独

立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの

業務運営並びに財務及び会計に関する規則を示す。
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（2）中期目標の期間の終了時に見込まれる業務実績の評価

（中期目標期間における業務実績の見込み評価）

実施主体

① 中期目標期間（５年間）の業務実績（中期目標期間の最後の事業 【法人】

年度において見込まれる業務の実績を含む。）の取りまとめ

【中期目標期間の最後の事業年度、４月～５月】

② 中期計画の実施状況の確認や取組成果等の自己評価の実施

【中期目標期間の最後の事業年度、５月～６月】 【法人】

③ 指標の達成見込状況及び自己評価を付した中期目標の期間の終了

時に見込まれる業務実績等報告書を中期目標の期間の最後の事業年 【知事】

度の直前の事業年度終了後３か月以内に知事に提出、公表

［法第28条第２項、法規則第８条第１項、第２項］

【中期目標期間の最後の事業年度、６月まで】

④ 中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の達成状況につい

て調査・分析し、評価（案）を作成

［法第28条第１項、第３項］ 【知事】

【中期目標期間の最後の事業年度、７月】

（調査の方法）

法人から知事に提出された業務実績等報告書の内容について、法

人に対しヒアリングを実施

⑤ 評価（案）について、評価委員会に諮問し、意見を聴取

［法第28条第４項］ 【知事】

【中期目標期間の最後の事業年度、７月～８月】

【知事】

⑥ 評価委員会の意見を踏まえて作成した評価の結果を法人に通

知、公表するとともに、議会に報告 ・業務及び組織全

必要があると認めるときは、法人に対し、業務運営の改善そ 般にわたる見直し

の他の必要な措置を講じるよう命令 ・次期中期目標、

［法第28条第５項、第６項］ 中期計画の策定

【中期目標期間の最後の事業年度、９月】

(注)図中「法」は地方独立行政法人法を、「条例」は地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び

地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンター評価委員会条例を、「法規則」は地方独

立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンターの

業務運営並びに財務及び会計に関する規則を示す。
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。



（単位：百万円）
Ｈ30(2018)年度

決算額 Ａ
Ｒ元(2019)年度

決算額 Ｂ
比較
Ｂ－Ａ

291 291 0
56,505 56,136 △ 369
154.8 153.4 △ 1.4

118,756 117,186 △ 1,570
486.7 484.2 △ 2.5
53.2 52.7 △ 0.5

67,406 69,140 1,734
27,803 29,893 2,090

79.4 80.5 1.1
98.0 97.0 △ 1.0

9,646 9,783 137
9,430 9,592 162
7,294 7,567 273

う ち 入 院 収 益 3,809 3,881 72
う ち 外 来 収 益 3,302 3,503 201

1,505 1,419 △ 86
631 606 △ 25
212 191 △ 21
67 61 △ 6

145 130 △ 15
4 0 △ 4

9,836 10,090 254
9,729 9,994 265
9,190 9,399 209

う ち 給 与 費 3,824 3,843 19
う ち 材 料 費 2,633 2,877 244
う ち 経 費 1,675 1,668 △ 7
う ち 減 価 償 却 費 972 939 △ 33

147 146 △ 1
う ち 給 与 費 125 125 0

392 449 57
107 96 △ 11

0 0 0
△ 194 △ 306 △ 112
△ 190 △ 306 △ 116
1,129 1,772 643

505 1,168 663
623 605 △ 18

1,627 2,250 623
366 561 195

1,262 1,689 427
△ 499 △ 477 22
2,195 2,085 △ 110

12,735 12,255 △ 480

10,898 10,713 △ 185

1,837 1,542 △ 295

【各数値の増減要因等】
　（患者数）

○

○

　（収支関係）
○

○

○

⇒

　外来収益は増加
　〔要因〕　外来患者数は減少したものの、患者一人あたりの単価が高額医薬品の使用量の増により増加
　　　　　　した影響大

医 業 収 益

資 本

　費用の増加が収益の増加を上回ったことから、経常収支が悪化し、赤字幅が増加した。

純 利 益

差 引

負 債

経 常 損 益

営 業 外 費 用
臨 時 損 失

営 業 費 用
医 業 費 用

県 負 担 金 （ 営 業 等 ＋ 資 本 ）

許 可 病 床 数 （ 床 ）

年間
延患
者数

入 院 患 者 数 （ 人 ）
1 日 平 均 （ 人 ）

外 来 患 者 数 （ 人 ）
1 日 平 均 （ 人 ）

病 床 利 用 率 （ ％ ）

貸借
対照

営 業 収 益

企 業 債 償 還 金 等

支 出

う ち 運 営 費 負 担 金
う ち そ の 他 営 業 外 収 益

臨 時 利 益
支 出

一 般 管 理 費

収 入資

本

収

支

営

業

等

収

支

そ の 他 営 業 費 用

一 人 一 日 当 入 院 （ 円 ）

医 業 収 支 比 率 （ ％ ）
経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

そ の 他 営 業 収 益
営 業 外 収 益

単価
一 人 一 日 当 外 来 （ 円 ）

〔平成28(2016)年４月 地方独立行政法人化〕

令和元(2019)年度　（地独）栃木県立がんセンター決算の概要（速報）

　医業費用は増加
　〔要因〕　高額医薬品の使用量が増加した影響大

　入院患者数は減少
　〔要因〕　がん医療が入院中心から外来中心に移行していることや一部の診療科における医師の退職等

収 入

運 営 費 負 担 金

　入院収益は増加
　〔要因〕　入院患者数は減少したものの、患者一人あたりの単価が高額治療件数の増により増加した影
　　　　　　響大

資 産

区　分

　外来患者数は減少
　〔要因〕　一部の診療科では増加しているものの、診療日数の減や医師の退職等により減少

企 業 債
資 本 収 支 負 担 金

建 設 改 良 費

資料２
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Ａ

・
 
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
高

難
度

手
術

延
べ

件
数

」
、

「
腹

腔
鏡

及
び

胸
腔

鏡
下

手
術

延
べ

件
数

」
及

び
「

高
精

度
放

射
線

治
療

延
べ

件
数

」
な

ど
、

多
く

の
指

標
で

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
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。
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績
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ま
た
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Ａ
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は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ

（
計

画
を

下
回

っ
て

い
る

、
又

は
実

施
し

て
い

な
い

。
）

２
　
評
価
結
果
及
び
理
由

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ

（
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
て

い
る

。
）

令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
業
務
実
績
報
告
書
兼
中
項
目
別
評
価
書
の
概
要
に
つ
い
て
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

１
　
評
価
方
法
及
び
評
価
基
準

　
　

評
価

方
法

：
業

務
実

績
や

年
度

計
画

に
掲

げ
た

指
標

の
達

成
状

況
を

総
合

的
に

検
証

し
、

中
項

目
ご

と
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

４
段

階
評

価
を

行
う

。

 
 
 
 
評

価
基

準
：

Ｓ
（

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
し

て
い

る
。

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ

（
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

。
）

資
料
３

1



2

評
価

結
果

評
　

価
　

理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

２
安

全
で

安
心

な
医

療
の

提
供 資

料
４

ｐ
６

～
８

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
医

療
安

全
管

理
研

修
（

全
職

員
対

象
）

受
講

率
」

な
ど

、
全

て
の

指
標

が
目

標
を

達
成

し
た

。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
医

療
安

全
対

策
等

の
推

進
」

で
は

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

部
会

に
お

い
て

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
や

事
故

報
告

の
原

因
分

析
や

事
故

防
止

の
具

体
策

な
ど

に
つ

い
て

調
査

や
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「

医
療

機
器

等
の

安
全

管
理

の
徹

底
」

で
は

、
安

全
で

安
心

な
放

射
線

治
療

を
提

供
す

る
た

め
、

医
学

物
理

士
を

中
心

に
毎

月
最

終
水

曜
日

に
治

療
機

器
の

精
度

管
理

を
実

施
し

た
ほ

か
、

医
療

機
器

や
医

薬
品

の
安

全
使

用
の

た
め

の
研

修
会

を
開

催
し

た
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

し
た

。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

３
患

者
・

県
民

の
視

点
に

立
っ

た
医

療
の

提
供

資
料

４
ｐ

９
～

1
3

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
カ

ル
テ

監
査

実
施

回
数

」
及

び
「

医
療

相
談

件
数

」
が

目
標

を
達

成
し

た
が

、
「

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
件

数
」

な
ど

他
の

指
標

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
で

は
、

就
業

支
援

を
目

的
に

平
日

早
朝

の
放

射
線

治
療

及
び

平
日

夕
方

の
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

の
運

用
を

継
続

し
た

ほ
か

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

で
は

、
N
C
C
オ

ン
コ

パ
ネ

ル
検

査
等

が
保

険
承

認
さ

れ
検

査
を

開
始

し
た

。
ま

た
、

「
患

者
の

就
労

等
に

関
す

る
相

談
支

援
体

制
の

充
実

」
で

は
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

宇
都

宮
と

連
携

し
て

就
職

支
援

相
談

会
を

、
栃

木
産

業
保

健
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

両
立

支
援

相
談

会
を

開
催

し
た

。
さ

ら
に

、
「

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
利

便
性

・
快

適
性

の
向

上
」

で
は

、
照

明
の

一
部

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

、
診

察
室

・
検

査
室

へ
の

カ
ー

テ
ン

設
置

な
ど

に
よ

り
、

患
者

の
快

適
性

や
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

を
図

っ
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
た

だ
し

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

件
数

は
、

目
標

を
大

き
く

下
回

っ
て

い
る

た
め

、
引

き
続

き
、

件
数

増
加

に
向

け
た

一
層

の
取

組
を

期
待

し
た

い
。

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）



４
人

材
の

確
保

と
育

成

資
料

４
ｐ

1
4
～

1
7

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
認

定
看

護
師

数
」

及
び

「
医

療
倫

理
研

修
実

施
回

数
」

が
目

標
ど

お
り

で
あ

っ
た

が
、

「
医

師
数

」
及

び
「

職
員

満
足

度
割

合
」

が
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

」
で

は
、

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
派

遣
に

つ
い

て
要

請
活

動
を

行
っ

た
結

果
、

２
月

に
頭

頸
科

の
常

勤
医

師
１

名
を

採
用

し
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
４

月
か

ら
は

、
多

く
の

診
療

科
で

常
勤

医
師

の
採

用
が

予
定

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

画
像

診
断

医
師

を
対

象
と

し
た

在
宅

勤
務

制
度

を
導

入
し

た
。

ま
た

、
「

研
修

体
制

の
強

化
」

で
は

、
当

セ
ン

タ
ー

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

、
院

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

掲
示

し
職

員
へ

の
周

知
を

行
っ

た
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

し
た

。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
た

だ
し

、
職

員
満

足
度

の
向

上
に

つ
い

て
、

一
層

の
取

組
を

期
待

し
た

い
。

５
地

域
連

携
の

推
進

資
料

４
ｐ

1
8
～

2
0

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
受

託
検

査
件

数
」

、
「

退
院

調
整

件
数

」
な

ど
多

く
の

指
標

が
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
医

薬
連

携
研

修
実

施
回

数
」

は
、

２
月

に
開

催
予

定
だ

っ
た

２
回

目
の

研
修

会
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

」
で

は
、

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

が
対

応
し

て
い

る
他

病
院

か
ら

の
患

者
の

受
け

入
れ

依
頼

に
つ

い
て

、
全

例
受

け
入

れ
を

原
則

と
し

て
対

応
し

た
ほ

か
、

医
薬

連
携

で
は

、
外

来
化

学
療

法
ト

レ
ー

シ
ン

グ
レ

ポ
ー

ト
活

用
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
に

基
づ

く
経

口
抗

が
ん

薬
治

療
管

理
に

つ
い

て
、

４
月

か
ら

県
内

全
て

の
薬

局
を

対
象

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
「

在
宅

緩
和

ケ
ア

の
推

進
」

で
は

、
退

院
調

整
の

た
め

の
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
看

護
師

が
参

加
し

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
師

や
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

な
ど

と
在

宅
緩

和
ケ

ア
に

つ
な

げ
る

情
報

を
共

有
し

た
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

し
た

。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

3



4

評
価

結
果

評
　

価
　

理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

６
地

域
医

療
へ

の
貢

献

資
料

４
ｐ

2
1
～

2
2

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
地

域
の

医
療

従
事

者
向

け
研

修
実

施
回

数
」

、
「

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
実

施
回

数
」

と
も

に
目

標
を

達
成

し
た

。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・

均
て

ん
化

の
た

め
の

支
援

」
で

は
、

新
た

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
部

会
と

栃
木

県
が

ん
・

生
殖

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
設

立
し

、
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

役
割

と
し

て
県

内
の

診
療

の
質

の
均

て
ん

化
や

地
域

連
携

体
制

の
強

化
に

取
り

組
ん

だ
ほ

か
、

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
、

地
域

医
療

機
関

向
け

の
研

修
会

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
「

が
ん

対
策

事
業

へ
の

貢
献

」
で

は
、

県
内

の
す

べ
て

の
病

院
及

び
指

定
診

療
所

か
ら

届
出

の
あ

っ
た

全
国

が
ん

登
録

情
報

の
審

査
・

整
理

を
行

っ
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

７
災

害
等

へ
の

対
応

資
料

４
ｐ

2
3

Ａ

・
病

棟
で

火
災

が
発

生
し

た
こ

と
を

想
定

し
た

消
火

か
ら

避
難

ま
で

の
総

合
訓

練
及

び
病

棟
に

お
け

る
消

防
訓

練
と

、
大

地
震

を
想

定
し

た
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

ほ
か

、
災

害
時

の
た

め
の

医
薬

品
や

患
者

用
・

職
員

用
の

非
常

食
及

び
水

を
計

画
的

に
更

新
し

た
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

第
２

１
業

務
運

営
体

制
の

確
立

資
料

４
ｐ

2
4

Ａ

・
医

療
環

境
の

変
化

に
伴

っ
て

発
生

す
る

病
院

運
営

上
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
や

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

し
、

対
応

策
を

検
討

し
た

ほ
か

、
監

査
室

を
新

た
に

設
置

し
、

医
療

職
の

職
員

を
配

置
し

た
こ

と
に

よ
り

、
医

療
分

野
に

お
け

る
業

務
フ

ロ
ー

の
作

成
が

進
ん

だ
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

２
経

営
参

画
意

識
の

向
上

資
料

４
ｐ

2
5

Ａ

・
職

員
全

員
の

経
営

参
画

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

、
経

営
会

議
や

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

た
ほ

か
、

業
務

改
善

提
案

制
度

を
活

用
し

て
職

員
か

ら
ア

イ
デ

ア
を

収
集

し
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
や

業
務

負
担

の
軽

減
に

資
す

る
取

組
に

つ
な

が
っ

た
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）



３
収

入
の

確
保

及
び

費
用

の
削

減
へ

の
取

組

資
料

４
ｐ

2
6
～

2
9

Ｂ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

採
用

比
率

」
が

目
標

値
を

上
回

っ
た

が
、

「
病

床
利

用
率

」
、

「
診

療
材

料
費

対
医

業
収

益
比

率
」

な
ど

、
多

く
の

指
標

が
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
収

入
の

確
保

へ
の

取
組

」
で

は
、

紹
介

患
者

増
を

目
指

し
て

、
呼

吸
器

内
科

だ
け

で
な

く
、

９
月

か
ら

は
大

腸
骨

盤
外

科
で

も
医

師
、

渉
外

業
務

専
門

員
が

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
開

始
し

た
ほ

か
、

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
医

師
を

配
置

し
、

検
体

検
査

管
理

加
算

の
区

分
Ⅳ

の
適

用
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
施

設
基

準
の

届
け

出
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「

費
用

の
削

減
へ

の
取

組
」

で
は

、
医

薬
品

の
価

格
交

渉
に

お
い

て
従

来
と

は
異

な
る

手
法

で
交

渉
を

行
い

、
年

間
で

約
1
9
,
6
5
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

ほ
か

、
委

託
料

に
つ

い
て

は
、

院
内

洗
濯

業
務

委
託

の
内

容
及

び
契

約
期

間
を

見
直

し
、

入
札

を
行

っ
た

結
果

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

よ
り

年
間

約
7
,
3
0
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
見

込
み

と
な

っ
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
実

施
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

病
床

利
用

率
の

向
上

等
に

よ
り

更
な

る
収

入
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

面
に

も
留

意
し

な
が

ら
費

用
の

削
減

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

な
ど

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

第
３

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事

項 資
料

４
ｐ

3
0

Ｂ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
医

業
収

支
比

率
」

が
目

標
値

を
上

回
っ

た
が

、
「

経
常

収
支

比
率

」
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

経
営

会
議

や
経

営
戦

略
会

議
を

通
じ

て
月

次
で

収
支

状
況

等
を

管
理

し
た

ほ
か

、
診

療
科

ご
と

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
課

題
と

今
後

の
方

針
、

当
セ

ン
タ

ー
の

強
み

と
な

る
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
具

体
例

な
ど

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

い
、

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
し

た
が

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
た

。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

経
常

収
支

の
黒

字
化

に
向

け
て

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

第
８

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項

資
料

４
ｐ

3
1

Ａ

・
施

設
整

備
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
県

に
提

出
し

た
将

来
構

想
を

受
け

、
さ

ら
に

具
体

的
な

内
容

と
す

る
た

め
新

た
な

メ
ン

バ
ー

で
構

成
し

た
「

T
C
C
み

ら
い

S
O
Z
O
委

員
会

」
を

立
ち

上
げ

た
ほ

か
、

医
療

機
器

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・

整
備

し
た

な
ど

、
当

該
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

5



   

 

業
務
実
績
報
告
書
兼
中
項
目
別
評
価
書
 

 

令
和

元
(2
01

9)
 年

 度
 

（
第

４
期
事

業
年
度

）
 

 

 

自
 
平
成

3
1
(
2
0
1
9
)
年
４
月
 
１
日

 

至
 
令
和
２
(
2
0
2
0
)
年
３
月

3
1
日
 

 

地
方

独
立
行

政
法
人

栃
木
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー

 



 

目
 
 

 
次
 

 

業
務

実
績

報
告

書
兼

中
項

目
別

評
価

報
告

書
 

総
括

表
 

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１
 

 第
１

 
県

民
に

対
し

て
提

供
す

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

（
大

項
目

）
 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
２

 

１
 
質

の
高

い
医

療
の

提
供
（

中
項

目
）

 
 
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
２
 

２
 
安

全
で

安
心

な
医

療
の
提

供
（

中
項

目
）

 
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
６
 

３
 
患

者
・

県
民

の
視

点
に
立

っ
た

医
療

の
提

供
（

中
項
目

）
 

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
９
 

４
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（
中

項
目

）
 

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
4 

５
 
地

域
連

携
の

推
進

（
中
項

目
）

 
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
8 

６
 
地

域
医

療
へ

の
貢

献
（
中

項
目

）
 

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
2
1 

７
 
災

害
等

へ
の

対
応

（
中
項

目
）

 
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
3 

 第
２

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（

大
項

目
）

 
 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
4
 

１
 
業

務
運

営
体

制
の

確
立
（

中
項

目
）

 
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
4 

２
 
経

営
参

画
意

識
の

向
上
（

中
項

目
）

 
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
5 

３
 
収

入
の

確
保

及
び

費
用
の

削
減

へ
の

取
組

（
中

項
目
）

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
6 

 第
３

 
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

）
（

大
項

目
）

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

3
0
 

 第
８

 
 
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

（
大

項
目

）
 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
3
1
 

 



◆
　
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
各
事
業
年
度
の
項
目
別
評
価

平
成
2
8
(2
0
1
6
)

年
度

平
成
2
9
(2
0
1
7
)

年
度

平
成
3
0
(2
0
1
8
)

年
度

令
和
元
(2
0
1
9
)

年
度

令
和
２
(2
0
2
0
)

年
度

第
１
　
県
民
に
対
し
て
提
供
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項 A

A
A

A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

B
A

A
A

B
A

A
A

A
A

第
２
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項

A
A

A
A

A
A

A
A

A
B

B
B

第
３
　
予
算
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

A
B

B
B

第
８
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

B
B

A
A

（
参
考
）
　
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
各
事
業
年
度
の
全
体
評
価

令
和
元
(2
0
1
9
)年
度
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
進
捗
に
や
や
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。
（
案
）

令
和
２
(2
0
2
0
)年
度

業
務
実
績
報
告
書
兼
中
項
目
別
評
価
報
告
書
　
総
括
表

年
度

評
価
結
果

平
成
2
8
(2
0
1
6
)年
度
全
体
と
し
て
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
概
ね
順
調
な
進
捗
状
況
で
あ
る
。

平
成
2
9
(2
0
1
7
)年
度

項
目

１
　
質
の
高
い
医
療
の
提
供

２
　
安
全
で
安
心
な
医
療
の
提
供

３
　
患
者
・
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
の
提
供

４
　
人
材
の
確
保
と
育
成

平
成
3
0
(2
0
1
8
)年
度
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
進
捗
に
や
や
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。

中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
ほ
ぼ
順
調
な
進
捗
状
況
で
あ
る
が
、
一
部
の
項
目
に
お
い
て
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

５
　
地
域
連
携
の
推
進

６
　
地
域
医
療
へ
の
貢
献

７
　
災
害
等
へ
の
対
応

１
　
業
務
運
営
体
制
の
確
立

２
　
経
営
参
画
意
識
の
向
上

３
　
収
入
の
確
保
及
び
費
用
の
削
減
へ
の
取
組

1



◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
6
0

6
1

1
0
2
%

6
0

ⅳ
6
9

7
5

5
2

6
1

2
5
5
0

6
0
7

1
1
0
%

ⅴ
3
4
5

3
5
8

5
3
0

6
0
7

3
9
0
0

9
5
6

1
0
6
%

ⅳ
9
9
5

9
1
8

9
8
4

9
5
6

IM
R

T
7
3
5

8
3
5

1
1
4
%

7
8
0

ⅴ
7
7
7

1
,2

5
1

2
,1

9
0

8
3
5

S
B

R
T

8
1
6

2
0
0
%

2
0

ⅴ
4

0
8

1
6

5
7
,6

0
0

8
,3

0
8

1
0
9
%

7
,9

0
0

ⅳ
7
,8

9
7

7
,5

7
3

8
,0

4
8

8
,3

0
8

6
1
5
0

2
0
0

1
3
3
%

2
2
8

ⅴ
1
8
2

1
6
9

1
8
3

2
0
0

7
1
0
0
.0

7
7
.3

7
7
%

ⅰ
4
3
.6

6
3
.9

8
3
.7

7
7
.3

8
年

８
回

年
８

回
1
0
0
%

ⅳ
年

1
0
回

年
1
0
回

年
8
回

年
８

回

9
年

1
0
回

年
８

回
8
0
%

月
1
回

以
上

ⅱ
年

9
回

年
1
0
回

年
8
回

年
８

回

1
0

7
,0

7
0

5
,6

6
8

8
0
%

1
7
,0

4
0

ⅱ
2
,2

8
5

5
,4

3
8

5
,3

7
4

5
,6

6
8

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

地
域

の
緩

和
ケ

ア
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

開
催

回
数

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
単

位
数

（
単

位
）

（
１

）
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
推

進
（
小

項
目

）
　

患
者

が
さ

ま
ざ

ま
な

病
態

に
応

じ
て

必
要

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

が
ん

専
門

病
院

と
し

て
、

以
下

の
と

お
り

、
高

度
で

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
。

ア
　

局
所

進
行

が
ん

や
転

移
が

ん
、

希
少

が
ん

も
含

め
、

患
者

が
さ

ま
ざ

ま
な

病
態

に
応

じ
て

必
要

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

手
術

、
放

射
線

治
療

及
び

化
学

療
法

を
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

治
療

の
充

実
を

図
る

な
ど

、
高

度
専

門
医

療
を

提
供

す
る

。

　
患

者
が

さ
ま

ざ
ま

な
病

態
に

応
じ

て
必

要
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
が

ん
専

門
病

院
と

し
て

、
以

下
の

と
お

り
、

高
度

で
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

。

ア
　

局
所

進
行

が
ん

や
転

移
が

ん
、

希
少

が
ん

も
含

め
、

患
者

が
さ

ま
ざ

ま
な

病
態

に
応

じ
て

必
要

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

手
術

、
放

射
線

治
療

及
び

化
学

療
法

を
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

治
療

の
充

実
を

図
る

な
ど

、
高

度
専

門
医

療
を

提
供

す
る

。
　

　
ま

た
、

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

一
次

二
期

再
建

を
再

開
す

る
な

ど
、

患
者

の
希

望
に

沿
っ

た
手

術
療

法
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
え

る
。

・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
5
2
件

に
減

少
し

た
肝

胆
膵

外
科

の
高

難
度

手
術

は
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
に

は
6
1
件

に
増

加
し

、
目

標
の

6
0
件

を
上

回
っ

た
。

受
診

当
初

切
除

不
能

で
あ

っ
た

が
、

化
学

療
法

を
行

い
ダ

ウ
ン

ス
テ

ー
ジ

が
得

ら
れ

た
症

例
に

対
し

て
は

積
極

的
に

手
術

を
試

み
、

そ
の

結
果

切
除

で
き

た
症

例
も

含
ま

れ
て

お
り

、
集

学
的

治
療

の
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
・
　

骨
軟

部
腫

瘍
・
整

形
外

科
の

手
術

症
例

数
は

順
調

に
増

加
し

、
同

科
が

常
勤

二
人

体
制

に
な

る
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
は

更
な

る
患

者
の

増
加

が
期

待
で

き
る

。
・
　

多
職

種
の

参
加

に
よ

る
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
（
症

例
検

討
会

）
を

各
診

療
科

等
で

開
催

し
、

患
者

の
状

態
に

応
じ

て
手

術
療

法
、

放
射

線
療

法
、

化
学

療
法

又
は

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
治

療
を

実
施

し
た

。
・
　

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

一
次

二
期

再
建

に
つ

い
て

は
、

乳
房

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

留
置

に
伴

う
悪

性
リ

ン
パ

腫
の

リ
ス

ク
が

報
告

さ
れ

、
乳

房
再

建
に

使
用

さ
れ

て
い

た
エ

キ
ス

パ
ン

ダ
ー

と
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
が

販
売

停
止

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
７

月
か

ら
１

月
ま

で
手

術
を

休
止

し
た

。
（
手

術
件

数
：
８

件
）

  
  

 第
１

　
県

民
に

対
し

て
提

供
す

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

（
大

項
目

）

　
　

　
　

１
　

質
の

高
い

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

腹
腔

鏡
及

び
胸

腔
鏡

下
手

術
延

べ
件

数
（
件

）
外

来
（
日

帰
り

）
ポ

リ
ー

プ
内

視
鏡

手
術

延
べ

件
数

（
件

）

高
精

度
放

射
線

治
療

延
べ

件
数

（
件

）
4

高
難

度
手

術
延

べ
件

数
（
件

）

外
来

化
学

療
法

延
べ

件
数

（
件

）

臨
床

研
究

件
数

（
件

）

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
受

講
率

（
％

）

緩
和

ケ
ア

勉
強

会
実

施
回

数

2



イ
　

低
侵

襲
な

鏡
視

下
手

術
（
腹

腔
鏡

、
胸

腔
鏡

を
入

れ
て

モ
ニ

タ
ー

を
見

な
が

ら
行

う
手

術
）
や

食
道

、
胃

、
大

腸
の

内
視

鏡
治

療
の

実
施

（
内

視
鏡

的
粘

膜
下

層
剥

離
術

：
Ｅ

Ｓ
Ｄ

、
内

視
鏡

的
粘

膜
切

除
術

：
Ｅ

Ｍ
Ｒ

等
）
等

、
患

者
の

身
体

的
負

担
が

少
な

い
治

療
法

を
引

き
続

き
提

供
し

、
患

者
の

高
齢

化
へ

の
対

応
を

進
め

る
。

イ
　

低
侵

襲
な

腹
腔

鏡
及

び
胸

腔
鏡

下
手

術
に

つ
い

て
は

、
手

術
適

応
を

守
り

な
が

ら
積

極
的

に
施

行
し

、
術

後
合

併
症

の
減

少
と

入
院

期
間

の
短

縮
に

努
め

る
と

と
も

に
、

先
進

医
療

で
あ

る
腹

腔
鏡

下
傍

大
動

脈
リ

ン
パ

節
郭

清
術

を
実

施
す

る
。

　
　

ま
た

、
低

侵
襲

な
内

視
鏡

治
療

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

情
報

提
供

を
行

い
、

周
知

に
努

め
る

。
　

　
さ

ら
に

、
当

セ
ン

タ
ー

の
特

長
で

あ
る

大
腸

ポ
リ

ー
プ

の
日

帰
り

内
視

鏡
手

術
を

推
進

す
る

。

・
　

婦
人

科
常

勤
医

４
名

全
員

が
日

本
産

科
婦

人
科

内
視

鏡
学

会
技

術
認

定
医

の
資

格
を

取
得

し
、

婦
人

科
領

域
の

腹
腔

鏡
手

術
件

数
が

著
し

く
増

加
し

た
（
年

間
2
5
5
例

）
。

県
内

で
も

指
導

的
立

場
を

獲
得

し
て

お
り

、
子

宮
体

が
ん

に
対

す
る

傍
大

動
脈

リ
ン

パ
節

郭
清

を
含

め
た

腹
腔

鏡
下

子
宮

悪
性

腫
瘍

手
術

（
先

進
医

療
）
は

、
当

セ
ン

タ
ー

が
県

内
で

唯
一

の
施

行
可

能
な

施
設

と
な

っ
て

い
る

（
年

間
1
0
例

）
。

・
　

消
化

器
・
呼

吸
器

領
域

に
お

け
る

鏡
視

下
手

術
は

す
で

に
標

準
術

式
に

な
っ

て
い

る
が

、
当

セ
ン

タ
ー

で
は

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
技

術
認

定
医

に
よ

る
質

の
高

い
低

侵
襲

な
手

術
を

施
行

し
て

お
り

、
術

後
合

併
症

が
少

な
く
、

入
院

期
間

の
短

縮
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
・
　

早
期

の
胃

・
大

腸
が

ん
に

対
す

る
低

侵
襲

な
治

療
を

推
進

す
る

た
め

、
E
S

D
(内

視
鏡

的
粘

膜
下

層
剥

離
術

）
を

積
極

的
に

施
行

し
、

そ
の

治
療

成
績

も
良

好
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
大

腸
ポ

リ
ー

プ
に

つ
い

て
は

、
外

来
検

査
の

際
に

そ
の

場
で

ポ
リ

ー
プ

を
切

除
す

る
こ

と
を

推
進

し
、

患
者

に
身

体
的

に
も

経
済

的
に

も
負

担
の

少
な

い
治

療
を

提
供

し
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

ウ
　

短
時

間
で

効
率

的
に

ＩＭ
Ｒ

Ｔ
（
強

度
変

調
放

射
線

治
療

）
の

施
行

が
可

能
と

な
る

Ｖ
Ｍ

Ａ
Ｔ

（
強

度
変

調
回

転
照

射
）
及

び
Ｓ

Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
体

幹
部

定
位

放
射

線
治

療
）
を

実
施

す
る

。

・
　

ＩＭ
Ｒ

Ｔ
は

主
に

泌
尿

器
、

婦
人

科
領

域
に

実
施

し
た

。
Ｓ

Ｂ
Ｒ

Ｔ
は

呼
吸

器
の

取
扱

い
症

例
数

増
加

に
付

随
し

実
施

件
数

が
増

加
し

、
ＩＭ

Ｒ
Ｔ

、
Ｓ

Ｂ
Ｒ

Ｔ
と

も
お

お
む

ね
目

標
を

達
成

し
た

。
ウ

　
ＩＭ

Ｒ
Ｔ

（
強

度
変

調
放

射
線

治
療

）
や

Ｓ
Ｂ

Ｒ
Ｔ

（
体

幹
部

定
位

放
射

線
治

療
）
等

、
患

者
の

状
態

等
に

応
じ

た
高

度
な

放
射

線
治

療
を

提
供

す
る

。

オ
　

患
者

が
よ

り
よ

い
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

治
験

等
の

臨
床

研
究

や
新

た
な

標
準

治
療

法
の

確
立

の
た

め
の

国
内

外
の

多
施

設
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

エ
　

抗
が

ん
剤

の
作

用
、

副
作

用
に

熟
知

し
た

専
門

医
や

看
護

師
に

よ
る

高
度

な
が

ん
化

学
療

法
を

引
き

続
き

提
供

す
る

と
と

も
に

、
他

の
医

療
機

関
で

は
実

施
困

難
な

最
新

の
化

学
療

法
を

提
供

す
る

。

エ
　

抗
が

ん
剤

の
作

用
、

副
作

用
に

熟
知

し
た

専
門

医
、

認
定

看
護

師
、

薬
剤

師
等

を
含

め
た

多
職

種
に

よ
り

、
最

新
か

つ
適

切
な

化
学

療
法

を
実

施
す

る
。

・
　

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

を
含

め
た

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

定
期

的
に

実
施

し
、

情
報

の
交

換
や

共
有

に
努

め
る

こ
と

で
、

適
切

な
化

学
療

法
を

実
施

し
た

。
・
　

化
学

療
法

件
数

が
増

加
傾

向
に

あ
る

中
、

安
全

か
つ

安
心

な
治

療
が

継
続

で
き

る
よ

う
、

多
職

種
で

協
働

し
対

応
し

た
。

・
　

外
来

受
診

時
に

お
け

る
医

師
と

患
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
と

し
て

問
診

票
を

活
用

し
、

消
化

器
外

科
患

者
を

対
象

に
有

害
事

象
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

し
た

。

オ
　

患
者

が
よ

り
よ

い
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

治
験

等
の

臨
床

研
究

や
新

た
な

標
準

治
療

法
の

確
立

の
た

め
の

国
内

外
の

多
施

設
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
　

　
ま

た
、

治
験

依
頼

者
へ

積
極

的
に

情
報

発
信

す
る

と
と

も
に

、
治

験
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

活
用

す
る

な
ど

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

・
　

承
認

前
の

医
薬

品
の

治
験

等
の

臨
床

研
究

や
新

た
な

標
準

治
療

法
の

確
立

の
た

め
、

国
内

外
の

多
施

設
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
当

セ
ン

タ
ー

や
Ｓ

Ｍ
Ｏ

（
治

験
施

設
支

援
機

関
）
の

臨
床

研
究

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
活

用
し

医
師

の
業

務
を

支
援

し
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
治

験
実

施
体

制
、

治
験

関
連

規
程

、
ＩＲ

Ｂ
（
臨

床
研

究
審

査
委

員
会

）
に

関
す

る
最

新
情

報
を

随
時

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
速

や
か

に
治

験
依

頼
者

へ
情

報
発

信
し

た
。

・
　

特
定

臨
床

研
究

の
運

用
が

定
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

他
施

設
や

研
究

事
務

局
か

ら
発

信
さ

れ
る

情
報

や
学

会
参

加
に

よ
り

情
報

を
収

集
し

、
臨

床
研

究
法

に
対

応
し

た
当

セ
ン

タ
ー

の
標

準
業

務
手

順
書

を
改

正
し

た
。

・
　

臨
床

試
験

（
患

者
に

介
入

す
る

研
究

）
は

減
っ

た
が

、
観

察
研

究
（
患

者
に

介
入

せ
ず

経
過

を
観

察
す

る
研

究
）
が

増
え

た
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
研

究
数

が
増

加
し

た
。

3



　
多

職
種

の
医

療
従

事
者

間
で

連
携

、
協

働
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

最
大

限
に

発
揮

で
き

る
よ

う
、

放
射

線
診

断
医

、
病

理
診

断
医

を
は

じ
め

と
す

る
医

療
従

事
者

間
の

連
携

、
協

働
を

実
際

の
臨

床
の

場
で

実
践

す
る

た
め

、
体

系
的

な
チ

ー
ム

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
症

例
検

討
会

）
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。

・
　

２
月

に
チ

ー
ム

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

研
修

を
開

催
し

、
全

職
種

か
ら

6
0
名

（
初

級
編

3
6
名

、
中

級
編

2
4

名
）
が

受
講

し
た

。
３

月
開

催
分

（
初

級
編

5
4
名

、
上

級
編

2
0
名

が
受

講
予

定
）
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

期
日

未
定

の
延

期
と

な
り

、
全

職
員

の
初

級
編

の
履

修
は

3
3
3
名

、
未

受
講

者
9
9
名

と
な

っ
た

。
・
　

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
症

例
検

討
会

）
に

つ
い

て
は

、
各

診
療

科
等

で
定

期
的

に
開

催
し

た
。

・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
に

開
始

し
た

、
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
に

基
づ

く
薬

物
治

療
管

理
の

取
組

（
入

院
処

方
入

力
支

援
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
、

外
来

化
学

療
法

ト
レ

ー
シ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

活
用

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

、
外

来
院

外
処

方
疑

義
照

会
簡

素
化

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

）
を

継
続

し
、

必
要

に
応

じ
て

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

の
改

定
を

行
っ

た
。

ま
た

、
が

ん
化

学
療

法
の

副
作

用
対

策
を

充
実

さ
せ

る
た

め
に

、
「
外

来
化

学
療

法
診

察
前

面
談

プ
ロ

ト
コ

－
ル

」
を

追
加

し
た

。

（
２

）
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
（
小

項
目

）
　

平
成

2
8
年

２
月

か
ら

開
始

し
た

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
（
※

）
の

研
修

を
、

全
職

員
を

対
象

に
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
症

例
検

討
会

）
を

定
期

的
に

開
催

す
る

。
　

さ
ら

に
、

多
職

種
の

医
療

従
事

者
間

で
の

連
携

、
協

働
に

よ
る

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

た
め

、
厚

生
労

働
省

、
日

本
病

院
薬

剤
師

会
、

日
本

医
療

薬
学

会
等

が
推

奨
す

る
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
に

基
づ

く
薬

物
治

療
管

理
（
P

ro
to

c
o
l 
B

as
e
d
 P

h
ar

m
ac

o
th

e
ra

p
y 

M
an

ag
e
m

e
n
t:
 P

B
P

M
）

を
実

践
す

る
。

※
　

医
療

の
質

及
び

患
者

安
全

の
向

上
の

た
め

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
３

）
緩

和
ケ

ア
の

推
進

（
小

項
目

）
　

患
者

の
苦

痛
の

軽
減

や
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

を
図

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

、
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

の
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

ア
　

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

緩
和

ケ
ア

外
来

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
有

機
的

に
統

合
す

る
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

体
制

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
が

主
体

と
な

っ
て

院
内

向
け

に
勉

強
会

等
を

開
催

し
、

病
院

内
の

全
て

の
職

員
が

緩
和

ケ
ア

に
対

す
る

意
識

付
け

を
共

有
化

し
て

協
力

体
制

を
構

築
す

る
な

ど
、

院
内

の
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

　
患

者
の

苦
痛

の
軽

減
や

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

と
お

り
、

が
ん

と
診

断
さ

れ
た

時
か

ら
の

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
。

ア
  

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

緩
和

ケ
ア

外
来

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
有

機
的

に
統

合
し

た
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
維

持
向

上
を

図
る

。
　

　
ま

た
、

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

で
院

内
向

け
に

緩
和

ケ
ア

勉
強

会
を

開
催

し
、

基
本

的
緩

和
ケ

ア
か

ら
専

門
的

緩
和

ケ
ア

へ
つ

な
ぐ

体
制

を
強

化
す

る
。

・
　

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
強

化
を

図
る

た
め

、
毎

週
水

曜
日

に
多

職
種

で
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

た
。

・
　

緩
和

ケ
ア

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

会
を

８
回

開
催

し
、

基
本

的
緩

和
ケ

ア
の

実
践

と
専

門
的

緩
和

ケ
ア

へ
つ

な
ぐ

役
割

に
つ

い
て

症
例

検
討

を
中

心
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

緩
和

ケ
ア

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

育
成

の
た

め
、

年
度

初
め

に
各

自
の

行
動

目
標

を
明

確
に

し
、

1
年

間
の

取
り

組
み

後
、

年
度

末
に

評
価

を
行

っ
た

。
・
　

緩
和

ケ
ア

初
回

外
来

時
に

専
従

看
護

師
が

同
席

し
、

今
後

の
療

養
場

所
の

意
思

決
定

支
援

を
行

う
と

と
も

に
関

係
部

署
と

情
報

を
共

有
し

支
援

継
続

に
つ

な
げ

た
。

・
　

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
導

入
に

向
け

た
準

備
を

行
っ

た
。

（
４

）
が

ん
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
の

充
実

（
小

項
目

）
　

患
者

の
望

む
生

活
ス

タ
イ

ル
を

支
援

す
る

た
め

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ー
ス

を
拡

充
す

る
と

と
も

に
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

の
充

実
を

図
り

、
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

患
者

の
病

態
に

応
じ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
。

　
患

者
の

望
む

生
活

ス
タ

イ
ル

を
支

援
す

る
た

め
、

が
ん

と
診

断
さ

れ
た

時
か

ら
患

者
の

病
態

に
応

じ
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。
　

ま
た

、
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

以
外

の
職

種
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
総

合
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

を
策

定
し

、
質

の
高

い
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
。

・
　

周
術

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
を

図
る

た
め

、
外

来
で

の
術

前
呼

吸
訓

練
や

術
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
術

前
呼

吸
訓

練
件

数
が

増
加

し
（
令

和
元

(2
0
1
9
）
年

度
2
9
6
件

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
1
6
8
件

）
、

入
院

患
者

の
依

頼
件

数
も

増
加

し
た

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
5
3
3
件

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
4
3
2
件

）
。

・
　

入
院

患
者

の
全

員
に

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

実
施

計
画

書
を

作
成

し
交

付
し

た
（
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
5
4
9
件

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
5
2
0
件

）
。

・
　

多
職

種
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
病

棟
回

診
を

毎
週

実
施

し
た

。
（
参

加
職

種
：
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

社
会

福
祉

士
、

管
理

栄
養

士
）

・
　

骨
軟

部
腫

瘍
・
整

形
外

科
主

催
の

骨
転

移
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
は

、
多

職
種

に
よ

る
集

学
的

検
討

に
よ

り
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

（
実

施
回

数
2
0
回

、
患

者
数

3
0

人
）

イ
　

院
内

の
み

な
ら

ず
地

域
全

体
の

緩
和

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
地

域
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
実

施
、

在
宅

療
養

支
援

機
能

を
担

う
診

療
所

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
連

携
強

化
、

訪
問

診
療

の
検

討
を

行
う

な
ど

、
地

域
と

連
携

し
て

在
宅

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
。

・
　

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

８
回

開
催

し
た

。
3
月

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
中

止
と

な
っ

た
が

、
緩

和
ケ

ア
に

関
す

る
講

演
会

、
症

例
検

討
会

、
地

域
医

療
体

制
の

検
討

会
な

ど
を

行
い

、
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。
・
　

退
院

調
整

の
た

め
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

看
護

師
が

参
加

し
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
と

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
情

報
を

共
有

し
た

。

イ
　

地
域

全
体

の
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

宇
都

宮
医

療
圏

に
お

け
る

他
の

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
協

働
し

て
医

療
・
福

祉
関

係
者

を
対

象
と

し
た

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

す
る

。
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価
Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
高

難
度

手
術

延
べ

件
数

」
、

「
腹

腔
鏡

及
び

胸
腔

鏡
下

手
術

延
べ

件
数

」
及

び
「
高

精
度

放
射

線
治

療
延

べ
件

数
」
な

ど
、

多
く
の

指
標

で
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
チ

ー
ム

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

受
講

率
」
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

開
催

回
数

が
減

っ
た

た
め

目
標

値
を

大
き

く
下

回
っ

た
。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
推

進
」
で

は
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
5
2
件

に
減

少
し

た
肝

胆
膵

外
科

の
高

難
度

手
術

が
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
に

は
6
1
件

に
増

加
し

た
ほ

か
、

婦
人

科
常

勤
医

４
名

全
員

が
日

本
産

科
婦

人
科

内
視

鏡
学

会
技

術
認

定
医

の
資

格
を

取
得

し
、

婦
人

科
領

域
の

腹
腔

鏡
手

術
件

数
が

著
し

く
増

加
し

た
。

ま
た

、
「
緩

和
ケ

ア
の

推
進

」
で

は
、

緩
和

ケ
ア

初
回

外
来

時
に

専
従

看
護

師
が

同
席

し
、

今
後

の
療

養
場

所
の

意
思

決
定

支
援

を
行

う
と

と
も

に
関

係
部

署
と

情
報

を
共

有
し

支
援

継
続

に
つ

な
げ

た
。

さ
ら

に
、

「
が

ん
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
の

充
実

」
で

は
、

周
術

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
を

図
る

た
め

、
外

来
で

の
術

前
呼

吸
訓

練
や

術
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
行

っ
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

・
　

緩
和

ケ
ア

の
推

進
や

が
ん

患
者

へ
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
の

充
実

等
に

つ
い

て
は

、
一

層
の

取
組

を
期

待
し

た
い

。
・
　

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
強

化
を

図
る

た
め

、
毎

週
水

曜
日

に
多

職
種

で
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

た
。

【
再

掲
、

(3
)－

ア
】

・
　

緩
和

ケ
ア

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

会
を

８
回

開
催

し
、

基
本

的
緩

和
ケ

ア
の

実
践

と
専

門
的

緩
和

ケ
ア

へ
つ

な
ぐ

役
割

に
つ

い
て

症
例

検
討

を
中

心
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

緩
和

ケ
ア

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

育
成

の
た

め
、

年
度

初
め

に
各

自
の

行
動

目
標

を
明

確
に

し
、

1
年

間
の

取
り

組
み

後
、

年
度

末
に

評
価

を
行

っ
た

。
【
再

掲
、

(3
)－

ア
】

・
　

緩
和

ケ
ア

初
回

外
来

時
に

専
従

看
護

師
が

同
席

し
、

今
後

の
療

養
場

所
の

意
思

決
定

支
援

を
行

う
と

と
も

に
関

係
部

署
と

情
報

を
共

有
し

支
援

継
続

に
つ

な
げ

た
。

【
再

掲
、

(3
)－

ア
】

・
　

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
導

入
に

向
け

た
準

備
を

行
っ

た
。

【
再

掲
、

(3
)－

ア
】

・
　

周
術

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
を

図
る

た
め

、
外

来
で

の
術

前
呼

吸
訓

練
や

術
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
術

前
呼

吸
訓

練
件

数
が

増
加

し
（
令

和
元

(2
0
1
9
）
年

度
2
9
6
件

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
1
6
8
件

）
、

入
院

患
者

の
依

頼
件

数
も

増
加

し
た

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
5
3
3
件

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
4
3
2
件

）
。

【
再

掲
、

(4
)】

・
　

入
院

患
者

の
全

員
に

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

実
施

計
画

書
を

作
成

し
交

付
し

た
（
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
5
4
9
件

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
5
2
0
件

）
。

【
再

掲
、

(4
)】

・
　

多
職

種
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
病

棟
回

診
を

毎
週

実
施

し
た

。
（
参

加
職

種
：
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

社
会

福
祉

士
、

管
理

栄
養

士
）
【
再

掲
、

(4
)】

・
　

骨
軟

部
腫

瘍
・
整

形
外

科
主

催
の

骨
転

移
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
は

、
多

職
種

に
よ

る
集

学
的

検
討

に
よ

り
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

（
実

施
回

数
2
0
回

、
患

者
数

3
0
人

）
【
再

掲
、

(4
)】
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

－
－

－
－

－
年

8
回

年
9
回

年
7
回

－

9
0
以

上
9
4
.5

1
0
5
%

ⅳ
－

－
－

9
4
.5

2
1

1
1
0
0
%

3
以

上
ⅳ

2
2

1
1

3
年

１
回

年
１

回
1
0
0
%

ⅳ
年

1
回

年
1
回

年
1
回

年
１

回

4
年

２
回

年
２

回
1
0
0
%

ⅳ
年

2
回

年
2
回

年
2
回

年
２

回

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

※
　

医
療

安
全

管
理

研
修

（
全

職
員

対
象

）
の

指
標

は
、

R
元

（
2
0
1
9
）
年

度
よ

り
実

施
回

数
か

ら
受

講
率

に
変

更

　
　

　
　

２
　

安
全

で
安

心
な

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

（
１

）
医

療
安

全
対

策
等

の
推

進
（
小

項
目

）

ウ
　

医
療

の
安

全
と

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

医
療

安
全

研
修

の
中

で
多

職
種

連
携

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

研
修

（
※

）
を

実
施

し
、

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
の

導
入

の
効

果
を

高
め

る
。

※
　

医
療

現
場

で
起

こ
っ

た
出

来
事

に
関

わ
っ

た
多

職
種

の
職

員
が

実
際

に
再

現
し

、
成

功
要

因
や

失
敗

要
因

に
つ

い
て

振
り

返
り

を
す

る
研

修
方

法
。

・
　

医
療

安
全

に
関

す
る

研
修

の
一

つ
と

し
て

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
研

修
の

中
で

、
多

職
種

連
携

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
実

施
し

た
。

・
　

医
療

安
全

推
進

目
標

に
チ

ー
ム

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

を
活

用
し

た
部

署
目

標
を

設
定

し
、

各
部

署
で

前
期

・
年

度
末

評
価

を
行

い
実

践
活

動
に

つ
な

げ
た

。
ま

た
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
に

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
研

修
を

受
講

し
た

者
が

、
「
チ

ー
ム

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

受
講

後
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
報

告
」
と

し
て

、
学

び
の

実
践

に
つ

い
て

報
告

し
個

々
の

活
動

に
つ

な
が

っ
た

。
・
　

医
療

の
質

及
び

安
全

性
の

向
上

に
向

け
た

取
組

の
効

果
を

可
視

化
す

る
た

め
、

３
月

に
全

職
員

を
対

象
に

「
医

療
に

お
け

る
安

全
文

化
調

査
」
を

実
施

し
た

。

医
療

安
全

管
理

研
修

（
全

職
員

対
象

）
実

施
回

数

多
職

種
連

携
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
研

修
実

施
回

数 医
薬

品
安

全
使

用
研

修
実

施
回

数

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

医
療

安
全

対
策

等
を

推
進

す
る

。

ア
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
医

療
安

全
に

関
す

る
院

内
組

織
を

中
心

に
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

も
含

め
た

医
療

事
故

の
発

生
原

因
の

分
析

等
を

行
う

と
と

も
に

、
安

全
管

理
に

関
す

る
研

修
等

を
通

し
、

職
員

間
で

再
発

防
止

策
や

医
療

安
全

に
関

す
る

情
報

を
共

有
化

し
、

事
故

防
止

の
徹

底
を

図
る

。

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

医
療

安
全

対
策

等
を

推
進

す
る

。

ア
  

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
医

療
安

全
に

関
す

る
院

内
組

織
を

中
心

に
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

や
医

療
事

故
の

発
生

原
因

の
分

析
等

を
行

う
と

と
も

に
、

安
全

管
理

に
関

す
る

研
修

等
を

通
し

て
職

員
間

で
再

発
防

止
策

や
医

療
安

全
に

関
す

る
情

報
を

共
有

化
し

、
事

故
防

止
の

徹
底

を
図

る
。

　
　

ま
た

、
医

療
事

故
調

査
制

度
の

運
用

体
制

を
整

備
し

、
医

療
の

質
と

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

　
　

な
お

、
安

全
管

理
に

関
す

る
研

修
に

つ
い

て
は

、
全

職
員

を
対

象
に

し
た

研
修

を
実

施
す

る
ほ

か
、

職
種

や
対

象
に

応
じ

た
研

修
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。

指
標

名

感
染

管
理

認
定

看
護

師
数

（
人

）

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

ウ
　

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

院
内

に
患

者
安

全
文

化
を

醸
成

す
る

と
と

も
に

、
職

員
に

と
っ

て
も

安
全

な
職

場
の

形
成

を
推

進
す

る
。

・
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

ャ
ー

を
中

心
に

「
医

療
安

全
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

・
　

医
療

安
全

管
理

規
程

に
基

づ
き

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

部
会

に
お

い
て

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

や
事

故
防

止
の

具
体

策
な

ど
に

つ
い

て
調

査
や

検
討

を
行

っ
た

。
・
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
医

療
安

全
管

理
委

員
に

よ
り

検
証

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

多
職

種
で

構
成

し
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

、
事

故
防

止
の

具
体

策
の

検
討

、
運

用
の

整
備

、
医

療
事

故
防

止
の

た
め

の
啓

発
・
広

報
な

ど
を

行
い

、
医

療
事

故
の

防
止

に
努

め
た

。
・
　

医
療

安
全

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

各
部

署
で

立
案

し
、

業
務

の
実

践
と

評
価

・
改

善
に

取
り

組
ん

だ
。

・
　

医
療

事
故

調
査

制
度

に
係

る
全

死
亡

症
例

チ
ェ

ッ
ク

に
つ

い
て

運
用

整
備

を
進

め
た

。
・
　

医
療

安
全

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

は
、

全
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
や

職
種

ご
と

に
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
研

修
を

2
7
回

開
催

し
た

。
（
全

職
員

対
象

：
２

回
、

職
種

別
等

：
2
5
回

）

1

イ
　

感
染

対
策

委
員

会
が

中
心

と
な

り
、

院
内

感
染

の
予

防
、

監
視

、
指

導
、

教
育

等
を

強
化

す
る

。
イ

　
感

染
対

策
委

員
会

が
中

心
と

な
り

、
院

内
感

染
の

予
防

、
教

育
の

た
め

の
勉

強
会

を
年

1
0
回

開
催

す
る

。
・
　

感
染

対
策

委
員

会
が

中
心

と
な

っ
て

院
内

感
染

の
予

防
、

教
育

の
た

め
の

勉
強

会
を

1
3
回

開
催

し
た

。

医
療

安
全

管
理

研
修

（
全

職
員

対
象

）
受

講
率

（
％

）
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・
　

該
当

な
し

　
－

ウ
　

個
人

情
報

漏
え

い
を

防
ぐ

た
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
職

員
の

認
識

を
高

め
る

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

徹
底

す
る

。

・
　

新
規

採
用

職
員

を
対

象
に

個
人

情
報

の
保

護
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
研

修
を

実
施

し
た

。
（
5
0
名

参
加

）
・
　

個
人

情
報

の
漏

え
い

防
止

や
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

徹
底

を
図

る
た

め
、

全
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

し
た

。
（
3
5
名

参
加

）
・
　

退
職

者
の

登
録

情
報

を
削

除
す

る
と

と
も

に
、

職
種

ご
と

に
ア

ク
セ

ス
権

限
を

再
確

認
し

た
。

・
　

業
務

の
遂

行
に

必
要

な
法

令
上

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
疑

義
が

生
じ

る
都

度
、

宇
都

宮
労

働
基

準
監

督
署

、
宇

都
宮

公
共

職
業

安
定

所
、

宇
都

宮
市

南
消

防
署

な
ど

関
係

法
令

を
所

管
す

る
機

関
へ

協
議

や
確

認
を

行
い

、
適

正
な

業
務

執
行

に
努

め
た

。

イ
　

栃
木

県
情

報
公

開
条

例
（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
2
号

）
及

び
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
に

基
づ

き
、

適
切

な
情

報
管

理
を

行
う

。

イ
　

栃
木

県
情

報
公

開
条

例
（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
2
号

）
及

び
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
を

遵
守

し
、

情
報

公
開

及
び

個
人

情
報

に
関

す
る

各
種

請
求

に
対

し
て

、
適

正
か

つ
迅

速
な

手
続

を
行

う
。

・
　

栃
木

県
情

報
公

開
条

例
、

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

く
開

示
請

求
等

に
対

し
、

適
切

に
対

応
し

た
。

（
栃

木
県

情
報

公
開

条
例

に
基

づ
く
開

示
請

求
１

件
、

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

く
開

示
請

求
７

件
、

記
録

等
開

示
申

立
４

７
件

）

ア
　

県
民

に
信

頼
さ

れ
、

県
内

医
療

機
関

の
模

範
的

役
割

を
果

た
し

て
い

け
る

よ
う

、
法

令
や

社
会

規
範

を
遵

守
す

る
。

ア
　

県
民

に
信

頼
さ

れ
、

県
内

医
療

機
関

の
模

範
的

役
割

を
果

た
し

て
い

け
る

よ
う

、
法

令
や

社
会

規
範

を
遵

守
す

る
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

業
務

運
営

へ
の

反
映

状
況

ウ
　

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

き
個

人
情

報
の

適
正

管
理

に
努

め
る

と
と

も
に

、
職

員
に

対
し

て
個

人
情

報
保

護
に

係
る

研
修

を
行

う
。

　
　

ま
た

、
職

員
の

電
子

機
器

へ
の

ア
ク

セ
ス

権
限

を
必

要
最

小
限

と
し

、
適

切
に

運
用

、
管

理
を

行
う

。

（
２

）
医

療
機

器
、

医
薬

品
等

の
安

全
管

理
の

徹
底

（
小

項
目

）

（
３

）
法

令
・
社

会
規

範
の

遵
守

及
び

適
切

な
情

報
管

理
（
小

項
目

）

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等

　
患

者
に

対
し

て
安

全
で

安
心

な
放

射
線

治
療

を
提

供
す

る
た

め
、

毎
月

最
終

水
曜

日
を

放
射

線
治

療
品

質
管

理
日

と
し

、
治

療
機

器
の

精
度

管
理

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
掲

示
す

る
。

　
ま

た
、

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

９
月

に
施

行
さ

れ
る

改
正

放
射

線
障

害
防

止
法

（
昭

和
3
2
年

法
律

第
1
6
7
号

）
及

び
同

法
関

連
規

則
に

基
づ

き
、

当
セ

ン
タ

ー
の

放
射

線
障

害
予

防
規

程
を

改
定

し
、

こ
の

規
程

の
遵

守
と

教
育

訓
練

の
充

実
化

に
よ

り
職

員
の

意
識

向
上

を
図

り
適

切
な

放
射

線
管

理
を

実
施

す
る

。
　

さ
ら

に
、

医
薬

品
の

安
全

使
用

の
た

め
の

研
修

会
を

定
期

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
医

療
機

器
の

安
全

性
を

維
持

す
る

た
め

、
Ｍ

Ｅ
（
メ

デ
ィ

カ
ル

エ
ン

ジ
ニ

ア
）
室

に
お

い
て

新
し

い
医

療
機

器
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

中
央

管
理

の
合

理
化

を
行

い
、

保
守

点
検

を
適

切
に

実
施

す
る

。

・
　

安
全

で
安

心
な

放
射

線
治

療
を

提
供

す
る

た
め

、
医

学
物

理
士

を
中

心
に

毎
月

最
終

水
曜

日
を

放
射

線
治

療
品

質
管

理
日

と
し

て
治

療
機

器
の

精
度

管
理

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
精

度
管

理
結

果
を

放
射

線
治

療
品

質
保

証
室

の
前

に
毎

月
掲

示
し

た
。

・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

放
射

線
障

害
予

防
規

程
を

改
定

し
、

放
射

線
業

務
従

事
者

及
び

一
時

立
ち

入
り

者
を

対
象

に
教

育
訓

練
を

８
回

開
催

し
、

併
せ

て
防

護
訓

練
も

実
施

し
た

。
・
　

医
薬

品
の

安
全

使
用

の
た

め
の

研
修

会
を

２
回

開
催

し
た

。
う

ち
1
回

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
資

料
配

布
と

し
た

。
・
　

医
療

機
器

（
輸

液
・
輸

注
ポ

ン
プ

）
の

安
全

使
用

の
た

め
の

研
修

会
を

８
回

開
催

し
た

。
・
　

医
療

機
器

に
係

る
研

修
に

参
加

し
、

医
療

支
援

業
務

の
向

上
、

医
療

機
器

の
運

用
の

効
率

的
な

実
施

に
努

め
た

。
・
　

Ｍ
Ｅ

（
メ

デ
ィ

カ
ル

エ
ン

ジ
ニ

ア
）
室

に
お

い
て

医
療

機
器

の
中

央
一

括
管

理
を

行
い

、
機

器
の

よ
り

詳
細

な
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
こ

と
で

、
デ

ー
タ

の
信

頼
を

高
め

た
。

ま
た

、
医

療
機

器
の

安
全

性
を

維
持

す
る

た
め

保
守

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

医
療

関
係

職
種

等
と

緊
密

な
連

携
を

行
う

こ
と

で
、

安
全

の
確

保
に

努
め

た
。

　
患

者
に

対
し

て
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

放
射

線
治

療
機

器
の

品
質

管
理

の
徹

底
や

服
薬

指
導

の
徹

底
等

、
医

療
機

器
や

医
薬

品
を

は
じ

め
施

設
内

全
般

の
安

全
管

理
を

徹
底

す
る

。
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
医

療
安

全
管

理
研

修
（
全

職
員

対
象

）
受

講
率

」
な

ど
、

全
て

の
指

標
が

目
標

を
達

成
し

た
。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
医

療
安

全
対

策
等

の
推

進
」
で

は
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
部

会
に

お
い

て
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

や
事

故
防

止
の

具
体

策
な

ど
に

つ
い

て
調

査
や

検
討

を
行

っ
た

。
ま

た
、

「
医

療
機

器
等

の
安

全
管

理
の

徹
底

」
で

は
、

安
全

で
安

心
な

放
射

線
治

療
を

提
供

す
る

た
め

、
医

学
物

理
士

を
中

心
に

毎
月

最
終

水
曜

日
に

治
療

機
器

の
精

度
管

理
を

実
施

し
た

ほ
か

、
医

療
機

器
や

医
薬

品
の

安
全

使
用

の
た

め
の

研
修

会
を

開
催

し
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
年

２
回

年
２

回
1
0
0
%

ⅳ
年

2
回

年
2
回

年
2
回

年
２

回

2
1
,0

8
0

1
,0

4
5

9
7
%

ⅲ
7
8
8

9
9
1

1
,0

2
6

1
,0

4
5

3
2
0
0

1
0
7

5
4
%

2
3
0

ⅰ
1
4
8

1
9
4

1
5
3

1
0
7

4
5
2
.0

5
1
.7

9
9
%

ⅲ
4
8
.8

5
0
.2

5
3
.5

5
1
.7

5
5
4
0

4
7
8

8
9
%

ⅱ
4
3
1

5
7
1

5
5
1

4
7
8

6
3
,1

0
0

3
,3

7
0

1
0
9
%

ⅳ
3
,3

0
1

3
,2

9
5

3
,0

1
1

3
,3

7
0

7
9
0
以

上
8
8

9
8
%

9
0
以

上
ⅲ

8
2

8
3

8
7

8
8

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
　

　
　

３
　

患
者

・
県

民
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

（
小

項
目

）
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

へ
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

に
必

要
な

情
報

を
分

か
り

や
す

く
説

明
し

、
患

者
自

ら
の

判
断

で
治

療
方

針
等

を
決

定
で

き
る

よ
う

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
徹

底
す

る
。

　
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

の
徹

底
を

図
る

た
め

、
カ

ル
テ

監
査

に
よ

る
実

施
状

況
の

検
証

を
行

う
。

カ
ル

テ
監

査
実

施
回

数

専
門

看
護

相
談

件
数

（
件

）

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
件

数
（
件

）

・
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

の
徹

底
を

図
る

た
め

、
カ

ル
テ

監
査

に
よ

る
実

施
状

況
の

検
証

を
行

っ
た

。

医
療

相
談

件
数

（
件

）

患
者

満
足

度
割

合
（
％

）

イ
　

患
者

が
自

身
の

生
活

の
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
手

術
以

外
の

治
療

法
も

選
択

で
き

る
よ

う
、

医
療

相
談

等
を

充
実

す
る

。
イ

　
患

者
が

自
身

の
生

活
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
最

適
な

治
療

や
ケ

ア
を

選
択

で
き

る
よ

う
、

各
専

門
分

野
の

認
定

看
護

師
に

よ
る

看
護

外
来

の
充

実
を

図
り

、
質

の
高

い
看

護
を

提
供

す
る

。

・
　

認
定

看
護

師
に

よ
る

看
護

外
来

で
は

、
年

度
途

中
か

ら
が

ん
放

射
線

療
法

看
護

認
定

看
護

師
が

加
わ

り
、

面
談

の
同

席
を

実
施

し
た

。
年

間
の

目
標

件
数

に
は

わ
ず

か
に

届
か

な
か

っ
た

が
、

認
定

看
護

師
が

協
力

し
治

療
開

始
前

の
不

安
や

迷
い

を
訴

え
る

患
者

・
家

族
に

対
し

、
安

心
し

て
治

療
に

臨
め

る
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

を
行

っ
た

。

ウ
　

検
査

や
処

置
等

に
関

し
、

そ
の

都
度

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
に

対
し

て
、

医
師

を
は

じ
め

看
護

師
、

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
に

よ
る

分
か

り
や

す
い

説
明

を
徹

底
す

る
。

ウ
　

臨
床

検
査

技
師

に
よ

る
血

液
生

化
学

検
査

、
生

理
学

的
検

査
等

の
説

明
や

、
診

療
放

射
線

技
師

に
よ

る
画

像
検

査
の

説
明

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

対
象

患
者

を
拡

大
す

る
。

　
　

ま
た

、
患

者
が

、
病

理
専

門
医

か
ら

直
接

病
理

診
断

結
果

の
説

明
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
病

気
へ

の
理

解
を

深
め

、
納

得
し

て
治

療
法

を
選

択
で

き
る

よ
う

、
病

理
外

来
の

充
実

を
図

る
。

・
　

臨
床

検
査

技
師

に
よ

る
検

査
説

明
は

、
東

２
病

棟
入

院
患

者
を

対
象

に
平

成
2
8
（
2
0
1
6
）
年

度
か

ら
試

行
し

て
い

る
が

、
入

院
患

者
か

ら
の

ニ
ー

ズ
が

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
医

師
と

協
議

の
う

え
、

検
査

方
法

の
説

明
等

の
実

施
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

・
　

診
療

放
射

線
技

師
に

よ
る

放
射

線
検

査
及

び
放

射
線

治
療

に
関

す
る

説
明

は
、

入
院

及
び

外
来

患
者

を
対

象
と

し
て

、
施

設
装

置
及

び
プ

レ
パ

レ
ー

シ
ョ

ン
（
説

明
用

資
料

及
び

機
材

）
を

使
用

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

治
療

前
説

明
に

つ
い

て
は

治
療

パ
ス

を
使

用
し

た
対

応
も

開
始

し
た

。
今

後
は

対
象

者
の

拡
大

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
・
　

病
理

外
来

に
つ

い
て

は
、

病
理

専
門

医
か

ら
直

接
病

理
診

断
結

果
を

患
者

に
説

明
し

た
。

手
術

検
体

の
肉

眼
所

見
や

組
織

所
見

を
実

際
に

見
て

も
ら

い
な

が
ら

説
明

す
る

こ
と

で
、

患
者

の
病

気
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
1
0
件

実
施

）

院
内

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

適
用

症
例

率
（
％

）

口
腔

ケ
ア

実
施

件
数

（
件

）

9



・
　

C
V

ポ
ー

ト
留

置
及

び
抜

去
な

ど
の

処
置

用
パ

ス
、

薬
物

治
療

の
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

新
規

作
成

す
る

と
と

も
に

、
甲

状
腺

ヨ
ー

ド
治

療
、

直
腸

ス
ト

マ
パ

ス
の

見
直

し
な

ど
を

行
っ

た
。

適
用

症
例

率
は

5
1
.7

％
と

目
標

を
わ

ず
か

に
下

回
っ

た
。

ク
　

病
棟

薬
剤

師
を

病
棟

に
配

置
し

、
病

棟
薬

剤
業

務
や

服
薬

指
導

等
を

充
実

す
る

。
ク

　
全

病
棟

に
配

置
し

た
専

任
薬

剤
師

に
よ

り
、

病
棟

薬
剤

業
務

や
服

薬
指

導
等

を
適

切
に

行
う

。
・
　

全
病

棟
に

専
任

薬
剤

師
を

配
置

し
、

全
病

棟
で

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

１
を

算
定

す
る

た
め

、
週

2
0
時

間
以

上
の

病
棟

薬
剤

業
務

を
実

施
し

た
。

・
　

全
病

棟
に

専
任

薬
剤

師
を

配
置

し
た

こ
と

等
に

よ
り

服
薬

指
導

件
数

を
維

持
し

、
特

定
薬

剤
治

療
管

理
料

２
の

算
定

を
継

続
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
　

平
日

の
午

後
及

び
土

曜
日

の
午

前
に

お
い

て
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
実

施
し

た
。

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
に

関
す

る
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

の
土

曜
日

開
設

を
検

討
し

た
が

、
自

費
検

査
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

が
多

い
こ

と
か

ら
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
で

は
な

く
、

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

外
来

の
枠

を
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
か

ら
土

曜
日

に
も

拡
大

し
対

応
す

る
こ

と
と

し
た

。
・
　

就
業

支
援

を
目

的
に

平
日

早
朝

の
放

射
線

治
療

及
び

平
日

夕
方

（
1
6
時

以
降

）
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

の
運

用
を

継
続

し
た

。
（
平

日
早

朝
放

射
線

治
療

：
4
8
7
件

、
平

日
夕

方
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

：
7
0

件
（
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

は
就

業
支

援
目

的
以

外
を

含
む

。
）
）

・
　

Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ検

査
の

朝
夕

枠
に

つ
い

て
は

、
継

続
し

て
検

討
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
・
　

リ
ン

パ
浮

腫
ケ

ア
に

つ
い

て
は

、
院

内
対

応
1
7
2
日

、
県

北
地

域
に

お
け

る
院

外
対

応
2
0
日

で
合

計
1
9
2
日

に
わ

た
り

、
1
,1

3
9
件

に
対

応
し

た
。

様
々

な
要

因
か

ら
発

生
す

る
リ

ン
パ

浮
腫

に
対

し
て

、
リ

ン
パ

ド
レ

ナ
ー

ジ
や

圧
迫

療
法

の
選

定
と

指
導

、
ス

キ
ン

ケ
ア

を
は

じ
め

と
す

る
日

常
生

活
の

指
導

を
実

施
し

、
患

者
の

満
足

度
と

生
活

の
質

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

オ
　

現
在

の
手

術
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
強

化
し

た
入

退
院

セ
ン

タ
ー

を
新

た
に

設
置

し
、

入
院

前
の

患
者

へ
の

検
査

、
入

退
院

、
持

参
薬

管
理

の
説

明
等

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

総
合

的
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

オ
　

入
退

院
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
入

院
治

療
に

対
す

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

充
実

を
図

る
。

　
　

ま
た

、
入

院
治

療
患

者
の

情
報

収
集

を
入

退
院

セ
ン

タ
ー

で
行

い
、

円
滑

な
治

療
へ

の
準

備
や

退
院

後
を

見
据

え
た

治
療

計
画

の
策

定
な

ど
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

総
合

的
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

・
　

入
退

院
セ

ン
タ

ー
の

年
間

利
用

者
数

は
3
,7

0
2
件

、
月

平
均

3
0
8
件

と
な

っ
た

。
診

療
科

別
で

は
、

乳
腺

外
科

が
月

平
均

7
6
件

と
最

も
多

く
、

次
い

で
婦

人
科

の
5
8
件

で
あ

っ
た

。
他

の
診

療
科

も
横

ば
い

も
し

く
は

増
加

の
傾

向
に

あ
っ

た
。

・
　

利
用

状
況

で
は

、
麻

酔
科

の
入

院
前

対
応

が
月

平
均

8
3
件

と
前

年
度

と
比

較
し

２
倍

以
上

に
増

加
し

、
麻

酔
科

医
師

と
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
と

の
連

携
に

よ
り

、
リ

ス
ク

低
減

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

、
手

術
中

止
・
変

更
症

例
数

は
６

件
(休

薬
未

実
施

０
件

・
高

血
圧

１
件

・
静

脈
血

栓
２

件
・
循

環
器

内
科

精
査

３
件

）
に

と
ど

ま
っ

た
。

・
　

入
院

前
か

ら
の

栄
養

評
価

が
ほ

ぼ
全

例
に

実
施

で
き

た
こ

と
で

、
入

院
前

や
入

院
直

後
か

ら
の

栄
養

指
導

等
、

管
理

栄
養

士
の

介
入

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
　

入
院

前
の

基
礎

デ
ー

タ
を

確
実

に
聴

取
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

病
棟

と
連

携
し

、
治

療
（
退

院
）

後
も

踏
ま

え
た

対
応

に
よ

り
、

患
者

の
安

心
と

安
全

を
守

る
活

動
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

エ
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
生

活
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

外
来

診
療

の
充

実
を

図
る

。
具

体
的

に
は

、
人

員
体

制
に

配
慮

し
な

が
ら

平
日

朝
夕

の
診

療
を

試
行

す
る

と
と

も
に

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
平

日
の

み
で

な
く
土

曜
日

ま
で

拡
大

す
る

。

エ
　

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
（
※

）
外

来
に

つ
い

て
は

、
平

日
午

後
の

他
、

土
曜

日
の

午
前

に
も

診
察

を
行

う
。

　
　

ま
た

、
平

日
早

朝
の

放
射

線
治

療
を

行
う

と
と

も
に

、
平

日
朝

夕
に

お
け

る
Ｃ

Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ等
の

画
像

検
査

の
実

施
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
　

さ
ら

に
、

リ
ン

パ
浮

腫
ケ

ア
対

応
施

設
の

な
い

県
北

地
域

に
お

い
て

、
看

護
師

に
よ

る
出

張
ケ

ア
を

実
施

す
る

。
※

　
患

者
が

納
得

の
い

く
治

療
法

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

治
療

の
進

行
状

況
、

次
の

段
階

の
治

療
選

択
等

に
つ

い
て

、
現

在
診

療
を

受
け

て
い

る
担

当
医

と
違

う
医

療
機

関
の

医
師

に
「
第

２
の

意
見

」
を

求
め

る
こ

と
。

キ
　

が
ん

の
治

療
に

伴
う

口
腔

合
併

症
予

防
の

た
め

、
質

の
高

い
口

腔
ケ

ア
が

実
施

で
き

る
よ

う
、

ス
タ

ッ
フ

の
技

術
向

上
と

機
材

の
充

実
を

図
る

。

・
　

が
ん

治
療

の
す

べ
て

の
ス

テ
ー

ジ
に

お
い

て
、

歯
科

医
師

及
び

歯
科

衛
生

士
に

よ
る

専
門

口
腔

ケ
ア

を
実

施
し

た
。

手
術

前
の

口
腔

ケ
ア

に
つ

い
て

は
、

口
腔

内
チ

ェ
ッ

ク
や

応
急

的
歯

科
処

置
、

抜
歯

等
を

行
う

と
と

も
に

、
口

腔
ケ

ア
と

呼
吸

訓
練

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

術
後

合
併

症
の

予
防

に
取

り
組

ん
だ

。
・
　

県
内

の
歯

科
医

院
を

対
象

に
が

ん
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

研
修

を
実

施
し

た
。

（
受

講
施

設
：
２

施
設

、
受

講
者

：
１

4
名

）

キ
　

が
ん

の
治

療
に

伴
う

口
腔

合
併

症
を

予
防

し
、

療
養

生
活

の
質

の
向

上
の

た
め

に
術

前
の

口
腔

ケ
ア

を
実

施
す

る
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

カ
　

院
内

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
良

質
な

医
療

を
効

率
的

か
つ

安
全

、
適

正
に

提
供

す
る

た
め

の
手

段
と

し
て

の
診

療
計

画
表

）
の

適
用

症
例

率
の

向
上

を
図

る
。

カ
　

治
療

・
検

査
に

関
す

る
新

規
の

院
内

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
良

質
な

医
療

を
効

率
的

か
つ

安
全

、
適

正
に

提
供

す
る

た
め

の
手

段
と

し
て

の
診

療
計

画
表

）
の

作
成

や
、

バ
リ

ア
ン

ス
評

価
に

基
づ

く
作

成
済

み
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

見
直

し
を

行
い

、
適

用
症

例
率

の
向

上
を

図
る

。

1
0



ウ
　

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

に
配

慮
す

る
な

ど
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
快

適
性

に
配

慮
し

た
院

内
環

境
の

整
備

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

ウ
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
快

適
性

に
配

慮
し

た
院

内
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。
・
　

照
明

の
一

部
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
、

診
察

室
・
検

査
室

へ
の

カ
ー

テ
ン

設
置

な
ど

に
よ

り
、

患
者

の
快

適
性

や
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

を
図

っ
た

。
・
　

患
者

の
快

適
性

・
安

全
性

に
配

慮
し

、
内

視
鏡

室
の

扉
の

付
け

替
え

を
行

っ
た

。
・
　

患
者

の
声

を
反

映
し

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

（
ト

イ
レ

内
ゴ

ミ
箱

）
や

表
示

の
改

善
を

行
っ

た
。

（
３

）
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

利
便

性
・
快

適
性

の
向

上
（
小

項
目

）

イ
　

外
来

診
察

室
の

増
設

や
患

者
の

動
線

に
配

慮
し

た
会

計
窓

口
の

再
整

備
等

を
行

い
、

外
来

診
療

、
検

査
、

会
計

等
の

待
ち

時
間

の
短

縮
を

図
る

。

イ
　

患
者

の
動

線
に

配
慮

し
た

会
計

窓
口

の
再

整
備

等
を

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
で

検
討

し
、

外
来

診
療

、
検

査
、

会
計

等
の

待
ち

時
間

の
短

縮
を

図
る

。

・
　

外
来

患
者

の
予

約
状

況
等

に
応

じ
て

医
師

事
務

作
業

補
助

員
を

柔
軟

に
配

置
し

、
患

者
の

待
ち

時
間

短
縮

に
努

め
た

。
・
　

患
者

の
動

線
確

保
に

配
慮

し
、

頭
頸

科
診

察
室

を
一

部
改

修
し

た
。

ア
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
立

場
に

立
っ

た
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
研

修
等

を
実

施
し

、
職

員
の

接
遇

マ
ナ

ー
の

向
上

を
図

る
。

ア
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
立

場
に

立
っ

た
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
全

職
員

を
対

象
と

す
る

接
遇

研
修

を
実

施
し

、
職

員
の

接
遇

マ
ナ

ー
の

向
上

を
図

る
。

（
２

）
患

者
の

就
労

等
に

関
す

る
相

談
支

援
体

制
の

充
実

（
小

項
目

）
　

患
者

の
就

労
を

は
じ

め
、

介
護

や
福

祉
制

度
等

、
社

会
的

支
援

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
よ

り
一

層
き

め
細

か
な

相
談

に
努

め
る

な
ど

、
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

体
制

の
充

実
を

図
る

。

　
　

栃
木

県
が

ん
対

策
推

進
計

画
（
３

期
計

画
）
や

栃
木

県
が

ん
対

策
推

進
条

例
等

を
踏

ま
え

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
等

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
強

化
し

、
が

ん
患

者
の

就
職

支
援

な
ど

の
充

実
を

図
る

。
　

　
ま

た
、

が
ん

と
診

断
さ

れ
た

患
者

が
、

診
断

時
か

ら
正

し
い

情
報

提
供

や
相

談
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

整
備

し
、

早
期

離
職

の
防

止
や

仕
事

と
治

療
の

両
立

を
支

援
す

る
。

・
　

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

宇
都

宮
と

連
携

し
て

就
職

支
援

相
談

会
を

1
5
回

、
栃

木
産

業
保

健
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

両
立

支
援

相
談

会
を

1
1
回

開
催

し
た

。
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
よ

り
実

施
回

数
、

相
談

者
数

と
も

に
増

加
し

た
。

再
就

職
や

職
場

復
帰

に
つ

な
が

る
ケ

ー
ス

も
徐

々
に

増
え

て
き

て
お

り
相

談
会

が
定

着
化

し
て

き
た

。
・
　

入
退

院
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

仕
事

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

1
,1

2
6
件

実
施

し
た

（
平

成
3
0

（
2
0
1
8
）
年

度
は

８
月

か
ら

部
分

的
に

開
始

し
1
8
3
件

実
施

）
。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

者
へ

の
追

跡
調

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

退
職

者
は

３
％

で
あ

っ
た

。

・
　

全
職

員
を

対
象

と
し

た
接

遇
研

修
を

２
回

（
第

１
回

2
9
名

、
第

２
回

2
8
名

受
講

）
実

施
し

、
研

修
教

材
の

内
容

に
当

セ
ン

タ
ー

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

等
を

取
り

入
れ

る
工

夫
を

し
た

。
こ

れ
ま

で
の

セ
ン

タ
ー

全
体

で
の

受
講

状
況

は
、

4
3
2
名

中
3
4
5
名

が
受

講
し

、
受

講
率

は
7
9
.9

％
と

な
っ

た
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

ケ
　

が
ん

罹
患

に
対

す
る

不
安

解
消

を
図

る
た

め
、

遺
伝

的
な

要
因

で
が

ん
を

発
症

す
る

可
能

性
の

あ
る

者
に

対
し

て
、

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

及
び

遺
伝

子
検

査
を

行
う

と
と

も
に

、
が

ん
の

予
防

や
早

期
発

見
に

必
要

な
情

報
を

提
供

す
る

。

ケ
　

第
３

期
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

を
推

進
す

る
た

め
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

し
て

求
め

ら
れ

て
い

る
機

能
を

発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
院

内
体

制
の

整
備

を
進

め
る

。
　

　
ま

た
、

遺
伝

性
腫

瘍
が

疑
わ

れ
る

患
者

及
び

家
族

に
対

す
る

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

外
来

の
受

診
を

促
す

と
と

も
に

、
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
と

し
て

保
険

承
認

さ
れ

た
遺

伝
性

乳
が

ん
・
卵

巣
が

ん
に

係
る

Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ａ

１
／

２
遺

伝
子

検
査

に
加

え
、

平
成

3
1
(2

0
1
9
)年

度
に

保
険

承
認

予
定

の
多

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

を
ゲ

ノ
ム

セ
ン

タ
ー

外
来

で
実

施
す

る
。

　
　

さ
ら

に
、

ゲ
ノ

ム
セ

ン
タ

ー
の

業
務

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
開

し
、

県
民

へ
の

周
知

を
図

る
。

・
　

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

外
来

に
つ

い
て

は
、

初
診

9
4
家

系
1
6
4
名

、
再

診
1
7
2
家

系
2
6
2
名

が
受

診
す

る
と

と
も

に
、

発
端

者
5
9
名

、
血

縁
者

1
1
名

の
遺

伝
子

検
査

を
実

施
し

た
。

・
　

2
7
種

類
の

遺
伝

性
腫

瘍
の

原
因

遺
伝

子
検

査
の

結
果

が
得

ら
れ

る
多

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

は
2
4
名

に
実

施
し

た
。

同
じ

く
、

自
費

検
査

と
し

て
実

施
し

て
い

る
B

R
C

A
1
/
2
遺

伝
子

検
査

は
８

名
、

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ト
検

査
を

３
名

に
実

施
し

、
合

計
3
5
名

に
対

し
て

自
費

診
療

で
遺

伝
子

検
査

を
実

施
し

た
。

・
　

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

診
断

と
し

て
、

B
R

A
C

A
n
al

ys
is

診
断

シ
ス

テ
ム

3
3
名

、
M

S
I検

査
6
1
名

の
検

査
を

実
施

し
た

。
・
　

N
C

C
オ

ン
コ

パ
ネ

ル
検

査
、

F
o
u
n
d
at

io
n
O

n
e
 C

D
x検

査
が

保
険

承
認

さ
れ

、
N

C
C

オ
ン

コ
パ

ネ
ル

検
査

は
７

月
か

ら
開

始
し

4
2
名

の
検

査
を

提
出

し
た

。
F
o
u
n
d
at

io
n
O

n
e
 C

D
x検

査
は

３
月

か
ら

開
始

し
た

が
出

検
は

な
か

っ
た

。
・
　

1
2
月

に
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

体
制

の
再

編
が

行
わ

れ
、

当
セ

ン
タ

ー
は

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

中
央

病
院

の
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

と
な

っ
た

。
・
　

ゲ
ノ

ム
セ

ン
タ

ー
の

業
務

を
紹

介
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

開
設

し
た

と
こ

ろ
、

他
病

院
を

受
診

中
の

患
者

及
び

家
族

か
ら

の
直

接
の

問
い

合
わ

せ
が

多
く
あ

っ
た

が
、

ゲ
ノ

ム
医

療
の

適
否

の
判

断
に

は
、

こ
れ

ま
で

に
受

け
て

き
た

治
療

内
容

や
切

除
標

本
の

利
用

可
能

性
等

の
情

報
が

必
須

の
た

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

公
開

を
一

旦
中

止
し

た
。

今
後

は
他

院
の

主
治

医
を

介
し

て
受

診
を

申
し

込
ん

で
も

ら
う

形
式

に
変

更
す

る
予

定
で

準
備

し
て

い
く
こ

と
と

し
た

。

1
1



・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

医
師

が
、

県
内

外
の

小
学

校
、

中
学

校
、

高
校

を
訪

問
し

、
喫

煙
防

止
に

関
す

る
講

演
を

行
っ

た
（
6
8
回

実
施

）
。

ま
た

、
が

ん
予

防
教

育
の

講
話

を
小

学
校

２
校

と
中

学
校

１
校

で
行

っ
た

。
・
　

栃
木

県
教

育
委

員
会

が
取

り
組

ん
で

い
る

文
部

科
学

省
委

託
事

業
の

「
栃

木
県

が
ん

の
教

育
総

合
支

援
事

業
」
に

協
力

し
、

栃
木

県
が

ん
の

教
育

連
絡

協
議

会
の

委
員

に
医

師
が

参
画

し
た

。
ま

た
、

が
ん

の
専

門
医

と
し

て
モ

デ
ル

校
と

な
っ

た
中

学
校

２
校

に
お

い
て

新
学

習
指

導
要

領
を

見
据

え
た

講
話

を
行

う
と

と
も

に
、

栃
木

県
が

ん
教

育
実

践
事

例
集

の
作

成
に

協
力

し
た

。

ア
　

患
者

会
等

と
連

携
、

協
働

し
、

が
ん

患
者

等
と

同
じ

立
場

の
人

同
士

の
交

流
の

場
で

あ
る

「
患

者
サ

ロ
ン

」
の

利
用

促
進

を
図

る
。

・
　

「
患

者
サ

ロ
ン

」
で

は
、

講
話

（
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

）
及

び
ウ

ィ
ッ

グ
・
補

整
下

着
等

の
展

示
・
相

談
会

等
を

毎
月

定
例

で
開

催
し

、
場

の
提

供
に

努
め

た
。

エ
　

女
性

フ
ロ

ア
の

開
設

等
、

女
性

に
配

慮
し

た
病

院
運

営
を

図
る

。

イ
　

教
育

機
関

等
で

の
「
が

ん
教

育
」
の

取
組

に
協

力
し

、
子

ど
も

の
頃

か
ら

「
が

ん
予

防
」
や

「
が

ん
を

通
じ

た
命

の
大

切
さ

」
等

の
健

康
教

育
を

促
進

す
る

。

イ
　

当
セ

ン
タ

ー
の

医
師

が
県

内
の

小
学

校
、

中
学

校
を

訪
問

し
、

喫
煙

防
止

教
室

や
が

ん
予

防
教

育
講

話
を

実
施

す
る

。
　

　
ま

た
、

栃
木

県
教

育
委

員
会

が
取

り
組

む
栃

木
県

が
ん

の
教

育
総

合
支

援
事

業
に

協
力

し
、

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

が
ん

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

活
動

に
寄

与
す

る
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
５

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

民
間

団
体

と
の

協
働

（
小

項
目

）
ア

　
患

者
会

等
と

連
携

、
協

働
し

、
が

ん
患

者
等

と
同

じ
立

場
の

人
同

士
の

交
流

の
場

で
あ

る
「
が

ん
患

者
サ

ロ
ン

」
の

利
用

促
進

を
図

る
。

　
県

民
の

が
ん

に
対

す
る

理
解

や
が

ん
検

診
の

受
診

を
促

進
す

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

市
民

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
、

が
ん

に
関

す
る

普
及

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

誌
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

）
等

を
活

用
し

、
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

行
う

治
療

方
法

等
に

つ
い

て
積

極
的

に
情

報
発

信
す

る
。

　
県

民
の

が
ん

に
対

す
る

理
解

や
が

ん
検

診
の

受
診

を
促

進
す

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

が
ん

セ
ン

タ
ー

公
開

D
ay

「
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ェ

ス
タ

」
や

市
民

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
、

が
ん

に
関

す
る

普
及

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
メ

デ
ィ

ア
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

）
を

活
用

し
、

当
セ

ン
タ

ー
が

行
う

治
療

方
法

な
ど

を
積

極
的

に
情

報
発

信
す

る
。

　
　

ま
た

、
「
と

ち
ぎ

膵
が

ん
教

室
」
を

開
催

し
、

膵
が

ん
患

者
及

び
そ

の
家

族
に

対
し

て
膵

が
ん

の
正

し
い

知
識

の
普

及
を

図
る

と
と

も
に

、
患

者
同

士
の

交
流

の
機

会
を

確
保

す
る

。

オ
　

患
者

を
は

じ
め

と
す

る
病

院
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
病

院
施

設
内

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
。

オ
　

病
院

利
用

者
の

利
便

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、

病
院

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

や
要

望
に

対
す

る
改

善
策

を
講

じ
る

と
と

も
に

、
意

見
等

に
対

す
る

回
答

を
セ

ン
タ

ー
内

の
掲

示
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
周

知
を

図
る

。

・
　

病
院

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

や
要

望
に

つ
い

て
は

、
改

善
策

を
講

じ
る

と
と

も
に

、
よ

く
あ

る
質

問
Ｑ

＆
Ａ

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

回
答

を
掲

載
し

た
。

・
　

患
者

満
足

度
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
、

評
価

項
目

の
当

セ
ン

タ
ー

を
全

般
的

に
評

価
し

た
と

き
の

満
足

度
（
「
と

て
も

満
足

し
て

い
る

」
と

「
や

や
満

足
し

て
い

る
」
の

合
計

）
に

つ
い

て
、

外
来

で
8
0
％

（
4
9
4
名

/
5
0
0
名

、
回

答
率

9
8
.8

％
）
、

入
院

で
9
6
％

（
2
2
6
名

/
3
0
0
名

、
回

答
率

7
5
.3

％
）
の

満
足

度
が

得
ら

れ
た

。

・
　

市
民

公
開

講
座

及
び

が
ん

セ
ン

タ
ー

公
開

D
ay

「
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ェ

ス
タ

」
を

開
催

し
、

が
ん

に
関

す
る

情
報

や
当

セ
ン

タ
ー

の
診

療
内

容
を

広
く
県

民
に

情
報

発
信

し
た

。
・
　

広
報

紙
「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
の

発
行

の
ほ

か
、

特
別

号
と

し
て

頭
頸

科
、

腫
瘍

内
科

、
泌

尿
器

科
、

骨
軟

部
腫

瘍
・
整

形
外

科
の

紹
介

号
を

発
行

し
た

。
・
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

、
利

用
者

が
よ

り
見

や
す

い
も

の
と

な
る

よ
う

診
療

科
の

ペ
ー

ジ
の

改
修

を
進

め
た

。
・
　

「
と

ち
ぎ

膵
が

ん
教

室
」
を

開
催

し
、

膵
が

ん
に

関
す

る
講

演
や

膵
が

ん
患

者
及

び
家

族
間

で
の

意
見

交
換

を
行

い
、

膵
が

ん
対

す
る

正
し

い
理

解
の

促
進

を
図

っ
た

。
（
４

回
開

催
、

３
月

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
）

（
４

）
県

民
へ

の
が

ん
に

関
す

る
情

報
の

提
供

（
小

項
目

）

エ
　

婦
人

科
、

乳
腺

外
科

及
び

形
成

外
科

を
中

心
と

し
た

女
性

外
来

や
女

性
の

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
充

実
な

ど
、

女
性

に
配

慮
し

た
病

院
運

営
を

図
る

。

・
　

女
性

外
来

は
診

療
曜

日
に

よ
り

混
雑

が
予

測
さ

れ
る

た
め

、
曜

日
に

よ
り

女
性

外
来

ス
ペ

ー
ス

の
ソ

フ
ァ

ー
の

向
き

の
変

更
や

椅
子

の
設

置
を

行
っ

た
。

ま
た

、
安

全
に

配
慮

し
た

う
え

で
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
の

位
置

を
変

更
し

た
。

・
　

患
者

向
け

の
案

内
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
整

備
等

、
清

潔
な

待
合

環
境

が
維

持
で

き
る

よ
う

配
慮

し
た

。

1
2



評
  

価
理

  
由

評
　

価
理

由
等

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
た

だ
し

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

件
数

は
、

目
標

を
大

き
く
下

回
っ

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

、
件

数
増

加
に

向
け

た
一

層
の

取
組

を
期

待
し

た
い

。

法
 人

 の
自

己
評

価
Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
カ

ル
テ

監
査

実
施

回
数

」
及

び
「
医

療
相

談
件

数
」
が

目
標

を
達

成
し

た
が

、
「
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

件
数

」
な

ど
他

の
指

標
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
で

は
、

就
業

支
援

を
目

的
に

平
日

早
朝

の
放

射
線

治
療

及
び

平
日

夕
方

の
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

の
運

用
を

継
続

し
た

ほ
か

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

で
は

、
N

C
C

オ
ン

コ
パ

ネ
ル

検
査

等
が

保
険

承
認

さ
れ

検
査

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
「
患

者
の

就
労

等
に

関
す

る
相

談
支

援
体

制
の

充
実

」
で

は
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

宇
都

宮
と

連
携

し
て

就
職

支
援

相
談

会
を

、
栃

木
産

業
保

健
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

両
立

支
援

相
談

会
を

開
催

し
た

。
さ

ら
に

、
「
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

利
便

性
・
快

適
性

の
向

上
」
で

は
、

照
明

の
一

部
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
、

診
察

室
・
検

査
室

へ
の

カ
ー

テ
ン

設
置

な
ど

に
よ

り
、

患
者

の
快

適
性

や
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

を
図

っ
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

・
　

図
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
外

来
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
及

び
緩

和
ケ

ア
病

棟
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

連
携

、
協

働
し

、
図

書
の

整
理

・
貸

出
し

、
院

内
の

案
内

、
デ

ィ
ル

ー
ム

の
整

理
整

頓
な

ど
療

養
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
た

。
・
　

毎
週

水
曜

日
の

午
後

、
こ

や
ま

文
庫

内
に

「
こ

や
ま

カ
フ

ェ
」
を

オ
ー

プ
ン

し
、

全
4
5
回

延
べ

7
1

名
の

利
用

が
あ

っ
た

。
当

セ
ン

タ
ー

の
受

診
患

者
以

外
の

患
者

も
利

用
す

る
な

ど
、

地
域

の
中

で
も

活
動

が
浸

透
し

て
き

て
い

る
。

・
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

歌
の

会
を

患
者

サ
ロ

ン
に

お
い

て
６

回
実

施
し

た
。

主
に

入
院

患
者

と
家

族
を

対
象

に
、

童
謡

や
唱

歌
を

電
子

ピ
ア

ノ
の

伴
奏

で
１

時
間

程
度

、
参

加
者

全
員

で
声

を
合

わ
せ

て
歌

っ
た

。

イ
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
連

携
、

協
働

し
、

院
内

の
案

内
や

季
節

ご
と

の
行

事
の

開
催

等
、

療
養

環
境

の
向

上
を

図
る

。
イ

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

連
携

、
協

働
し

、
院

内
の

案
内

や
季

節
ご

と
の

行
事

の
開

催
等

、
療

養
環

境
の

向
上

を
図

る
。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
件

数
は

、
目

標
を

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
た

め
、

次
年

度
は

、
件

数
増

加
に

向
け

た
一

層
の

取
組

を
期

待
し

た
い

。
・
　

平
日

の
午

後
及

び
土

曜
日

の
午

前
に

お
い

て
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
実

施
し

た
。

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
に

関
す

る
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

の
土

曜
日

開
設

を
検

討
し

た
が

、
自

費
検

査
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

が
多

い
こ

と
か

ら
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
で

は
な

く
、

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

外
来

の
枠

を
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
か

ら
土

曜
日

に
も

拡
大

し
対

応
す

る
こ

と
と

し
た

。
【
再

掲
、

(1
)－

エ
】
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
5
8

5
7

9
8
%

ⅲ
5
5

5
5

5
6

5
7

2
1
3

1
3

1
0
0
%

ⅳ
1
4

1
3

1
2

1
3

3
8
5
以

上
7
8

9
2
%

9
0
以

上
ⅲ

6
6

7
7

8
0

7
8

4
年

１
回

年
１

回
1
0
0
%

ⅳ
年

2
回

年
1
回

年
1
回

年
１

回

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

・
　

看
護

師
確

保
事

業
と

し
て

、
看

護
師

養
成

校
の

訪
問

や
衛

生
福

祉
大

学
校

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
へ

の
参

加
、

病
院

見
学

会
の

開
催

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

４
月

採
用

者
1
3
名

の
う

ち
1
0
名

が
、

病
院

見
学

会
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
い

ず
れ

か
の

参
加

者
だ

っ
た

。
・
　

衛
生

福
祉

大
学

校
の

臨
地

実
習

に
お

け
る

丁
寧

な
指

導
、

講
義

等
に

よ
り

看
護

師
養

成
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

採
用

者
1
3
名

の
う

ち
新

卒
者

は
1
1
名

、
そ

の
う

ち
1
0
名

は
当

セ
ン

タ
ー

で
実

習
を

受
け

入
れ

た
衛

生
福

祉
大

学
校

の
卒

業
生

で
あ

っ
た

。
・
　

年
度

末
に

実
施

さ
れ

る
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
た

め
中

止
と

な
っ

た
。

次
年

度
採

用
に

大
き

く
影

響
す

る
た

め
、

対
応

策
と

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
募

集
案

内
の

ほ
か

教
育

体
制

の
情

報
な

ど
を

掲
載

し
た

。
・
　

看
護

師
の

採
用

に
つ

い
て

は
、

随
時

募
集

を
実

施
し

１
名

を
採

用
し

た
。

・
　

看
護

部
全

体
の

離
職

率
は

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
は

8
.9

％
（
定

年
退

職
含

む
）
、

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
は

7
.4

％
(定

年
退

職
含

む
）
で

1
.5

％
減

少
し

た
。

・
　

看
護

師
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

研
修

受
講

や
認

定
資

格
の

取
得

・
維

持
の

た
め

の
講

習
会

、
学

会
等

の
参

加
を

支
援

し
た

。
（
が

ん
放

射
線

療
法

看
護

認
定

看
護

師
取

得
１

名
、

感
染

看
護

分
野

認
定

看
護

師
教

育
課

程
修

了
者

１
名

）
・
　

看
護

師
長

を
対

象
に

目
標

面
談

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
的

と
し

て
、

外
部

講
師

に
よ

る
管

理
者

研
修

を
開

催
し

た
。

イ
　

看
護

師
の

確
保

と
資

質
向

上
・
　

養
成

機
関

と
の

連
携

強
化

や
随

時
募

集
に

よ
り

、
医

療
環

境
や

業
務

量
の

変
化

に
応

じ
た

柔
軟

な
看

護
師

の
確

保
、

配
置

に
努

め
る

。
・
　

県
内

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
が

ん
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

認
定

看
護

師
、

専
門

看
護

師
等

の
資

格
取

得
や

学
会

等
の

参
加

を
奨

励
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
新

規
採

用
者

集
合

研
修

や
各

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

実
効

性
の

あ
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

り
、

計
画

的
に

研
修

を
実

施
す

る
。

イ
　

看
護

師
の

確
保

と
資

質
向

上
・
　

養
成

機
関

と
の

連
携

強
化

や
随

時
募

集
に

よ
り

、
医

療
環

境
や

業
務

量
の

変
化

に
応

じ
た

柔
軟

な
看

護
師

の
確

保
、

配
置

に
努

め
る

。
・
　

県
内

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
が

ん
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

認
定

看
護

師
、

専
門

看
護

師
等

の
資

格
取

得
や

家
族

性
腫

瘍
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

リ
ン

パ
浮

腫
療

法
士

等
の

育
成

に
努

め
る

。
・
　

学
会

等
の

参
加

を
奨

励
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
キ

ャ
リ

ア
開

発
ラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

り
、

計
画

的
に

研
修

を
実

施
す

る
。

ア
　

医
師

の
確

保
と

資
質

向
上

・
　

全
国

の
が

ん
専

門
病

院
と

の
連

携
や

大
学

と
の

協
力

関
係

の
構

築
に

よ
り

、
人

的
交

流
を

図
る

。
・
　

専
門

医
資

格
取

得
の

た
め

の
研

修
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
に

よ
り

、
若

手
医

師
の

確
保

に
努

め
る

。

ア
　

医
師

の
確

保
と

資
質

向
上

・
　

全
国

の
が

ん
専

門
病

院
と

の
連

携
や

大
学

と
の

協
力

関
係

の
構

築
に

よ
り

、
人

的
交

流
を

図
る

。
・
　

専
門

医
資

格
取

得
の

要
件

を
満

た
し

た
研

修
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
に

よ
り

、
若

手
医

師
の

確
保

、
育

成
に

努
め

る
。

・
　

頭
頸

科
、

泌
尿

器
科

、
緩

和
ケ

ア
科

等
に

関
し

て
は

、
大

学
の

医
局

や
基

幹
病

院
等

を
訪

問
し

て
常

勤
医

の
派

遣
な

ど
に

向
け

て
関

係
強

化
を

図
る

。

・
　

全
国

の
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
、

医
学

部
を

有
す

る
大

学
等

に
「
診

療
案

内
」
、

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
な

ど
を

送
付

し
、

各
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

努
め

る
と

と
も

に
、

複
数

の
関

係
雑

誌
に

広
告

を
掲

載
し

た
。

・
　

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
派

遣
に

つ
い

て
要

請
活

動
を

行
っ

た
結

果
、

２
月

に
頭

頸
科

の
常

勤
医

師
１

名
を

採
用

し
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

か
ら

は
、

多
く
の

診
療

科
で

常
勤

医
師

の
採

用
が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

４
月

採
用

者
：
医

師
1
4
名

）
・
　

当
セ

ン
タ

ー
が

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
技

術
認

定
医

や
日

本
肝

胆
膵

外
科

学
会

高
度

技
能

専
門

医
な

ど
の

資
格

取
得

に
必

要
な

技
術

指
導

が
受

け
ら

れ
る

病
院

で
あ

る
こ

と
を

情
報

発
信

し
、

若
手

医
師

の
確

保
、

育
成

に
努

め
た

。
（
日

本
内

視
鏡

外
科

学
会

技
術

認
定

医
４

名
在

籍
、

日
本

肝
胆

膵
外

科
学

会
高

度
技

能
専

門
医

２
名

在
籍

、
日

本
産

科
婦

人
科

内
視

鏡
学

会
技

術
認

定
医

４
名

在
籍

）

　
　

　
　

４
　

人
材

の
確

保
と

育
成

（
中

項
目

）

指
標

名

医
師

数
（
人

）

認
定

看
護

師
数

（
人

）

職
員

満
足

度
割

合
（
％

）

医
療

倫
理

研
修

実
施

回
数

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

（
小

項
目

）

1
4



 

オ
　

多
様

な
勤

務
形

態
の

導
入

・
　

優
れ

た
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
短

時
間

勤
務

や
在

宅
勤

務
等

、
多

様
な

勤
務

形
態

の
導

入
を

検
討

す
る

。

オ
　

多
様

な
勤

務
形

態
の

導
入

・
　

優
れ

た
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
短

時
間

勤
務

や
在

宅
勤

務
等

、
多

様
な

勤
務

形
態

の
導

入
を

検
討

す
る

。

・
　

画
像

診
断

医
師

を
対

象
と

し
た

在
宅

勤
務

制
度

を
導

入
し

た
。

（
２

）
研

修
体

制
の

強
化

（
小

項
目

）
　

高
度

で
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
以

下
の

と
お

り
、

研
修

体
制

を
強

化
す

る
。

ア
　

職
員

一
人

一
人

が
高

い
目

標
意

識
、

倫
理

観
及

び
熱

意
を

持
ち

、
最

新
の

技
術

に
よ

る
が

ん
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

医
療

人
を

育
成

す
る

体
系

的
な

研
修

を
一

元
的

に
管

理
す

る
研

修
セ

ン
タ

ー
を

新
た

に
設

置
す

る
。

　
高

度
で

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

、
研

修
体

制
を

強
化

す
る

。

ア
　

医
療

人
を

育
成

す
る

体
系

的
な

研
修

の
一

元
的

な
管

理
を

行
う

た
め

、
研

修
セ

ン
タ

ー
の

位
置

づ
け

や
事

業
内

容
を

明
確

に
し

、
職

員
に

提
示

す
る

。

・
　

研
修

セ
ン

タ
ー

運
営

会
議

は
　

２
か

月
に

１
回

の
定

期
開

催
及

び
臨

時
運

営
会

議
を

２
回

開
催

し
た

。
ま

た
、

不
定

期
で

は
あ

る
が

、
セ

ン
タ

ー
長

、
副

セ
ン

タ
ー

長
、

ゼ
ネ

ラ
ル

マ
ネ

ジ
ャ

ー
、

事
務

担
当

者
が

参
加

す
る

打
ち

合
わ

せ
を

開
催

し
て

業
務

の
遂

行
、

拡
大

を
図

っ
た

。
・
　

研
修

セ
ン

タ
ー

の
位

置
づ

け
や

事
業

内
容

を
明

確
に

す
る

た
め

、
研

修
セ

ン
タ

ー
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

研
修

を
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
し

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

製
本

化
す

る
と

と
も

に
、

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
掲

示
し

職
員

へ
の

周
知

を
行

っ
た

。
・
　

過
去

の
研

修
費

の
見

直
し

を
行

い
、

問
題

点
を

洗
い

出
し

、
院

内
基

準
案

を
作

成
し

た
。

エ
　

事
務

職
員

の
確

保
と

資
質

向
上

・
　

医
療

制
度

や
経

営
環

境
の

変
化

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

病
院

経
営

や
医

療
事

務
等

に
精

通
し

た
職

員
の

計
画

的
な

確
保

、
配

置
に

努
め

る
。

・
　

各
種

認
定

資
格

の
取

得
や

外
部

研
修

会
等

の
参

加
を

奨
励

、
支

援
す

る
と

と
も

に
、

実
効

性
の

あ
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

事
務

部
門

の
専

門
性

の
向

上
と

体
制

の
強

化
に

努
め

る
。

エ
　

事
務

職
員

の
確

保
と

資
質

向
上

・
　

医
療

制
度

や
病

院
経

営
に

関
す

る
、

よ
り

専
門

的
な

知
識

及
び

資
格

を
持

っ
た

職
員

の
計

画
的

な
確

保
と

育
成

に
努

め
る

。
・
　

各
種

認
定

資
格

の
取

得
や

外
部

研
修

会
等

の
参

加
を

奨
励

、
支

援
す

る
と

と
も

に
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

事
務

部
門

の
専

門
性

の
向

上
と

体
制

の
強

化
に

努
め

る
。

・
　

診
療

情
報

管
理

士
１

名
、

入
院

会
計

担
当

２
名

、
医

師
事

務
作

業
補

助
員

２
名

を
採

用
し

た
。

う
ち

３
名

は
医

療
機

関
経

験
者

で
あ

り
、

診
療

情
報

管
理

業
務

、
会

計
業

務
等

の
質

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
　

事
務

職
員

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
地

方
独

立
行

政
法

人
職

員
向

け
の

研
修

等
の

参
加

を
支

援
し

た
。

ウ
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

確
保

と
資

質
向

上
・
　

大
学

及
び

養
成

機
関

と
の

連
携

強
化

や
随

時
募

集
に

よ
り

、
医

療
環

境
や

業
務

量
の

変
化

に
応

じ
た

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

医
療

従
事

者
の

確
保

、
配

置
に

努
め

る
。

・
　

各
種

認
定

資
格

の
取

得
や

学
会

等
の

参
加

を
奨

励
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
実

効
性

の
あ

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
り

、
計

画
的

に
研

修
を

実
施

す
る

。

ウ
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

確
保

と
資

質
向

上
・
　

見
学

会
の

実
施

等
に

よ
り

、
医

療
環

境
や

業
務

量
の

変
化

に
応

じ
た

柔
軟

な
薬

剤
師

、
診

療
放

射
線

技
師

、
臨

床
検

査
技

師
等

の
医

療
従

事
者

の
確

保
、

配
置

に
努

め
る

。
・
　

各
種

認
定

資
格

の
取

得
や

学
会

等
の

参
加

を
奨

励
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
り

、
計

画
的

に
研

修
を

実
施

す
る

。

・
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
を

確
保

す
る

た
め

、
当

セ
ン

タ
ー

の
見

学
会

の
開

催
や

大
学

の
就

職
説

明
会

な
ど

に
参

加
し

た
。

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

４
月

採
用

者
：
薬

剤
師

１
名

、
臨

床
検

査
技

師
３

名
、

管
理

栄
養

士
１

名
）

・
　

随
時

募
集

を
行

い
、

薬
剤

師
（
正

職
員

）
１

名
、

育
休

代
替

職
員

と
し

て
が

ん
薬

物
療

法
認

定
薬

剤
師

１
名

を
中

途
採

用
し

た
。

・
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

研
修

の
受

講
や

認
定

資
格

の
取

得
・
維

持
の

た
め

の
講

習
会

、
学

会
等

の
参

加
を

支
援

し
た

。
（
が

ん
薬

物
療

法
認

定
薬

剤
師

資
格

取
得

１
名

、
医

療
情

報
技

師
資

格
取

得
１

名
、

上
級

医
療

情
報

技
師

資
格

取
得

１
名

、
肺

が
ん

Ｃ
Ｔ

検
診

認
定

技
師

資
格

取
得

１
名

、
放

射
線

治
療

品
質

管
理

士
資

格
更

新
２

名
、

検
診

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
認

定
更

新
１

名
、

認
定

臨
床

微
生

物
検

査
技

師
資

格
取

得
１

名
、

感
染

制
御

認
定

臨
床

微
生

物
検

査
技

師
資

格
取

得
１

名
、

緊
急

臨
床

検
査

士
資

格
取

得
２

名
、

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
専

任
管

理
栄

養
士

資
格

取
得

１
名

）
・
　

薬
剤

部
で

は
、

新
卒

薬
剤

師
を

対
象

に
専

門
的

な
知

識
を

習
得

す
る

た
め

、
「
薬

剤
部

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

実
施

し
た

。
・
　

放
射

線
技

術
科

で
は

、
放

射
線

治
療

専
門

技
師

（
県

が
ん

診
療

拠
点

病
院

指
定

要
件

）
の

取
得

を
目

的
と

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績
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（
４

）
安

全
で

安
心

な
職

場
環

境
づ

く
り

（
小

項
目

）

（
５

）
医

療
従

事
者

の
臨

床
倫

理
観

の
向

上
（
小

項
目

）
　

医
療

従
事

者
の

臨
床

倫
理

観
の

向
上

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

医
療

倫
理

の
教

育
や

研
修

を
定

期
的

に
実

施
す

る
。

　
医

療
従

事
者

の
臨

床
倫

理
観

の
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

専
門

家
に

よ
る

講
演

形
式

の
研

修
会

や
院

内
事

例
を

基
に

し
た

多
職

種
に

よ
る

倫
理

検
討

会
を

開
催

す
る

。
・
　

毎
年

実
施

し
て

い
る

医
師

と
の

臨
床

倫
理

意
見

交
換

会
に

は
医

師
3
2
名

、
そ

の
他

の
職

種
1
7
名

、
計

3
9
名

が
参

加
し

、
医

療
倫

理
の

基
礎

に
関

す
る

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
と

Ａ
Ｃ

Ｐ
（
A

d
va

n
c
e

C
ar

e
 P

la
n
n
in

g）
や

Ｄ
Ｎ

Ａ
Ｒ

（
D

o
 N

o
t 

A
tt

e
m

p
t 

R
e
su

sc
it
at

io
n
）
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

・
　

専
門

家
に

よ
る

教
育

講
演

会
に

は
1
0
5
名

が
参

加
し

た
。

組
織

的
に

臨
床

倫
理

に
取

り
組

む
意

義
に

つ
い

て
学

び
、

当
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
事

例
検

討
内

容
を

共
有

し
て

臨
床

倫
理

観
の

向
上

を
図

る
機

会
と

し
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
職

員
が

安
全

か
つ

安
心

し
て

働
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

の
研

修
や

意
識

啓
発

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

土
曜

保
育

の
実

施
等

、
院

内
保

育
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

職
員

が
心

身
と

も
に

健
康

を
維

持
で

き
る

よ
う

職
場

環
境

づ
く
り

に
努

め
る

。

　
職

員
満

足
度

調
査

の
実

施
等

に
よ

り
状

況
を

確
認

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

の
研

修
や

意
識

啓
発

活
動

に
取

り
組

む
。

　
ま

た
、

院
内

保
育

所
の

充
実

の
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

・
　

職
員

満
足

調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

仕
事

の
や

り
が

い
の

項
目

で
満

足
度

（
「
満

足
し

て
い

る
」
と

「
ま

あ
ま

あ
満

足
し

て
い

る
」
の

合
計

）
が

7
8
％

で
あ

っ
た

。
・
　

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

は
こ

れ
ま

で
の

累
計

で
3
0
8
名

の
職

員
が

受
講

し
た

。
職

種
別

の
受

講
者

数
（
受

講
率

）
は

、
医

師
：
3
5
名

（
5
9
%
）
、

技
師

：
4
4
名

（
7
5
%
）
、

看
護

師
：
1
6
9
名

 （
7
0
%
）
、

薬
剤

師
：
1
7
名

 （
8
1
%
）
、

事
務

：
4
3
名

（
7
7
%
）
と

な
っ

た
。

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
の

小
学

校
等

に
お

け
る

一
斉

臨
時

休
校

に
伴

い
、

通
常

、
長

期
休

校
時

に
の

み
行

っ
て

い
る

院
内

保
育

所
に

お
け

る
学

童
保

育
を

、
急

き
ょ

３
月

２
日

か
ら

実
施

し
た

。

イ
　

研
修

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

規
採

用
職

員
を

対
象

と
す

る
基

本
研

修
や

、
医

療
安

全
研

修
等

の
全

職
員

共
通

の
テ

ー
マ

別
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
各

部
門

が
行

う
専

門
性

を
有

す
る

研
修

の
実

施
を

支
援

す
る

。

イ
　

研
修

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

規
採

用
職

員
を

対
象

と
す

る
基

本
研

修
、

全
職

員
を

対
象

と
す

る
接

遇
研

修
及

び
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
研

修
を

実
施

す
る

。
　

　
ま

た
、

全
職

員
共

通
の

テ
ー

マ
別

研
修

の
実

施
及

び
各

部
門

が
行

う
専

門
性

を
有

す
る

院
内

外
研

修
の

実
施

及
び

受
講

の
支

援
を

行
う

。

・
　

新
規

採
用

職
員

を
対

象
と

す
る

基
本

研
修

、
全

職
員

を
対

象
と

す
る

接
遇

研
修

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
各

２
回

実
施

し
た

。
・
　

中
途

採
用

者
研

修
会

は
３

回
開

催
し

、
非

常
勤

職
員

に
も

参
加

を
義

務
付

け
た

。
・
　

業
者

主
催

の
W

e
b
セ

ミ
ナ

ー
、

院
内

研
修

会
を

積
極

的
に

開
催

し
、

職
員

が
最

新
情

報
を

習
得

し
知

識
の

向
上

を
図

る
機

会
を

提
供

し
た

。
・
　

グ
ラ

ン
ド

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

は
、

院
外

講
師

に
よ

る
特

別
公

演
を

６
回

開
催

し
た

。
ま

た
、

新
た

な
取

り
組

み
と

し
て

院
内

の
有

資
格

者
の

活
動

報
告

会
を

行
っ

た
。

・
　

院
外

医
療

従
事

者
研

修
会

は
年

間
計

画
ど

お
り

４
回

開
催

し
た

。
・
　

各
種

開
催

し
た

研
修

ご
と

に
、

職
種

、
部

署
別

に
参

加
状

況
を

デ
ー

タ
化

し
実

施
評

価
を

行
い

、
研

修
開

催
部

署
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

た
。

（
３

）
人

事
管

理
制

度
の

構
築

（
小

項
目

）
　

職
員

の
勤

務
成

績
等

を
考

慮
し

、
職

員
の

人
材

育
成

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

資
す

る
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

に
適

し
た

人
事

管
理

制
度

を
構

築
す

る
。

　
職

員
の

勤
務

成
績

等
を

考
慮

し
、

職
員

の
人

材
育

成
や

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
資

す
る

評
価

制
度

を
検

討
し

、
医

師
の

試
行

に
続

き
、

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

度
は

、
そ

の
他

医
療

職
等

の
試

行
を

目
指

す
。

・
　

医
師

の
上

半
期

の
行

動
評

価
の

検
証

と
医

師
の

業
績

評
価

の
項

目
検

討
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

医
師

に
続

き
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

、
看

護
師

の
人

事
評

価
を

試
行

し
た

。

1
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

イ
　

医
療

従
事

者
が

、
日

常
の

臨
床

を
通

じ
、

臨
床

倫
理

に
関

わ
る

事
例

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

よ
う

、
院

内
に

医
師

、
看

護
師

等
の

チ
ー

ム
で

構
成

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
（
相

談
支

援
）
体

制
の

構
築

を
図

る
。

イ
　

病
院

臨
床

倫
理

委
員

会
を

定
期

開
催

す
る

と
と

も
に

、
病

院
臨

床
倫

理
委

員
、

医
療

倫
理

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

、
リ

ン
ク

ス
タ

ッ
フ

、
現

場
ス

タ
ッ

フ
及

び
事

案
の

関
係

者
に

よ
る

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

う
。

　
　

ま
た

、
医

療
倫

理
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
養

成
研

修
の

受
講

を
継

続
的

に
支

援
し

、
院

内
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

応
で

き
る

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

・
　

３
月

の
病

院
臨

床
倫

理
委

員
会

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
メ

ン
バ

ー
を

招
集

せ
ず

、
メ

ー
ル

で
事

例
の

共
有

や
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

評
価

す
る

方
式

に
変

更
し

た
が

、
そ

れ
以

外
は

予
定

ど
お

り
定

期
開

催
し

た
。

・
　

医
師

と
の

意
見

交
換

会
や

教
育

講
演

会
な

ど
を

通
し

て
医

師
へ

も
倫

理
的

取
り

組
み

が
少

し
ず

つ
浸

透
し

、
現

在
進

行
中

の
事

案
の

相
談

が
急

増
し

た
。

現
場

ス
タ

ッ
フ

に
も

倫
理

的
取

り
組

み
を

知
っ

て
も

ら
う

よ
う

、
診

察
室

や
ナ

ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

っ
て

き
た

こ
と

も
効

果
が

あ
っ

た
。

・
　

日
本

臨
床

倫
理

学
会

か
ら

臨
床

倫
理

に
先

駆
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

組
織

、
2
0
団

体
に

県
内

で
唯

一
選

抜
さ

れ
、

医
師

２
名

、
看

護
師

１
名

が
上

級
臨

床
倫

理
認

定
士

コ
ー

ス
を

受
講

し
た

。
上

級
コ

ー
ス

に
選

抜
さ

れ
た

こ
と

は
、

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
が

評
価

さ
れ

た
こ

と
で

あ
り

、
今

後
は

地
域

に
お

け
る

倫
理

的
活

動
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
に

な
る

。

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
た

だ
し

、
職

員
満

足
度

の
向

上
に

つ
い

て
、

一
層

の
取

組
を

期
待

し
た

い
。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等

・
　

引
き

続
き

医
師

の
確

保
に

積
極

的
に

努
め

ら
れ

た
い

。

業
務

運
営

へ
の

反
映

状
況

・
　

全
国

の
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
、

医
学

部
を

有
す

る
大

学
等

に
「
診

療
案

内
」
、

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
な

ど
を

送
付

し
、

各
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

努
め

る
と

と
も

に
、

複
数

の
関

係
雑

誌
に

広
告

を
掲

載
し

た
。

【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

・
　

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
派

遣
に

つ
い

て
要

請
活

動
を

行
っ

た
結

果
、

２
月

に
頭

頸
科

の
常

勤
医

師
１

名
を

採
用

し
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

か
ら

は
、

多
く
の

診
療

科
で

常
勤

医
師

の
採

用
が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

４
月

採
用

者
：
医

師
1
4

名
）
【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

・
　

当
セ

ン
タ

ー
が

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
技

術
認

定
医

や
日

本
肝

胆
膵

外
科

学
会

高
度

技
能

専
門

医
な

ど
の

資
格

取
得

に
必

要
な

技
術

指
導

が
受

け
ら

れ
る

病
院

で
あ

る
こ

と
を

情
報

発
信

し
、

若
手

医
師

の
確

保
、

育
成

に
努

め
た

。
（
日

本
内

視
鏡

外
科

学
会

技
術

認
定

医
４

名
在

籍
、

日
本

肝
胆

膵
外

科
学

会
高

度
技

能
専

門
医

２
名

在
籍

、
日

本
産

科
婦

人
科

内
視

鏡
学

会
技

術
認

定
医

４
名

在
籍

）
【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

法
 人

 の
自

己
評

価
Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
認

定
看

護
師

数
」
及

び
「
医

療
倫

理
研

修
実

施
回

数
」
が

目
標

ど
お

り
で

あ
っ

た
が

、
「
医

師
数

」
及

び
「
職

員
満

足
度

割
合

」
が

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

」
で

は
、

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
派

遣
に

つ
い

て
要

請
活

動
を

行
っ

た
結

果
、

２
月

に
頭

頸
科

の
常

勤
医

師
１

名
を

採
用

し
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

か
ら

は
、

多
く
の

診
療

科
で

常
勤

医
師

の
採

用
が

予
定

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

画
像

診
断

医
師

を
対

象
と

し
た

在
宅

勤
務

制
度

を
導

入
し

た
。

ま
た

、
「
研

修
体

制
の

強
化

」
で

は
、

当
セ

ン
タ

ー
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
掲

示
し

職
員

へ
の

周
知

を
行

っ
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

1
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
3
4
4

3
0
6

8
9
%

ⅱ
3
9

2
0
1

3
2
2

3
0
6

2
年

２
回

年
１

回
5
0
%

ⅰ
年

1
回

年
2
回

年
1
回

年
１

回

3
4
5

1
2
3

2
7
3
%

ⅴ
4
3

4
2

4
4

1
2
3

4
5
4
7

1
,1

9
9

2
1
9
%

ⅴ
8
0
5

7
9
1

5
9
3

1
,1

9
9

5
9
4
.5

9
5
.7

1
0
1
%

9
5
.0

ⅳ
9
3
.5

9
4
.0

9
4
.6

9
5
.7

6
4
3
.3

4
4
.2

1
0
2
%

4
0
.0

ⅳ
3
8
.0

4
2
.8

4
5
.3

4
4
.2

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

業
務

実
績

　
　

　
　

５
　

地
域

連
携

の
推

進
（
中

項
目

）

指
標

名

院
外

へ
の

口
腔

ケ
ア

依
頼

件
数

（
件

）

医
薬

連
携

研
修

実
施

回
数

受
託

検
査

件
数

（
件

）

退
院

調
整

件
数

（
件

）

紹
介

率
（
％

）

逆
紹

介
率

（
％

）

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

（
１

）
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

（
小

項
目

）
　

患
者

が
ど

こ
に

住
ん

で
い

て
も

質
の

高
い

医
療

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

病
診

・
病

病
連

携
を

強
化

す
る

。

ア
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
的

確
な

役
割

分
担

を
意

識
し

、
あ

ら
ゆ

る
進

行
度

の
が

ん
患

者
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
他

の
医

療
機

関
で

は
診

療
が

困
難

な
高

齢
者

に
対

す
る

が
ん

診
療

（
高

齢
者

手
術

、
放

射
線

治
療

、
緩

和
医

療
等

）
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。

　
患

者
が

ど
こ

に
住

ん
で

い
て

も
質

の
高

い
医

療
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
病

診
・
病

病
連

携
を

強
化

す
る

。

ア
　

他
の

医
療

機
関

で
は

治
療

が
困

難
な

症
例

に
つ

い
て

は
、

県
内

外
か

ら
紹

介
患

者
を

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

治
療

後
の

診
療

に
関

し
て

医
療

機
関

と
連

携
診

療
を

行
う

。
　

　
ま

た
、

遠
方

の
患

者
は

、
近

隣
施

設
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
切

れ
目

の
な

い
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
配

慮
す

る
。

・
　

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

が
対

応
し

て
い

る
他

病
院

か
ら

の
患

者
の

受
け

入
れ

依
頼

に
つ

い
て

は
、

全
例

受
け

入
れ

を
原

則
と

し
て

対
応

し
た

。
受

け
入

れ
を

断
っ

た
患

者
も

あ
っ

た
が

、
新

規
紹

介
を

休
止

し
て

い
る

診
療

科
へ

の
受

診
、

全
身

管
理

が
必

要
等

の
理

由
に

よ
り

総
合

病
院

を
受

診
し

た
方

が
患

者
に

有
益

と
判

断
さ

れ
た

場
合

及
び

診
療

科
が

な
く
当

院
で

対
応

で
き

な
い

場
合

で
あ

っ
た

。
・
　

他
病

院
か

ら
の

当
日

受
診

や
体

調
不

良
の

緊
急

対
応

受
け

入
れ

な
ど

に
つ

い
て

も
、

臨
機

応
変

に
対

応
し

た
。

・
　

遠
方

よ
り

来
院

し
て

い
る

患
者

だ
け

で
な

く
、

自
宅

近
隣

の
医

療
機

関
へ

の
希

望
が

あ
る

場
合

に
は

、
転

医
や

外
来

受
診

予
約

な
ど

の
調

整
を

行
っ

た
。

イ
　

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
日

常
的

に
積

極
的

な
対

外
活

動
を

実
践

し
、

地
域

の
医

療
機

関
と

密
な

協
力

体
制

を
構

築
す

る
な

ど
、

地
域

連
携

機
能

を
充

実
さ

せ
る

。
具

体
的

に
は

、
が

ん
種

別
の

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

を
有

効
に

活
用

で
き

る
よ

う
、

運
用

を
見

直
す

と
と

も
に

、
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

積
極

的
に

活
用

し
、

連
携

医
療

機
関

と
「
顔

が
見

え
る

」
関

係
を

構
築

す
る

。

イ
　

職
員

に
よ

る
地

域
医

療
機

関
の

訪
問

に
よ

り
、

当
セ

ン
タ

ー
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

な
が

ら
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
協

力
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
ま

た
、

当
セ

ン
タ

ー
へ

の
紹

介
患

者
の

情
報

に
つ

い
て

、
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

地
域

の
医

療
機

関
と

の
共

有
化

を
図

る
。

・
　

呼
吸

器
内

科
医

と
渉

外
業

務
専

門
員

に
よ

る
地

域
の

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
継

続
し

て
実

施
し

、
呼

吸
器

内
科

の
紹

介
患

者
数

（
初

診
・
初

再
診

を
含

む
）
は

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
と

比
較

し
約

２
％

増
加

し
た

。
ま

た
、

９
月

か
ら

は
大

腸
骨

盤
外

科
で

も
訪

問
を

開
始

し
た

。
・
　

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
（
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
）
の

登
録

は
、

初
診

患
者

を
対

象
に

行
い

、
登

録
患

者
数

は
1
0
2
件

と
な

っ
た

。
・
　

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
の

利
用

促
進

の
た

め
、

勉
強

会
を

実
施

し
、

医
師

７
名

が
新

た
に

登
録

と
な

っ
た

。

ウ
　

手
術

、
放

射
線

治
療

、
化

学
療

法
等

、
あ

ら
ゆ

る
診

療
段

階
に

お
け

る
医

科
歯

科
連

携
を

推
進

す
る

。
ウ

　
口

腔
が

ん
な

ど
歯

科
診

療
所

に
お

け
る

治
療

が
困

難
な

症
例

を
当

セ
ン

タ
ー

で
受

け
入

れ
る

と
と

も
に

、
当

セ
ン

タ
ー

で
が

ん
治

療
を

行
っ

て
い

る
患

者
の

歯
科

診
療

に
つ

い
て

は
、

歯
科

医
に

逆
紹

介
し

、
医

科
歯

科
連

携
を

推
進

す
る

。

・
　

地
域

歯
科

診
療

所
に

お
い

て
治

療
が

困
難

な
口

腔
が

ん
や

口
腔

外
科

処
置

が
必

要
な

患
者

を
当

セ
ン

タ
ー

で
受

け
入

れ
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
で

が
ん

治
療

を
行

っ
て

い
る

患
者

の
歯

科
診

療
に

つ
い

て
は

、
地

域
歯

科
診

療
所

に
逆

紹
介

し
、

医
科

歯
科

連
携

を
推

進
し

た
。

・
　

が
ん

治
療

に
伴

う
口

腔
合

併
症

の
予

防
を

目
的

と
し

た
、

が
ん

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
研

修
を

継
続

し
、

医
科

歯
科

連
携

を
強

化
し

た
。
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中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
が

ん
に

な
っ

て
も

住
み

慣
れ

た
地

域
で

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
在

宅
に

お
け

る
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

ア
　

地
域

全
体

の
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

実
施

、
在

宅
療

養
支

援
機

能
を

担
う

診
療

所
や

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

連
携

強
化

、
訪

問
診

療
の

検
討

を
行

う
な

ど
、

地
域

と
連

携
し

て
在

宅
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

　
が

ん
に

な
っ

て
も

住
み

慣
れ

た
地

域
で

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
在

宅
に

お
け

る
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

ア
　

地
域

全
体

の
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

地
域

の
医

療
機

関
と

連
携

し
て

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

す
る

。
　

　
ま

た
、

在
宅

療
養

支
援

機
能

を
担

う
診

療
所

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

・
　

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

８
回

開
催

し
た

。
３

月
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

中
止

と
な

っ
た

が
、

緩
和

ケ
ア

に
関

す
る

講
演

会
、

症
例

検
討

会
、

地
域

医
療

体
制

の
検

討
会

な
ど

を
行

い
、

緩
和

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

・
　

退
院

調
整

の
た

め
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

看
護

師
が

参
加

し
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
と

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
情

報
を

共
有

し
た

。

エ
　

外
来

化
学

療
法

及
び

在
宅

緩
和

医
療

の
推

進
を

図
る

た
め

に
、

が
ん

疾
患

に
特

有
な

薬
剤

情
報

を
調

剤
薬

局
と

共
有

す
る

な
ど

、
医

薬
連

携
を

推
進

す
る

。

エ
　

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

の
下

部
組

織
で

あ
る

地
域

連
携

・
研

修
部

会
に

お
い

て
、

医
薬

連
携

に
つ

い
て

協
議

、
検

討
を

行
う

。
　

　
ま

た
、

医
薬

連
携

を
推

進
す

る
た

め
、

保
険

薬
局

薬
剤

師
、

病
院

薬
剤

師
等

を
対

象
に

研
修

会
を

実
施

す
る

。

・
　

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

地
域

連
携

・
研

修
部

会
に

お
い

て
、

が
ん

医
療

に
お

け
る

医
薬

連
携

に
関

す
る

研
修

会
を

保
険

薬
局

の
薬

剤
師

、
病

院
薬

剤
師

を
対

象
に

１
回

開
催

し
た

。
２

月
に

開
催

予
定

だ
っ

た
２

回
目

の
研

修
会

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

。
・
  

外
来

化
学

療
法

ト
レ

ー
シ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

活
用

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

に
基

づ
く
経

口
抗

が
ん

薬
治

療
管

理
（
経

口
抗

が
ん

薬
治

療
を

受
け

て
い

る
患

者
に

対
し

て
、

保
険

薬
局

が
電

話
で

服
薬

状
況

や
症

状
を

聞
き

取
る

事
業

）
に

つ
い

て
、

門
前

の
保

険
薬

局
３

件
で

実
施

し
て

い
た

が
、

４
月

か
ら

県
内

全
て

の
薬

局
を

対
象

に
実

施
し

た
。

・
　

県
薬

務
課

か
ら

の
業

務
委

託
（
単

年
度

事
業

）
で

、
薬

薬
連

携
と

し
て

、
保

険
薬

局
薬

剤
師

1
2

名
を

３
日

間
受

け
入

れ
、

病
院

薬
剤

部
実

地
研

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

か
ら

保
険

薬
局

研
修

に
薬

剤
師

３
名

を
派

遣
し

た
。

オ
　

近
隣

の
医

療
機

関
か

ら
の

受
託

検
査

（
Ｃ

Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ、
超

音
波

検
査

、
内

視
鏡

等
）
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

オ
　

受
託

検
査

対
象

を
拡

大
し

、
各

診
療

科
に

合
っ

た
内

容
の

案
内

を
作

成
し

て
医

療
機

関
に

送
付

す
る

。
　

　
ま

た
、

受
付

か
ら

検
査

、
検

査
結

果
レ

ポ
ー

ト
送

付
ま

で
の

一
連

の
業

務
を

迅
速

に
行

う
。

・
　

新
た

に
大

腸
Ｃ

Ｔ
検

査
（
C

T
C

）
の

受
託

を
開

始
し

た
。

・
　

予
約

取
得

時
間

を
短

縮
し

、
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

受
託

検
査

の
運

用
等

を
見

直
し

た
結

果
、

受
託

件
数

が
増

加
し

た
。

・
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
は

最
新

情
報

を
掲

載
す

る
と

と
も

に
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
郡

市
医

師
会

向
け

出
張

講
座

、
情

報
交

換
会

な
ど

の
機

会
を

活
用

し
、

医
療

機
関

に
配

布
し

た
。

（
２

）
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
の

病
診

連
携

の
強

化
（
小

項
目

）
　

患
者

が
安

心
し

て
在

宅
で

の
療

養
生

活
が

で
き

る
よ

う
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
や

訪
問

看
護

師
等

、
地

域
の

医
療

関
係

者
と

退
院

前
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
積

極
的

に
実

施
す

る
な

ど
、

退
院

調
整

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

在
宅

療
養

中
の

患
者

の
緊

急
時

の
受

入
れ

等
、

状
態

変
化

に
合

わ
せ

て
迅

速
に

対
応

す
る

な
ど

、
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
の

病
診

連
携

を
強

化
す

る
。

　
患

者
が

安
心

し
て

在
宅

で
の

療
養

生
活

が
で

き
る

よ
う

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
訪

問
看

護
師

な
ど

地
域

の
医

療
関

係
者

と
退

院
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
薬

剤
師

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

参
加

、
保

険
薬

局
と

の
連

携
強

化
に

も
取

り
組

み
、

医
薬

連
携

の
充

実
を

図
る

。
　

さ
ら

に
、

在
宅

療
養

中
の

患
者

は
、

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
在

宅
療

養
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
緊

急
時

の
受

入
れ

に
つ

い
て

も
迅

速
に

対
応

す
る

。

・
　

医
療

課
題

が
あ

る
患

者
が

安
心

し
て

在
宅

で
の

療
養

生
活

が
で

き
る

よ
う

、
退

院
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

積
極

的
に

開
催

し
、

地
域

関
係

者
だ

け
で

な
く
、

院
内

関
係

者
と

も
情

報
を

共
有

し
、

退
院

し
て

か
ら

も
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
調

整
し

た
。

・
　

在
宅

療
養

中
の

患
者

の
緊

急
時

の
受

け
入

れ
な

ど
、

迅
速

に
対

応
し

た
。

・
　

保
険

薬
局

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
、

保
険

薬
局

の
薬

剤
師

、
病

院
薬

剤
師

を
対

象
に

研
修

会
を

１
回

開
催

し
た

。
２

回
目

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
中

止
と

な
っ

た
。

（
３

）
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

（
小

項
目

）

イ
　

在
宅

緩
和

ケ
ア

の
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
や

医
介

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
県

内
の

緩
和

ケ
ア

の
模

範
と

な
る

よ
う

に
地

域
と

密
着

し
た

在
宅

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
。

イ
　

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

や
医

介
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

県
内

の
緩

和
ケ

ア
の

模
範

と
な

る
よ

う
に

地
域

と
密

着
し

た
在

宅
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

・
　

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
等

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
よ

る
地

域
と

密
着

し
た

在
宅

緩
和

ケ
ア

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
体

制
構

築
等

の
具

体
的

な
成

果
は

な
か

っ
た

が
、

当
セ

ン
タ

ー
医

師
に

よ
る

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、

勉
強

会
を

実
施

し
、

医
師

７
名

を
新

た
に

登
録

し
た

。
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

が
対

応
し

て
い

る
他

病
院

か
ら

の
患

者
の

受
け

入
れ

依
頼

に
つ

い
て

は
、

全
例

受
け

入
れ

を
原

則
と

し
て

対
応

し
た

。
受

け
入

れ
を

断
っ

た
患

者
も

あ
っ

た
が

、
新

規
紹

介
を

休
止

し
て

い
る

診
療

科
へ

の
受

診
、

全
身

管
理

が
必

要
等

の
理

由
に

よ
り

総
合

病
院

を
受

診
し

た
方

が
患

者
に

有
益

と
判

断
さ

れ
た

場
合

及
び

診
療

科
が

な
く
当

院
で

対
応

で
き

な
い

場
合

で
あ

っ
た

。
【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

・
　

他
病

院
か

ら
の

当
日

受
診

や
体

調
不

良
の

緊
急

対
応

受
け

入
れ

な
ど

に
つ

い
て

も
、

臨
機

応
変

に
対

応
し

た
。

【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

・
　

遠
方

よ
り

来
院

し
て

い
る

患
者

だ
け

で
な

く
、

自
宅

近
隣

の
医

療
機

関
へ

の
希

望
が

あ
る

場
合

に
は

、
転

医
や

外
来

受
診

予
約

な
ど

の
調

整
を

行
っ

た
。

【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

・
　

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

８
回

開
催

し
た

。
３

月
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

中
止

と
な

っ
た

が
、

緩
和

ケ
ア

に
関

す
る

講
演

会
、

症
例

検
討

会
、

地
域

医
療

体
制

の
検

討
会

な
ど

を
行

い
、

緩
和

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

【
再

掲
、

(3
)－

ア
】

・
　

退
院

調
整

の
た

め
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

看
護

師
が

参
加

し
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
と

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
情

報
を

共
有

し
た

。
【
再

掲
、

(3
)－

ア
】

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
受

託
検

査
件

数
」
、

「
退

院
調

整
件

数
」
な

ど
多

く
の

指
標

が
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
医

薬
連

携
研

修
実

施
回

数
」
は

、
２

月
に

開
催

予
定

だ
っ

た
２

回
目

の
研

修
会

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

」
で

は
、

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

が
対

応
し

て
い

る
他

病
院

か
ら

の
患

者
の

受
け

入
れ

依
頼

に
つ

い
て

、
全

例
受

け
入

れ
を

原
則

と
し

て
対

応
し

た
ほ

か
、

医
薬

連
携

で
は

、
外

来
化

学
療

法
ト

レ
ー

シ
ン

グ
レ

ポ
ー

ト
活

用
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
に

基
づ

く
経

口
抗

が
ん

薬
治

療
管

理
に

つ
い

て
、

４
月

か
ら

県
内

全
て

の
薬

局
を

対
象

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
「
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

」
で

は
、

退
院

調
整

の
た

め
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

看
護

師
が

参
加

し
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
と

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
情

報
を

共
有

し
た

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

・
　

地
域

連
携

の
強

化
及

び
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

に
向

け
て

一
層

の
取

組
を

期
待

し
た

い
。

2
0



◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
年

1
5
回

年
1
6
回

1
0
7
%

ⅳ
年

2
0
回

年
2
2
回

年
1
4
回

年
1
6
回

2
年

1
0
回

年
1
0
回

1
0
0
%

ⅳ
年

1
4
回

年
1
3
回

年
1
1
回

年
1
0
回

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
が

ん
登

録
等

の
情

報
の

整
理

、
分

析
等

を
行

う
と

と
も

に
、

県
の

が
ん

に
関

す
る

計
画

の
企

画
立

案
等

に
参

画
す

る
な

ど
、

が
ん

対
策

事
業

に
対

し
て

積
極

的
に

貢
献

す
る

。

・
　

県
内

の
す

べ
て

の
病

院
及

び
指

定
診

療
所

か
ら

届
出

を
受

け
、

全
国

が
ん

登
録

情
報

の
審

査
・
整

理
を

行
い

、
全

国
が

ん
登

録
（
国

）
に

提
出

し
、

公
表

に
貢

献
し

た
。

・
　

県
が

全
国

が
ん

登
録

の
実

務
に

携
わ

る
者

を
対

象
と

し
て

実
施

し
た

、
全

国
が

ん
登

録
実

務
者

研
修

会
の

開
催

に
協

力
し

、
円

滑
な

届
出

事
務

が
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

・
　

市
町

の
が

ん
検

診
の

精
度

管
理

を
支

援
す

る
、

が
ん

検
診

精
度

管
理

支
援

事
業

に
引

き
続

き
取

り
組

ん
だ

。

イ
　

緩
和

ケ
ア

研
修

や
が

ん
専

門
看

護
師

の
実

習
受

入
れ

等
、

地
域

医
療

機
関

向
け

の
研

修
会

を
実

施
し

、
が

ん
医

療
に

携
わ

る
医

療
従

事
者

の
育

成
に

対
し

て
積

極
的

に
支

援
す

る
。

　
が

ん
登

録
等

の
情

報
の

整
理

、
分

析
等

を
行

う
と

と
も

に
、

県
の

が
ん

に
関

す
る

施
策

の
企

画
立

案
等

に
参

画
す

る
な

ど
、

が
ん

対
策

事
業

に
対

し
て

積
極

的
に

貢
献

す
る

。

　
　

　
　

６
　

地
域

医
療

へ
の

貢
献

（
中

項
目

）

指
標

名

地
域

の
医

療
従

事
者

向
け

研
修

実
施

回
数

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
実

施
回

数

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
支

援
（
小

項
目

）
　

地
域

の
が

ん
医

療
の

向
上

・
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

県
内

の
が

ん
診

療
に

係
る

情
報

の
共

有
化

や
診

療
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
を

推
進

す
る

。

　
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

及
び

各
部

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

医
療

従
事

者
向

け
の

研
修

会
等

を
実

施
す

る
。

・
　

新
た

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
部

会
と

栃
木

県
が

ん
・
生

殖
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

設
立

し
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
役

割
（
指

定
要

件
）
と

し
て

県
内

の
診

療
の

質
の

均
て

ん
化

や
地

域
連

携
体

制
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。
・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

、
２

月
後

半
の

医
薬

連
携

研
修

会
と

相
談

支
援

部
会

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
担

当
者

会
議

等
が

中
止

に
な

っ
た

が
、

会
議

関
係

は
メ

ー
ル

等
に

よ
る

対
応

に
切

り
替

え
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

イ
　

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
、

医
療

従
事

者
の

実
習

受
入

れ
等

、
地

域
医

療
機

関
向

け
の

研
修

会
を

実
施

し
、

地
域

の
が

ん
医

療
に

携
わ

る
医

療
従

事
者

の
育

成
に

対
し

て
積

極
的

に
支

援
す

る
。

・
　

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
を

1
0
回

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
１

回
が

中
止

）
、

地
域

医
療

機
関

向
け

の
研

修
会

を
1
6
回

実
施

す
る

と
と

も
に

、
医

療
機

関
か

ら
医

療
従

事
者

の
実

習
受

入
れ

等
を

行
っ

た
。

（
２

）
が

ん
対

策
事

業
へ

の
貢

献
（
小

項
目

）

ウ
　

放
射

線
治

療
専

門
医

が
常

勤
し

て
い

な
い

放
射

線
治

療
施

設
に

対
し

て
、

放
射

線
治

療
品

質
保

証
室

に
よ

る
技

術
的

な
支

援
を

行
う

。
ウ

　
県

内
に

お
け

る
放

射
線

治
療

技
術

の
均

て
ん

化
を

支
援

す
る

た
め

、
県

内
の

診
療

放
射

線
技

師
及

び
医

学
物

理
士

を
対

象
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

県
内

の
放

射
線

治
療

施
設

を
訪

問
し

て
線

量
測

定
の

技
術

指
導

を
行

う
。

・
　

放
射

線
治

療
技

術
の

均
て

ん
化

を
支

援
す

る
た

め
、

県
内

の
診

療
放

射
線

技
師

及
び

医
学

物
理

士
を

対
象

に
 「

P
D

D
と

T
M

R
を

理
解

し
よ

う
」
　

を
テ

ー
マ

に
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
・
　

公
益

社
団

法
人

日
本

放
射

線
技

術
学

会
と

共
催

し
、

関
東

甲
信

越
の

診
療

放
射

線
技

師
を

対
象

に
、

放
射

線
治

療
セ

ミ
ナ

ー
基

礎
コ

ー
ス

及
び

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

コ
ー

ス
を

実
施

し
た

。

2
1



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
地

域
の

医
療

従
事

者
向

け
研

修
実

施
回

数
」
、

「
郡

市
医

師
会

向
け

出
張

講
座

実
施

回
数

」
と

も
に

目
標

を
達

成
し

た
。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
支

援
」
で

は
、

新
た

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
部

会
と

栃
木

県
が

ん
・
生

殖
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

設
立

し
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
役

割
と

し
て

県
内

の
診

療
の

質
の

均
て

ん
化

や
地

域
連

携
体

制
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

ほ
か

、
郡

市
医

師
会

向
け

出
張

講
座

、
地

域
医

療
機

関
向

け
の

研
修

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

「
が

ん
対

策
事

業
へ

の
貢

献
」
で

は
、

県
内

の
す

べ
て

の
病

院
及

び
指

定
診

療
所

か
ら

届
出

の
あ

っ
た

全
国

が
ん

登
録

情
報

の
審

査
・
整

理
を

行
っ

た
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

し
た

。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

地
域

の
が

ん
医

療
の

向
上

・
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

た
め

、
地

域
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
の

充
実

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

、
２

月
後

半
の

医
薬

連
携

研
修

会
と

相
談

支
援

部
会

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
担

当
者

会
議

等
が

中
止

に
な

っ
た

が
、

会
議

関
係

は
メ

ー
ル

等
に

よ
る

対
応

に
切

り
替

え
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

【
再

掲
、

(1
)－

ア
】

・
　

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
を

1
0
回

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
１

回
が

中
止

）
、

地
域

医
療

機
関

向
け

の
研

修
会

を
1
6
回

実
施

す
る

と
と

も
に

、
医

療
機

関
か

ら
医

療
従

事
者

の
実

習
受

入
れ

等
を

行
っ

た
。

【
再

掲
、

(1
)－

イ
】

・
　

放
射

線
治

療
技

術
の

均
て

ん
化

を
支

援
す

る
た

め
、

県
内

の
診

療
放

射
線

技
師

及
び

医
学

物
理

士
を

対
象

に
 「

P
D

D
と

T
M

R
を

理
解

し
よ

う
」
　

を
テ

ー
マ

に
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
【
再

掲
、

(1
)－

ウ
】

・
　

公
益

社
団

法
人

日
本

放
射

線
技

術
学

会
と

共
催

し
、

関
東

甲
信

越
の

診
療

放
射

線
技

師
を

対
象

に
、

放
射

線
治

療
セ

ミ
ナ

ー
基

礎
コ

ー
ス

及
び

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

コ
ー

ス
を

実
施

し
た

。
【
再

掲
、

(1
)－

ウ
】

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

2
2



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

・
　

病
棟

で
火

災
が

発
生

し
た

こ
と

を
想

定
し

た
消

火
か

ら
避

難
ま

で
の

総
合

訓
練

及
び

病
棟

に
お

け
る

消
防

訓
練

と
、

大
地

震
を

想
定

し
た

防
災

訓
練

を
実

施
し

た
ほ

か
、

災
害

時
の

た
め

の
医

薬
品

や
患

者
用

・
職

員
用

の
非

常
食

及
び

水
を

計
画

的
に

更
新

し
た

な
ど

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

　
災

害
の

発
生

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

機
が

生
じ

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
は

、
救

急
医

療
体

制
の

整
備

の
た

め
の

医
薬

品
の

備
蓄

や
被

災
地

の
支

援
等

、
県

か
ら

の
要

請
又

は
自

ら
の

判
断

に
基

づ
き

、
迅

速
に

対
応

す
る

。
　

ま
た

、
災

害
発

生
時

に
患

者
の

安
全

を
確

保
で

き
る

よ
う

、
防

災
訓

練
等

、
災

害
対

策
を

実
施

す
る

。

　
　

　
　

７
　

災
害

等
へ

の
対

応
（
中

項
目

）

法
 人

 の
自

己
評

価

　
災

害
の

発
生

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

機
が

生
じ

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
は

、
救

急
医

療
体

制
の

整
備

の
た

め
の

医
薬

品
の

備
蓄

や
被

災
地

の
支

援
等

、
県

か
ら

の
要

請
又

は
自

ら
の

判
断

に
基

づ
き

、
迅

速
に

対
応

す
る

。
　

ま
た

、
災

害
発

生
時

に
適

切
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
職

員
に

災
害

時
対

応
業

務
の

周
知

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
、

定
期

的
に

防
災

訓
練

等
を

実
施

し
、

防
災

教
育

の
徹

底
に

努
め

る
。

　
さ

ら
に

、
災

害
時

に
お

い
て

、
事

業
の

継
続

、
早

期
復

旧
に

向
け

て
対

応
す

る
た

め
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）
を

策
定

す
る

。

・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

防
災

対
応

、
防

火
設

備
の

役
割

等
に

つ
い

て
新

規
採

用
職

員
研

修
を

行
い

、
防

災
に

対
す

る
意

識
を

高
め

た
。

・
　

医
療

機
関

と
し

て
火

災
等

発
生

時
の

患
者

の
人

命
救

助
を

確
実

に
行

う
た

め
、

病
棟

で
火

災
が

発
生

し
た

こ
と

を
想

定
し

て
、

消
火

か
ら

避
難

ま
で

の
総

合
訓

練
及

び
病

棟
に

お
け

る
消

防
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

地
震

を
想

定
し

た
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
・
　

災
害

時
の

た
め

の
医

薬
品

や
患

者
用

・
職

員
用

の
非

常
食

及
び

水
を

計
画

的
に

更
新

し
た

。
・
　

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事

業
継

続
計

画
）
に

つ
い

て
は

、
最

終
策

定
ま

で
に

至
ら

な
か

っ
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

Ａ

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

　
－

2
3



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

・
　

該
当

な
し

　
－

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

  
  

 第
２

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（
大

項
目

）

　
　

　
　

１
　

業
務

運
営

体
制

の
確

立
（
中

項
目

）

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
安

定
的

な
経

営
基

盤
を

確
立

す
る

た
め

、
新

た
に

監
査

室
を

設
置

し
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

を
行

う
。

　
ま

た
、

業
務

プ
ロ

セ
ス

や
想

定
さ

れ
る

リ
ス

ク
を

可
視

化
し

た
業

務
フ

ロ
ー

を
活

用
し

、
各

部
署

の
権

限
や

責
任

の
所

在
を

明
確

化
し

、
効

率
的

な
組

織
運

営
体

制
を

構
築

す
る

。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
、

決
定

事
項

等
を

周
知

し
、

経
営

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

と
一

体
感

の
醸

成
に

努
め

た
。

・
　

医
療

環
境

の
変

化
に

伴
っ

て
発

生
す

る
病

院
運

営
上

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

や
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

、
対

応
策

を
検

討
し

た
。

決
定

事
項

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

院
内

へ
周

知
し

て
実

施
し

た
。

・
　

監
査

室
を

新
た

に
設

置
し

、
医

療
職

の
職

員
を

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

事
務

分
野

が
中

心
だ

っ
た

業
務

フ
ロ

ー
に

つ
い

て
、

医
療

分
野

に
お

い
て

も
作

成
が

進
ん

だ
。

・
　

内
部

統
制

に
関

す
る

研
修

会
を

開
催

し
、

当
セ

ン
タ

ー
の

内
部

統
制

の
し

く
み

、
公

益
通

報
の

制
度

な
ど

に
つ

い
て

職
員

に
周

知
し

た
。

Ａ

　
安

定
的

な
経

営
基

盤
を

確
立

す
る

た
め

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

経
営

戦
略

部
門

を
設

置
し

、
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

を
行

う
。

　
ま

た
、

各
部

署
の

権
限

や
責

任
の

所
在

を
明

確
化

し
、

実
効

性
の

あ
る

組
織

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

会
議

・
連

絡
会

等
を

見
直

し
、

効
率

的
な

体
制

を
構

築
す

る
。

・
　

医
療

環
境

の
変

化
に

伴
っ

て
発

生
す

る
病

院
運

営
上

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

や
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

、
対

応
策

を
検

討
し

た
ほ

か
、

監
査

室
を

新
た

に
設

置
し

、
医

療
職

の
職

員
を

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

医
療

分
野

に
お

け
る

業
務

フ
ロ

ー
の

作
成

が
進

ん
だ

な
ど

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

2
4



評
  

価
理

  
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

　
－

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価
Ａ

・
　

職
員

全
員

の
経

営
参

画
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

経
営

会
議

や
経

営
戦

略
会

議
を

原
則

毎
月

開
催

し
た

ほ
か

、
業

務
改

善
提

案
制

度
を

活
用

し
て

職
員

か
ら

ア
イ

デ
ア

を
収

集
し

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

や
業

務
負

担
の

軽
減

に
資

す
る

取
組

に
つ

な
が

っ
た

な
ど

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

　
　

　
　

２
　

経
営

参
画

意
識

の
向

上
（
中

項
目

）

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

よ
う

、
経

営
戦

略
会

議
等

に
お

い
て

経
営

に
関

す
る

情
報

を
分

か
り

や
す

く
職

員
へ

周
知

す
る

。
　

ま
た

、
職

員
か

ら
の

業
務

改
善

に
関

す
る

提
案

の
積

極
的

な
採

用
に

努
め

る
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

よ
う

、
経

営
に

関
す

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く

職
員

へ
周

知
す

る
と

と
も

に
、

職
員

か
ら

の
業

務
改

善
に

関
す

る
提

案
の

積
極

的
な

採
用

に
努

め
る

。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
、

決
定

事
項

等
を

周
知

し
、

経
営

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

と
一

体
感

の
醸

成
に

努
め

た
。

・
　

「
業

務
改

善
提

案
」
の

制
度

を
活

用
し

、
職

員
か

ら
の

ア
イ

デ
ア

を
収

集
し

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

や
収

益
改

善
に

資
す

る
取

組
に

つ
な

が
っ

た
。

（
業

務
改

善
提

案
件

数
1
5
件

、
う

ち
４

件
採

用
）

・
　

医
療

バ
ラ

ン
ス

ト
・
ス

コ
ア

カ
ー

ド
の

手
法

を
用

い
て

「
財

務
の

視
点

」
、

「
顧

客
の

視
点

」
、

「
業

務
プ

ロ
セ

ス
の

視
点

」
及

び
「
学

習
・
成

長
の

視
点

」
か

ら
、

各
部

署
で

策
定

し
た

戦
略

テ
ー

マ
を

可
視

化
し

た
う

え
で

、
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
て

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
作

成
し

実
践

し
た

。
・
　

新
規

採
用

職
員

を
対

象
に

、
新

人
同

士
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

と
、

中
途

採
用

者
が

多
い

こ
と

か
ら

他
の

病
院

の
良

い
文

化
を

取
り

入
れ

る
こ

と
を

目
的

に
新

人
ワ

ー
ル

ド
カ

フ
ェ

を
開

催
し

た
。

・
　

収
益

を
増

や
し

支
出

を
減

ら
す

た
め

に
、

職
員

一
人

一
人

が
実

践
す

べ
き

こ
と

を
分

か
り

や
す

く
ま

と
め

た
「
病

院
経

営
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

」
を

作
成

し
全

職
員

に
周

知
し

た
。
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◆

年
度

計
画

指
標

（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
6
5
.1

5
6
.7

8
7
%

ⅱ
6
6
.8

6
0
.9

5
7
.0

5
6
.7

2
4
,5

4
0

4
,2

7
6

9
4
%

ⅲ
4
,4

1
2

4
,0

9
3

3
,9

8
4

4
,2

7
6

3
7
,0

5
3

6
,8

1
4

9
7
%

ⅲ
6
,2

6
1

6
,7

7
3

6
,9

5
8

6
,8

1
4

4
1
7
7
.0

1
5
3
.4

8
7
%

ⅱ
1
8
2
.2

1
6
5
.9

1
5
4
.8

1
5
3
.4

5
4
9
4
.0

4
8
4
.2

9
8
%

ⅲ
4
6
1
.0

4
7
1
.2

4
8
6
.7

4
8
4
.2

6
7
.6

7
.9

9
6
%

ⅲ
8
.0

7
.6

8
.1

7
.9

7
8
2
.5

8
2
.7

1
0
0
%

ⅳ
7
8
.4

8
2
.4

7
9
.6

8
2
.7

8
1
2
.6

1
2
.8

9
8
%

ⅲ
1
2
.4

1
2
.7

1
2
.9

1
2
.8

9
1
1
.6

1
2
.5

9
2
%

ⅲ
1
7
.2

1
7
.2

1
3
.5

1
2
.5

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

イ
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
メ

デ
ィ

ア
等

を
通

じ
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

の
特

長
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

で
の

Ｐ
Ｒ

活
動

や
出

前
講

座
の

実
施

等
、

積
極

的
な

情
報

発
信

、
広

報
活

動
を

行
う

。

イ
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
メ

デ
ィ

ア
等

を
通

じ
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

の
特

長
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

で
の

Ｐ
Ｒ

活
動

、
「
が

ん
セ

ン
タ

ー
出

前
講

座
」
の

実
施

等
、

積
極

的
な

情
報

発
信

、
広

報
活

動
を

行
う

。

・
　

広
報

紙
「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
メ

デ
ィ

ア
等

に
よ

り
、

当
セ

ン
タ

ー
の

診
療

内
容

や
施

設
・
組

織
の

概
要

な
ど

を
周

知
し

た
。

・
　

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
出

前
講

座
」
は

６
回

開
催

し
、

思
春

期
の

禁
煙

教
育

に
取

り
組

む
学

校
や

地
域

の
学

童
支

援
員

等
の

資
質

向
上

を
目

指
す

市
の

こ
ど

も
福

祉
課

な
ど

、
多

様
な

対
象

か
ら

申
し

込
み

が
あ

り
、

目
的

に
応

じ
た

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

あ
ら

ゆ
る

世
代

の
県

民
や

地
域

と
の

交
流

を
図

っ
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
収

入
の

確
保

へ
の

取
組

（
小

項
目

）
　

収
入

の
確

保
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

よ
り

多
く
患

者
を

紹
介

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
積

極
的

な
訪

問
や

情
報

交
換

会
の

開
催

等
を

通
じ

、
病

診
・
病

病
連

携
の

強
化

に
努

め
る

。

　
収

入
の

確
保

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

情
報

交
換

会
や

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
を

開
催

し
、

医
師

間
の

交
流

を
図

る
と

と
も

に
、

渉
外

業
務

専
門

員
と

診
療

科
医

師
が

地
域

医
療

機
関

へ
積

極
的

に
訪

問
す

る
こ

と
で

連
携

医
療

機
関

と
の

病
診

・
病

病
連

携
を

強
化

し
、

紹
介

患
者

数
の

増
加

を
目

指
す

。
　

　
な

お
、

情
報

交
換

会
や

出
張

講
座

に
は

、
当

セ
ン

タ
ー

医
師

の
参

加
を

促
し

、
当

セ
ン

タ
ー

の
医

師
並

び
に

専
門

的
な

医
療

を
Ｐ

Ｒ
す

る
機

会
と

す
る

。

・
　

呼
吸

器
内

科
に

加
え

、
９

月
か

ら
は

大
腸

骨
盤

外
科

で
も

医
師

、
渉

外
業

務
専

門
員

が
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

開
始

し
た

。
・
　

医
療

連
携

情
報

交
換

会
は

２
回

開
催

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
か

ら
１

回
の

開
催

と
な

っ
た

。
参

加
者

は
院

外
3
2
名

、
院

内
2
8
名

の
合

計
6
0
名

で
、

参
加

施
設

数
は

2
5
施

設
と

な
っ

た
。

・
　

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
は

1
0
回

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
１

回
が

中
止

）
開

催
し

た
。

郡
市

医
師

会
の

意
向

を
確

認
し

、
内

容
の

決
定

、
講

師
の

選
定

を
行

っ
た

。

減
価

償
却

費
対

医
業

収
益

比
率

（
％

）

　
　

　
　

３
　

収
入

の
確

保
及

び
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

（
中

項
目

）

指
標

名

病
床

利
用

率
（
％

）

新
入

院
患

者
数

（
人

）

新
外

来
患

者
数

（
人

）

１
日

当
た

り
入

院
患

者
数

（
人

）

１
日

当
た

り
外

来
患

者
数

（
人

）

診
療

材
料

費
対

医
業

収
益

比
率

（
％

）

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
採

用
比

率
（
％

）

委
託

料
対

医
業

収
益

比
率

（
％

）
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イ
　

適
正

な
在

庫
管

理
の

徹
底

、
入

札
方

法
の

検
討

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
積

極
的

な
導

入
等

、
医

薬
品

や
診

療
材

料
の

調
達

コ
ス

ト
を

削
減

す
る

。

イ
　

適
正

な
在

庫
管

理
に

よ
り

過
剰

在
庫

を
抑

制
し

、
関

係
す

る
部

署
と

の
連

携
や

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
活

用
、

他
病

院
と

の
情

報
交

換
を

通
じ

て
、

医
薬

品
や

診
療

材
料

の
適

正
価

格
で

の
納

入
を

図
る

。

・
　

在
庫

管
理

に
つ

い
て

、
医

薬
品

で
は

棚
卸

し
を

頻
繁

に
行

い
、

棚
卸

し
差

異
の

要
因

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
棚

卸
し

差
額

が
減

少
す

る
よ

う
に

努
め

た
。

・
　

医
薬

品
の

価
格

交
渉

に
お

い
て

は
従

来
と

は
異

な
る

手
法

（
病

院
側

の
希

望
価

格
を

先
に

提
示

）
で

交
渉

を
行

い
、

年
間

で
約

1
9
,6

5
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

。
・
　

診
療

材
料

の
棚

卸
し

の
結

果
を

踏
ま

え
、

各
部

署
の

在
庫

管
理

方
法

を
、

物
品

管
理

委
員

会
や

物
品

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
で

検
討

、
情

報
共

有
し

た
こ

と
に

よ
り

、
棚

卸
差

額
が

平
成

3
0

（
2
0
1
8
）
年

度
と

比
較

し
約

3
2
2
千

円
の

マ
イ

ナ
ス

と
な

っ
た

。

オ
　

入
院

時
の

丁
寧

な
説

明
等

に
よ

り
未

収
金

の
発

生
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

回
収

の
徹

底
を

図
る

。
オ

　
入

院
時

に
お

け
る

限
度

額
適

用
認

定
証

の
説

明
等

に
よ

り
未

収
金

の
発

生
防

止
に

努
め

る
。

　
　

ま
た

、
発

生
し

た
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

早
急

な
督

促
、

催
告

及
び

臨
戸

訪
問

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

回
収

困
難

債
権

に
つ

い
て

は
、

弁
護

士
法

人
へ

回
収

業
務

を
委

託
し

、
回

収
の

徹
底

を
図

る
。

・
　

国
民

健
康

保
険

短
期

保
険

証
を

有
す

る
患

者
を

中
心

に
、

入
院

時
に

お
け

る
限

度
額

適
用

認
定

証
の

説
明

を
重

点
的

に
行

い
、

未
収

金
の

発
生

の
防

止
に

努
め

た
。

（
平

成
3
0
（
2
0
1
8
)年

度
未

収
金

発
生

額
：
2
1
,1

1
4
千

円
、

令
和

元
（
2
0
1
9
)年

度
未

収
金

発
生

額
：
2
0
,1

0
7
千

円
）

・
　

発
生

し
た

未
収

金
は

、
適

宜
、

督
促

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
回

収
困

難
債

権
に

つ
い

て
は

、
弁

護
士

法
人

へ
回

収
業

務
を

委
託

し
た

こ
と

に
よ

り
、

長
期

に
わ

た
り

回
収

が
で

き
な

か
っ

た
未

収
金

の
一

部
を

回
収

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

（
２

）
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

（
小

項
目

）
　

費
用

の
削

減
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

予
算

と
実

績
の

管
理

を
通

じ
、

職
員

全
員

に
対

し
て

コ
ス

ト
意

識
の

徹
底

を
図

る
。

　
費

用
の

削
減

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

病
院

の
収

支
状

況
を

月
次

で
管

理
す

る
と

と
も

に
、

予
算

と
実

績
の

管
理

を
通

じ
、

職
員

全
員

に
対

し
て

コ
ス

ト
意

識
の

徹
底

を
図

る
。

・
　

病
院

の
収

支
状

況
を

月
次

で
管

理
す

る
と

と
も

に
、

経
営

会
議

や
経

営
戦

略
会

議
に

お
い

て
収

支
状

況
等

を
職

員
に

周
知

し
、

コ
ス

ト
意

識
の

徹
底

に
努

め
た

。

ウ
　

効
率

的
か

つ
柔

軟
な

病
棟

管
理

を
行

い
、

病
床

利
用

率
を

向
上

さ
せ

る
。

ウ
　

効
率

的
か

つ
柔

軟
な

病
棟

管
理

を
行

い
、

病
床

利
用

率
を

向
上

さ
せ

る
。

　
　

ま
た

、
化

学
療

法
が

必
要

な
外

来
患

者
の

う
ち

、
初

回
や

遠
方

の
患

者
に

つ
い

て
は

、
入

院
で

の
診

療
も

選
択

で
き

る
よ

う
柔

軟
に

対
応

す
る

。

・
　

入
院

病
棟

に
関

し
て

は
看

護
部

や
医

事
課

の
病

床
運

営
担

当
等

が
病

床
運

営
状

況
を

見
て

、
入

院
病

棟
を

決
定

し
た

。
・
　

緊
急

入
院

の
患

者
の

受
入

れ
に

つ
い

て
、

該
当

診
療

科
の

病
棟

に
お

け
る

対
応

が
困

難
な

と
き

は
、

他
病

棟
の

空
床

を
利

用
し

、
病

床
利

用
率

の
向

上
を

図
っ

た
。

・
　

初
回

の
化

学
療

法
に

つ
い

て
、

患
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

外
来

で
は

な
く
入

院
で

対
応

し
た

。
・
　

入
院

で
の

化
学

療
法

に
つ

い
て

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

、
対

象
と

す
る

レ
ジ

メ
ン

の
検

討
を

行
っ

た
。

エ
　

診
療

情
報

管
理

士
等

、
専

門
的

知
識

を
有

す
る

職
員

の
確

保
と

育
成

に
努

め
、

診
療

報
酬

改
定

等
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

エ
　

診
療

情
報

管
理

士
等

、
よ

り
専

門
的

な
知

識
及

び
資

格
を

持
っ

た
職

員
の

計
画

的
な

確
保

と
育

成
に

努
め

る
。

　
　

ま
た

、
適

正
な

水
準

の
料

金
（
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

、
特

別
室

等
の

料
金

）
の

設
定

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
　

　
さ

ら
に

、
施

設
基

準
の

届
出

が
新

た
に

で
き

る
よ

う
、

体
制

の
整

備
に

努
め

る
。

（
検

体
検

査
管

理
加

算
（
Ⅳ

）
等

）

・
　

他
の

医
療

機
関

で
診

療
情

報
管

理
業

務
の

経
験

を
有

す
る

診
療

情
報

管
理

士
１

名
を

採
用

し
、

若
手

診
療

情
報

管
理

士
の

育
成

に
努

め
た

。
ま

た
、

診
療

情
報

管
理

業
務

の
経

験
を

有
す

る
事

務
職

員
１

名
を

中
途

採
用

し
、

施
設

基
準

の
順

守
に

努
め

た
。

・
　

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
等

の
自

由
診

療
、

個
室

使
用

料
、

診
療

情
報

の
開

示
に

係
る

手
数

料
に

つ
い

て
、

1
0
月

か
ら

の
消

費
税

改
正

に
伴

う
増

税
分

を
料

金
に

転
嫁

し
た

。
・
　

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
医

師
を

配
置

し
、

検
体

検
査

管
理

加
算

の
区

分
Ⅳ

（
従

前
は

区
分

Ⅱ
）
の

適
用

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

施
設

基
準

の
届

け
出

を
行

っ
た

。
・
　

職
員

か
ら

の
業

務
改

善
提

案
を

採
用

し
、

X
線

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
装

置
を

用
い

た
二

次
元

的
治

療
計

画
か

ら
、

Ｃ
Ｔ

装
置

を
用

い
た

三
次

元
的

治
療

計
画

へ
の

切
り

替
え

を
1
2
月

か
ら

実
施

し
た

。
Ｃ

Ｔ
装

置
を

用
い

る
こ

と
で

、
線

量
分

布
図

の
作

成
が

可
能

に
な

り
、

放
射

線
管

理
料

と
放

射
線

治
療

専
任

加
算

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

、
約

3
0
万

円
（
1
2
月

～
３

月
の

実
績

）
の

増
収

に
つ

な
が

っ
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

2
7



・
　

医
師

の
確

保
等

に
よ

り
更

な
る

収
入

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
安

全
面

に
も

留
意

し
な

が
ら

費
用

の
削

減
に

も
積

極
的

に
取

り
組

む
な

ど
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
　

全
国

の
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
、

医
学

部
を

有
す

る
大

学
等

に
「
診

療
案

内
」
、

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
な

ど
を

送
付

し
、

各
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

努
め

る
と

と
も

に
、

複
数

の
関

係
雑

誌
に

広
告

を
掲

載
し

た
。

【
再

掲
、

１
－

４
－

(1
)－

ア
】

・
　

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
派

遣
に

つ
い

て
要

請
活

動
を

行
っ

た
結

果
、

２
月

に
頭

頸
科

の
常

勤
医

師
１

名
を

採
用

し
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

か
ら

は
、

多
く
の

診
療

科
で

常
勤

医
師

の
採

用
が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

４
月

採
用

者
：
医

師
1
4

名
）
【
再

掲
、

１
－

４
－

(1
)－

ア
】

・
　

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
医

師
を

配
置

し
、

検
体

検
査

管
理

加
算

の
区

分
Ⅳ

（
従

前
は

区
分

Ⅱ
）
の

適
用

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

施
設

基
準

の
届

け
出

を
行

っ
た

。
【
再

掲
、

(1
)－

エ
】

・
　

職
員

か
ら

の
業

務
改

善
提

案
を

採
用

し
、

X
線

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
装

置
を

用
い

た
二

次
元

的
治

療
計

画
か

ら
、

Ｃ
Ｔ

装
置

を
用

い
た

三
次

元
的

治
療

計
画

へ
の

切
り

替
え

を
1
2
月

か
ら

実
施

し
た

。
Ｃ

Ｔ
装

置
を

用
い

る
こ

と
で

、
線

量
分

布
図

の
作

成
が

可
能

に
な

り
、

放
射

線
管

理
料

と
放

射
線

治
療

専
任

加
算

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

、
約

3
0
万

円
（
1
2
月

～
３

月
の

実
績

）
の

増
収

に
つ

な
が

っ
た

。
【
再

掲
、

(1
)－

エ
】

・
　

在
庫

管
理

に
つ

い
て

、
医

薬
品

で
は

棚
卸

し
を

頻
繁

に
行

い
、

棚
卸

し
差

異
の

要
因

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
棚

卸
し

差
額

が
減

少
す

る
よ

う
に

努
め

た
。

【
再

掲
、

(2
)－

イ
】

・
　

医
薬

品
の

価
格

交
渉

に
お

い
て

は
従

来
と

は
異

な
る

手
法

（
病

院
側

の
希

望
価

格
を

先
に

提
示

）
で

交
渉

を
行

い
、

年
間

で
約

1
9
,6

5
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

。
【
再

掲
、

(2
)－

イ
】

・
　

診
療

材
料

の
棚

卸
し

の
結

果
を

踏
ま

え
、

各
部

署
の

在
庫

管
理

方
法

を
、

物
品

管
理

委
員

会
や

物
品

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
で

検
討

、
情

報
共

有
し

た
こ

と
に

よ
り

、
棚

卸
差

額
が

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
と

比
較

し
約

3
2
2
千

円
の

マ
イ

ナ
ス

と
な

っ
た

。
【
再

掲
、

(2
)－

イ
】

・
　

消
耗

品
に

つ
い

て
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

ト
ナ

ー
の

導
入

の
他

、
職

員
に

リ
サ

イ
ク

ル
物

品
の

使
用

を
呼

び
か

け
、

約
5
,0

0
0
千

円
の

削
減

と
な

っ
た

。
【
再

掲
、

(2
)－

ウ
】

・
　

委
託

料
に

つ
い

て
は

、
院

内
洗

濯
業

務
委

託
の

内
容

及
び

契
約

期
間

を
見

直
し

、
入

札
を

行
っ

た
結

果
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
よ

り
年

間
約

7
,3

0
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
見

込
み

と
な

っ
た

。
【
再

掲
、

(2
)－

ウ
】

・
　

光
熱

水
費

に
つ

い
て

は
、

毎
月

の
電

気
使

用
量

、
ガ

ス
使

用
量

を
前

年
度

と
対

比
さ

せ
て

職
員

へ
周

知
し

、
節

約
を

呼
び

か
け

た
。

電
気

料
に

つ
い

て
は

、
使

用
量

の
減

に
よ

り
、

約
1
,7

9
0
千

円
の

減
と

な
り

、
都

市
ガ

ス
に

つ
い

て
は

、
単

価
の

減
に

よ
り

約
2
,2

7
0
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

【
再

掲
、

(2
)－

ウ
】

エ
　

適
切

な
コ

ス
ト

管
理

等
を

行
う

た
め

、
診

療
行

為
別

原
価

計
算

を
実

施
す

る
。

エ
　

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
収

支
の

年
度

別
推

移
を

分
析

し
、

診
療

科
及

び
部

門
ご

と
に

適
切

な
コ

ス
ト

管
理

等
を

行
う

。
・
　

適
切

な
コ

ス
ト

管
理

等
を

行
う

た
め

、
診

療
行

為
別

原
価

計
算

を
実

施
す

る
た

め
の

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

の
精

度
向

上
に

努
め

た
。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

ウ
　

委
託

料
、

報
償

費
、

光
熱

水
費

等
、

費
用

全
般

に
わ

た
る

支
出

内
容

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

ウ
　

委
託

料
、

光
熱

水
費

等
、

費
用

全
般

に
わ

た
る

支
出

内
容

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

・
　

消
耗

品
に

つ
い

て
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

ト
ナ

ー
の

導
入

の
他

、
職

員
に

リ
サ

イ
ク

ル
物

品
の

使
用

を
呼

び
か

け
、

約
5
,0

0
0
千

円
の

削
減

と
な

っ
た

。
・
　

委
託

料
に

つ
い

て
は

、
院

内
洗

濯
業

務
委

託
の

内
容

及
び

契
約

期
間

を
見

直
し

、
入

札
を

行
っ

た
結

果
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
よ

り
年

間
約

7
,3

0
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
見

込
み

と
な

っ
た

。
・
　

光
熱

水
費

に
つ

い
て

は
、

毎
月

の
電

気
使

用
量

、
ガ

ス
使

用
量

を
前

年
度

と
対

比
さ

せ
て

職
員

へ
周

知
し

、
節

約
を

呼
び

か
け

た
。

電
気

料
に

つ
い

て
は

、
使

用
量

の
減

に
よ

り
、

約
1
,7

9
0
千

円
の

減
と

な
り

、
都

市
ガ

ス
に

つ
い

て
は

、
単

価
の

減
に

よ
り

約
2
,2

7
0
千

円
の

減
と

な
っ

た
。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務
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績
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

法
 人

 の
自

己
評

価
Ｂ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

採
用

比
率

」
が

目
標

値
を

上
回

っ
た

が
、

「
病

床
利

用
率

」
、

「
診

療
材

料
費

対
医

業
収

益
比

率
」
な

ど
、

多
く
の

指
標

が
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
収

入
の

確
保

へ
の

取
組

」
で

は
、

紹
介

患
者

増
を

目
指

し
て

、
呼

吸
器

内
科

だ
け

で
な

く
、

９
月

か
ら

は
大

腸
骨

盤
外

科
で

も
医

師
、

渉
外

業
務

専
門

員
が

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
開

始
し

た
ほ

か
、

臨
床

検
査

を
専

ら
担

当
す

る
常

勤
医

師
を

配
置

し
、

検
体

検
査

管
理

加
算

の
区

分
Ⅳ

の
適

用
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
施

設
基

準
の

届
け

出
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

」
で

は
、

医
薬

品
の

価
格

交
渉

に
お

い
て

従
来

と
は

異
な

る
手

法
で

交
渉

を
行

い
、

年
間

で
約

1
9
,6

5
0
千

円
の

コ
ス

ト
削

減
を

達
成

し
た

ほ
か

、
委

託
料

に
つ

い
て

は
、

院
内

洗
濯

業
務

委
託

の
内

容
及

び
契

約
期

間
を

見
直

し
、

入
札

を
行

っ
た

結
果

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
よ

り
年

間
約

7
,3

0
0

千
円

の
コ

ス
ト

削
減

見
込

み
と

な
っ

た
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

し
た

。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

知
事

の
評

価
（
案

）
Ｂ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

い
る

と
判

断
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
病

床
利

用
率

の
向

上
等

に
よ

り
更

な
る

収
入

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
安

全
面

に
も

留
意

し
な

が
ら

費
用

の
削

減
に

も
積

極
的

に
取

り
組

む
な

ど
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。

2
9



◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

目
標

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

達
成

率

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値
(再

掲
)

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

1
1
0
0
以

上
9
7
.0

9
7
%

1
0
0
以

上
ⅲ

1
0
1
.1

9
8
.9

9
8
.0

9
7
.0

2
8
0
以

上
8
0
.5

1
0
1
%

8
5
以

上
ⅳ

7
9
.1

7
7
.8

7
9
.4

8
0
.5

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

  
  

 第
３

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

）
（
大

項
目

）

指
標

名

月
次

で
収

支
状

況
を

管
理

し
、

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
す

。
・
　

経
常

収
支

は
▲

 3
0
6
,4

1
4
,5

0
8
円

を
計

上
し

、
経

常
収

支
比

率
は

9
7
.0

％
と

な
っ

た
。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

等
（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
を

周
知

し
、

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
し

た
。

・
　

診
療

科
及

び
事

業
系

セ
ン

タ
ー

ご
と

に
、

幹
部

職
員

に
よ

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

診
療

科
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

近
年

の
入

院
患

者
や

収
益

・
費

用
の

推
移

、
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

収
支

分
析

結
果

な
ど

を
も

と
に

、
課

題
と

今
後

の
方

針
、

当
セ

ン
タ

ー
の

強
み

と
な

る
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
具

体
例

な
ど

に
つ

い
て

意
見

交
換

し
た

。

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
県

民
が

求
め

る
高

度
で

専
門

的
な

が
ん

医
療

を
安

定
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
、

中
期

目
標

期
間

を
累

計
し

た
経

常
収

支
比

率
を

1
0
0
％

以
上

と
す

る
。

ま
た

、
各

年
度

に
お

い
て

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

経
常

収
支

比
率

（
％

）

医
業

収
支

比
率

（
％

）

Ｂ

知
事

の
評

価
（
案

）
Ｂ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

い
る

と
判

断
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
経

常
収

支
の

黒
字

化
に

向
け

て
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
医

業
収

支
比

率
」
が

目
標

値
を

上
回

っ
た

が
、

「
経

常
収

支
比

率
」
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
経

営
会

議
や

経
営

戦
略

会
議

を
通

じ
て

月
次

で
収

支
状

況
等

を
管

理
し

た
ほ

か
、

診
療

科
ご

と
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

課
題

と
今

後
の

方
針

、
当

セ
ン

タ
ー

の
強

み
と

な
る

高
度

で
専

門
的

な
医

療
の

具
体

例
な

ど
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
い

、
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

し
た

が
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
実

施
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

経
常

収
支

の
黒

字
化

に
向

け
て

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

等
（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
を

周
知

し
、

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
し

た
。

【
再

掲
】

・
　

診
療

科
及

び
事

業
系

セ
ン

タ
ー

ご
と

に
、

幹
部

職
員

に
よ

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

診
療

科
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

近
年

の
入

院
患

者
や

収
益

・
費

用
の

推
移

、
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

収
支

分
析

結
果

な
ど

を
も

と
に

、
課

題
と

今
後

の
方

針
、

当
セ

ン
タ

ー
の

強
み

と
な

る
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
具

体
例

な
ど

に
つ

い
て

意
見

交
換

し
た

。
【
再

掲
】

3
0



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

・
　

施
設

整
備

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
に

県
に

提
出

し
た

将
来

構
想

を
受

け
、

さ
ら

に
具

体
的

な
内

容
と

す
る

た
め

新
た

な
メ

ン
バ

ー
で

構
成

し
た

「
T
C

C
み

ら
い

S
O

Z
O

委
員

会
」
を

立
ち

上
げ

た
ほ

か
、

医
療

機
器

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・
整

備
し

た
な

ど
、

当
該

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

  
 病

院
施

設
の

老
朽

化
の

状
況

や
求

め
ら

れ
る

機
能

を
踏

ま
え

、
院

内
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

設
置

し
て

、
長

期
的

な
視

点
か

ら
、

が
ん

専
門

病
院

と
し

て
今

後
担

う
べ

き
診

療
機

能
に

ふ
さ

わ
し

い
施

設
整

備
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

。
  

 ま
た

、
医

療
機

器
に

つ
い

て
は

、
県

民
の

医
療

ニ
ー

ズ
、

医
療

技
術

の
進

展
に

応
え

る
た

め
、

費
用

対
効

果
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

、
計

画
的

な
更

新
・
整

備
に

努
め

る
。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

  
  

 第
８

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

（
大

項
目

）

法
 人

 の
自

己
評

価

　
策

定
し

た
将

来
構

想
を

基
に

、
具

体
的

整
備

に
向

け
た

今
後

の
取

組
に

つ
い

て
、

県
と

と
も

に
検

討
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

医
療

機
器

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
更

新
・
整

備
す

る
。

・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
に

県
に

提
出

し
た

将
来

構
想

を
受

け
、

さ
ら

に
具

体
的

な
内

容
と

す
る

た
め

新
た

な
メ

ン
バ

ー
で

構
成

し
た

「
T
C

C
み

ら
い

S
O

Z
O

委
員

会
」
を

立
ち

上
げ

、
1
0
月

よ
り

計
４

回
の

委
員

会
を

開
催

し
た

。
委

員
会

に
は

県
担

当
者

も
出

席
し

、
県

と
の

情
報

共
有

を
行

っ
た

。
・
　

医
療

機
器

に
つ

い
て

は
、

IV
R

科
に

て
Ｘ

線
に

よ
り

体
内

部
を

透
視

・
撮

影
・
治

療
す

る
「
血

管
造

影
装

置
（
ＩＶ

Ｒ
-
Ｃ

Ｔ
装

置
）
」
、

診
療

材
料

・
消

耗
品

・
Ｍ

Ｅ
機

器
な

ど
を

一
元

管
理

す
る

「
物

品
管

理
シ

ス
テ

ム
」
、

全
身

麻
酔

を
行

う
「
全

身
麻

酔
シ

ス
テ

ム
」
、

「
手

術
台

」
、

頭
頸

科
手

術
に

て
使

用
す

る
顔

面
神

経
を

刺
激

す
る

「
筋

電
計

」
な

ど
を

計
画

的
に

更
新

・
整

備
し

た
。

（
1
7
品

目
、

計
4
1
9
,2

3
1
,6

4
0
円

）

中
期

計
画

（
H

2
8
(2

0
1
6
)～

R
２

(2
0
2
0
)）

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

Ａ

3
1



 栃木県知事は、地方独立行政法人法第 28 条第１項の規定により、地方独立行

政法人栃木県立がんセンターの令和元（2019）年度の業務実績について、以下

のとおり評価を行った。 

 

１ 全体評価（案） 

（1）評価結果 

 

 

 

（2）判断理由等 

○ 12 の中項目中「質の高い医療の提供」等の 10 項目については、Ａ評価

（概ね計画どおり実施している）と判断した一方、「収入の確保及び費用

の削減への取組」及び「財務内容の改善に関する事項」の２項目につい

ては、Ｂ評価（計画をやや下回って実施している）と判断した。 

○ Ｂ評価と判断した２項目については、医業収支は改善したものの、３億

６百万円の純損失となっており、経常収支の黒字化に向けて、患者数の

増加や費用の削減等、引き続き経営改善に取り組む必要がある。 

 

２ （地独）栃木県立がんセンター及び（地独）栃木県立リハビリテーション

センター評価委員会の意見・指摘等 

令和元（2019）年度の業務実績については、中期計画の達成に向けた進

捗にやや遅れが見られる。 

資料５ 

令和元（2019）年度業務実績に関する全体評価書（がんセンター） 



評
価

結
果

評
　

価
　

理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

第
２

１
質

の
高

い
医

療
の

提
供

資
料

７
ｐ

２
～

４

Ａ

・
 
「

高
度

で
専

門
的

な
医

療
の

推
進

」
で

は
、

肝
胆

膵
領

域
で

の
高

難
度

手
術

を
実

施
し

た
ほ

か
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
７

月
か

ら
骨

軟
部

腫
瘍

・
整

形
外

科
の

診
療

を
再

開
し

、
県

内
で

は
実

施
が

困
難

で
あ

っ
た

整
形

外
科

領
域

に
お

け
る

骨
軟

部
腫

瘍
の

治
療

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
が

ん
の

種
類

や
患

者
の

状
態

に
応

じ
て

手
術

療
法

、
放

射
線

療
法

、
化

学
療

法
又

は
そ

れ
ら

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

治
療

を
実

施
し

た
。

・
 
「

緩
和

ケ
ア

の
推

進
」

で
は

、
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

体
制

強
化

を
図

る
た

め
、

毎
週

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
緩

和
ケ

ア
外

来
及

び
緩

和
ケ

ア
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

を
構

成
員

と
し

た
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

た
。

・
 
「

が
ん

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

提
供

体
制

の
充

実
」

で
は

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

室
の

移
転

に
よ

り
訓

練
ス

ペ
ー

ス
が

拡
張

さ
れ

、
日

常
生

活
訓

練
な

ど
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

・
 
以

上
の

結
果

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ

（
計

画
を

下
回

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
、

又
は

実
施

が
見

込
め

な
い

。
）

２
　
評
価
結
果
及
び
理
由

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ

（
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。
）

１
　
評
価
方
法
及
び
評
価
基
準

　
　

評
価

方
法

：
業

務
実

績
や

年
度

計
画

に
掲

げ
た

指
標

の
達

成
状

況
を

総
合

的
に

検
証

し
、

中
項

目
ご

と
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

４
段

階
評

価
を

行
う

。

 
 
 
 
評

価
基

準
：

Ｓ
（

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
す

る
と

見
込

ま
れ

る
。

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ

（
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。
）

資
料
６

中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る

業
務
実
績
報
告
書
兼
中
項
目
別
評
価
書
の
概
要
に
つ
い
て
（
が
ん
セ
ン
タ
ー
）

1



2

評
価

結
果

評
　

価
　

理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

２
安

全
で

安
心

な
医

療
の

提
供 資

料
７

ｐ
５

～
６

Ａ

・
「

医
療

安
全

対
策

等
の

推
進

」
で

は
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
部

会
に

お
い

て
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

や
事

故
防

止
の

具
体

策
な

ど
に

つ
い

て
調

査
や

検
討

を
実

施
し

た
。

・
「

医
療

機
器

等
の

安
全

管
理

の
徹

底
」

で
は

、
Ｍ

Ｅ
（

メ
デ

ィ
カ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

）
室

に
お

い
て

医
療

機
器

の
中

央
一

括
管

理
を

行
い

、
医

療
機

器
の

安
全

性
を

維
持

す
る

た
め

保
守

点
検

を
実

施
し

た
。

・
以

上
の

結
果

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

３
患

者
・

県
民

の
視

点
に

立
っ

た
医

療
の

提
供

資
料

７
ｐ

７
～

1
0

Ａ

・
「

患
者

及
び

そ
の

家
族

へ
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
」

で
は

、
平

成
2
8

（
2
0
1
6
）

年
６

月
か

ら
土

曜
日

の
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
、

平
成

2
8

（
2
0
1
6
）

年
1
1
月

か
ら

外
来

の
早

朝
採

血
を

、
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
1
1
月

か
ら

平
日

早
朝

の
放

射
線

治
療

を
開

始
し

た
ほ

か
、

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
４

月
に

入
院

予
定

の
患

者
に

対
し

て
総

合
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

入
退

院
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
ま

た
、

ゲ
ノ

ム
医

療
で

は
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
1
0
月

に
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

と
な

り
N
C
C
オ

ン
コ

パ
ネ

ル
検

査
等

を
実

施
し

た
。

・
「

患
者

の
就

労
等

に
関

す
る

相
談

支
援

体
制

の
充

実
」

で
は

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
６

月
か

ら
就

職
相

談
会

を
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
２

月
か

ら
両

立
支

援
相

談
を

開
始

し
た

。
・

「
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

利
便

性
・

快
適

性
の

向
上

」
で

は
、

新
た

に
女

性
専

用
の

外
来

診
察

室
や

更
衣

室
、

授
乳

室
な

ど
を

整
備

し
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
1
1

月
か

ら
女

性
外

来
を

開
始

し
た

。
・

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
引

き
続

き
、

県
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
、

患
者

・
県

民
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
に

努
め

ら
れ

た
い

。

４
人

材
の

確
保

と
育

成

資
料

７
ｐ

1
1
～

1
3

Ａ

・
「

医
療

従
事

者
の

確
保

と
育

成
」

で
は

、
県

内
・

県
外

の
病

院
や

大
学

等
を

訪
問

し
、

医
師

の
派

遣
を

要
請

し
、

骨
軟

部
腫

瘍
・

整
形

外
科

、
頭

頸
科

、
泌

尿
器

科
な

ど
で

医
師

を
採

用
し

た
ほ

か
、

新
た

な
職

種
と

し
て

、
臨

床
工

学
技

士
や

歯
科

衛
生

士
を

採
用

し
た

。
ま

た
、

医
療

従
事

者
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

研
修

の
受

講
や

認
定

資
格

の
取

得
・

維
持

の
た

め
の

講
習

会
、

学
会

等
の

参
加

を
支

援
し

た
。

・
「

研
修

体
制

の
強

化
」

で
は

、
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
４

月
に

研
修

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
新

規
採

用
職

員
研

修
や

接
遇

研
修

な
ど

を
実

施
し

た
。

・
以

上
の

結
果

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
引

き
続

き
、

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

と
育

成
に

努
め

ら
れ

た
い

。

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）



５
地

域
連

携
の

推
進

資
料

７
ｐ

1
4
～

1
5

Ａ

・
「

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
」

で
は

、
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
４

月
に

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

的
確

な
役

割
分

担
を

意
識

し
な

が
ら

、
治

療
の

可
否

照
会

の
あ

っ
た

患
者

は
全

例
受

入
れ

を
原

則
と

し
て

対
応

し
た

。
・

「
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
の

病
診

連
携

の
強

化
」

で
は

、
地

域
の

関
係

者
と

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

通
し

て
情

報
を

共
有

し
、

退
院

し
て

か
ら

も
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
に

調
整

を
行

っ
た

。
・

「
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

」
で

は
、

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

開
催

し
た

。
・

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

６
地

域
医

療
へ

の
貢

献

資
料

７
ｐ

1
6
～

1
7

Ａ

・
「

地
域

の
が

ん
医

療
の

向
上

・
均

て
ん

化
の

た
め

の
支

援
」

で
は

、
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
栃

木
県

が
ん

診
療

連
携

協
議

会
及

び
各

部
会

を
開

催
し

た
ほ

か
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
は

、
新

た
に

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

部
会

と
栃

木
県

が
ん

・
生

殖
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

設
立

し
た

。
・

「
が

ん
対

策
事

業
へ

の
貢

献
」

で
は

、
県

内
の

す
べ

て
の

病
院

及
び

指
定

診
療

所
か

ら
届

出
の

あ
っ

た
全

国
が

ん
登

録
情

報
の

審
査

・
整

理
を

行
っ

た
。

・
以

上
の

結
果

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

3



4

評
価

結
果

評
　

価
　

理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

７
災

害
等

へ
の

対
応

資
料

７
ｐ

1
8

Ａ

・
病

棟
で

火
災

が
発

生
し

た
こ

と
を

想
定

し
た

消
火

か
ら

避
難

ま
で

の
総

合
訓

練
及

び
病

棟
に

お
け

る
消

防
訓

練
と

、
大

地
震

を
想

定
し

た
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

ほ
か

、
災

害
時

の
た

め
の

医
薬

品
や

患
者

用
・

職
員

用
の

非
常

食
及

び
水

を
計

画
的

に
更

新
し

た
。

・
以

上
の

結
果

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

第
３

１
業

務
運

営
体

制
の

確
立

資
料

７
ｐ

1
9

Ａ

・
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

を
行

う
部

門
と

し
て

、
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
４

月
に

経
営

企
画

室
を

設
置

し
た

ほ
か

、
医

療
環

境
の

変
化

に
伴

っ
て

発
生

す
る

病
院

運
営

上
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
や

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

し
、

対
応

策
を

検
討

し
た

。
・

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
よ

り
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

２
経

営
参

画
意

識
の

向
上

資
料

７
ｐ

2
0

Ａ

・
職

員
全

員
の

経
営

参
画

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

、
経

営
会

議
や

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

た
ほ

か
、

業
務

改
善

提
案

制
度

を
活

用
し

て
職

員
か

ら
ア

イ
デ

ア
を

収
集

し
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
や

収
益

改
善

な
ど

に
資

す
る

取
組

に
つ

な
が

っ
た

。
・

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

３
収

入
の

確
保

及
び

費
用

の
削

減
へ

の
取

組

資
料

７
ｐ

2
1
～

2
2

Ａ

・
「

収
入

の
確

保
へ

の
取

組
」

で
は

、
紹

介
患

者
増

を
目

指
し

て
、

医
師

と
渉

外
業

務
専

門
員

が
県

内
の

医
療

機
関

や
歯

科
診

療
所

を
訪

問
し

た
ほ

か
、

診
療

情
報

管
理

士
を

医
事

課
に

配
置

し
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
分

析
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

出
来

高
請

求
額

と
Ｄ

Ｐ
Ｃ

請
求

額
を

比
較

し
、

マ
イ

ナ
ス

の
差

額
が

発
生

す
る

理
由

を
分

析
し

、
対

応
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
４

月
に

常
勤

医
師

1
4
名

を
採

用
し

、
全

て
の

診
療

科
に

お
い

て
診

療
体

制
が

整
っ

た
こ

と
か

ら
、

手
術

件
数

の
増

加
及

び
病

床
利

用
率

の
向

上
等

に
よ

る
医

業
収

益
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

。
・

「
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

」
で

は
、

医
薬

品
、

診
療

材
料

に
お

い
て

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

適
正

価
格

で
の

購
入

と
な

る
よ

う
価

格
交

渉
を

行
っ

た
ほ

か
、

委
託

料
に

つ
い

て
は

、
入

札
方

法
を

指
名

競
争

入
札

か
ら

一
般

競
争

入
札

に
変

更
し

、
費

用
の

削
減

に
努

め
た

。
・

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

病
床

利
用

率
の

向
上

等
に

よ
り

更
な

る
収

入
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

面
に

も
留

意
し

な
が

ら
費

用
の

削
減

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

な
ど

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）



第
４

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事

項 資
料

７
ｐ

2
3

Ｂ

・
経

営
会

議
や

経
営

戦
略

会
議

を
通

じ
て

月
次

で
収

支
状

況
等

を
管

理
し

た
ほ

か
、

診
療

科
ご

と
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

課
題

と
今

後
の

方
針

、
当

セ
ン

タ
ー

の
強

み
と

な
る

高
度

で
専

門
的

な
医

療
の

具
体

例
な

ど
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
い

、
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

し
た

。
・

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

の
経

常
収

支
は

1
1
1
,
5
1
4
,
4
0
0
円

を
計

上
し

、
経

常
収

支
比

率
は

1
0
1
.
1
％

と
な

っ
た

が
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

は
３

年
連

続
で

経
常

収
支

比
率

は
1
0
0
％

に
達

し
な

か
っ

た
。

・
以

上
の

結
果

、
計

画
を

下
回

っ
て

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

経
常

収
支

の
黒

字
化

に
向

け
て

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

第
1
0

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項

資
料

７
ｐ

2
4

Ａ

・
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
検

討
会

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
よ

る
会

議
を

開
催

し
た

結
果

、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

栃
木

県
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

将
来

構
想

」
を

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
策

定
し

、
県

に
提

出
し

た
。

・
 
医

療
機

器
に

つ
い

て
は

、
毎

年
度

計
画

的
に

更
新

・
整

備
し

た
。

・
以

上
の

結
果

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

見
込

み
で

あ
る

と
判

断
し

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

5



 

 

中
期
目
標

期
間
の
終
了

時
に
見
込

ま
れ
る

中
期

目
標
期

間
に
 

お
け
る
業
務

実
績
報
告

書
兼
中
項

目
別
評

価
書
 

（
第
１
期

中
期

目
標
期
間

：
平

成
2
8
(
2
0
1
6
)
年

４
月
１
日

～
令

和
３
(
2
0
2
1
)
年

３
月

3
1
日

）
 

 

  

 

地
方

独
立
行

政
法
人

栃
木
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー

 



 

目
 
 

 
次
 

 

業
務

実
績

報
告

書
兼

中
項

目
別

評
価

報
告

書
 

総
括

表
 

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１
 

 第
２

 
県

民
に

対
し

て
提

供
す

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

（
大

項
目

）
 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
２

 

１
 
質

の
高

い
医

療
の

提
供
（

中
項

目
）

 
 
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
２
 

２
 
安

全
で

安
心

な
医

療
の
提

供
（

中
項

目
）

 
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
５
 

３
 
患

者
・

県
民

の
視

点
に
立

っ
た

医
療

の
提

供
（

中
項
目

）
 

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
７
 

４
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（
中

項
目

）
 

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
1 

５
 
地

域
連

携
の

推
進

（
中
項

目
）

 
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
4 

６
 
地

域
医

療
へ

の
貢

献
（
中

項
目

）
 

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
1
6 

７
 
災

害
等

へ
の

対
応

（
中
項

目
）

 
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
8 

 第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（

大
項

目
）

 
 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
9
 

１
 
業

務
運

営
体

制
の

確
立
（

中
項

目
）

 
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
1
9 

２
 
経

営
参

画
意

識
の

向
上
（

中
項

目
）

 
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
0 

３
 
収

入
の

確
保

及
び

費
用
の

削
減

へ
の

取
組

（
中

項
目
）

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・

・
2
1 

 第
４

 
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

）
（

大
項

目
）

 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2
3
 

 第
1
0
 
 
そ
の

他
業
務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
（

大
項

目
）
 
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

2
4 

 



◆
　
各
事
業
年
度
及
び
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
項
目
別
評
価

平
成
2
8
(2
0
1
6
)

年
度

平
成
2
9
(2
0
1
7
)

年
度

平
成
3
0
(2
0
1
8
)

年
度

令
和
元
(2
0
1
9
)

年
度

第
２
　
県
民
に
対
し
て
提
供
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

A
A

A
A

Ａ

A
A

A
A

Ａ

A
A

A
A

Ａ

A
A

A
A

Ａ

A
A

B
A

Ａ

A
A

B
A

Ａ

A
A

A
A

Ａ

第
３
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項

A
A

A
A

Ａ

A
A

A
A

Ａ

A
B

B
B

Ｂ

第
４
　
予
算
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

A
B

B
B

Ｂ

第
1
0
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

B
B

A
A

Ａ

（
参
考
）
　
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
に
関
す
る
全
体
評
価

業
務
実
績
報
告
書
兼
中
項
目
別
評
価
報
告
書
　
総
括
表

項
目

各
事
業
年
度
に
お
け
る
項
目
別
評
価

中
期
目
標
期
間

の
評
価

（
見
込
み
）

１
　
質
の
高
い
医
療
の
提
供

２
　
安
全
で
安
心
な
医
療
の
提
供

３
　
患
者
・
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
の
提
供

４
　
人
材
の
確
保
と
育
成

５
　
地
域
連
携
の
推
進

６
　
地
域
医
療
へ
の
貢
献

７
　
災
害
等
へ
の
対
応

１
　
業
務
運
営
体
制
の
確
立

２
　
経
営
参
画
意
識
の
向
上

３
　
収
入
の
確
保
及
び
費
用
の
削
減
へ
の
取
組

財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

評
価
結
果

　
概
ね
目
標
を
達
成
す
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
一
部
の
項
目
に
お
い
て
目
標
の
達
成
が
困
難
な
見
込
み
で
あ
る
。
（
案
）

1



◆
中

期
計

画
指

標
（
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績
）

Ｎ
ｏ

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

見
込

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

達
成

率
(見

込
み

)

指
標

の
達

成
状

況
H

2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)

1
6
9

7
5

5
2

6
1

6
0

6
0

1
0
0
%

ⅳ
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
A

A
A

A

IM
R

T
7
7
7

1
,2

5
1

2
,1

9
0

8
3
5

7
8
0

7
8
0

1
0
0
%

ⅳ

S
B

R
T

4
0

8
1
6

2
0

2
0

1
0
0
%

ⅳ

3
7
,8

9
7

7
,5

7
3

8
,0

4
8

8
,3

0
8

7
,9

0
0

7
,9

0
0

1
0
0
%

ⅳ

4
1
8
2

1
6
9

1
8
3

2
0
0

2
2
8

2
2
8

1
0
0
%

ⅳ

5
年

９
回

年
1
0
回

年
８

回
年

８
回

月
1
回

月
1
回

以
上

1
0
0
%

ⅳ

6
2
,2

8
5

5
,4

3
8

5
,3

7
4

5
,6

6
8

5
,9

0
0

1
7
,0

4
0

3
5
%

ⅰ

  
  

 第
２

　
県

民
に

対
し

て
提

供
す

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

（
大

項
目

）

　
　

　
　

１
　

質
の

高
い

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

高
難

度
手

術
延

べ
件

数
（
件

）

（
１

）
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
推

進
（
小

項
目

）

地
域

の
緩

和
ケ

ア
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

開
催

回
数

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
単

位
数

（
単

位
）

2
高

精
度

放
射

線
治

療
延

べ
件

数
（
件

）

外
来

化
学

療
法

延
べ

件
数

（
件

）

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

臨
床

研
究

件
数

（
件

）

　
局

所
進

行
が

ん
や

転
移

が
ん

の
患

者
に

対
す

る
医

療
の

提
供

な
ど

、
患

者
が

さ
ま

ざ
ま

な
病

態
に

応
じ

て
必

要
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

度
で

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

　
患

者
が

さ
ま

ざ
ま

な
病

態
に

応
じ

て
必

要
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
が

ん
専

門
病

院
と

し
て

、
以

下
の

と
お

り
、

高
度

で
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

。

ア
　

局
所

進
行

が
ん

や
転

移
が

ん
、

希
少

が
ん

も
含

め
、

患
者

が
さ

ま
ざ

ま
な

病
態

に
応

じ
て

必
要

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

手
術

、
放

射
線

治
療

及
び

化
学

療
法

を
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

治
療

の
充

実
を

図
る

な
ど

、
高

度
専

門
医

療
を

提
供

す
る

。

・
　

高
度

専
門

医
療

の
一

つ
と

し
て

肝
胆

膵
領

域
の

高
難

度
手

術
を

実
施

し
た

。
受

診
当

初
は

切
除

不
能

で
あ

っ
た

が
、

化
学

療
法

を
行

い
ダ

ウ
ン

ス
テ

ー
ジ

が
得

ら
れ

た
症

例
に

対
し

て
は

積
極

的
に

手
術

を
試

み
、

そ
の

結
果

切
除

で
き

た
症

例
も

含
ま

れ
て

お
り

、
集

学
的

治
療

の
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
・
　

骨
軟

部
腫

瘍
・
整

形
外

科
の

入
院

診
療

を
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

７
月

か
ら

再
開

し
、

県
内

で
は

実
施

が
困

難
で

あ
っ

た
整

形
外

科
領

域
に

お
け

る
骨

軟
部

腫
瘍

の
治

療
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

・
　

臓
器

別
や

病
棟

な
ど

で
多

職
種

の
参

加
に

よ
る

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
症

例
検

討
会

）
を

開
催

し
、

が
ん

の
種

類
や

患
者

の
状

態
に

応
じ

て
手

術
療

法
、

放
射

線
療

法
、

化
学

療
法

又
は

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
治

療
を

実
施

し
た

。
・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

1
0
月

に
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
中

央
病

院
の

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

な
っ

た
。

イ
　

低
侵

襲
な

鏡
視

下
手

術
（
腹

腔
鏡

、
胸

腔
鏡

を
入

れ
て

モ
ニ

タ
ー

を
見

な
が

ら
行

う
手

術
）
や

食
道

、
胃

、
大

腸
の

内
視

鏡
治

療
の

実
施

（
内

視
鏡

的
粘

膜
下

層
剥

離
術

：
Ｅ

Ｓ
Ｄ

、
内

視
鏡

的
粘

膜
切

除
術

：
Ｅ

Ｍ
Ｒ

等
）
等

、
患

者
の

身
体

的
負

担
が

少
な

い
治

療
法

を
引

き
続

き
提

供
し

、
患

者
の

高
齢

化
へ

の
対

応
を

進
め

る
。

・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
ま

で
に

、
婦

人
科

常
勤

医
４

名
全

員
が

日
本

産
科

婦
人

科
内

視
鏡

学
会

技
術

認
定

医
の

資
格

を
取

得
し

、
婦

人
科

領
域

の
腹

腔
鏡

手
術

件
数

が
著

し
く
増

加
し

た
。

・
　

消
化

器
・
呼

吸
器

領
域

に
お

け
る

鏡
視

下
手

術
は

す
で

に
標

準
術

式
に

な
っ

て
い

る
が

、
当

セ
ン

タ
ー

で
は

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
技

術
認

定
医

に
よ

る
質

の
高

い
低

侵
襲

な
手

術
を

施
行

し
て

お
り

、
術

後
合

併
症

が
少

な
く
、

入
院

期
間

の
短

縮
に

も
つ

な
が

っ
た

。
・
　

早
期

の
胃

・
大

腸
が

ん
に

対
す

る
低

侵
襲

な
治

療
を

推
進

す
る

た
め

、
E
S

D
(内

視
鏡

的
粘

膜
下

層
剥

離
術

）
を

積
極

的
に

施
行

し
、

そ
の

治
療

成
績

も
良

好
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
大

腸
ポ

リ
ー

プ
に

つ
い

て
は

、
外

来
検

査
の

際
に

そ
の

場
で

ポ
リ

ー
プ

を
切

除
す

る
こ

と
を

推
進

し
、

患
者

に
身

体
的

に
も

経
済

的
に

も
負

担
の

少
な

い
治

療
を

提
供

し
た

。

2



ウ
　

ＩＭ
Ｒ

Ｔ
（
強

度
変

調
放

射
線

治
療

）
や

Ｓ
Ｂ

Ｒ
Ｔ

（
体

幹
部

定
位

放
射

線
治

療
）
等

、
患

者
の

状
態

等
に

応
じ

た
高

度
な

放
射

線
治

療
を

提
供

す
る

。
・
　

リ
ニ

ア
ッ

ク
を

臨
床

稼
働

し
な

が
ら

特
殊

治
療

（
Ｖ

Ｍ
Ａ

Ｔ
・
Ｓ

Ｂ
Ｒ

Ｔ
）
の

実
施

に
向

け
て

準
備

を
進

め
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

1
1
月

に
Ｖ

Ｍ
Ａ

Ｔ
（
強

度
変

調
回

転
照

射
）
を

、
1
2
月

に
Ｓ

Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
体

幹
部

定
位

放
射

線
治

療
）
を

開
始

し
た

。
・
　

ＩＭ
Ｒ

Ｔ
は

主
に

泌
尿

器
、

婦
人

科
領

域
に

実
施

し
た

。
Ｓ

Ｂ
Ｒ

Ｔ
は

呼
吸

器
の

取
扱

い
症

例
数

増
加

に
付

随
し

実
施

件
数

が
増

加
し

た
。

　
多

職
種

の
医

療
従

事
者

間
で

連
携

、
協

働
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

最
大

限
に

発
揮

で
き

る
よ

う
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

も
一

員
と

し
た

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

こ
と

。

　
多

職
種

の
医

療
従

事
者

間
で

連
携

、
協

働
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

最
大

限
に

発
揮

で
き

る
よ

う
、

放
射

線
診

断
医

、
病

理
診

断
医

を
は

じ
め

と
す

る
医

療
従

事
者

間
の

連
携

、
協

働
を

実
際

の
臨

床
の

場
で

実
践

す
る

た
め

、
体

系
的

な
チ

ー
ム

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
症

例
検

討
会

）
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。

・
　

平
成

2
8
(2

0
1
6
）
年

２
月

に
開

始
し

た
チ

ー
ム

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

（
※

）
研

修
を

、
全

職
員

に
対

象
を

拡
大

し
て

実
施

し
た

。
・
　

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

（
症

例
検

討
会

）
に

つ
い

て
は

、
各

診
療

科
等

で
定

期
的

に
開

催
し

た
。

※
　

医
療

の
質

及
び

患
者

安
全

の
向

上
の

た
め

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
。

・
　

承
認

前
の

医
薬

品
の

治
験

等
の

臨
床

研
究

や
新

た
な

標
準

治
療

法
の

確
立

の
た

め
、

国
内

外
の

多
施

設
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
当

セ
ン

タ
ー

や
Ｓ

Ｍ
Ｏ

（
治

験
施

設
支

援
機

関
）
の

臨
床

研
究

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
活

用
し

医
師

の
業

務
を

支
援

し
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
治

験
実

施
体

制
、

治
験

関
連

規
程

、
ＩＲ

Ｂ
（
臨

床
研

究
審

査
委

員
会

）
に

関
す

る
最

新
情

報
を

随
時

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
速

や
か

に
治

験
依

頼
者

へ
情

報
発

信
し

た
。

エ
　

抗
が

ん
剤

の
作

用
、

副
作

用
に

熟
知

し
た

専
門

医
や

看
護

師
に

よ
る

高
度

な
が

ん
化

学
療

法
を

引
き

続
き

提
供

す
る

と
と

も
に

、
他

の
医

療
機

関
で

は
実

施
困

難
な

最
新

の
化

学
療

法
を

提
供

す
る

。

・
　

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

を
含

め
た

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

定
期

的
に

実
施

し
、

情
報

の
交

換
や

共
有

に
努

め
る

こ
と

で
、

適
切

な
化

学
療

法
を

実
施

し
た

。
・
　

抗
が

ん
剤

に
よ

る
ア

レ
ル

ギ
ー

症
状

の
早

期
対

応
や

副
作

用
症

状
に

対
す

る
ケ

ア
な

ど
、

外
来

患
者

、
家

族
に

対
し

安
全

で
安

心
で

き
る

治
療

と
看

護
を

提
供

し
た

。
・
　

高
度

で
専

門
的

な
対

応
を

要
す

る
希

少
が

ん
の

治
療

、
最

新
の

化
学

療
法

、
遺

伝
子

検
査

結
果

に
基

づ
く
患

者
の

個
人

差
に

配
慮

し
た

最
適

な
化

学
療

法
な

ど
を

実
施

し
た

。

・
  

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
強

化
を

図
る

た
め

、
毎

週
水

曜
日

に
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
緩

和
ケ

ア
外

来
及

び
緩

和
ケ

ア
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

を
構

成
員

と
し

た
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

催
し

た
。

・
　

院
内

に
お

け
る

緩
和

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
緩

和
ケ

ア
勉

強
会

と
し

て
緩

和
ケ

ア
リ

ン
ク

ナ
ー

ス
会

を
開

催
し

、
基

本
的

緩
和

ケ
ア

の
実

践
と

専
門

的
緩

和
ケ

ア
へ

つ
な

ぐ
役

割
に

つ
い

て
症

例
を

通
し

て
学

ん
だ

。
ま

た
、

緩
和

ケ
ア

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

育
成

の
た

め
、

年
度

初
め

に
各

自
の

行
動

目
標

を
明

確
に

し
、

1
年

間
の

取
り

組
み

後
、

年
度

末
に

評
価

を
行

っ
た

。
・
　

緩
和

ケ
ア

初
回

外
来

時
に

専
従

看
護

師
が

同
席

し
、

今
後

の
療

養
場

所
の

意
思

決
定

支
援

を
行

う
と

と
も

に
関

係
部

署
と

情
報

を
共

有
し

支
援

継
続

に
つ

な
げ

た
。

（
３

）
緩

和
ケ

ア
の

推
進

（
小

項
目

）

（
２

）
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
（
小

項
目

）

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

イ
　

院
内

の
み

な
ら

ず
地

域
全

体
の

緩
和

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
地

域
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
実

施
、

在
宅

療
養

支
援

機
能

を
担

う
診

療
所

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
連

携
強

化
、

訪
問

診
療

の
検

討
を

行
う

な
ど

、
地

域
と

連
携

し
て

在
宅

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
。

・
　

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

開
催

し
た

。
緩

和
ケ

ア
に

関
す

る
講

演
会

、
症

例
検

討
会

、
地

域
医

療
体

制
の

検
討

会
な

ど
を

行
い

、
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。
・
　

退
院

調
整

の
た

め
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

看
護

師
が

参
加

し
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
と

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
情

報
を

共
有

し
た

。

オ
　

患
者

が
よ

り
よ

い
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

治
験

等
の

臨
床

研
究

や
新

た
な

標
準

治
療

法
の

確
立

の
た

め
の

国
内

外
の

多
施

設
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

　
患

者
の

苦
痛

の
軽

減
や

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
緩

和
ケ

ア
外

来
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

等
を

有
機

的
に

統
合

す
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
の

充
実

な
ど

、
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

の
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

こ
と

。

　
患

者
の

苦
痛

の
軽

減
や

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

と
お

り
、

が
ん

と
診

断
さ

れ
た

時
か

ら
の

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
。

ア
　

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

緩
和

ケ
ア

外
来

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
有

機
的

に
統

合
す

る
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

体
制

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
が

主
体

と
な

っ
て

院
内

向
け

に
勉

強
会

等
を

開
催

し
、

病
院

内
の

全
て

の
職

員
が

緩
和

ケ
ア

に
対

す
る

意
識

付
け

を
共

有
化

し
て

協
力

体
制

を
構

築
す

る
な

ど
、

院
内

の
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

3



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

（
４

）
が

ん
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
の

充
実

（
小

項
目

）
　

患
者

の
運

動
機

能
の

改
善

及
び

生
活

機
能

の
低

下
予

防
の

た
め

、
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

患
者

の
病

態
に

応
じ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

提
供

体
制

を
充

実
す

る
こ

と
。

　
患

者
の

望
む

生
活

ス
タ

イ
ル

を
支

援
す

る
た

め
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

拡
充

す
る

と
と

も
に

理
学

療
法

士
・
作

業
療

法
士

の
充

実
を

図
り

、
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

患
者

の
病

態
に

応
じ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
。

・
　

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
算

定
に

向
け

て
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
わ

る
医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
が

、
が

ん
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

修
を

受
講

し
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

1
0
月

か
ら

が
ん

患
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
算

定
を

開
始

し
た

。
・
  

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
室

の
西

第
３

病
棟

へ
の

移
転

に
伴

い
訓

練
ス

ペ
ー

ス
が

拡
張

さ
れ

て
、

こ
れ

ま
で

よ
り

も
数

多
く
の

器
材

が
配

備
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
階

段
の

昇
降

、
日

常
生

活
訓

練
な

ど
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

・
　

入
院

患
者

の
全

員
に

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

総
合

実
施

計
画

書
を

作
成

し
交

付
し

た
。

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

が
ん

専
門

病
院

の
使

命
と

し
て

、
引

き
続

き
、

希
少

が
ん

、
難

治
性

が
ん

を
含

め
、

高
度

で
専

門
的

な
医

療
を

提
供

し
て

い
く
と

と
も

に
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
を

推
進

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
推

進
」
で

は
、

肝
胆

膵
領

域
で

の
高

難
度

手
術

を
実

施
し

た
ほ

か
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

７
月

か
ら

骨
軟

部
腫

瘍
・
整

形
外

科
の

診
療

を
再

開
し

、
県

内
で

は
実

施
が

困
難

で
あ

っ
た

整
形

外
科

領
域

に
お

け
る

骨
軟

部
腫

瘍
の

治
療

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
が

ん
の

種
類

や
患

者
の

状
態

に
応

じ
て

手
術

療
法

、
放

射
線

療
法

、
化

学
療

法
又

は
そ

れ
ら

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

治
療

を
実

施
し

た
。

・
　

「
緩

和
ケ

ア
の

推
進

」
で

は
、

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
強

化
を

図
る

た
め

、
毎

週
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

緩
和

ケ
ア

外
来

及
び

緩
和

ケ
ア

病
棟

の
ス

タ
ッ

フ
を

構
成

員
と

し
た

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

開
催

し
た

。
・
　

「
が

ん
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
の

充
実

」
で

は
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
室

の
移

転
に

よ
り

訓
練

ス
ペ

ー
ス

が
拡

張
さ

れ
、

日
常

生
活

訓
練

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。
・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

4



◆
中

期
計

画
指

標
（
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績
）

Ｎ
ｏ

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

見
込

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

達
成

率
(見

込
み

)

指
標

の
達

成
状

況
H

2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)

1
2

2
1

1
3

3
人

以
上

1
0
0
%

ⅳ
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

（
２

）
医

療
機

器
、

医
薬

品
等

の
安

全
管

理
の

徹
底

（
小

項
目

）

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

（
１

）
医

療
安

全
対

策
等

の
推

進
（
小

項
目

）

ウ
　

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

院
内

に
患

者
安

全
文

化
を

醸
成

す
る

と
と

も
に

、
職

員
に

と
っ

て
も

安
全

な
職

場
の

形
成

を
推

進
す

る
。

・
　

医
療

安
全

に
関

す
る

研
修

の
一

つ
と

し
て

チ
ー

ム
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｐ

Ｓ
研

修
の

中
で

、
多

職
種

連
携

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
実

施
し

た
。

・
　

医
療

安
全

推
進

目
標

に
チ

ー
ム

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｓ

を
活

用
し

た
部

署
目

標
を

設
定

し
、

各
部

署
で

前
期

・
年

度
末

評
価

を
行

い
実

践
活

動
に

つ
な

げ
た

。
・
　

医
療

の
質

及
び

安
全

性
の

向
上

に
向

け
た

取
組

の
効

果
を

可
視

化
す

る
た

め
、

全
職

員
を

対
象

に
「
医

療
に

お
け

る
安

全
文

化
調

査
」
を

実
施

し
た

。

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
医

療
安

全
に

関
す

る
情

報
の

共
有

化
や

医
療

事
故

の
発

生
原

因
の

分
析

等
を

行
い

事
故

防
止

の
徹

底
を

図
る

な
ど

、
医

療
安

全
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
感

染
管

理
体

制
を

充
実

す
る

な
ど

、
院

内
感

染
対

策
を

強
化

す
る

こ
と

。

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

医
療

安
全

対
策

等
を

推
進

す
る

。

ア
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
医

療
安

全
に

関
す

る
院

内
組

織
を

中
心

に
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

も
含

め
た

医
療

事
故

の
発

生
原

因
の

分
析

等
を

行
う

と
と

も
に

、
安

全
管

理
に

関
す

る
研

修
等

を
通

し
、

職
員

間
で

再
発

防
止

策
や

医
療

安
全

に
関

す
る

情
報

を
共

有
化

し
、

事
故

防
止

の
徹

底
を

図
る

。

・
　

医
療

安
全

管
理

規
程

に
基

づ
き

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

部
会

に
お

い
て

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

や
事

故
防

止
の

具
体

策
な

ど
に

つ
い

て
調

査
や

検
討

を
行

っ
た

。
・
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
医

療
安

全
管

理
委

員
に

よ
り

検
証

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

多
職

種
で

構
成

し
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

、
事

故
防

止
の

具
体

策
の

検
討

、
運

用
の

整
備

、
医

療
事

故
防

止
の

た
め

の
啓

発
、

広
報

な
ど

を
行

い
、

医
療

事
故

の
防

止
に

努
め

た
。

・
　

医
療

安
全

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

は
、

全
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
や

職
種

ご
と

に
テ

ー
マ

を
設

定
し

た
研

修
を

開
催

し
た

。

　
　

　
　

２
　

安
全

で
安

心
な

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

感
染

管
理

認
定

看
護

師
数

（
人

）

イ
　

感
染

対
策

委
員

会
が

中
心

と
な

り
、

院
内

感
染

の
予

防
、

監
視

、
指

導
、

教
育

等
を

強
化

す
る

。
・
　

感
染

対
策

委
員

会
が

中
心

と
な

っ
て

院
内

感
染

の
予

防
、

教
育

の
た

め
の

勉
強

会
を

開
催

し
た

。

　
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

放
射

線
治

療
機

器
の

品
質

管
理

の
徹

底
な

ど
、

医
療

機
器

や
医

薬
品

等
の

管
理

を
徹

底
す

る
こ

と
。

　
患

者
に

対
し

て
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

放
射

線
治

療
機

器
の

品
質

管
理

の
徹

底
や

服
薬

指
導

の
徹

底
等

、
医

療
機

器
や

医
薬

品
を

は
じ

め
施

設
内

全
般

の
安

全
管

理
を

徹
底

す
る

。

・
　

安
全

で
安

心
な

放
射

線
治

療
を

提
供

す
る

た
め

、
医

学
物

理
士

を
中

心
に

毎
月

最
終

水
曜

日
を

放
射

線
治

療
品

質
管

理
日

と
し

て
治

療
機

器
の

精
度

管
理

を
実

施
し

、
結

果
を

掲
示

し
た

。
・
　

医
薬

品
の

安
全

使
用

の
た

め
の

研
修

会
及

び
医

療
機

器
の

安
全

使
用

の
た

め
の

研
修

会
を

開
催

し
た

。
・
　

Ｍ
Ｅ

（
メ

デ
ィ

カ
ル

エ
ン

ジ
ニ

ア
）
室

に
お

い
て

医
療

機
器

の
中

央
一

括
管

理
を

行
い

、
機

器
の

よ
り

詳
細

な
デ

ー
タ

を
収

集
す

る
こ

と
で

、
デ

ー
タ

の
信

頼
を

高
め

た
。

ま
た

、
医

療
機

器
の

安
全

性
を

維
持

す
る

た
め

保
守

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

医
療

関
係

職
種

等
と

緊
密

な
連

携
を

行
う

こ
と

で
、

安
全

の
確

保
に

努
め

た
。
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

（
３

）
法

令
・
社

会
規

範
の

遵
守

及
び

適
切

な
情

報
管

理
（
小

項
目

）

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

引
き

続
き

、
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
医

療
安

全
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
医

療
安

全
対

策
等

の
推

進
」
で

は
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
部

会
に

お
い

て
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

や
事

故
報

告
の

原
因

分
析

や
事

故
防

止
の

具
体

策
な

ど
に

つ
い

て
調

査
や

検
討

を
実

施
し

た
。

・
　

「
医

療
機

器
等

の
安

全
管

理
の

徹
底

」
で

は
、

Ｍ
Ｅ

（
メ

デ
ィ

カ
ル

エ
ン

ジ
ニ

ア
）
室

に
お

い
て

医
療

機
器

の
中

央
一

括
管

理
を

行
い

、
医

療
機

器
の

安
全

性
を

維
持

す
る

た
め

保
守

点
検

を
実

施
し

た
。

・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

イ
　

栃
木

県
情

報
公

開
条

例
（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
2
号

）
及

び
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
に

基
づ

き
、

適
切

な
情

報
管

理
を

行
う

。
・
　

栃
木

県
情

報
公

開
条

例
、

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

く
開

示
請

求
等

に
対

し
、

適
切

に
対

応
し

た
。

　
県

民
に

信
頼

さ
れ

、
県

内
医

療
機

関
の

模
範

的
役

割
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
、

法
令

や
社

会
規

範
を

遵
守

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

情
報

管
理

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

徹
底

す
る

こ
と

。

ア
　

県
民

に
信

頼
さ

れ
、

県
内

医
療

機
関

の
模

範
的

役
割

を
果

た
し

て
い

け
る

よ
う

、
法

令
や

社
会

規
範

を
遵

守
す

る
。

・
　

業
務

の
遂

行
に

必
要

な
法

令
上

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
疑

義
が

生
じ

る
都

度
、

宇
都

宮
労

働
基

準
監

督
署

、
宇

都
宮

公
共

職
業

安
定

所
、

宇
都

宮
市

南
消

防
署

な
ど

関
係

法
令

を
所

管
す

る
機

関
へ

協
議

や
確

認
を

行
い

、
適

正
な

業
務

執
行

に
努

め
た

。

ウ
　

個
人

情
報

漏
え

い
を

防
ぐ

た
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
職

員
の

認
識

を
高

め
る

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

徹
底

す
る

。
・
　

新
規

採
用

職
員

を
対

象
に

個
人

情
報

の
保

護
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
係

る
研

修
を

実
施

し
た

。
・
　

個
人

情
報

の
漏

え
い

防
止

や
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

徹
底

を
図

る
た

め
、

全
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

し
た

。
・
　

退
職

者
の

登
録

情
報

を
削

除
す

る
と

と
も

に
、

職
種

ご
と

に
ア

ク
セ

ス
権

限
を

再
確

認
し

た
。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績
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◆
中

期
計

画
指

標
（
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績
）

Ｎ
ｏ

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

見
込

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

達
成

率
(見

込
み

)

指
標

の
達

成
状

況
H

2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)

1
1
4
8

1
9
4

1
5
3

1
0
7

1
3
0

2
3
0

5
7
%

ⅰ
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

2
8
2

8
3

8
7

8
8

9
0

9
0
以

上
1
0
0
%

ⅳ

　
　

　
　

３
　

患
者

・
県

民
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
件

数
（
件

）

患
者

満
足

度
割

合
（
％

）

（
１

）
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

（
小

項
目

）
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

に
必

要
な

情
報

を
分

か
り

や
す

く
説

明
し

、
患

者
自

ら
の

判
断

で
治

療
方

針
等

を
決

定
で

き
る

よ
う

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
の

充
実

な
ど

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

す
る

こ
と

。

　
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

に
必

要
な

情
報

を
分

か
り

や
す

く
説

明
し

、
患

者
自

ら
の

判
断

で
治

療
方

針
等

を
決

定
で

き
る

よ
う

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
徹

底
す

る
。

・
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

の
徹

底
を

図
る

た
め

、
カ

ル
テ

監
査

に
よ

る
実

施
状

況
の

検
証

を
行

っ
た

。
・
　

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

に
関

し
、

法
令

や
判

例
に

基
づ

く
説

明
の

実
践

に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

、
法

科
大

学
院

の
教

授
に

よ
る

教
育

講
演

を
行

っ
た

。

イ
　

患
者

が
自

身
の

生
活

の
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

て
手

術
以

外
の

治
療

法
も

選
択

で
き

る
よ

う
、

医
療

相
談

等
を

充
実

す
る

。
・
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

が
診

断
結

果
、

治
療

方
法

等
に

つ
い

て
十

分
に

理
解

し
、

納
得

し
た

上
で

治
療

方
針

の
選

択
が

で
き

る
よ

う
、

認
定

看
護

師
に

よ
る

面
接

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

２
月

か
ら

２
分

野
（
乳

が
ん

看
護

、
が

ん
性

疼
痛

）
の

認
定

看
護

師
に

よ
る

看
護

外
来

を
開

設
し

た
。

疾
病

を
持

ち
な

が
ら

地
域

で
療

養
・
社

会
生

活
を

営
む

患
者

や
そ

の
家

族
等

に
対

し
、

専
門

的
な

知
識

や
技

術
を

も
っ

た
看

護
師

（
認

定
看

護
師

）
が

療
養

・
社

会
生

活
に

つ
い

て
タ

イ
ム

リ
ー

に
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

ウ
　

検
査

や
処

置
等

に
関

し
、

そ
の

都
度

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
に

対
し

て
、

医
師

を
は

じ
め

看
護

師
、

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
に

よ
る

分
か

り
や

す
い

説
明

を
徹

底
す

る
。

・
　

臨
床

検
査

技
師

に
よ

る
検

査
説

明
は

、
東

２
病

棟
入

院
患

者
を

対
象

に
平

成
2
8
（
2
0
1
6
）

年
度

か
ら

試
行

し
た

。
・
　

診
療

放
射

線
技

師
に

よ
る

放
射

線
検

査
及

び
放

射
線

治
療

に
関

す
る

説
明

は
、

入
院

及
び

外
来

患
者

を
対

象
と

し
て

、
施

設
装

置
及

び
プ

レ
パ

レ
ー

シ
ョ

ン
（
説

明
用

資
料

及
び

機
材

）
を

使
用

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

治
療

前
説

明
に

つ
い

て
は

治
療

パ
ス

を
使

用
し

た
対

応
も

開
始

し
た

。
・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

４
月

か
ら

病
理

外
来

を
開

設
し

、
病

理
専

門
医

か
ら

直
接

病
理

診
断

結
果

を
患

者
に

説
明

し
た

。
手

術
検

体
の

肉
眼

所
見

や
組

織
所

見
を

実
際

に
見

て
も

ら
い

な
が

ら
説

明
す

る
こ

と
で

、
患

者
の

病
気

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

エ
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
生

活
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

外
来

診
療

の
充

実
を

図
る

。
具

体
的

に
は

、
人

員
体

制
に

配
慮

し
な

が
ら

平
日

朝
夕

の
診

療
を

試
行

す
る

と
と

も
に

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
平

日
の

み
で

な
く
土

曜
日

ま
で

拡
大

す
る

。

・
　

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

６
月

に
消

化
器

外
科

、
乳

腺
外

科
、

呼
吸

器
内

科
及

び
呼

吸
器

外
科

に
お

い
て

、
土

曜
日

の
午

前
中

の
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
平

成
3
0

（
2
0
1
8
）
年

４
月

か
ら

、
病

理
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
開

始
し

た
。

・
　

外
来

化
学

療
法

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

長
時

間
に

わ
た

り
化

学
療

法
の

治
療

を
受

け
る

患
者

が
早

く
帰

宅
で

き
る

よ
う

、
平

成
2
8
（
2
0
1
6
）
年

1
1
月

か
ら

外
来

の
採

血
開

始
時

間
を

3
0
分

繰
り

上
げ

て
、

午
前

８
時

か
ら

開
始

し
た

。
・
　

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

1
1
月

か
ら

平
日

早
朝

の
放

射
線

治
療

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

４
月

か
ら

平
日

夕
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

の
運

用
を

開
始

し
た

。
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職

員
の

接
遇

マ
ナ

ー
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

外
来

診
療

、
検

査
、

会
計

な
ど

の
待

ち
時

間
の

短
縮

や
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
な

ど
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
利

便
性

・
快

適
性

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

ア
　

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
立

場
に

立
っ

た
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
研

修
等

を
実

施
し

、
職

員
の

接
遇

マ
ナ

ー
の

向
上

を
図

る
。

・
　

職
員

の
接

遇
マ

ナ
ー

の
向

上
を

図
る

た
め

、
新

規
採

用
職

員
向

け
接

遇
研

修
及

び
全

職
員

を
対

象
と

し
た

接
遇

研
修

を
実

施
し

た
。

（
３

）
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

利
便

性
・
快

適
性

の
向

上
（
小

項
目

）

（
２

）
患

者
の

就
労

等
に

関
す

る
相

談
支

援
体

制
の

充
実

（
小

項
目

）
　

患
者

の
就

労
も

含
め

た
社

会
的

支
援

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

と
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

相
談

支
援

体
制

を
充

実
す

る
こ

と
。

　
患

者
の

就
労

を
は

じ
め

、
介

護
や

福
祉

制
度

等
、

社
会

的
支

援
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

た
め

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
等

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

よ
り

一
層

き
め

細
か

な
相

談
に

努
め

る
な

ど
、

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
体

制
の

充
実

を
図

る
。

・
　

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

宇
都

宮
と

協
働

し
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

６
月

か
ら

就
職

相
談

会
を

開
始

し
た

。
・
　

栃
木

産
業

保
健

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

と
協

働
し

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

２
月

か
ら

両
立

支
援

相
談

を
開

始
し

た
。

・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

８
月

か
ら

入
退

院
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

仕
事

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

開
始

し
支

援
対

象
者

へ
の

早
期

介
入

に
取

り
組

ん
だ

。

キ
　

が
ん

の
治

療
に

伴
う

口
腔

合
併

症
を

予
防

し
、

療
養

生
活

の
質

の
向

上
の

た
め

に
術

前
の

口
腔

ケ
ア

を
実

施
す

る
。

・
　

が
ん

治
療

の
す

べ
て

の
ス

テ
ー

ジ
に

お
い

て
、

歯
科

医
師

及
び

歯
科

衛
生

士
に

よ
る

専
門

口
腔

ケ
ア

を
実

施
し

た
。

手
術

前
の

口
腔

ケ
ア

に
つ

い
て

は
、

口
腔

内
チ

ェ
ッ

ク
や

応
急

的
歯

科
処

置
、

抜
歯

等
を

行
う

と
と

も
に

、
口

腔
ケ

ア
と

呼
吸

訓
練

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

術
後

合
併

症
の

予
防

に
取

り
組

ん
だ

。

オ
　

現
在

の
手

術
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
強

化
し

た
入

退
院

セ
ン

タ
ー

を
新

た
に

設
置

し
、

入
院

前
の

患
者

へ
の

検
査

、
入

退
院

、
持

参
薬

管
理

の
説

明
等

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

総
合

的
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

・
　

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
入

退
院

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
医

師
、

看
護

師
等

の
多

職
種

の
ス

タ
ッ

フ
が

、
手

術
や

化
学

療
法

、
内

科
的

治
療

な
ど

を
受

け
る

入
院

予
定

の
患

者
に

対
し

て
入

院
治

療
前

に
総

合
的

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
呼

吸
訓

練
、

患
者

パ
ス

の
説

明
・
指

導
・
相

談
、

口
腔

ケ
ア

・
禁

煙
パ

ス
の

サ
ポ

ー
ト

、
内

服
薬

の
休

薬
案

内
、

入
院

前
の

検
査

予
約

な
ど

）
を

実
施

し
た

。
・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
か

ら
は

入
院

前
の

基
礎

デ
ー

タ
を

確
実

に
聴

取
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

病
棟

と
連

携
し

、
治

療
（
退

院
）
後

も
踏

ま
え

た
対

応
に

よ
り

、
患

者
の

安
心

と
安

全
を

守
る

活
動

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

カ
　

院
内

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
良

質
な

医
療

を
効

率
的

か
つ

安
全

、
適

正
に

提
供

す
る

た
め

の
手

段
と

し
て

の
診

療
計

画
表

）
の

適
用

症
例

率
の

向
上

を
図

る
。

・
　

気
管

支
鏡

検
査

や
Ｅ

Ｒ
Ｃ

Ｐ
（
内

視
鏡

的
逆

行
性

膵
胆

管
造

影
）
な

ど
の

検
査

用
パ

ス
、

C
V

ポ
ー

ト
留

置
及

び
抜

去
な

ど
の

処
置

用
パ

ス
、

薬
物

治
療

の
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

新
規

作
成

し
た

。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

ク
　

病
棟

薬
剤

師
を

病
棟

に
配

置
し

、
病

棟
薬

剤
業

務
や

服
薬

指
導

等
を

充
実

す
る

。
・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

８
月

か
ら

全
病

棟
に

専
任

薬
剤

師
を

配
置

し
た

。
週

2
0
時

間
以

上
の

病
棟

薬
剤

業
務

を
実

施
し

、
全

病
棟

で
病

棟
薬

剤
業

務
実

施
加

算
１

を
算

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
　

全
病

棟
に

専
任

薬
剤

師
を

配
置

し
た

こ
と

等
に

よ
り

服
薬

指
導

件
数

が
増

加
し

た
。

ケ
　

が
ん

罹
患

に
対

す
る

不
安

解
消

を
図

る
た

め
、

遺
伝

的
な

要
因

で
が

ん
を

発
症

す
る

可
能

性
の

あ
る

者
に

対
し

て
、

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

及
び

遺
伝

子
検

査
を

行
う

と
と

も
に

、
が

ん
の

予
防

や
早

期
発

見
に

必
要

な
情

報
を

提
供

す
る

。

・
　

が
ん

予
防

・
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

外
来

に
お

い
て

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

及
び

遺
伝

子
検

査
を

実
施

し
た

。
・
　

2
7
種

類
の

遺
伝

性
腫

瘍
の

原
因

遺
伝

子
検

査
の

結
果

が
得

ら
れ

る
多

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

を
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

２
月

か
ら

開
始

し
た

。
・
　

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

診
断

と
し

て
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

６
月

に
B

R
A

C
A

n
al

ys
is

診
断

シ
ス

テ
ム

、
1
2
月

に
M

S
I検

査
が

保
険

承
認

さ
れ

、
検

査
を

開
始

し
た

。
・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

1
0
月

に
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
中

央
病

院
の

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

な
っ

た
。

・
　

N
C

C
オ

ン
コ

パ
ネ

ル
検

査
、

F
o
u
n
d
at

io
n
O

n
e
 C

D
x検

査
が

保
険

承
認

さ
れ

、
N

C
C

オ
ン

コ
パ

ネ
ル

検
査

は
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

７
月

か
ら

、
F
o
u
n
d
at

io
n
O

n
e
 C

D
x検

査
は

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

３
月

か
ら

検
査

を
開

始
し

た
。
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イ
　

外
来

診
察

室
の

増
設

や
患

者
の

動
線

に
配

慮
し

た
会

計
窓

口
の

再
整

備
等

を
行

い
、

外
来

診
療

、
検

査
、

会
計

等
の

待
ち

時
間

の
短

縮
を

図
る

。
・
　

会
計

待
ち

時
間

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

５
月

か
ら

現
金

自
動

入
出

金
機

を
導

入
し

、
会

計
窓

口
の

閉
鎖

を
外

来
診

療
が

概
ね

終
了

す
る

時
間

帯
に

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
苦

情
の

解
消

に
つ

な
が

っ
た

。

（
５

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

民
間

団
体

と
の

協
働

（
小

項
目

）
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
運

営
す

る
が

ん
患

者
等

と
同

じ
立

場
の

人
同

士
の

交
流

の
場

の
充

実
な

ど
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
民

間
団

体
と

の
協

働
に

よ
る

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
。

ア
　

患
者

会
等

と
連

携
、

協
働

し
、

が
ん

患
者

等
と

同
じ

立
場

の
人

同
士

の
交

流
の

場
で

あ
る

「
が

ん
患

者
サ

ロ
ン

」
の

利
用

促
進

を
図

る
。

・
　

「
患

者
サ

ロ
ン

」
で

は
、

講
話

（
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

）
及

び
ウ

ィ
ッ

グ
・
補

整
下

着
等

の
展

示
・

相
談

会
等

を
毎

月
定

例
で

開
催

し
、

場
の

提
供

に
努

め
た

。
・
　

患
者

サ
ロ

ン
の

活
動

を
下

野
新

聞
で

紹
介

（
掲

載
）
し

て
も

ら
っ

た
り

、
患

者
サ

ロ
ン

だ
よ

り
を

発
行

し
た

り
す

る
な

ど
、

積
極

的
な

周
知

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。

（
４

）
県

民
へ

の
が

ん
に

関
す

る
情

報
の

提
供

（
小

項
目

）
　

県
民

の
が

ん
に

対
す

る
理

解
や

が
ん

検
診

の
受

診
を

促
進

す
る

た
め

、
県

民
に

対
し

、
市

民
公

開
講

座
等

を
通

じ
て

が
ん

に
関

す
る

普
及

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

充
実

す
る

な
ど

、
適

切
な

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
。

　
県

民
の

が
ん

に
対

す
る

理
解

や
が

ん
検

診
の

受
診

を
促

進
す

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

市
民

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
、

が
ん

に
関

す
る

普
及

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

誌
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

）
等

を
活

用
し

、
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

行
う

治
療

方
法

等
に

つ
い

て
積

極
的

に
情

報
発

信
す

る
。

・
　

広
報

紙
「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
の

発
行

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
な

ど
に

よ
り

、
当

セ
ン

タ
ー

の
診

療
内

容
や

施
設

・
組

織
の

概
要

な
ど

を
情

報
発

信
し

た
。

・
　

市
民

公
開

講
座

及
び

が
ん

セ
ン

タ
ー

公
開

D
ay

「
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ェ

ス
タ

」
を

開
催

し
、

が
ん

に
関

す
る

情
報

や
当

セ
ン

タ
ー

の
診

療
内

容
を

広
く
県

民
に

情
報

発
信

し
た

。
・
　

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

３
月

に
県

内
初

と
な

る
「
と

ち
ぎ

膵
が

ん
教

室
」
を

開
催

し
、

膵
が

ん
に

関
す

る
講

演
や

膵
が

ん
患

者
か

ら
の

体
験

談
の

発
表

を
行

い
、

膵
が

ん
対

す
る

正
し

い
理

解
の

促
進

を
図

っ
た

。

イ
　

教
育

機
関

等
で

の
「
が

ん
教

育
」
の

取
組

に
協

力
し

、
子

ど
も

の
頃

か
ら

「
が

ん
予

防
」
や

「
が

ん
を

通
じ

た
命

の
大

切
さ

」
等

の
健

康
教

育
を

促
進

す
る

。
・
　

栃
木

県
教

育
委

員
会

が
取

り
組

ん
で

い
る

文
部

科
学

省
委

託
事

業
の

「
栃

木
県

が
ん

の
教

育
総

合
支

援
事

業
」
に

協
力

し
、

栃
木

県
が

ん
の

教
育

連
絡

協
議

会
の

委
員

に
医

師
が

参
画

し
た

。
ま

た
、

が
ん

の
専

門
医

と
し

て
モ

デ
ル

校
と

な
っ

た
中

学
校

に
お

い
て

新
学

習
指

導
要

領
を

見
据

え
た

講
話

を
行

う
と

と
も

に
、

栃
木

県
が

ん
教

育
実

践
事

例
集

の
作

成
に

協
力

し
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

医
師

が
、

県
内

外
の

小
学

校
、

中
学

校
、

高
校

を
訪

問
し

、
喫

煙
防

止
に

関
す

る
講

演
を

行
っ

た
。

エ
　

女
性

フ
ロ

ア
の

開
設

等
、

女
性

に
配

慮
し

た
病

院
運

営
を

図
る

。
・
　

婦
人

科
及

び
乳

腺
外

科
を

中
心

と
し

た
女

性
患

者
の

専
用

エ
リ

ア
に

お
い

て
、

外
来

診
療

の
効

率
化

や
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

を
図

る
た

め
、

新
た

に
女

性
専

用
の

外
来

診
察

室
や

更
衣

室
、

授
乳

室
、

子
ど

も
ス

ペ
ー

ス
な

ど
を

整
備

し
、

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

1
1
月

か
ら

女
性

外
来

を
開

始
し

た
。

オ
　

患
者

を
は

じ
め

と
す

る
病

院
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
病

院
施

設
内

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
。

・
　

病
院

利
用

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

や
要

望
に

つ
い

て
は

、
改

善
策

を
講

じ
る

と
と

も
に

、
よ

く
あ

る
質

問
Ｑ

＆
Ａ

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

回
答

を
掲

載
し

た
。

ウ
　

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

に
配

慮
す

る
な

ど
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
快

適
性

に
配

慮
し

た
院

内
環

境
の

整
備

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

・
　

超
音

波
セ

ン
タ

ー
改

修
工

事
に

よ
り

各
検

査
ブ

ー
ス

が
拡

張
さ

れ
、

生
検

時
の

安
全

性
の

確
保

及
び

患
者

の
快

適
性

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
ま

た
、

２
重

カ
ー

テ
ン

に
改

修
し

た
こ

と
に

よ
り

、
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
確

保
が

大
幅

に
改

善
さ

れ
た

。
・
　

泌
尿

器
科

診
察

室
の

一
角

で
行

わ
れ

て
い

た
尿

流
量

測
定

を
、

新
た

に
導

入
さ

れ
た

検
査

専
用

ト
イ

レ
で

の
検

査
に

変
更

し
た

こ
と

に
よ

り
、

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
及

び
快

適
性

の
確

保
が

図
ら

れ
た

。
・
　

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
の

検
査

室
に

つ
い

て
、

患
者

の
安

全
性

、
利

便
性

を
考

慮
し

、
車

椅
子

や
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

が
利

用
で

き
る

間
口

の
広

い
検

査
室

へ
と

改
修

し
た

。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

9



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

イ
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
連

携
、

協
働

し
、

院
内

の
案

内
や

季
節

ご
と

の
行

事
の

開
催

等
、

療
養

環
境

の
向

上
を

図
る

。
・
　

図
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
外

来
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
及

び
緩

和
ケ

ア
病

棟
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

連
携

、
協

働
し

、
図

書
の

整
理

・
貸

出
し

、
院

内
の

案
内

、
デ

ィ
ル

ー
ム

の
整

理
整

頓
な

ど
療

養
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
た

。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
引

き
続

き
、

県
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
、

患
者

・
県

民
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
に

努
め

ら
れ

た
い

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

患
者

や
県

民
が

当
セ

ン
タ

ー
に

求
め

る
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

、
引

き
続

き
、

患
者

や
県

民
の

立
場

に
立

っ
た

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
で

は
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

６
月

か
ら

土
曜

日
の

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
を

、
平

成
2
8
（
2
0
1
6
）
年

1
1
月

か
ら

外
来

の
早

朝
採

血
を

、
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

1
1
月

か
ら

平
日

早
朝

の
放

射
線

治
療

を
開

始
し

た
ほ

か
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
入

院
予

定
の

患
者

に
対

し
て

総
合

的
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
す

る
入

退
院

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

た
。

ま
た

、
ゲ

ノ
ム

医
療

で
は

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

1
0
月

に
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

と
な

り
N

C
C

オ
ン

コ
パ

ネ
ル

検
査

等
を

実
施

し
た

。
・
　

「
患

者
の

就
労

等
に

関
す

る
相

談
支

援
体

制
の

充
実

」
で

は
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
平

成
2
8
（
2
0
1
6
）
年

６
月

か
ら

就
職

相
談

会
を

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）
年

２
月

か
ら

両
立

支
援

相
談

を
開

始
し

た
。

・
　

「
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

利
便

性
・
快

適
性

の
向

上
」
で

は
、

新
た

に
女

性
専

用
の

外
来

診
察

室
や

更
衣

室
、

授
乳

室
な

ど
を

整
備

し
、

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

1
1
月

か
ら

女
性

外
来

を
開

始
し

た
。

・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
0



◆
中

期
計

画
指

標
（
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績
）

Ｎ
ｏ

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

見
込

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

達
成

率
(見

込
み

)

指
標

の
達

成
状

況
H

2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)

1
6
6

7
7

8
0

7
8

9
0

9
0
以

上
1
0
0
%

ⅳ
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

イ
　

看
護

師
の

確
保

と
資

質
向

上
・
　

養
成

機
関

と
の

連
携

強
化

や
随

時
募

集
に

よ
り

、
医

療
環

境
や

業
務

量
の

変
化

に
応

じ
た

柔
軟

な
看

護
師

の
確

保
、

配
置

に
努

め
る

。
・
　

県
内

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
が

ん
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

認
定

看
護

師
、

専
門

看
護

師
等

の
資

格
取

得
や

学
会

等
の

参
加

を
奨

励
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
新

規
採

用
者

集
合

研
修

や
各

ク
リ

ニ
カ

ル
ラ

ダ
ー

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

実
効

性
の

あ
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

り
、

計
画

的
に

研
修

を
実

施
す

る
。

・
　

看
護

師
確

保
事

業
と

し
て

、
看

護
師

養
成

校
の

訪
問

や
衛

生
福

祉
大

学
校

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
へ

の
参

加
、

病
院

見
学

会
の

開
催

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
・
　

衛
生

福
祉

大
学

校
の

臨
地

実
習

に
お

け
る

丁
寧

な
指

導
、

講
義

等
に

よ
り

看
護

師
養

成
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。

・
　

随
時

募
集

に
よ

り
看

護
師

の
採

用
を

行
っ

た
。

・
　

復
職

に
対

し
て

不
安

を
持

つ
看

護
師

を
対

象
に

、
復

職
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
修

受
講

者
を

募
集

し
、

看
護

師
と

し
て

就
労

が
可

能
な

人
材

の
確

保
に

努
め

た
。

・
　

看
護

師
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

研
修

受
講

や
認

定
資

格
の

取
得

・
維

持
の

た
め

の
講

習
会

、
学

会
等

の
参

加
を

支
援

し
た

。
・
　

看
護

管
理

者
を

育
成

す
る

た
め

看
護

師
長

を
対

象
に

勉
強

会
を

開
催

し
た

。

　
　

　
　

４
　

人
材

の
確

保
と

育
成

（
中

項
目

）

指
標

名

職
員

満
足

度
割

合
（
％

）

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

（
１

）
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

（
小

項
目

）
　

県
民

か
ら

求
め

ら
れ

る
役

割
を

十
分

に
果

た
す

た
め

、
専

門
性

を
有

す
る

医
療

従
事

者
の

確
保

と
育

成
に

努
め

る
こ

と
。

ア
　

医
師

の
確

保
と

資
質

向
上

・
　

全
国

の
が

ん
専

門
病

院
と

の
連

携
や

大
学

と
の

協
力

関
係

の
構

築
に

よ
り

、
人

的
交

流
を

図
る

。
・
　

専
門

医
資

格
取

得
の

た
め

の
研

修
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
に

よ
り

、
若

手
医

師
の

確
保

に
努

め
る

。

・
　

全
国

の
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
、

医
学

部
を

有
す

る
大

学
等

に
「
診

療
案

内
」
、

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
な

ど
を

送
付

し
、

各
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

努
め

た
。

・
　

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
の

確
保

が
必

要
な

診
療

科
へ

の
医

師
の

派
遣

を
要

請
し

、
骨

軟
部

腫
瘍

・
整

形
外

科
、

頭
頸

科
、

泌
尿

器
科

な
ど

で
医

師
を

採
用

し
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
が

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
技

術
認

定
医

や
日

本
肝

胆
膵

外
科

学
会

高
度

技
能

専
門

医
な

ど
の

資
格

取
得

に
必

要
な

技
術

指
導

が
受

け
ら

れ
る

病
院

で
あ

る
こ

と
を

情
報

発
信

し
、

若
手

医
師

の
確

保
、

育
成

に
努

め
た

。

ウ
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

確
保

と
資

質
向

上
・
　

大
学

及
び

養
成

機
関

と
の

連
携

強
化

や
随

時
募

集
に

よ
り

、
医

療
環

境
や

業
務

量
の

変
化

に
応

じ
た

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

医
療

従
事

者
の

確
保

、
配

置
に

努
め

る
。

・
　

各
種

認
定

資
格

の
取

得
や

学
会

等
の

参
加

を
奨

励
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
実

効
性

の
あ

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
り

、
計

画
的

に
研

修
を

実
施

す
る

。

・
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
及

び
臨

床
検

査
技

師
を

確
保

す
る

た
め

、
当

セ
ン

タ
ー

の
見

学
会

の
開

催
や

大
学

訪
問

な
ど

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

随
時

募
集

を
実

施
し

た
。

・
　

新
た

な
職

種
と

し
て

臨
床

工
学

技
士

や
歯

科
衛

生
士

、
医

療
映

像
職

を
採

用
し

た
。

・
　

薬
剤

師
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

等
の

医
療

従
事

者
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

研
修

の
受

講
や

認
定

資
格

の
取

得
・
維

持
の

た
め

の
講

習
会

、
学

会
等

の
参

加
を

支
援

し
た

。
・
　

薬
剤

部
で

は
、

新
卒

薬
剤

師
を

対
象

に
専

門
的

な
知

識
を

習
得

す
る

た
め

、
「
薬

剤
部

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

実
施

し
た

。
・
　

放
射

線
技

術
科

で
は

、
放

射
線

治
療

専
門

技
師

（
県

が
ん

診
療

拠
点

病
院

指
定

要
件

）
の

取
得

を
目

的
と

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。

エ
　

事
務

職
員

の
確

保
と

資
質

向
上

・
　

医
療

制
度

や
経

営
環

境
の

変
化

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

病
院

経
営

や
医

療
事

務
等

に
精

通
し

た
職

員
の

計
画

的
な

確
保

、
配

置
に

努
め

る
。

・
　

各
種

認
定

資
格

の
取

得
や

外
部

研
修

会
等

の
参

加
を

奨
励

、
支

援
す

る
と

と
も

に
、

実
効

性
の

あ
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

事
務

部
門

の
専

門
性

の
向

上
と

体
制

の
強

化
に

努
め

る
。

・
　

医
療

制
度

や
病

院
経

営
に

関
す

る
、

よ
り

専
門

的
な

知
識

及
び

資
格

を
持

っ
た

職
員

を
確

保
す

る
た

め
、

総
務

、
財

務
及

び
医

事
の

分
野

に
お

け
る

業
務

経
験

を
有

す
る

職
員

を
採

用
し

た
。

・
　

事
務

職
員

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
地

方
独

立
行

政
法

人
職

員
向

け
の

研
修

や
日

本
医

療
バ

ラ
ン

ス
ト

・
ス

コ
ア

カ
ー

ド
研

究
学

会
が

主
催

す
る

研
修

等
の

参
加

を
支

援
し

た
。

1
1



　
職

員
の

勤
務

成
績

な
ど

を
考

慮
し

、
職

員
の

人
材

育
成

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

資
す

る
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

に
適

し
た

人
事

管
理

制
度

の
構

築
に

努
め

る
こ

と
。

　
職

員
の

勤
務

成
績

等
を

考
慮

し
、

職
員

の
人

材
育

成
や

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
資

す
る

、
が

ん
セ

ン
タ

ー
に

適
し

た
人

事
管

理
制

度
を

構
築

す
る

。
・
　

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
に

医
師

の
人

事
評

価
を

試
行

し
た

。
・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
に

は
、

医
師

の
上

半
期

の
行

動
評

価
の

検
証

と
医

師
の

業
績

評
価

の
項

目
検

討
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

医
師

に
続

き
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

、
看

護
師

の
人

事
評

価
を

試
行

し
た

。

（
３

）
人

事
管

理
制

度
の

構
築

（
小

項
目

）

（
２

）
研

修
体

制
の

強
化

（
小

項
目

）
　

高
度

で
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
体

系
的

に
部

門
別

研
修

や
テ

ー
マ

別
研

修
を

行
う

な
ど

、
研

修
体

制
を

強
化

す
る

こ
と

。

　
高

度
で

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

、
研

修
体

制
を

強
化

す
る

。

ア
　

職
員

一
人

一
人

が
高

い
目

標
意

識
、

倫
理

観
及

び
熱

意
を

持
ち

、
最

新
の

技
術

に
よ

る
が

ん
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

医
療

人
を

育
成

す
る

体
系

的
な

研
修

を
一

元
的

に
管

理
す

る
研

修
セ

ン
タ

ー
を

新
た

に
設

置
す

る
。

・
　

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
研

修
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

研
修

を
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
し

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

製
本

化
す

る
と

と
も

に
、

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
掲

示
し

職
員

へ
の

周
知

を
行

っ
た

。

イ
　

医
療

従
事

者
が

、
日

常
の

臨
床

を
通

じ
、

臨
床

倫
理

に
関

わ
る

事
例

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

よ
う

、
院

内
に

医
師

、
看

護
師

等
の

チ
ー

ム
で

構
成

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
（
相

談
支

援
）
体

制
の

構
築

を
図

る
。

・
　

病
院

臨
床

倫
理

委
員

会
を

開
催

し
、

そ
の

中
で

ケ
ー

ス
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

（
相

談
支

援
）
を

実
施

し
、

院
内

の
倫

理
観

の
向

上
及

び
ス

キ
ル

の
習

得
に

努
め

た
。

・
　

病
院

臨
床

倫
理

委
員

会
規

程
で

各
部

門
に

リ
ン

ク
ス

タ
ッ

フ
を

置
き

、
委

員
会

と
現

場
の

連
携

を
密

に
す

る
た

め
の

チ
ー

ム
体

制
を

構
築

し
た

。
多

職
種

チ
ー

ム
が

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
を

交
え

て
倫

理
的

問
題

を
議

論
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

　
職

員
が

安
全

か
つ

安
心

し
て

働
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

の
研

修
や

意
識

啓
発

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

土
曜

保
育

の
実

施
等

、
院

内
保

育
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

職
員

が
心

身
と

も
に

健
康

を
維

持
で

き
る

よ
う

職
場

環
境

づ
く
り

に
努

め
る

。

・
　

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

７
月

か
ら

院
内

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

相
談

窓
口

を
設

置
し

た
。

ま
た

、
部

下
を

持
つ

者
及

び
全

職
員

を
対

象
に

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
向

け
た

研
修

を
実

施
し

た
。

・
　

外
部

委
託

に
よ

る
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

係
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
窓

口
を

平
成

2
9

（
2
0
1
7
）
年

６
月

に
設

置
し

た
。

・
　

院
内

保
育

所
の

充
実

に
向

け
、

保
育

対
象

を
長

期
休

暇
者

（
産

育
休

・
傷

病
休

）
の

子
に

も
拡

大
し

た
。

ま
た

、
体

調
不

良
の

園
児

の
発

生
時

、
他

園
児

へ
の

感
染

防
止

を
図

る
た

め
保

健
室

を
増

設
し

た
。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

イ
　

研
修

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

規
採

用
職

員
を

対
象

と
す

る
基

本
研

修
や

、
医

療
安

全
研

修
等

の
全

職
員

共
通

の
テ

ー
マ

別
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
各

部
門

が
行

う
専

門
性

を
有

す
る

研
修

の
実

施
を

支
援

す
る

。

・
　

新
規

採
用

職
員

を
対

象
と

す
る

基
本

研
修

、
全

職
員

を
対

象
と

す
る

接
遇

研
修

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

た
。

・
　

業
者

主
催

の
W

e
b
セ

ミ
ナ

ー
、

院
内

研
修

会
を

積
極

的
に

開
催

し
、

職
員

が
最

新
情

報
を

習
得

し
知

識
の

向
上

を
図

る
機

会
を

提
供

し
た

。
・
　

各
種

開
催

し
た

研
修

ご
と

に
、

職
種

、
部

署
別

に
参

加
状

況
を

デ
ー

タ
化

し
実

施
評

価
を

行
い

、
研

修
開

催
部

署
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

た
。

オ
　

多
様

な
勤

務
形

態
の

導
入

・
　

優
れ

た
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
短

時
間

勤
務

や
在

宅
勤

務
等

、
多

様
な

勤
務

形
態

の
導

入
を

検
討

す
る

。

・
　

医
師

事
務

作
業

補
助

や
診

療
報

酬
請

求
事

務
な

ど
の

特
定

の
業

務
を

担
う

常
勤

職
員

制
度

を
創

設
し

た
。

・
　

看
護

師
の

有
期

雇
用

短
時

間
勤

務
職

員
に

つ
い

て
、

無
期

雇
用

転
換

制
度

を
創

設
し

た
。

・
　

育
児

休
業

か
ら

復
帰

し
た

医
師

に
配

慮
し

、
短

時
間

勤
務

の
制

度
を

取
り

入
れ

た
。

・
　

画
像

診
断

医
師

を
対

象
と

し
た

在
宅

勤
務

制
度

を
導

入
し

た
。

（
５

）
医

療
従

事
者

の
臨

床
倫

理
観

の
向

上
（
小

項
目

）
　

患
者

の
尊

厳
な

ど
を

守
る

た
め

、
医

療
倫

理
の

教
育

や
研

修
を

定
期

的
に

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
従

事
者

の
臨

床
倫

理
観

の
向

上
を

図
る

こ
と

。

　
医

療
従

事
者

の
臨

床
倫

理
観

の
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

医
療

倫
理

の
教

育
や

研
修

を
定

期
的

に
実

施
す

る
。

・
　

全
職

員
を

対
象

に
専

門
家

に
よ

る
教

育
講

演
会

を
開

催
し

、
組

織
的

に
臨

床
倫

理
に

取
り

組
む

意
義

等
に

つ
い

て
学

ん
だ

。
・
　

医
師

と
病

院
臨

床
倫

理
委

員
会

の
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

意
見

交
換

会
を

開
催

し
、

職
種

に
よ

る
考

え
方

の
相

違
な

ど
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

（
４

）
安

全
で

安
心

な
職

場
環

境
づ

く
り

（
小

項
目

）
　

医
療

従
事

者
の

勤
務

環
境

の
改

善
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

な
ど

、
職

員
が

安
全

か
つ

安
心

し
て

働
く
こ

と
が

で
き

、
心

身
と

も
に

健
康

を
維

持
で

き
る

よ
う

職
場

環
境

の
整

備
に

努
め

る
こ

と
。

1
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
引

き
続

き
、

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

と
育

成
に

努
め

ら
れ

た
い

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

医
療

環
境

や
業

務
量

の
変

化
に

応
じ

た
適

正
な

人
員

配
置

を
考

慮
し

つ
つ

、
引

き
続

き
医

療
従

事
者

の
確

保
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

」
で

は
、

県
内

・
県

外
の

病
院

や
大

学
等

を
訪

問
し

、
医

師
の

派
遣

を
要

請
し

、
骨

軟
部

腫
瘍

・
整

形
外

科
、

頭
頸

科
、

泌
尿

器
科

な
ど

で
医

師
を

採
用

し
た

ほ
か

、
新

た
な

職
種

と
し

て
、

臨
床

工
学

技
士

や
歯

科
衛

生
士

を
採

用
し

た
。

ま
た

、
医

療
従

事
者

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
研

修
の

受
講

や
認

定
資

格
の

取
得

・
維

持
の

た
め

の
講

習
会

、
学

会
等

の
参

加
を

支
援

し
た

。
・
　

「
研

修
体

制
の

強
化

」
で

は
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
研

修
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

新
規

採
用

職
員

研
修

や
接

遇
研

修
な

ど
を

実
施

し
た

。
・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
3



◆
中

期
計

画
指

標
（
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績
）

Ｎ
ｏ

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

見
込

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

達
成

率
(見

込
み

)

指
標

の
達

成
状

況
H

2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)

1
9
3
.5

9
4
.0

9
4
.6

9
5
.7

9
5
.0

9
5
.0

1
0
0
%

ⅳ
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ

2
3
8
.0

4
2
.8

4
5
.3

4
4
.2

4
0
.0

4
0
.0

1
0
0
%

ⅳ

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

ウ
　

手
術

、
放

射
線

治
療

、
化

学
療

法
等

、
あ

ら
ゆ

る
診

療
段

階
に

お
け

る
医

科
歯

科
連

携
を

推
進

す
る

。
・
　

地
域

歯
科

診
療

所
に

お
い

て
治

療
が

困
難

な
口

腔
が

ん
や

口
腔

外
科

処
置

が
必

要
な

患
者

を
当

セ
ン

タ
ー

で
受

け
入

れ
た

。
・
　

当
セ

ン
タ

ー
で

が
ん

治
療

を
行

っ
て

い
る

患
者

の
歯

科
診

療
に

つ
い

て
は

、
地

域
歯

科
診

療
所

に
逆

紹
介

し
、

医
科

歯
科

連
携

を
推

進
し

た
。

・
　

が
ん

治
療

に
伴

う
口

腔
合

併
症

の
予

防
を

目
的

と
し

た
、

が
ん

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
研

修
を

開
催

し
、

医
科

歯
科

連
携

を
強

化
し

た
。

エ
　

外
来

化
学

療
法

及
び

在
宅

緩
和

医
療

の
推

進
を

図
る

た
め

に
、

が
ん

疾
患

に
特

有
な

薬
剤

情
報

を
調

剤
薬

局
と

共
有

す
る

な
ど

、
医

薬
連

携
を

推
進

す
る

。
・
　

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

地
域

連
携

・
研

修
部

会
に

お
い

て
、

が
ん

医
療

に
お

け
る

医
薬

連
携

に
関

す
る

研
修

会
を

保
険

薬
局

の
薬

剤
師

、
病

院
薬

剤
師

を
対

象
に

開
催

し
た

。
・
  

外
来

化
学

療
法

ト
レ

ー
シ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

活
用

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

に
基

づ
く
経

口
抗

が
ん

薬
治

療
管

理
（
経

口
抗

が
ん

薬
治

療
を

受
け

て
い

る
患

者
に

対
し

て
、

保
険

薬
局

が
電

話
で

服
薬

状
況

や
症

状
を

聞
き

取
る

事
業

）
に

つ
い

て
、

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

４
月

か
ら

県
内

全
て

の
薬

局
を

対
象

に
実

施
し

た
。

（
１

）
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

（
小

項
目

）
　

患
者

が
ど

こ
に

住
ん

で
い

て
も

質
の

高
い

医
療

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
が

ん
種

別
の

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

や
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

活
用

な
ど

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

的
確

な
役

割
分

担
を

行
い

、
病

診
・
病

病
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

　
患

者
が

ど
こ

に
住

ん
で

い
て

も
質

の
高

い
医

療
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
病

診
・
病

病
連

携
を

強
化

す
る

。

ア
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
的

確
な

役
割

分
担

を
意

識
し

、
あ

ら
ゆ

る
進

行
度

の
が

ん
患

者
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
他

の
医

療
機

関
で

は
診

療
が

困
難

な
高

齢
者

に
対

す
る

が
ん

診
療

（
高

齢
者

手
術

、
放

射
線

治
療

、
緩

和
医

療
等

）
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。

・
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
的

確
な

役
割

分
担

を
意

識
し

な
が

ら
、

治
療

の
可

否
照

会
の

あ
っ

た
患

者
は

全
例

受
入

れ
を

原
則

と
し

て
対

応
し

、
他

病
院

で
の

治
療

が
困

難
な

症
例

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
受

け
入

れ
て

病
病

連
携

を
強

化
し

た
。

イ
　

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
日

常
的

に
積

極
的

な
対

外
活

動
を

実
践

し
、

地
域

の
医

療
機

関
と

密
な

協
力

体
制

を
構

築
す

る
な

ど
、

地
域

連
携

機
能

を
充

実
さ

せ
る

。
具

体
的

に
は

、
が

ん
種

別
の

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

を
有

効
に

活
用

で
き

る
よ

う
、

運
用

を
見

直
す

と
と

も
に

、
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

積
極

的
に

活
用

し
、

連
携

医
療

機
関

と
「
顔

が
見

え
る

」
関

係
を

構
築

す
る

。

・
　

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

地
域

医
療

機
関

と
の

密
な

協
力

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

新
た

に
配

置
し

た
渉

外
業

務
を

専
門

的
に

行
う

非
常

勤
職

員
と

医
師

に
よ

る
訪

問
を

実
施

し
た

。
・
　

胃
が

ん
の

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

を
有

効
に

活
用

で
き

る
よ

う
、

運
用

を
見

直
し

た
。

・
　

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
（
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
）
の

登
録

は
、

初
診

患
者

を
対

象
に

行
っ

た
。

　
　

　
　

５
　

地
域

連
携

の
推

進
（
中

項
目

）

指
標

名

紹
介

率
（
％

）

逆
紹

介
率

（
％

）

1
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評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

中
期

計
画

の
記

載
内

容
中

期
目

標
の

期
間

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
中

期
目

標
期

間
の

業
務

実
績

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
的

確
な

役
割

分
担

を
意

識
し

つ
つ

、
引

き
続

き
地

域
の

医
療

機
関

と
の

協
力

体
制

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

」
で

は
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
的

確
な

役
割

分
担

を
意

識
し

な
が

ら
、

治
療

の
可

否
照

会
の

あ
っ

た
患

者
は

全
例

受
入

れ
を

原
則

と
し

て
対

応
し

た
。

・
　

「
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
の

病
診

連
携

の
強

化
」
で

は
、

地
域

の
関

係
者

と
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
通

し
て

情
報

を
共

有
し

、
退

院
し

て
か

ら
も

療
養

を
継

続
で

き
る

よ
う

に
調

整
を

行
っ

た
。

・
　

「
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

」
で

は
、

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

開
催

し
た

。
・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

イ
　

在
宅

緩
和

ケ
ア

の
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
や

医
介

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
県

内
の

緩
和

ケ
ア

の
模

範
と

な
る

よ
う

に
地

域
と

密
着

し
た

在
宅

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
。

・
　

緩
和

ケ
ア

病
棟

入
院

患
者

の
在

宅
療

養
へ

の
移

行
時

に
お

い
て

、
県

共
通

の
緩

和
ケ

ア
地

域
連

携
パ

ス
を

実
施

し
た

。
・
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

よ
る

地
域

と
密

着
し

た
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

体
制

構
築

等
の

具
体

的
な

成
果

は
な

か
っ

た
が

、
当

セ
ン

タ
ー

医
師

に
よ

る
と

ち
ま

る
ネ

ッ
ト

の
利

用
促

進
を

図
る

た
め

、
勉

強
会

を
実

施
し

、
医

師
を

新
た

に
登

録
し

た
。

オ
　

近
隣

の
医

療
機

関
か

ら
の

受
託

検
査

（
Ｃ

Ｔ
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ、
超

音
波

検
査

、
内

視
鏡

等
）
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

・
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
は

最
新

情
報

を
掲

載
す

る
と

と
も

に
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
郡

市
医

師
会

向
け

出
張

講
座

、
情

報
交

換
会

な
ど

の
機

会
を

活
用

し
、

医
療

機
関

に
配

布
し

た
。

・
　

予
約

取
得

時
間

を
短

縮
し

、
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

受
託

検
査

の
運

用
等

を
見

直
し

た
。

　
が

ん
に

な
っ

て
も

住
み

慣
れ

た
地

域
で

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
整

備
な

ど
、

在
宅

に
お

け
る

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
こ

と
。

　
が

ん
に

な
っ

て
も

住
み

慣
れ

た
地

域
で

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
在

宅
に

お
け

る
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

ア
　

地
域

全
体

の
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

実
施

、
在

宅
療

養
支

援
機

能
を

担
う

診
療

所
や

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

連
携

強
化

、
訪

問
診

療
の

検
討

を
行

う
な

ど
、

地
域

と
連

携
し

て
在

宅
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

。

・
　

宇
都

宮
医

療
圏

緩
和

ケ
ア

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

済
生

会
宇

都
宮

病
院

と
協

働
で

開
催

し
た

。
緩

和
ケ

ア
に

関
す

る
講

演
会

、
症

例
検

討
会

、
地

域
医

療
体

制
の

検
討

会
な

ど
を

行
い

、
緩

和
ケ

ア
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。
・
　

退
院

調
整

の
た

め
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

看
護

師
が

参
加

し
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
と

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
つ

な
げ

る
情

報
を

共
有

し
た

。

（
３

）
在

宅
緩

和
ケ

ア
の

推
進

（
小

項
目

）

（
２

）
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
の

病
診

連
携

の
強

化
（
小

項
目

）
　

が
ん

に
な

っ
て

も
住

み
慣

れ
た

地
域

で
療

養
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

在
宅

療
養

支
援

機
能

を
担

う
診

療
所

や
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

活
動

支
援

な
ど

、
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
の

病
診

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
。

　
患

者
が

安
心

し
て

在
宅

で
の

療
養

生
活

が
で

き
る

よ
う

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
訪

問
看

護
師

等
、

地
域

の
医

療
関

係
者

と
退

院
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

積
極

的
に

実
施

す
る

な
ど

、
退

院
調

整
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
在

宅
療

養
中

の
患

者
の

緊
急

時
の

受
入

れ
等

、
状

態
変

化
に

合
わ

せ
て

迅
速

に
対

応
す

る
な

ど
、

患
者

の
在

宅
療

養
を

支
援

す
る

た
め

の
病

診
連

携
を

強
化

す
る

。

・
　

医
療

課
題

が
あ

る
患

者
が

安
心

し
て

在
宅

で
の

療
養

生
活

が
で

き
る

よ
う

、
退

院
前

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

積
極

的
に

開
催

し
、

地
域

関
係

者
だ

け
で

な
く
、

院
内

関
係

者
と

も
情

報
を

共
有

し
、

退
院

し
て

か
ら

も
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
調

整
し

た
。

・
　

在
宅

療
養

中
の

患
者

に
つ

い
て

も
緊

急
時

の
受

け
入

れ
な

ど
、

迅
速

に
対

応
し

た
。

中
期

目
標

の
記

載
内

容

1
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H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

引
き

続
き

、
県

内
の

が
ん

診
療

に
係

る
情

報
の

共
有

化
や

診
療

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
る

取
組

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
が

ん
登

録
の

デ
ー

タ
収

集
や

分
析

を
行

う
な

ど
、

国
や

県
な

ど
が

効
果

的
な

が
ん

対
策

事
業

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
。

　
が

ん
登

録
等

の
情

報
の

整
理

、
分

析
等

を
行

う
と

と
も

に
、

県
の

が
ん

に
関

す
る

計
画

の
企

画
立

案
等

に
参

画
す

る
な

ど
、

が
ん

対
策

事
業

に
対

し
て

積
極

的
に

貢
献

す
る

。
・
　

県
内

の
す

べ
て

の
病

院
及

び
指

定
診

療
所

か
ら

届
出

を
受

け
、

全
国

が
ん

登
録

情
報

の
審

査
・
整

理
を

行
い

、
全

国
が

ん
登

録
（
国

）
に

提
出

し
、

公
表

に
貢

献
し

た
。

・
　

県
が

全
国

が
ん

登
録

の
実

務
に

携
わ

る
者

を
対

象
と

し
て

実
施

し
た

、
全

国
が

ん
登

録
実

務
者

研
修

会
の

開
催

に
協

力
し

、
円

滑
な

届
出

事
務

が
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

・
　

市
町

の
が

ん
検

診
の

精
度

管
理

を
支

援
す

る
、

が
ん

検
診

精
度

管
理

支
援

事
業

に
取

り
組

ん
だ

。

　
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

た
め

、
が

ん
医

療
に

携
わ

る
医

療
従

事
者

の
育

成
に

対
す

る
積

極
的

な
支

援
等

を
行

う
こ

と
。

　
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

ア
　

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

県
内

の
が

ん
診

療
に

係
る

情
報

の
共

有
化

や
診

療
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
取

組
を

推
進

す
る

。
・
　

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

・
各

部
会

を
開

催
し

、
情

報
共

有
や

意
見

交
換

等
を

行
っ

た
。

・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
に

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

部
会

と
栃

木
県

が
ん

・
生

殖
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

設
立

し
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
役

割
（
指

定
要

件
）
と

し
て

県
内

の
診

療
の

質
の

均
て

ん
化

や
地

域
連

携
体

制
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。

（
２

）
が

ん
対

策
事

業
へ

の
貢

献
（
小

項
目

）

イ
　

緩
和

ケ
ア

研
修

や
が

ん
専

門
看

護
師

の
実

習
受

入
れ

等
、

地
域

医
療

機
関

向
け

の
研

修
会

を
実

施
し

、
が

ん
医

療
に

携
わ

る
医

療
従

事
者

の
育

成
に

対
し

て
積

極
的

に
支

援
す

る
。

・
　

郡
市

医
師

会
向

け
出

張
講

座
、

地
域

医
療

機
関

向
け

の
研

修
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

医
療

機
関

か
ら

医
療

従
事

者
の

実
習

受
入

れ
等

を
行

っ
た

。

ウ
　

放
射

線
治

療
専

門
医

が
常

勤
し

て
い

な
い

放
射

線
治

療
施

設
に

対
し

て
、

放
射

線
治

療
品

質
保

証
室

に
よ

る
技

術
的

な
支

援
を

行
う

。
・
　

県
内

に
お

け
る

放
射

線
治

療
技

術
の

均
て

ん
化

を
支

援
す

る
た

め
、

県
内

の
診

療
放

射
線

技
師

及
び

医
学

物
理

士
を

対
象

に
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
・
　

那
須

赤
十

字
病

院
を

訪
問

し
、

電
離

箱
の

相
互

校
正

を
実

施
し

た
。

　
　

　
　

６
　

地
域

医
療

へ
の

貢
献

（
中

項
目

）

（
１

）
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
支

援
（
小

項
目

）

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

1
6



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
地

域
の

が
ん

医
療

の
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
支

援
」
で

は
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

栃
木

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

及
び

各
部

会
を

開
催

し
た

ほ
か

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
に

は
、

新
た

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
部

会
と

栃
木

県
が

ん
・
生

殖
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

設
立

し
た

。
・
　

「
が

ん
対

策
事

業
へ

の
貢

献
」
で

は
、

県
内

の
す

べ
て

の
病

院
及

び
指

定
診

療
所

か
ら

届
出

の
あ

っ
た

全
国

が
ん

登
録

情
報

の
審

査
・
整

理
を

行
っ

た
。

・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
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H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

　
　

　
　

７
　

災
害

等
へ

の
対

応
（
中

項
目

）

　
災

害
の

発
生

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

機
が

生
じ

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
は

、
県

か
ら

の
要

請
又

は
自

ら
の

判
断

に
基

づ
き

、
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

。
　

ま
た

、
災

害
発

生
時

に
患

者
の

安
全

を
確

保
で

き
る

よ
う

対
策

を
講

じ
る

こ
と

。

　
災

害
の

発
生

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

機
が

生
じ

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
は

、
救

急
医

療
体

制
の

整
備

の
た

め
の

医
薬

品
の

備
蓄

や
被

災
地

の
支

援
等

、
県

か
ら

の
要

請
又

は
自

ら
の

判
断

に
基

づ
き

、
迅

速
に

対
応

す
る

。
　

ま
た

、
災

害
発

生
時

に
患

者
の

安
全

を
確

保
で

き
る

よ
う

、
防

災
訓

練
等

、
災

害
対

策
を

実
施

す
る

。

・
　

当
セ

ン
タ

ー
の

防
災

対
応

、
防

火
設

備
の

役
割

等
に

つ
い

て
新

規
採

用
職

員
研

修
を

行
い

、
防

災
に

対
す

る
意

識
を

高
め

た
。

・
　

医
療

機
関

と
し

て
火

災
等

発
生

時
の

患
者

の
人

命
救

助
を

確
実

に
行

う
た

め
、

病
棟

で
火

災
が

発
生

し
た

こ
と

を
想

定
し

て
、

消
火

か
ら

避
難

ま
で

の
総

合
訓

練
及

び
病

棟
に

お
け

る
消

防
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

地
震

を
想

定
し

た
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
・
　

災
害

時
の

た
め

の
医

薬
品

や
患

者
用

・
職

員
用

の
非

常
食

及
び

水
を

計
画

的
に

更
新

し
た

。
・
　

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
中

に
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）
を

策
定

予
定

と
し

て
い

る
。

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

災
害

発
生

時
に

患
者

の
安

全
を

確
保

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

、
防

災
訓

練
等

、
災

害
対

策
を

実
施

し
て

い
く
と

と
も

に
、

策
定

予
定

の
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）
に

つ
い

て
、

感
染

症
対

策
等

、
状

況
に

応
じ

た
見

直
し

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

病
棟

で
火

災
が

発
生

し
た

こ
と

を
想

定
し

た
消

火
か

ら
避

難
ま

で
の

総
合

訓
練

及
び

病
棟

に
お

け
る

消
防

訓
練

と
、

大
地

震
を

想
定

し
た

防
災

訓
練

を
実

施
し

た
ほ

か
、

災
害

時
の

た
め

の
医

薬
品

や
患

者
用

・
職

員
用

の
非

常
食

及
び

水
を

計
画

的
に

更
新

し
た

。
・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
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H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

  
  

 第
３

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（
大

項
目

）

　
　

　
　

１
　

業
務

運
営

体
制

の
確

立
（
中

項
目

）

　
経

営
責

任
の

所
在

の
明

確
化

を
図

り
、

医
療

環
境

の
変

化
に

応
じ

て
迅

速
な

意
思

決
定

を
行

う
こ

と
。

　
ま

た
、

医
療

資
源

を
最

大
限

有
効

活
用

で
き

る
よ

う
、

各
部

署
の

権
限

や
責

任
を

明
確

化
し

た
実

効
性

の
あ

る
組

織
を

整
備

す
る

こ
と

。

　
安

定
的

な
経

営
基

盤
を

確
立

す
る

た
め

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

経
営

戦
略

部
門

を
設

置
し

、
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

を
行

う
。

　
ま

た
、

各
部

署
の

権
限

や
責

任
の

所
在

を
明

確
化

し
、

実
効

性
の

あ
る

組
織

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

会
議

・
連

絡
会

等
を

見
直

し
、

効
率

的
な

体
制

を
構

築
す

る
。

・
　

医
療

環
境

の
変

化
に

応
じ

た
戦

略
的

か
つ

迅
速

な
業

務
運

営
を

行
う

部
門

と
し

て
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
経

営
企

画
室

を
設

置
し

た
。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
、

決
定

事
項

等
を

周
知

し
、

経
営

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

と
一

体
感

の
醸

成
に

努
め

た
。

・
　

医
療

環
境

の
変

化
に

伴
っ

て
発

生
す

る
病

院
運

営
上

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

や
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

、
対

応
策

を
検

討
し

た
。

決
定

事
項

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

院
内

へ
周

知
し

て
実

施
し

た
。

・
　

こ
れ

ま
で

各
部

署
の

役
割

分
担

で
は

不
明

確
な

部
分

や
重

複
す

る
部

分
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

各
部

署
の

権
限

や
責

任
の

所
在

の
明

確
化

を
図

る
た

め
、

横
断

的
な

組
織

と
し

て
事

業
系

組
織

を
設

置
し

、
よ

り
実

効
性

の
あ

る
組

織
体

制
を

整
備

し
た

。
・
　

効
率

的
な

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

委
員

会
の

開
催

回
数

、
構

成
員

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
・
　

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

４
月

に
監

査
室

を
新

た
に

設
置

し
、

医
療

職
の

職
員

を
配

置
し

た
こ

と
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
事

務
分

野
が

中
心

だ
っ

た
業

務
フ

ロ
ー

に
つ

い
て

、
医

療
分

野
に

お
い

て
も

作
成

が
進

ん
だ

。

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
よ

り
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

引
き

続
き

、
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

に
努

め
る

と
と

も
に

、
業

務
の

適
正

を
確

保
す

る
た

め
、

内
部

統
制

の
着

実
な

推
進

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

医
療

環
境

の
変

化
に

応
じ

た
戦

略
的

か
つ

迅
速

な
業

務
運

営
を

行
う

部
門

と
し

て
、

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

４
月

に
経

営
企

画
室

を
設

置
し

た
ほ

か
、

医
療

環
境

の
変

化
に

伴
っ

て
発

生
す

る
病

院
運

営
上

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

や
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

、
対

応
策

を
検

討
し

た
。

・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
9



H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

　
　

　
　

２
　

経
営

参
画

意
識

の
向

上
（
中

項
目

）

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

組
織

文
化

を
醸

成
す

る
こ

と
。

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

よ
う

、
経

営
に

関
す

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く
職

員
へ

周
知

す
る

と
と

も
に

、
職

員
か

ら
の

業
務

改
善

に
関

す
る

提
案

の
積

極
的

な
採

用
に

努
め

る
。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
、

決
定

事
項

等
を

周
知

し
、

経
営

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

と
一

体
感

の
醸

成
に

努
め

た
。

・
　

「
業

務
改

善
提

案
」
の

制
度

を
活

用
し

、
職

員
か

ら
の

ア
イ

デ
ア

を
収

集
し

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

や
収

益
改

善
な

ど
に

資
す

る
取

組
に

つ
な

が
っ

た
。

・
　

医
療

バ
ラ

ン
ス

ト
・
ス

コ
ア

カ
ー

ド
の

手
法

を
用

い
て

「
財

務
の

視
点

」
、

「
顧

客
の

視
点

」
、

「
業

務
プ

ロ
セ

ス
の

視
点

」
及

び
「
学

習
・
成

長
の

視
点

」
か

ら
、

各
部

署
で

策
定

し
た

戦
略

テ
ー

マ
を

可
視

化
し

た
う

え
で

、
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
て

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
作

成
し

実
践

し
た

。
・
　

新
規

採
用

職
員

を
対

象
に

、
新

人
同

士
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

と
、

中
途

採
用

者
が

多
い

こ
と

か
ら

他
の

病
院

の
良

い
文

化
を

取
り

入
れ

る
こ

と
を

目
的

に
新

人
ワ

ー
ル

ド
カ

フ
ェ

を
開

催
し

た
。

知
事

の
評

価
（
案

）
A

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

も
の

と
見

込
ま

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

引
き

続
き

、
職

員
か

ら
の

業
務

改
善

に
関

す
る

提
案

の
積

極
的

な
採

用
に

努
め

る
な

ど
、

職
員

の
経

営
参

画
意

識
の

向
上

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

職
員

全
員

の
経

営
参

画
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

経
営

会
議

や
経

営
戦

略
会

議
を

原
則

毎
月

開
催

し
た

ほ
か

、
業

務
改

善
提

案
制

度
を

活
用

し
て

職
員

か
ら

ア
イ

デ
ア

を
収

集
し

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

や
収

益
改

善
な

ど
に

資
す

る
取

組
に

つ
な

が
っ

た
。

・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

2
0



H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ｂ

ウ
　

効
率

的
か

つ
柔

軟
な

病
棟

管
理

を
行

い
、

病
床

利
用

率
を

向
上

さ
せ

る
。

・
　

入
院

病
棟

に
関

し
て

は
看

護
部

や
医

事
課

の
病

床
運

営
担

当
等

が
病

床
運

営
状

況
を

見
て

、
入

院
病

棟
を

決
定

し
た

。
・
　

緊
急

入
院

の
患

者
の

受
入

れ
に

つ
い

て
、

該
当

診
療

科
の

病
棟

に
お

け
る

対
応

が
困

難
な

と
き

は
、

他
病

棟
の

空
床

を
利

用
し

、
病

床
利

用
率

の
向

上
を

図
っ

た
。

・
　

初
回

の
化

学
療

法
に

つ
い

て
、

患
者

の
安

全
に

配
慮

し
、

外
来

で
は

な
く
入

院
で

対
応

し
た

。
・
　

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

に
常

勤
医

師
1
4
名

を
採

用
し

、
全

て
の

診
療

科
に

お
い

て
診

療
体

制
が

整
っ

た
こ

と
か

ら
、

手
術

件
数

の
増

加
及

び
病

床
利

用
率

の
向

上
等

に
よ

る
医

業
収

益
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

。

エ
　

診
療

情
報

管
理

士
等

、
専

門
的

知
識

を
有

す
る

職
員

の
確

保
と

育
成

に
努

め
、

診
療

報
酬

改
定

等
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

・
　

他
の

医
療

機
関

で
診

療
情

報
管

理
業

務
の

経
験

を
有

す
る

診
療

情
報

管
理

士
を

採
用

し
、

若
手

診
療

情
報

管
理

士
の

育
成

に
努

め
た

。
・
　

診
療

情
報

管
理

士
を

医
事

課
に

配
置

し
、

診
療

情
報

管
理

士
が

保
険

診
療

委
員

会
及

び
Ｄ

Ｐ
Ｃ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

委
員

会
の

事
務

局
を

担
い

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

分
析

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
Ｅ

V
Ｅ

）
を

活
用

し
て

出
来

高
請

求
額

と
Ｄ

Ｐ
Ｃ

請
求

額
を

比
較

し
、

マ
イ

ナ
ス

の
差

額
が

発
生

す
る

理
由

を
分

析
し

、
対

応
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

・
　

診
療

報
酬

改
定

内
容

を
関

係
部

署
に

周
知

し
、

施
設

基
準

の
届

出
に

向
け

て
院

内
調

整
を

行
っ

た
。

（
１

）
収

入
の

確
保

へ
の

取
組

（
小

項
目

）
　

病
診

・
病

病
連

携
の

強
化

や
積

極
的

な
情

報
発

信
と

質
の

高
い

が
ん

医
療

の
提

供
な

ど
に

よ
り

、
患

者
を

確
保

す
る

こ
と

。
　

ま
た

、
病

床
利

用
率

の
向

上
策

や
診

療
報

酬
の

精
度

管
理

の
充

実
、

未
収

金
の

発
生

防
止

と
回

収
の

徹
底

な
ど

に
よ

り
、

収
入

を
確

保
す

る
こ

と
。

　
収

入
の

確
保

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

よ
り

多
く
患

者
を

紹
介

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
積

極
的

な
訪

問
や

情
報

交
換

会
の

開
催

等
を

通
じ

、
病

診
・
病

病
連

携
の

強
化

に
努

め
る

。
・
　

地
方

独
立

行
政

法
人

へ
の

移
行

に
伴

い
、

あ
ら

た
め

て
県

内
2
,2

5
5
の

医
療

機
関

等
に

対
し

、
医

療
及

び
医

科
歯

科
連

携
に

係
る

案
内

を
郵

送
し

、
6
7
8
施

設
か

ら
連

携
の

申
込

み
が

あ
っ

た
。

・
　

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
た

め
、

医
師

と
渉

外
業

務
専

門
員

が
県

内
の

医
療

機
関

や
歯

科
診

療
所

を
訪

問
し

た
。

・
　

医
療

連
携

情
報

交
換

会
や

郡
市

医
師

会
向

け
の

出
張

講
座

を
開

催
し

た
。

イ
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
メ

デ
ィ

ア
等

を
通

じ
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

の
特

長
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

で
の

Ｐ
Ｒ

活
動

や
出

前
講

座
の

実
施

等
、

積
極

的
な

情
報

発
信

、
広

報
活

動
を

行
う

。

・
　

広
報

紙
「
が

ん
セ

ン
タ

ー
だ

よ
り

」
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
メ

デ
ィ

ア
等

に
よ

り
、

当
セ

ン
タ

ー
の

診
療

内
容

や
施

設
・
組

織
の

概
要

な
ど

を
周

知
し

た
。

・
　

開
院

3
0
周

年
記

念
式

典
・
記

念
講

演
、

「
市

民
公

開
講

座
」
及

び
が

ん
セ

ン
タ

ー
公

開
D

ay
「
メ

デ
ィ

カ
ル

フ
ェ

ス
タ

」
を

開
催

し
、

が
ん

に
関

す
る

情
報

や
当

セ
ン

タ
ー

の
診

療
内

容
を

広
く

県
民

に
情

報
発

信
し

た
。

・
　

陽
南

地
域

に
お

け
る

イ
ベ

ン
ト

の
冊

子
へ

の
広

告
掲

載
な

ど
、

当
セ

ン
タ

ー
の

周
知

活
動

を
行

っ
た

。
・
　

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
出

前
講

座
」
は

多
様

な
対

象
か

ら
申

し
込

み
が

あ
り

、
対

象
に

応
じ

た
効

果
的

な
が

ん
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
あ

ら
ゆ

る
世

代
の

県
民

や
地

域
と

の
交

流
を

図
っ

た
。

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

　
　

　
　

３
　

収
入

の
確

保
及

び
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

（
中

項
目

）

2
1



評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

ウ
　

委
託

料
、

報
償

費
、

光
熱

水
費

等
、

費
用

全
般

に
わ

た
る

支
出

内
容

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

・
　

Ｃ
Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉの

保
守

点
検

業
務

委
託

契
約

に
つ

い
て

は
、

フ
ル

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

か
ら

定
期

点
検

の
み

と
す

る
見

直
し

を
行

い
、

費
用

を
削

減
し

た
。

・
　

図
書

室
関

係
の

支
出

に
つ

い
て

図
書

委
員

会
で

検
討

し
、

司
書

業
務

の
委

託
廃

止
や

、
図

書
購

入
費

用
の

削
減

等
を

行
っ

た
。

・
　

電
話

交
換

業
務

委
託

の
入

札
方

法
を

指
名

競
争

入
札

か
ら

一
般

競
争

入
札

に
変

更
し

、
経

費
を

削
減

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
　

光
熱

水
費

に
つ

い
て

は
、

毎
月

の
電

気
使

用
量

、
ガ

ス
使

用
量

を
前

年
度

と
対

比
さ

せ
て

職
員

へ
周

知
し

、
節

約
を

呼
び

か
け

た
。

・
　

院
内

各
会

議
に

お
け

る
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

を
推

進
し

、
コ

ピ
ー

用
紙

代
の

削
減

に
努

め
た

。

イ
　

適
正

な
在

庫
管

理
の

徹
底

、
入

札
方

法
の

検
討

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
積

極
的

な
導

入
等

、
医

薬
品

や
診

療
材

料
の

調
達

コ
ス

ト
を

削
減

す
る

。
・
　

医
薬

品
、

診
療

材
料

に
お

い
て

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

適
正

価
格

で
の

購
入

と
な

る
よ

う
、

価
格

交
渉

を
行

っ
た

。
・
　

医
薬

品
に

つ
い

て
は

、
先

発
品

か
ら

後
発

品
へ

の
切

替
え

を
行

っ
た

ほ
か

、
在

庫
管

理
を

Ｓ
Ｐ

Ｄ
（
物

品
の

供
給

・
管

理
業

務
）
事

業
者

に
委

託
し

、
薬

剤
師

の
業

務
軽

減
及

び
棚

卸
差

額
の

減
少

に
努

め
た

。
・
　

診
療

材
料

に
つ

い
て

は
、

各
部

署
に

定
数

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
院

内
在

庫
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

・
　

診
療

材
料

の
棚

卸
し

の
結

果
を

踏
ま

え
、

各
部

署
の

在
庫

管
理

方
法

を
、

物
品

管
理

委
員

会
や

物
品

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
で

検
討

、
情

報
共

有
し

た
。

（
２

）
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

（
小

項
目

）
　

適
正

な
在

庫
管

理
の

徹
底

、
医

薬
品

や
診

療
材

料
の

調
達

コ
ス

ト
の

削
減

、
職

員
全

員
の

コ
ス

ト
意

識
改

革
及

び
原

価
計

算
の

確
立

な
ど

に
よ

り
、

費
用

を
削

減
す

る
こ

と
。

　
費

用
の

削
減

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

ア
　

予
算

と
実

績
の

管
理

を
通

じ
、

職
員

全
員

に
対

し
て

コ
ス

ト
意

識
の

徹
底

を
図

る
。

・
　

病
院

の
収

支
状

況
を

月
次

で
管

理
す

る
と

と
も

に
、

経
営

会
議

や
経

営
戦

略
会

議
に

お
い

て
収

支
状

況
等

を
職

員
に

周
知

し
、

コ
ス

ト
意

識
の

徹
底

に
努

め
た

。

オ
　

入
院

時
の

丁
寧

な
説

明
等

に
よ

り
未

収
金

の
発

生
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

回
収

の
徹

底
を

図
る

。
・
　

国
民

健
康

保
険

短
期

保
険

証
を

有
す

る
患

者
を

中
心

に
、

入
院

時
に

お
け

る
限

度
額

適
用

認
定

証
の

説
明

を
重

点
的

に
行

い
、

未
収

金
の

発
生

の
防

止
に

努
め

た
。

・
　

発
生

し
た

未
収

金
は

、
適

宜
、

督
促

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
回

収
困

難
債

権
に

つ
い

て
は

、
弁

護
士

法
人

へ
回

収
業

務
を

委
託

し
た

こ
と

に
よ

り
、

長
期

に
わ

た
り

回
収

が
で

き
な

か
っ

た
未

収
金

の
一

部
を

回
収

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

知
事

の
評

価
（
案

）
B

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
病

床
利

用
率

の
向

上
等

に
よ

り
更

な
る

収
入

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
安

全
面

に
も

留
意

し
な

が
ら

費
用

の
削

減
に

も
積

極
的

に
取

り
組

む
な

ど
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

医
師

の
確

保
等

に
よ

り
更

な
る

収
入

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
安

全
面

に
も

留
意

し
な

が
ら

費
用

の
削

減
に

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
A

・
　

「
収

入
の

確
保

へ
の

取
組

」
で

は
、

紹
介

患
者

増
を

目
指

し
て

、
医

師
と

渉
外

業
務

専
門

員
が

県
内

の
医

療
機

関
や

歯
科

診
療

所
を

訪
問

し
た

ほ
か

、
診

療
情

報
管

理
士

を
医

事
課

に
配

置
し

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

分
析

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

て
出

来
高

請
求

額
と

Ｄ
Ｐ

Ｃ
請

求
額

を
比

較
し

、
マ

イ
ナ

ス
の

差
額

が
発

生
す

る
理

由
を

分
析

し
、

対
応

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
ま

た
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

４
月

に
常

勤
医

師
1
4
名

を
採

用
し

、
全

て
の

診
療

科
に

お
い

て
診

療
体

制
が

整
っ

た
こ

と
か

ら
、

手
術

件
数

の
増

加
及

び
病

床
利

用
率

の
向

上
等

に
よ

る
医

業
収

益
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

。
・
　

「
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

」
で

は
、

医
薬

品
、

診
療

材
料

に
お

い
て

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

適
正

価
格

で
の

購
入

と
な

る
よ

う
価

格
交

渉
を

行
っ

た
ほ

か
、

委
託

料
に

つ
い

て
は

、
入

札
方

法
を

指
名

競
争

入
札

か
ら

一
般

競
争

入
札

に
変

更
し

、
費

用
の

削
減

に
努

め
た

。
・
　

以
上

の
結

果
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
と

判
断

し
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

エ
　

適
切

な
コ

ス
ト

管
理

等
を

行
う

た
め

、
診

療
行

為
別

原
価

計
算

を
実

施
す

る
。

・
　

適
切

な
コ

ス
ト

管
理

等
を

行
う

た
め

、
診

療
行

為
別

原
価

計
算

を
実

施
す

る
た

め
の

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

の
精

度
向

上
に

努
め

た
。

2
2



◆
中

期
計

画
指

標
（
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績
）

Ｎ
ｏ

H
2
8
(2

0
1
6
)

年
度

実
績

値

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

実
績

値

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

実
績

値

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

実
績

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

見
込

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

目
標

値

R
２

(2
0
2
0
)

年
度

達
成

率
(見

込
み

)

指
標

の
達

成
状

況
H

2
8
(2

0
1
6
)

年
度

H
2
9
(2

0
1
7
)

年
度

H
3
0
(2

0
1
8
)

年
度

R
元

(2
0
1
9
)

年
度

(自
己

評
価

)

1
1
0
1
.1

9
8
.9

9
8
.0

9
7
.0

1
0
0

1
0
0
以

上
1
0
0
%

ⅳ
各

事
業

年
度

の
中

項
目

別
評

価
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ｂ

2
7
9
.1

7
7
.8

7
9
.4

8
0
.5

8
5

8
5
以

上
1
0
0
%

ⅳ

評
　

価
理

　
由

評
　

価
理

由
等

  
  

 第
４

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

）
（
大

項
目

）

指
標

名

経
常

収
支

比
率

（
％

）

医
業

収
支

比
率

（
％

）

中
期

目
標

の
記

載
内

容
中

期
計

画
の

記
載

内
容

中
期

目
標

の
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

中
期

目
標

期
間

の
業

務
実

績

　
県

民
が

求
め

る
高

度
で

専
門

的
な

が
ん

医
療

を
安

定
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
に

は
、

健
全

な
経

営
と

医
療

の
質

の
確

保
の

両
立

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
中

期
目

標
期

間
中

に
経

常
収

支
を

黒
字

化
す

る
こ

と
。

　
県

民
が

求
め

る
高

度
で

専
門

的
な

が
ん

医
療

を
安

定
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
、

中
期

目
標

期
間

を
累

計
し

た
経

常
収

支
比

率
を

1
0
0
％

以
上

と
す

る
。

ま
た

、
各

年
度

に
お

い
て

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

・
　

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

度
の

経
常

収
支

は
1
1
1
,5

1
4
,4

0
0
円

を
計

上
し

、
経

常
収

支
比

率
は

1
0
1
.1

％
と

な
っ

た
が

、
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
か

ら
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
は

３
年

連
続

で
経

常
収

支
比

率
は

1
0
0
％

に
達

し
な

か
っ

た
。

・
　

経
営

会
議

及
び

経
営

戦
略

会
議

を
原

則
毎

月
開

催
し

、
毎

月
の

収
支

状
況

等
（
予

算
、

実
績

、
診

療
科

ご
と

の
患

者
数

・
収

益
、

収
支

改
善

の
状

況
等

）
を

周
知

し
、

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
し

た
。

・
　

診
療

科
及

び
事

業
系

セ
ン

タ
ー

ご
と

に
、

幹
部

職
員

に
よ

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

診
療

科
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

近
年

の
入

院
患

者
や

収
益

・
費

用
の

推
移

、
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

収
支

分
析

結
果

な
ど

を
も

と
に

、
課

題
と

今
後

の
方

針
、

当
セ

ン
タ

ー
の

強
み

と
な

る
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
具

体
例

な
ど

に
つ

い
て

意
見

交
換

し
た

。

知
事

の
評

価
（
案

）
B

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

る
も

の
と

見
込

ま
れ

る
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
経

常
収

支
の

黒
字

化
に

向
け

て
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。

次
期

に
向

け
た

課
題

・
　

経
常

収
支

に
お

い
て

、
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
か

ら
３

年
連

続
赤

字
と

い
う

事
態

を
踏

ま
え

、
経

営
状

況
の

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。

法
 人

 の
自

己
評

価
B

・
　

経
営

会
議

や
経

営
戦

略
会

議
を

通
じ

て
月

次
で

収
支

状
況

等
を

管
理

し
た

ほ
か

、
診

療
科

ご
と

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
課

題
と

今
後

の
方

針
、

当
セ

ン
タ

ー
の

強
み

と
な

る
高

度
で

専
門

的
な

医
療

の
具

体
例

な
ど

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

い
、

経
常

収
支

の
黒

字
化

を
目

指
し

た
。

・
　

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

度
の

経
常

収
支

は
1
1
1
,5

1
4
,4

0
0
円

を
計

上
し

、
経

常
収

支
比

率
は

1
0
1
.1

％
と

な
っ

た
が

、
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
か

ら
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
は

３
年

連
続

で
経

常
収

支
比

率
は

1
0
0
％

に
達

し
な

か
っ

た
。

・
　

以
上

の
結

果
、

計
画

を
下

回
っ

て
実
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 栃木県知事は、地方独立行政法人法第 28 条第１項の規定により、地方独立行

政法人栃木県立がんセンターの中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標期

間における業務実績について、以下のとおり評価を行った。 

 

１ 全体評価（案） 

（1）評価結果 

 

 

 

（2）判断理由等 

○ 12 の中項目中「質の高い医療の提供」等の 10 項目については、Ａ評価

（概ね計画どおり実施すると見込まれる）と判断した一方、「収入の確保

及び費用の削減への取組」及び「財務内容の改善に関する事項」の２項

目については、Ｂ評価（計画をやや下回って実施すると見込まれる）と

判断した。 

○ Ｂ評価と判断した２項目については、医業収支は改善しているものの、

経常収支は平成 29 年度から３年続けて赤字となっており、経常収支の黒

字化に向けて、患者数の増加や費用の削減等、引き続き経営改善に取り

組む必要がある。 

 

２ （地独）栃木県立がんセンター及び（地独）栃木県立リハビリテーション

センター評価委員会の意見・指摘等 

資料８ 

 第一期中期目標期間の業務実績については、概ね目標を達成すると見込

まれるが、一部の項目において目標の達成が困難な見込みである。 

中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績に関す

る全体評価書（がんセンター） 



中期目標期間終了時の検討について 

 

１ 概 要 

 地方独立行政法人法第 30 条第１項により、設立団体の長は、中期目標期間の

終了時までに法人の業務の継続又は組織の存続の必要性等について検討を行い、

検討結果に基づく措置を行う。 

 検討にあたっては、同条第２項により評価委員会から意見を聴くこととされ

ている。 

地方独立行政法人法 

 第 30 条 設立団体の長は、第 28 条第１項第２号に規定する中期目標の期間の終了時に見

込まれる中期目標の期間における業務の実績に関する評価を行ったときは、中期目標の

期間の終了時までに、当該地方独立行政法人の業務の継続又は組織の存続の必要性その

他その業務及び組織の全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、業務の廃止若しく

は移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講ずるものとする。   

２ 設立団体の長は、前項の規定による検討を行うに当たっては、評価委員会の意見を聴

かなければならない。 

        

２ 中期目標期間の終了時までに行う検討（案） 

地方独立行政法人栃木県立がんセンターは、平成 28（2016）年４月の設立以

来、質の高いがん医療を安定的に提供するとともに県内における医療水準の向

上・均てん化を推進してきた。 

今後についても、地方独立行政法人の利点を十分に活かした病院運営により、

急速な高齢化の進展や、入院治療から外来治療への移行、医療技術の進歩などの

医療を取り巻く環境変化に迅速に対応し、経営の健全化を図るとともに、県民に

対する医療サービスをさらに充実させていくことが求められる。 

 

  

資料９ 



【中期目標とは】
・ 地方独立行政法人法第25条に基づき、栃木県知事が、地方独立行政法人が達成すべ
き業務運営に関する目標として定めるもの。栃木県知事は、これを当該法人に指示す
るとともに、公表しなければならない。

・ 栃木県知事は、中期目標を定めるときは、あらかじめ、地方独立行政法人評価委員
会の意見を聴くとともに、議会の議決を経なければならない。

第１ 中期目標の期間 ５年間（令和３(2021)年４月１日～令和８(2026)年３月31日）

第２ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項
【項目】１質の高い医療の提供 ２ 安全で安心な医療の提供

３患者・県民の視点に立った医療の提供 ４ 人材の確保と育成
５地域連携の推進 ６ 地域医療への貢献 ７災害等への対応

【主な内容】
・ 県民の医療ニーズを踏まえて、高度で専門的な医療など質の高い医療を提供すること。
・ 患者が安心して医療を受けられるよう、医療の安全を確保するとともに、患者・県民
の視点に立って医療を提供するほか、人材の確保と育成に取り組むこと。

・ 県全体のがん医療水準の向上や在宅医療の充実を図るため、地域連携を推進するとと
もに、地域医療に貢献すること。

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項
【項目】１ 業務運営体制の確立 ２ 収入の確保及び費用の削減への取組
【主な内容】
・ 地方独立行政法人として、自律的、機動的な経営が行えるよう、業務運営体制を確
立するとともに、効果的で効率的な組織を整備すること。
・ 職員の経営参画意識の向上を図り、職員が一体となって収入の確保及び費用の削減
に取り組み、経営の改善を図ること。

第５ その他業務運営に関する重要事項
【項目】１ 施設整備のあり方・医療機器整備の検討 ２ 適正な業務の確保
【主な内容】
・ 病院施設の老朽化や地域の医療機関の状況等を踏まえ、長期的な視点から、今後担う
べき診療機能にふさわしい施設整備のあり方を具体的に検討すること。
・ 医療機器については、近隣の医療機関との共同利用や費用対効果等を総合的に勘案し
た上で、県民の医療ニーズ等に対応するため、計画的な更新・整備に努めること。
・ 県民に信頼され、県内医療機関の模範的役割を果たしていけるよう、法令や社会規範
を遵守するとともに、適切な情報管理を行うこと。また、これらを確保するために、内
部統制を充実すること。

第４ 財務内容の改善に関する事項
【主な内容】
・ 県民が求める高度で専門的ながん医療を安定的に提供していくため、中期目標期間中
に経常収支を黒字化すること。
・ 計画的な資金管理を行うことにより、経営基盤の安定化に努めること。

《中期目標に定める事項》

地方独立行政法人栃木県立がんセンター
第２期中期目標（素案）の概要について

資料10



地方独立行政法人栃木県立がんセンター
第２期中期目標・中期計画 策定スケジュール

時 期 行 事 中期目標 中期計画

7/29 第１回
法人評価委員会

素案の提示 －

10月中旬 第２回
法人評価委員会

修正案の提示
→ 承認

素案の提示

12月 12月議会
議案上程

→ 議決後、法人
への指示

→ 法人から県への
認可申請

1月上旬 第３回
法人評価委員会

－
修正案の提示

→ 承認

2月 2月議会 － 議案上程

3月 －
→議決後、法人
への認可



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
地方独立行政法人栃木県立がんセンター 

第２期中期目標 素案 

（令和３（2021）年度～令和７（2025）年度） 
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前文 

栃木県立がんセンター（以下「がんセンター」という。）は、県民が求める高

度で専門的ながん医療を提供するとともに、都道府県がん診療連携拠点病院と

して栃木県のがんの医療水準の向上・均てん化を推進するなど、県内におけるが

ん医療に対して極めて重要な役割を果たしている。 

平成 28（2016）年度から令和２（2020）年度までの第一期中期目標期間にお

いては、がんリハビリテーション提供体制の整備やゲノムセンターの開設を行

うとともに、地方独立行政法人制度の特長を活かして、専門的な資格やノウハウ

を持った職員を随時採用するなど、医療の質の向上とその提供体制づくりに取

り組んできた。 

一方、経営面においては、平成 28（2016）年度は経常収支の黒字化を達成し

たものの、平成 29（2017）年度以降は純損失を計上しており、非常に厳しい経

営状況が続いている。 

また、近年、急速な高齢化の進展や、入院治療から外来治療への移行、医療技

術の進歩など、医療を取り巻く環境は大きく変化している。 

令和２（2020）年度からの５年間の第２期中期目標期間においては、こうした

医療環境の変化に迅速に対応し、経営の健全化を図るとともに、県民に対する医

療サービスをさらに充実させていくことが求められる。 

この第２期中期目標は、第１期中期目標期間における業務実績や経営状況、医

療環境の変化などを踏まえ、医療サービスの向上、医療従事者の確保と育成、地

域の医療機関との連携、業務運営の改善や効率化など、がんセンターが達成すべ

き業務運営の目標や方向性を示すものである。 

がんセンターにおいては、地方独立行政法人の利点を十分に活かした病院運

営を行うことにより、経営改善を図りつつ、質の高いがん医療を安定的に提供す

るとともに、県内における医療水準の向上を推進するなど、県民の健康の確保及

び増進に寄与することを強く求めるものである。 
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第１ 中期目標の期間 

令和３（2021）年４月１日から令和８（2026）年３月 31 日までの５年間

とすること。 

 

第２ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

県民の医療ニーズを踏まえて、高度で専門的な医療など質の高い医療を提

供すること。 

また、患者が安心して医療を受けられるよう、医療の安全を確保するとと

もに、患者・県民の視点に立って医療を提供するほか、人材の確保と育成に

取り組むこと。 

さらに、県全体のがん医療水準の向上や在宅医療の充実を図るため、地域

連携を推進するとともに、地域医療に貢献すること。 

 

１ 質の高い医療の提供 

（１）高度で専門的な医療の推進 

希少がんや難治性がんの特性に応じた医療やがんゲノム医療の提供

など、患者がさまざまな病態に応じて必要な医療を受けられるよう、高

度で専門的な医療を提供すること。 

（２）チーム医療の推進 

多職種の医療従事者間で連携、協働し、それぞれの専門性を最大限に

発揮できるよう、患者及びその家族も一員としたチーム医療を推進する

こと。 

（３）緩和ケアの推進 

患者の苦痛の軽減や療養生活の質の維持向上を図るため、緩和ケアチ

ーム、緩和ケア外来、緩和ケア病棟等を有機的に統合する緩和ケアセン

ターによる緩和ケア提供体制の充実など、がんと診断された時からの緩

和ケアを推進すること。 

（４）がん患者リハビリテーションの推進 
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患者の運動機能の改善及び生活機能の低下予防のため、がんと診断さ

れた時から患者の病態に応じたリハビリテーションの提供を推進する

こと。 

 

２ 安全で安心な医療の提供 

（１）医療安全対策等の推進 

患者が安心して医療を受けられるよう、医療安全に関する情報の共有

化や医療事故の発生原因の分析等を行い事故防止の徹底を図るなど、医

療安全対策を推進するとともに、感染管理体制を充実するなど、院内感

染対策を強化すること。 

（２）医療機器、医薬品等の安全管理の徹底 

安全な医療を提供するため、放射線治療機器の品質管理の徹底など、

医療機器や医薬品等の管理を徹底すること。 

 

３ 患者・県民の視点に立った医療の提供 

（１）患者及びその家族への医療サービスの充実 

患者及びその家族の視点に立ち、必要な情報を分かりやすく説明する

ことを徹底するとともに、患者が生活スタイルに応じた治療法を選択す

るための医療相談の充実を図るなど、患者及びその家族への医療サービ

スを充実すること。 

（２）患者の就労等に関する相談支援機能の充実 

患者の就労をはじめ、社会的支援に関する情報を提供するため、ハロ

ーワークなどの関係機関との連携を図るとともに、相談支援機能を充実

すること。 

（３）患者及びその家族の利便性・快適性の向上 

職員の接遇マナーの向上を図るとともに、患者のニーズを的確に把握

しその改善に取り組むなど、患者及びその家族の利便性・快適性の向上

に努めること。 
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（４）県民へのがんに関する情報の提供 

県民のがんに対する理解やがん検診の受診を促進するため、県民に対

し、市民公開講座等を通じてがんに関する普及啓発に努めるとともに、

ホームページを充実するなど、適切な情報提供を行うこと。 

（５）ボランティア等民間団体との協働 

ボランティアが運営するがん患者等と同じ立場の人同士の交流の場

の充実など、ボランティア等民間団体との協働による取組を推進するこ

と。 

 

４ 人材の確保と育成 

（１）医療従事者の確保と育成 

県民から求められる役割を十分に果たすため、専門性を有する医療従

事者の確保と育成に努めること。 

（２）研修体制の強化 

高度で専門的な医療を提供するため、体系的に部門別研修やテーマ別

研修を行うなど、研修体制を強化すること。 

（３）人事管理制度の構築 

職員の勤務成績などを考慮し、職員の人材育成やモチベーションの向

上に資する、がんセンターに適した人事管理制度の構築に努めること。 

（４）働きやすい職場環境づくり 

医療従事者の勤務環境の改善やワーク・ライフ・バランスの推進など、

職員が安心して働くことができ、心身ともに健康を維持できるよう職場

環境の整備に努めること。 

また、タスク・シフティングの推進による労働時間の短縮や多様な勤

務形態の導入など、働き方改革の取組を推進すること。 

（５）医療従事者の臨床倫理観の向上 

患者の尊厳などを守るため、医療倫理の教育や研修を定期的に実施す

るなど、医療従事者の臨床倫理観の向上を図ること。 
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５ 地域連携の推進 

（１）地域の医療機関との連携強化 

患者がどこに住んでいても質の高い医療を受けることができるよう、

ニーズを把握しながら、地域の医療機関との的確な役割分担を行い、地

域医療連携ネットワークシステム（とちまるネット）を活用するなどし

て、病診・病病連携を強化すること。 

（２）患者の在宅療養を支援するための病診連携の強化 

がんになっても住み慣れた地域で療養することができるよう、在宅療

養支援機能を担う診療所や訪問看護ステーションの活動支援など、患者

の在宅療養を支援するための病診連携を強化すること。 

（３）在宅緩和ケアの推進 

がんになっても住み慣れた地域で医療サービスを受け、安心して暮ら

すことができるよう、在宅における緩和ケアを推進すること。 

 

６ 地域医療への貢献 

（１）地域のがん医療の質の向上のための支援 

地域のがん医療の質の向上を推進するため、がん医療に携わる医療従

事者の育成に対する積極的な支援等を行うこと。 

また、ＡＹＡ（Adolescent and Young Adult）世代（思春期世代と若

年成人世代）のがん患者支援を推進するため、がん治療医と生殖医療専

門医の連携体制の促進に努めること。 

（２）がん対策事業への貢献 

がん登録のデータ収集や分析を行うなど、国や県などが効果的ながん

対策事業を実施できるよう、積極的に貢献すること。 

 

７ 災害等への対応 

災害の発生や公衆衛生上重大な危機が生じた場合などにおいては、県から
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の要請又は自らの判断に基づき、迅速に対応すること。 

また、ＢＣＰ（業務継続計画）の継続的な見直し及びＢＣＰに基づく被災

状況を想定した訓練・研修の実施等により、災害発生時に患者の安全を確保

できるよう対策を講じること。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

地方独立行政法人として、自律的、機動的な経営が行えるよう、業務運営

体制を確立するとともに、効果的で効率的な組織を整備すること。 

また、経営参画意識の向上を図り、職員が一体となって収入の確保及び費

用の削減に取り組み、経営の改善を図ること。 

 

１ 業務運営体制の確立 

（１）効率的な組織体制の構築 

医療環境の変化に応じて迅速な意思決定を行えるよう、法人の組織体

制を検討し、より効果的かつ効率的な業務運営体制を構築すること。 

また、質の高い医療を効率的に提供するため、最適な職員構成を検討

し、経営効率の高い職員配置に努めること。 

（２）経営参画意識の向上 

職員全員が組織における価値観や中長期の経営の方向性を共有しな

がら、経営に対する責任感や使命感を持って積極的に経営に参画する組

織文化を醸成すること。 

 

２  収入の確保及び費用の削減への取組 

（１）収入の確保への取組 

病診・病病連携の強化や積極的な情報発信と質の高いがん医療の提供

などにより、患者を確保すること。 

また、病床利用率の向上策や診療報酬改定への迅速かつ適切な対応、

未収金の発生防止と回収の徹底などにより、収入を確保すること。 
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（２）費用の削減への取組 

経営状況を分析し、費用の適正化について検討を行うとともに、適正

な在庫管理の徹底、職員全員のコスト意識改革及び原価計算の実施など

により、費用の削減に努めること。 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

県民が求める高度で専門的ながん医療を安定的に提供していくためには、

健全な経営と医療の質の確保の両立が重要であることから、中期目標期間中

に経常収支を黒字化すること。 

また、計画的な資金管理を行うことにより、経営基盤の安定化に努めるこ

と。 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１  施設整備のあり方・医療機器整備の検討 

病院施設の老朽化や地域の医療機関の状況等を踏まえ、長期的な視点から、

今後担うべき診療機能にふさわしい施設整備のあり方を具体的に検討する

こと。 

また、医療機器については、近隣の医療機関との共同利用や費用対効果等

を総合的に勘案した上で、県民の医療ニーズ、医療技術の進展に対応するた

め、計画的な更新・整備に努めること。 

２  適正な業務の確保 

県民に信頼され、県内医療機関の模範的役割を果たしていけるよう、法令

や社会規範を遵守するとともに、適切な情報管理を行うこと。また、これら

を確保するために、内部統制を充実すること。 



（単位：百万円）
Ｈ30(2018)年度

決算額 Ａ
Ｒ元(2019)年度

決算額 Ｂ
比較
Ｂ－Ａ

153 153 0
34,689 37,641 2,952

95.0 102.8 7.8
21,525 20,020 △ 1,505

88.2 83.4 △ 4.8
79.2 85.7 6.5

34,152 36,106 1,954
8,973 8,432 △ 541
64.9 68.9 4.0

24,610 22,249 △ 2,361
56.0 50.5 △ 5.5

101.4 104.1 2.7
3,301 3,497 196
3,216 3,428 212
1,391 1,540 149

う ち 入 院 収 益 1,185 1,359 174
う ち 外 来 収 益 193 169 △ 24

335 373 38
763 713 △ 50
527 513 △ 14
200 290 90
71 69 △ 2
59 55 △ 4
14 0 △ 14

3,299 3,360 61
3,147 3,271 124
2,144 2,234 90

う ち 給 与 費 1,273 1,350 77
う ち 材 料 費 144 125 △ 19
う ち 経 費 413 434 21
う ち 減 価 償 却 費 304 315 11

753 780 27
う ち 給 与 費 509 558 49
う ち 経 費 242 220 △ 22

154 158 4
う ち 給 与 費 121 127 6

95 99 4
95 89 △ 6
57 0 △ 57
46 137 91
62 134 72

△ 16 3 19
2 137 135

350 389 39
85 73 △ 12

264 310 46
1 6 5

511 596 85
77 71 △ 6

434 524 90
△ 160 △ 206 △ 46
1,086 1,078 △ 8
7,475 7,130 △ 345
6,450 6,007 △ 443
1,025 1,122 97

【各数値の増減要因等】
　（患者数）

○

○

　（収支関係）
○

○

⇒

〔平成30(2018)年４月 地方独立行政法人化〕

令和元(2019)年度　（地独）栃木県立リハビリテーションセンター決算の概要（速報）

　入院患者数は増加
　〔要因〕　回復期リハビリテーション病棟の増床（６階病棟：40床、H30.4月から段階的に受入れ）

　外来患者数は減少
　〔要因〕　小児科医師の減及び直入院患者の増

　医業収益は増加
　〔要因〕　増床に伴う入院患者数の増加やリハ実施単位数の増による患者単価の増加

１ 日 平 均 （ 人 ）
病 床 利 用 率 （ ％ ）

単価
一 人 一 日 当 入 院 （ 円 ）
一 人 一 日 当 外 来 （ 円 ）

医 業 収 支 比 率 （ ％ ）

施設
利用
者数

施 設 利 用 者 数 （ 人 ）
施 設 利 用 率 （ ％ ）

運 営 費 負 担 金

　医業費用は増加
　〔要因〕　療法士数増による給与費の増加等

　収益の増加が費用の増加を上回ったことから、医業収支が改善し、黒字を計上した。

区　分

許 可 病 床 数 （ 床 ）

営

業

等

収

支

収 入
営 業 収 益

病院

年間
延患
者数

入 院 患 者 数 （ 人 ）
１ 日 平 均 （ 人 ）

外 来 患 者 数 （ 人 ）

建 設 改 良 費
企 業 債 償 還 金 等

差 引
県 負 担 金 （ 営 業 等 ＋ 資 本 ）

貸借
対照

資 産

臨 時 損 失
経 常 損 益

純 利 益

営 業 費 用

負 債
資 本

資 本 収 支 交 付 金

施 設 費 用

一 般 管 理 費

そ の 他 営 業 費 用
営 業 外 費 用

資 本 収 支 負 担 金

支 出

企 業 債
資

本

収

支

収 入

経 常 損 益 （ 医 業 ）
経 常 損 益 （ 施 設 ）

臨 時 利 益

医 業 費 用

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

支 出

医 業 収 益

施 設 収 益

運 営 費 交 付 金
そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益
う ち 運 営 費 負 担 金
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理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

２
安

全
で

安
心

な
医

療
の

提
供 資
料
1
3

ｐ
７
～
８

Ｓ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
会

の
実

施
回

数
」

、
「

集
中

ラ
ウ

ン
ド

実
施

回
数

」
、

「
医

薬
品

安
全

管
理

研
修

会
の

実
施

回
数

」
と

も
に

目
標

値
を

上
回

っ
た

。
・

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「

医
療

安
全

対
策

の
推

進
」

で
は

、
医

療
安

全
研

修
を

９
回

開
催

し
、

医
療

安
全

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

た
ほ

か
、

「
院

内
感

染
防

止
対

策
の

推
進

」
で

は
、

定
例

の
感

染
対

策
委

員
会

及
び

Ｉ
Ｃ

Ｔ
会

議
を

そ
れ

ぞ
れ

1
2
回

開
催

し
た

ほ
か

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ

臨
時

会
議

を
８

回
開

催
す

る
な

ど
様

々
な

対
策

を
実

施
し

、
感

染
の

発
生

を
防

ぐ
（

感
染

者
な

し
）

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
計

画
ど

お
り

又
は

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ｓ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

引
き

続
き

、
研

修
会

等
の

充
実

や
職

員
の

意
識

向
上

に
努

め
、

医
療

事
故

等
の

発
生

防
止

を
図

ら
れ

た
い

。

３
患

者
・

県
民

等
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

の
提
供

資
料
1
3

ｐ
９
～
1
1

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
退

院
前

在
宅

訪
問

指
導

（
家

屋
調

査
）

件
数

」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「

患
者

満
足

度
割

合
」

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
患

者
や

家
族

等
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
で

は
、

地
域

医
療

連
携

室
の

職
員

が
合

同
評

価
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
他

部
署

と
情

報
共

有
を

図
っ

た
上

で
、

患
者

や
家

族
の

相
談

に
対

応
し

た
ほ

か
、

療
法

士
等

に
よ

る
退

院
前

在
宅

訪
問

指
導

に
よ

り
在

宅
復

帰
を

支
援

す
る

な
ど

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

っ
た

。
さ

ら
に

、
「

地
域

に
開

か
れ

た
病

院
運

営
」

で
は

、
「

栃
木

県
立

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
運

営
懇

談
会

」
に

お
い

て
、

当
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
関

す
る

意
見

や
提

案
を

い
た

だ
く

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
た

。
・

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
病

院
利

用
者

の
意

見
や

要
望

に
適

切
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
努

め
、

患
者

満
足

度
割

合
の

向
上

を
図

ら
れ

た
い

。

４
障

害
児

・
障

害
者

の
福

祉
の
充
実

資
料
1
3

ｐ
1
2
～
1
4

Ｂ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
児

童
発

達
支

援
事

業
所

等
を

対
象

と
し

た
研

修
実

施
回

数
」

及
び

「
家

族
会

の
開

催
回

数
」

は
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

短
期

入
所

契
約

者
数

」
、

「
自

立
訓

練
終

了
後

に
一

般
就

労
等

に
移

行
し

た
利

用
者

数
」

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
療

育
支

援
の

充
実

」
で

は
、

個
別

支
援

計
画

の
立

案
、

実
践

及
び

評
価

を
通

し
て

療
育

支
援

の
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
、

「
自

立
訓

練
の

充
実

」
で

は
、

利
用

開
始

時
及

び
訓

練
期

間
中

の
心

理
職

に
よ

る
面

談
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
実

施
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

医
師

の
安

定
的

な
確

保
及

び
利

用
促

進
の

た
め

の
普

及
啓

発
に

努
め

、
障

害
児

・
障

害
者

の
施

設
利

用
件

数
の

増
加

を
図

ら
れ

た
い

。

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）



資
料

1
3

５
人

材
の

確
保
と
育
成

資
料
1
3

ｐ
1
5
～
1
6

Ｂ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
療

法
士

数
」

は
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
認

定
看

護
師

数
」

、
「

医
師

数
」

、
「

職
員

満
足

度
割

合
」

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
職

員
の

資
質

向
上

」
で

は
、

新
規

採
用

職
員

研
修

や
年

度
の

途
中

で
採

用
さ

れ
た

職
員

に
対

し
て

研
修

を
実

施
し

た
ほ

か
、

ｅ
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
ｗ

ｅ
ｂ

教
育

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
し

、
「

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

」
で

は
、

看
護

師
養

成
校

や
県

内
医

療
系

専
門

学
校

へ
の

訪
問

や
随

時
の

採
用

試
験

を
実

施
す

る
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
実

施
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

に
努

め
る

と
と

も
に

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
努

め
、

職
員

満
足

度
割

合
の

向
上

を
図

ら
れ

た
い

。

６
地

域
連

携
の
推
進

資
料
1
3

ｐ
1
7
～
1
8

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
逆

紹
介

率
」

、
「

出
前

講
座

の
実

施
回

数
」

と
も

に
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

「
急

性
期

病
院

や
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
連

携
の

推
進

」
で

は
、

入
院

申
込

み
か

ら
入

院
ま

で
の

期
間

の
短

縮
を

図
っ

た
ほ

か
、

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
と

ち
ま

る
ネ

ッ
ト

）
を

活
用

し
、

急
性

期
病

院
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

ま
た

、
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
及

び
福

祉
に

係
る

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
」

で
は

、
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

通
園

中
及

び
退

園
後

に
、

通
園

児
が

関
係

す
る

保
育

所
、

幼
稚

園
、

相
談

支
援

事
業

所
等

と
の

情
報

交
換

や
技

術
支

援
を

行
う

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
た

。
・

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

７
地

域
医

療
・

福
祉

へ
の

貢
献

資
料
1
3

ｐ
1
9
～
2
0

Ｂ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
療

法
士

の
実

習
生

受
入

れ
人

数
」

及
び

「
児

童
発

達
支

援
事

業
所

等
を

対
象

と
し

た
研

修
実

施
回

数
」

は
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
看

護
師

の
実

習
生

受
入

れ
人

数
」

及
び

「
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

短
期

入
所

契
約

者
数

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。
・

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「

医
療

・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

係
る

支
援

」
で

は
、

看
護

師
、

療
法

士
等

の
実

習
生

及
び

研
修

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
ほ

か
、

「
障

害
児

の
地

域
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

支
援

」
で

は
、

地
域

療
育

支
援

事
業

と
し

て
、

地
域

の
療

育
機

関
等

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
療

育
に

携
わ

る
職

員
の

実
習

を
受

け
入

れ
る

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
た

。
・

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

Ｂ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「

Ｂ
」

評
価

と
し

た
。

実
習

生
及

び
研

修
生

の
受

入
れ

の
拡

大
等

に
よ

り
医

療
・

福
祉

関
係

者
の

資
質

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
施

設
利

用
の

普
及

啓
発

に
努

め
、

療
育

支
援

の
充

実
を

図
ら

れ
た

い
。

3



4

評
価

結
果

評
　

価
　

理
　

由
評

価
結

果
評

　
価

　
理

　
由

　
等

８
法

令
・

社
会

規
範

の
遵

守
及

び
適

切
な

情
報
管
理

資
料
1
3

ｐ
2
1

Ａ

・
栃

木
県

情
報

公
開

条
例

、
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

に
基

づ
き

、
公

文
書

及
び

個
人

情
報

を
適

切
に

管
理

し
、

職
員

に
対

し
情

報
管

理
に

つ
い

て
注

意
喚

起
を

図
る

な
ど

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

９
災

害
等

へ
の
対
応

資
料
1
3

ｐ
2
2

Ａ

・
県

が
実

施
す

る
セ

ミ
ナ

ー
へ

担
当

職
員

を
派

遣
し

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
策

定
に

必
要

な
情

報
の

収
集

に
努

め
た

ほ
か

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

の
前

段
と

し
て

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定

し
た

。
ま

た
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
台

風
1
9
号

豪
雨

Ｊ
Ｒ

Ａ
Ｔ

災
害

対
策

本
部

（
東

京
本

部
）

に
職

員
を

派
遣

す
る

と
と

も
に

、
Ｊ

Ｒ
Ａ

Ｔ
や

栃
木

県
災

害
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

連
絡

会
の

定
例

会
に

職
員

を
派

遣
す

る
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

第
２

１
業

務
運

営
体
制
の
確
立

資
料
1
3

ｐ
2
3

Ａ

・
経

営
企

画
室

を
中

心
と

し
て

、
内

部
監

査
に

よ
る

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

や
小

児
整

形
外

来
、

神
経

難
病

外
来

等
の

新
設

に
よ

る
業

務
運

営
の

充
実

を
図

っ
た

ほ
か

、
事

務
決

裁
規

程
の

改
正

に
よ

り
事

務
処

理
の

効
率

化
を

図
る

な
ど

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

２
経

営
参

画
意
識
の
向
上

資
料
1
3

ｐ
2
4

Ａ

・
管

理
運

営
会

議
で

経
営

方
針

の
検

討
や

経
営

情
報

を
共

有
す

る
と

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

所
内

連
絡

会
議

等
に

報
告

す
る

な
ど

職
員

の
経

営
参

画
意

識
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

新
た

に
業

務
改

善
に

係
る

職
員

提
案

制
度

を
開

始
す

る
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
 
項

 
目

法
人

の
自

己
評

価
知

事
の

評
価

（
案

）



資
料

1
3

３
収

入
の

確
保

及
び

費
用

の
削
減
へ
の
取
組

資
料
1
3

ｐ
2
5
～
2
7

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
療

法
士

数
」

、
「

新
入

院
患

者
数

」
、

「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

割
合

」
及

び
「

材
料

費
対

医
業

収
益

比
率

」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

」
、

「
医

師
数

」
、

「
病

床
利

用
率

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。
・

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「

収
入

の
確

保
対

策
」

で
は

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
１

月
か

ら
５

階
及

び
６

階
病

棟
に

お
い

て
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
の

算
定

を
開

始
し

た
ほ

か
、

「
費

用
の

削
減

対
策

」
で

は
、

医
薬

品
の

定
期

的
な

使
用

量
を

把
握

し
、

医
薬

品
管

理
の

効
率

化
及

び
適

正
化

を
図

る
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
の

増
加

や
医

師
の

安
定

的
な

確
保

に
よ

り
更

な
る

収
入

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
病

床
利

用
率

の
向

上
に

努
め

ら
れ

た
い

。

第
３

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
事

項 資
料
1
3

ｐ
2
8

Ａ

・
指

標
の

達
成

状
況

に
関

し
て

は
、

「
経

常
収

支
比

率
」

は
目

標
値

を
上

回
っ

た
一

方
、

「
医

業
収

支
比

率
」

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
。

・
年

度
計

画
の

業
務

実
績

に
関

し
て

は
、

毎
月

、
中

堅
幹

部
職

員
以

上
が

出
席

す
る

所
内

連
絡

会
議

に
お

い
て

、
入

退
院

別
・

診
療

科
別

の
前

月
ま

で
の

稼
働

額
を

周
知

し
、

経
営

情
報

の
共

有
を

行
う

と
と

も
に

収
益

の
維

持
・

増
加

に
向

け
た

取
り

組
み

の
強

化
を

働
き

か
け

た
。

令
和

元
(
2
0
1
9
)
年

度
の

経
常

収
支

比
率

は
1
0
4
.
1
%
と

な
り

目
標

を
達

成
し

た
。

・
以

上
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

結
果

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
た

だ
し

、
医

業
収

支
比

率
の

改
善

に
向

け
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。

第
８

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事
項

資
料
1
3

ｐ
2
9

Ａ

・
医

療
機

器
等

の
調

達
に

当
た

っ
て

は
、

管
理

運
営

会
議

に
お

い
て

投
資

計
画

を
精

査
し

、
計

画
的

な
更

新
・

整
備

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
こ

と
か

ら
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「

Ａ
」

評
価

と
し

た
。

Ａ

・
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
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期
事
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度
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平
成

3
1
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2
0
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9
）
年
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月
 
１
日
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令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
３
月

3
1
日
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行
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立
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ビ
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１
 
県
民
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し
て
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供
す
る

サ
ー
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の
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の
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務
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（
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項
目
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１
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高
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携
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・
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・
・

2
2 

 第
２
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収
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◆
　
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
各
事
業
年
度
の
項
目
別
評
価

平
成
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

令
和
元
（
2
0
1
9
）

年
度

令
和
２
（
2
0
2
0
）

年
度

令
和
３
（
2
0
2
1
）

年
度

令
和
４
（
2
0
2
2
）

年
度

第
１
　
県
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

B
B

A
A

A
A

B
B

B
B

B
A

B
B

A
A

A
A

第
２
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項

A
A

A
A

B
A

第
３
　
予
算
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

A
A

第
８
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

A
A

（
参
考
）
　
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
各
事
業
年
度
の
全
体
評
価

４
　
障
害
児
・
障
害
者
の
福
祉
の
充
実

８
　
法
令
・
社
会
規
範
の
遵
守
及
び
適
切
な
情
報
管
理

令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度

令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度

５
　
人
材
の
確
保
と
育
成

令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度

中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
進
捗
に
や
や
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。
(案
)

業
務
実
績
報
告
書
兼
中
項
目
別
評
価
報
告
書
　
総
括
表

年
度

評
価
結
果

平
成
3
0
（
2
0
1
8
）
年
度
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
進
捗
に
や
や
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。

令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度

項
目

１
　
質
の
高
い
医
療
の
提
供

２
　
安
全
で
安
心
な
医
療
の
提
供

３
　
患
者
・
県
民
等
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
の
提
供

財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

６
　
地
域
連
携
の
推
進

７
　
地
域
医
療
・
福
祉
へ
の
貢
献

９
　
災
害
等
へ
の
対
応

１
　
業
務
運
営
体
制
の
確
立

２
　
経
営
参
画
意
識
の
向
上

３
　
収
入
の
確
保
及
び
費
用
の
削
減
へ
の
取
組

1



◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
3
0
0
,0

0
0

2
5
8
,1

0
2

8
6
%

3
0
3
,0

0
0

ⅱ
2
1
0
,4

8
2

2
5
8
,1

0
2

2
2
5
.5

3
6
.8

1
4
4
%

3
0
.0

ⅴ
2
9
.0

3
6
.8

3
7
,0

0
0

4
,9

5
6

7
1
%

7
,4

0
0

ⅰ
5
,7

3
9

4
,9

5
6

4
3
0

5
1
7
%

4
5

ⅰ
1
1

5

5
1
,4

2
0

9
4
7

6
7
%

ⅰ
1
,0

8
0

9
4
7

6
5
0
,0

0
0

6
5
,2

7
4

1
3
1
%

ⅴ
4
7
,4

6
2

6
5
,2

7
4

7
8

7
8
8
%

ⅱ
9

7

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

  
  

 第
１

　
県

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

（
大

項
目

）

　
　

　
　

１
　

質
の

高
い

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

（
単

位
）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
専

門
的

な
医

療
の

提
供

（
小

項
目

）
　

心
身

に
障

害
の

あ
る

乳
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
あ

ら
ゆ

る
年

齢
層

の
患

者
が

必
要

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
専

門
病

院
と

し
て

、
以

下
の

と
お

り
、

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
。

　
心

身
に

障
害

の
あ

る
乳

幼
児

か
ら

高
齢

者
ま

で
の

あ
ら

ゆ
る

年
齢

層
の

患
者

が
必

要
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

専
門

病
院

と
し

て
、

以
下

の
と

お
り

、
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

。

・
　

社
会

、
教

育
、

職
業

と
い

っ
た

各
分

野
と

連
携

が
必

要
な

6
5
歳

未
満

の
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
目

的
で

の
受

け
入

れ
が

 2
9
.1

%
（
6
1
2
人

中
1
7
8
人

）
で

あ
っ

た
。

特
に

5
.1

%
(1

7
8
人

中
9
人

)
を

占
め

る
若

年
脊

髄
損

傷
・
脳

外
傷

患
者

に
対

し
て

は
、

入
院

中
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

に
加

え
、

退
院

後
も

外
来

で
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

、
併

設
す

る
障

害
者

自
立

訓
練

セ
ン

タ
ー

、
高

次
脳

機
能

障
害

支
援

拠
点

機
関

の
機

能
を

活
用

し
な

が
ら

、
復

学
、

就
労

、
社

会
参

加
を

目
的

と
し

た
関

係
機

関
へ

の
円

滑
な

移
行

を
図

っ
た

。

・
　

Ｆ
ＩＭ

（
機

能
的

自
立

度
評

価
表

）
の

点
数

の
低

い
重

症
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
専

門
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

・
　

Ｆ
ＩＭ

（
機

能
的

自
立

度
評

価
表

）
の

点
数

の
低

い
重

症
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
専

門
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

・
　

Ｆ
ＩＭ

（
機

能
的

自
立

度
評

価
表

）
の

点
数

の
低

い
重

症
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
結

果
、

入
院

患
者

に
占

め
る

重
症

患
者

の
割

合
は

目
標

（
2
5
.5

％
）
を

上
回

り
3
6
.8

％
と

な
っ

た
。

・
　

社
会

、
教

育
、

職
業

と
い

っ
た

各
分

野
と

連
携

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

な
脊

髄
損

傷
患

者
や

高
次

脳
機

能
障

害
を

伴
っ

た
脳

外
傷

患
者

等
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
専

門
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

・
　

社
会

、
教

育
、

職
業

と
い

っ
た

各
分

野
と

連
携

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

な
脊

髄
損

傷
患

者
や

高
次

脳
機

能
障

害
を

伴
っ

た
脳

外
傷

患
者

等
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
一

定
期

間
が

経
過

し
て

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
継

続
し

て
提

供
し

、
社

会
福

祉
施

設
や

特
別

支
援

学
校

等
の

関
係

機
関

へ
の

円
滑

な
移

行
を

図
っ

て
い

く
。

重
症

患
者

の
受

入
れ

割
合

（
％

）

療
法

士
及

び
看

護
師

の
学

会
発

表
件

数
（
件

）

発
達

障
害

外
来

受
診

者
数

（
人

）

整
形

外
科

手
術

実
施

人
数

（
人

）

ブ
レ

イ
ス

（
装

具
）
ク

リ
ニ

ッ
ク

実
施

件
数

（
件

）
休

日
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
（
単

位
）

ア
　

専
門

的
な

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
提

供
・
　

脳
卒

中
、

脳
外

傷
、

骨
折

等
に

よ
る

運
動

障
害

、
高

次
脳

機
能

障
害

、
失

語
症

等
の

あ
る

回
復

期
の

患
者

に
対

し
、

医
師

、
看

護
師

、
療

法
士

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
心

理
職

等
の

多
職

種
の

チ
ー

ム
に

よ
る

医
学

的
・
社

会
的

・
心

理
的

ア
プ

ロ
ー

チ
を

通
じ

て
、

専
門

的
か

つ
集

中
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

ア
　

専
門

的
な

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
提

供
・
　

脳
卒

中
、

脳
外

傷
、

骨
折

等
に

よ
る

運
動

障
害

、
高

次
脳

機
能

障
害

、
失

語
症

等
の

あ
る

回
復

期
の

患
者

に
対

し
、

医
師

、
看

護
師

、
療

法
士

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
心

理
職

等
の

多
職

種
の

チ
ー

ム
に

よ
る

医
学

的
・
社

会
的

・
心

理
的

ア
プ

ロ
ー

チ
を

通
じ

て
、

専
門

的
か

つ
集

中
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

　
 な

お
、

入
院

前
に

比
べ

Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日

常
生

活
活

動
）
が

低
下

し
、

退
院

後
の

生
活

様
式

の
再

編
が

必
要

と
な

る
な

ど
、

退
院

困
難

な
要

因
を

有
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
入

院
後

速
や

か
に

状
況

を
把

握
し

、
入

院
早

期
に

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
患

者
や

家
族

と
の

面
談

を
行

う
。

・
　

回
復

期
の

患
者

に
対

し
、

医
師

を
中

心
と

し
た

診
療

、
専

門
性

を
有

す
る

療
法

士
に

よ
る

理
学

・
作

業
・
言

語
の

各
療

法
等

、
専

門
的

か
つ

集
中

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

し
た

。
　

 な
お

、
入

院
前

に
比

べ
Ａ

Ｄ
Ｌ

（
日

常
生

活
活

動
）
が

低
下

し
、

退
院

後
の

生
活

様
式

の
再

編
が

必
要

と
な

る
な

ど
、

退
院

困
難

な
要

因
を

有
し

て
い

る
患

者
に

つ
い

て
は

、
入

院
時

に
多

職
種

に
よ

る
評

価
で

状
況

を
把

握
し

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

(以
下

「
Ｍ

Ｓ
Ｗ

」
)に

よ
る

面
談

を
行

っ
た

。
ま

た
、

9
9
.4

％
（
6
2
0
人

中
6
1
6
人

）
の

入
院

患
者

に
つ

い
て

、
入

院
後

一
週

間
以

内
に

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

し
た

。

2



イ
　

障
害

児
・
障

害
者

に
対

す
る

専
門

医
療

の
提

供
・
　

肢
体

不
自

由
児

や
発

達
障

害
児

等
に

対
し

、
施

設
部

門
（
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

・
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

）
を

は
じ

め
、

栃
木

県
障

害
者

総
合

相
談

所
や

相
談

支
援

事
業

所
、

特
別

支
援

学
校

と
連

携
し

て
、

相
談

か
ら

診
療

、
療

育
、

教
育

に
至

る
一

貫
し

た
総

合
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

・
　

早
期

発
見

・
早

期
療

育
の

理
念

の
も

と
、

地
域

に
お

け
る

療
育

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、

病
院

部
門

と
施

設
部

門
に

お
け

る
人

的
・
物

的
資

源
を

有
効

活
用

し
な

が
ら

、
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

、
注

意
欠

如
多

動
性

障
害

（
Ａ

Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
、

脳
性

麻
痺

等
の

障
害

児
に

対
す

る
専

門
的

か
つ

継
続

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

す
る

。

・
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
親

子
通

園
や

、
病

院
で

の
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
活

用
し

、
障

害
児

本
人

の
発

達
を

促
す

と
と

も
に

、
家

族
へ

の
支

援
を

行
っ

た
。

・
　

病
院

部
門

と
施

設
部

門
（
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

・
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

）
が

連
携

・
協

力
し

、
保

護
者

が
、

障
害

の
あ

る
子

及
び

そ
の

兄
弟

へ
の

適
切

な
関

わ
り

方
や

日
常

生
活

の
中

で
実

施
で

き
る

訓
練

等
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
家

庭
や

地
域

に
お

け
る

療
育

を
支

援
す

る
。

イ
　

障
害

児
・
障

害
者

に
対

す
る

専
門

医
療

の
提

供
・
　

肢
体

不
自

由
児

や
発

達
障

害
児

に
対

し
、

施
設

部
門

を
は

じ
め

、
相

談
支

援
機

関
や

特
別

支
援

学
校

と
連

携
し

て
相

談
か

ら
診

療
、

療
育

、
教

育
に

至
る

一
貫

し
た

総
合

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。

・
　

肢
体

不
自

由
児

や
発

達
障

害
児

の
早

期
療

育
に

資
す

る
た

め
、

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
や

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
直

接
的

な
療

育
支

援
に

加
え

、
わ

か
く
さ

特
別

支
援

学
校

や
地

域
の

相
談

支
援

事
務

所
と

連
携

し
て

、
診

療
、

療
育

、
教

育
等

総
合

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

し
た

。

・
　

幼
児

期
の

発
達

障
害

児
に

対
し

、
個

々
の

発
達

状
態

を
定

期
的

に
評

価
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

発
達

状
態

に
応

じ
て

感
覚

統
合

療
法

、
言

語
聴

覚
療

法
、

心
理

療
法

を
実

施
す

る
な

ど
、

専
門

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

集
中

的
に

提
供

す
る

。

・
　

幼
児

期
の

発
達

障
害

児
に

対
し

、
個

々
の

発
達

状
態

を
定

期
的

に
評

価
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

発
達

状
態

に
応

じ
て

感
覚

統
合

療
法

、
言

語
聴

覚
療

法
、

心
理

療
法

を
実

施
す

る
な

ど
、

専
門

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

集
中

的
に

提
供

す
る

。

・
　

幼
児

期
の

発
達

障
害

児
に

対
し

、
定

期
的

に
各

種
検

査
を

実
施

し
、

個
々

の
発

達
課

題
に

応
じ

た
専

門
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

保
護

者
へ

関
わ

り
方

の
指

導
や

ア
ド

バ
イ

ス
も

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

職
種

間
で

情
報

共
有

等
を

行
い

、
よ

り
多

角
的

な
理

解
と

支
援

を
促

進
し

た
。

・
　

病
院

部
門

と
施

設
部

門
が

連
携

・
協

力
し

、
保

護
者

が
、

障
害

の
あ

る
子

及
び

そ
の

兄
弟

へ
の

適
切

な
関

わ
り

方
や

日
常

生
活

の
中

で
実

施
で

き
る

訓
練

等
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
家

庭
や

地
域

に
お

け
る

養
育

を
支

援
す

る
。

　
　

具
体

的
に

は
、

病
院

部
門

に
通

院
し

て
い

る
障

害
児

の
家

族
に

対
し

て
は

、
各

担
当

か
ら

の
個

別
的

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

評
価

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

施
設

部
門

に
通

園
し

て
い

る
障

害
児

の
家

族
に

対
し

て
は

、
保

護
者

向
け

の
学

習
会

を
開

催
す

る
な

ど
、

専
門

職
種

に
よ

る
情

報
提

供
を

行
う

機
会

の
充

実
を

図
る

。

・
　

医
療

セ
ン

タ
ー

に
通

院
し

て
い

る
障

害
児

に
対

し
て

医
学

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

家
族

に
対

し
個

別
的

な
評

価
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
家

庭
や

学
校

等
の

生
活

場
面

で
実

際
に

活
か

せ
る

よ
う

指
導

・
援

助
し

た
。

さ
ら

に
、

装
具

・
車

椅
子

・
座

位
保

持
装

置
な

ど
を

作
製

す
る

際
は

、
必

要
に

応
じ

て
、

現
在

の
能

力
で

よ
り

高
い

次
元

の
Ａ

Ｄ
Ｌ

（
日

常
生

活
活

動
）
が

獲
得

で
き

る
よ

う
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
っ

た
。

　
　

ま
た

、
施

設
部

門
に

通
園

し
て

い
る

障
害

児
に

対
し

て
定

期
的

に
個

別
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
家

族
に

対
し

て
は

、
概

ね
月

１
回

、
保

護
者

向
け

の
学

習
会

を
開

催
し

、
療

法
士

や
心

理
職

等
の

専
門

職
に

よ
る

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

・
　

病
院

部
門

と
施

設
部

門
（
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

・
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

）
が

連
携

・
協

力
し

、
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

、
注

意
欠

如
多

動
性

障
害

（
Ａ

Ｄ
Ｈ

Ｄ
）
、

脳
性

麻
痺

等
の

障
害

児
に

対
し

、
専

門
的

か
つ

継
続

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

す
る

。

・
　

Ｖ
Ｆ

／
Ｖ

Ｅ
（
嚥

下
造

影
検

査
・
嚥

下
内

視
鏡

検
査

）
等

を
活

用
し

て
、

経
管

栄
養

や
胃

瘻
設

置
の

患
者

に
経

口
摂

取
を

目
指

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

す
る

。

・
　

Ｖ
Ｆ

（
嚥

下
造

影
検

査
）
/
Ｖ

Ｅ
（
嚥

下
内

視
鏡

検
査

）
等

を
活

用
し

て
、

経
管

栄
養

や
胃

瘻
設

置
の

患
者

に
経

口
摂

取
を

目
指

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

す
る

。

・
　

医
師

を
始

め
多

職
種

が
共

同
し

て
各

種
検

査
を

実
施

し
、

経
口

摂
取

を
目

指
し

て
患

者
の

状
態

に
合

わ
せ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

を
立

案
、

提
供

し
た

。

・
　

介
護

保
険

制
度

の
適

用
外

と
な

る
脳

性
麻

痺
、

脳
外

傷
、

脊
髄

損
傷

、
上

肢
・
下

肢
の

切
断

等
の

患
者

に
対

し
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
継

続
的

に
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

・
　

介
護

保
険

制
度

の
適

用
外

と
な

る
脳

性
麻

痺
、

脳
外

傷
、

脊
髄

損
傷

、
上

肢
・
下

肢
の

切
断

等
の

患
者

に
対

し
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

効
果

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
継

続
的

に
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
す

る
。

・
　

介
護

保
険

制
度

の
適

用
外

と
な

る
脳

性
麻

痺
、

脳
外

傷
、

脊
髄

損
傷

、
上

肢
・
下

肢
の

切
断

等
の

患
者

に
対

し
、

継
続

的
に

外
来

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

し
た

(外
来

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
年

間
総

実
施

単
位

数
1
3
,8

9
1
単

位
)。

・
　

脳
性

麻
痺

、
小

児
運

動
器

疾
患

等
の

障
害

児
・
障

害
者

に
対

し
、

整
形

外
科

手
術

を
実

施
す

る
。

・
　

県
内

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
、

医
療

機
関

か
ら

の
患

者
の

紹
介

件
数

を
増

や
す

こ
と

に
よ

り
、

脳
性

麻
痺

、
小

児
運

動
器

疾
患

等
の

整
形

外
科

手
術

の
件

数
増

を
図

る
。

・
　

自
治

医
科

大
学

小
児

整
形

外
科

と
の

連
携

に
よ

り
「
小

児
整

形
外

来
」
を

開
設

し
、

脳
性

麻
痺

、
小

児
運

動
器

疾
患

等
の

整
形

外
科

手
術

の
積

極
的

な
実

施
に

努
め

た
（
年

間
手

術
件

数
５

件
）
。

・
　

医
療

機
関

を
受

診
す

る
発

達
障

害
者

数
の

増
加

や
周

産
期

医
療

の
進

歩
に

伴
う

医
療

的
ケ

ア
児

の
増

加
な

ど
医

療
・
福

祉
ニ

ー
ズ

の
変

化
を

踏
ま

え
、

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

が
果

た
す

べ
き

役
割

や
機

能
、

提
供

す
る

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

・
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

が
果

た
す

べ
き

役
割

・
機

能
及

び
提

供
す

べ
き

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

た
め

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

関
係

職
員

及
び

県
庁

関
係

課
を

構
成

員
と

す
る

「
小

児
医

療
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
あ

り
方

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
」
を

設
置

し
、

計
４

回
の

検
討

を
行

い
、

医
療

的
ケ

ア
児

や
発

達
障

害
児

へ
の

支
援

な
ど

今
後

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
が

取
り

組
む

べ
き

課
題

の
整

理
を

行
っ

た
。

・
　

難
病

に
関

す
る

診
療

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
県

内
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

・
　

県
指

定
の

「
難

病
医

療
協

力
病

院
」
と

し
て

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
「
神

経
難

病
外

来
」
を

開
設

し
、

紹
介

患
者

の
積

極
的

な
受

け
入

れ
に

努
め

た
。

3



・
　

地
域

医
療

連
携

室
が

窓
口

と
な

り
紹

介
元

病
院

か
ら

患
者

の
診

療
情

報
等

を
入

手
し

、
外

来
で

の
診

察
を

行
う

こ
と

な
く
直

接
入

院
さ

せ
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
急

性
期

病
院

か
ら

転
院

し
た

患
者

の
う

ち
9
2
.7

%
（
6
0
5
人

中
5
6
1
人

）
が

直
接

入
院

と
な

っ
た

。

（
２

）
医

療
機

能
の

充
実

（
小

項
目

）

・
　

回
復

期
病

棟
で

は
3
6
5
日

リ
ハ

を
実

施
し

、
患

者
一

人
あ

た
り

１
日

平
均

7
.1

3
単

位
（
平

日
7
.8

9
単

位
、

休
日

5
.6

6
単

位
）
を

提
供

し
た

。
　

 一
般

病
棟

で
は

、
平

成
2
5
（
2
0
1
3
）
年

７
月

か
ら

休
止

し
て

い
た

日
曜

日
の

休
日

リ
ハ

を
、

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

1
0
月

か
ら

一
部

再
開

し
（
理

学
療

法
）
、

3
6
5
日

リ
ハ

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

１
月

か
ら

は
作

業
療

法
も

不
定

期
で

は
あ

る
が

再
開

し
た

。

イ
　

多
職

種
の

連
携

に
よ

る
医

療
の

提
供

・
　

多
職

種
に

よ
る

入
院

早
期

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
患

者
ご

と
の

定
期

的
な

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
電

子
カ

ル
テ

を
有

効
に

活
用

し
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

お
け

る
情

報
や

治
療

目
標

の
共

有
化

を
す

す
め

る
。

・
　

歯
科

衛
生

士
が

、
週

３
回

定
期

的
に

病
院

・
施

設
の

巡
回

を
継

続
し

、
入

院
患

者
や

入
所

児
、

入
所

者
の

口
腔

衛
生

状
態

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
そ

の
結

果
を

看
護

師
等

と
情

報
共

有
し

、
口

腔
内

の
保

清
に

努
め

た
。

・
　

嚥
下

の
困

難
な

患
者

に
対

す
る

錠
剤

の
粉

砕
等

、
個

々
の

患
者

の
状

態
に

応
じ

た
調

剤
を

行
う

と
と

も
に

、
薬

剤
師

に
よ

る
病

棟
で

の
服

薬
指

導
を

充
実

す
る

。

・
　

患
者

ご
と

の
多

職
種

に
よ

る
入

院
早

期
（
入

院
後

1
週

間
ま

で
）
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

定
期

的
な

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
う

と
と

も
に

、
電

子
カ

ル
テ

を
活

用
し

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
お

け
る

情
報

や
治

療
目

標
を

共
有

し
た

。
（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

総
件

数
1
,1

3
4
件

）

・
　

県
内

の
回

復
期

の
医

療
需

要
増

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
を

増
床

（
4
0
床

）
す

る
と

と
も

に
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

の
施

設
基

準
に

適
合

す
る

体
制

整
備

を
目

指
す

な
ど

、
合

併
症

等
で

看
護

必
要

度
の

高
い

患
者

も
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

・
　

認
定

看
護

師
の

専
門

性
等

を
活

用
す

る
な

ど
し

て
、

質
の

高
い

看
護

ケ
ア

の
提

供
に

取
り

組
む

。
・
　

認
定

看
護

師
を

講
師

と
す

る
院

内
研

修
会

を
計

画
的

に
開

催
し

、
看

護
師

や
療

法
士

等
の

資
質

向
上

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
多

職
種

の
連

携
に

よ
る

質
の

高
い

看
護

ケ
ア

の
提

供
に

取
り

組
む

。

　
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
質

の
高

い
医

療
を

継
続

し
て

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
医

療
機

能
の

充
実

を
図

る
。

ア
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
充

実
・
　

急
性

期
病

院
と

の
連

携
を

強
化

し
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
対

象
と

な
る

患
者

を
受

け
入

れ
る

。

　
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
質

の
高

い
医

療
を

継
続

し
て

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
医

療
機

能
の

充
実

を
図

る
。

ア
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
充

実
・
　

急
性

期
病

院
が

患
者

を
紹

介
し

や
す

く
な

る
よ

う
、

地
域

医
療

連
携

室
が

窓
口

と
な

り
、

外
来

を
介

さ
ず

に
入

院
患

者
を

直
接

受
け

入
れ

る
な

ど
、

患
者

の
受

入
れ

体
制

を
強

化
す

る
。

業
務

実
績

・
　

歯
科

衛
生

士
が

定
期

的
に

入
院

患
者

の
口

腔
衛

生
状

態
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

個
別

的
な

口
腔

ケ
ア

を
患

者
や

家
族

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

歯
科

治
療

を
勧

め
る

。
　

　
ま

た
、

食
事

摂
取

の
状

況
等

も
含

め
、

歯
科

医
師

や
歯

科
衛

生
士

と
病

棟
看

護
師

が
情

報
を

共
有

し
、

患
者

の
口

腔
ケ

ア
の

管
理

の
充

実
を

図
る

。

・
　

看
護

部
教

育
委

員
会

と
認

定
看

護
師

会
が

連
携

し
て

全
職

員
を

対
象

と
し

た
院

内
研

修
会

を
計

画
立

案
、

２
回

実
施

し
た

。
ま

た
、

認
定

看
護

師
会

と
リ

ハ
部

が
連

携
し

、
看

護
師

、
療

法
士

を
対

象
と

し
た

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

研
修

会
を

３
回

実
施

し
、

職
員

の
質

向
上

を
図

っ
た

。

・
　

嚥
下

の
困

難
な

患
者

に
対

し
、

錠
剤

の
粉

砕
や

散
薬

へ
の

切
替

え
等

、
個

々
の

患
者

の
状

態
に

応
じ

た
調

剤
を

行
う

。
　

 ま
た

、
持

参
薬

か
ら

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
処

方
薬

へ
の

切
替

え
時

や
退

院
時

に
お

け
る

服
薬

指
導

を
重

点
的

に
実

施
す

る
。

・
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
に

係
る

重
症

患
者

割
合

及
び

重
症

患
者

回
復

率
、

在
宅

復
帰

率
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

績
指

数
の

各
施

設
基

準
が

入
院

料
１

あ
る

い
は

入
院

料
３

の
要

件
に

適
合

す
る

よ
う

必
要

な
チ

ェ
ッ

ク
体

制
を

構
築

す
る

。

・
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

及
び

入
院

料
３

の
要

件
に

関
す

る
検

討
会

を
毎

月
１

回
定

期
的

に
開

催
し

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

１
月

か
ら

５
階

及
び

６
階

病
棟

に
お

い
て

入
院

料
１

の
算

定
を

開
始

し
た

。

イ
　

多
職

種
の

連
携

に
よ

る
医

療
の

提
供

・
　

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

定
期

的
に

実
施

し
、

患
者

に
関

す
る

情
報

の
共

有
化

や
治

療
目

標
の

統
一

化
等

に
よ

り
、

患
者

一
人

ひ
と

り
の

視
点

に
立

っ
た

医
療

を
充

実
す

る
。

・
　

病
棟

で
の

口
腔

衛
生

指
導

等
、

歯
科

医
師

や
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
指

導
を

充
実

し
、

入
院

患
者

等
の

口
腔

衛
生

の
向

上
に

努
め

る
。

・
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

を
中

心
に

、
3
6
5
日

間
、

一
人

ひ
と

り
の

患
者

に
対

し
、

質
の

高
い

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

集
中

的
に

提
供

す
る

。
　

 な
お

、
療

法
士

の
更

な
る

確
保

を
図

り
、

休
日

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

を
目

指
す

。

・
　

嚥
下

困
難

患
者

や
経

管
栄

養
患

者
に

対
し

て
錠

剤
を

粉
砕

し
た

り
多

種
の

散
剤

を
混

合
し

一
包

化
す

る
な

ど
、

個
々

の
患

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
調

剤
を

実
施

し
た

。
 　

服
薬

指
導

に
つ

い
て

は
、

入
院

時
は

４
階

病
棟

を
中

心
に

、
退

院
時

は
求

め
に

応
じ

て
薬

剤
師

が
病

棟
の

看
護

師
と

連
携

し
て

患
者

の
理

解
度

に
合

わ
せ

た
き

め
細

や
か

な
指

導
を

実
施

し
た

。

・
　

褥
瘡

対
策

委
員

会
の

運
営

等
を

通
じ

て
、

患
者

の
皮

膚
や

栄
養

の
状

態
の

評
価

、
褥

瘡
の

防
止

や
改

善
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
Ｎ

Ｓ
Ｔ

（
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

）
の

設
置

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

・
　

褥
瘡

対
策

委
員

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
褥

瘡
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
定

期
的

な
回

診
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

患
者

の
皮

膚
や

栄
養

状
態

の
評

価
、

褥
瘡

の
防

止
や

改
善

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

　
 ま

た
、

褥
瘡

を
防

止
し

、
効

果
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
実

施
す

る
た

め
、

Ｎ
Ｓ

Ｔ
（
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

）
の

設
置

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

・
　

管
理

栄
養

士
や

医
師

、
看

護
師

、
臨

床
検

査
技

師
等

を
構

成
員

と
す

る
褥

瘡
対

策
委

員
会

を
２

回
開

催
し

た
。

委
員

会
に

お
い

て
は

全
職

員
対

象
に

褥
瘡

の
「
外

用
薬

の
使

用
に

つ
い

て
」
を

テ
ー

マ
と

し
た

研
修

を
１

回
実

施
し

た
。

　
　

ま
た

、
給

食
委

員
会

に
お

い
て

Ｎ
Ｓ

Ｔ
の

設
置

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

・
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

を
中

心
に

、
3
6
5
日

間
、

一
人

ひ
と

り
の

患
者

に
対

し
、

質
の

高
い

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

集
中

的
に

提
供

す
る

。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容4



評
価

理
由

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

に
努

め
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

の
増

加
と

障
害

児
・
障

害
者

に
対

す
る

専
門

医
療

の
充

実
を

図
ら

れ
た

い
。

・
　

介
護

保
険

制
度

の
適

用
外

と
な

る
脳

性
麻

痺
、

脳
外

傷
、

脊
髄

損
傷

、
上

肢
・
下

肢
の

切
断

等
の

患
者

に
対

し
、

継
続

的
に

外
来

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
を

提
供

し
た

(外
来

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
年

間
総

実
施

単
位

数
1
3
,8

9
1
単

位
)。

【
再

掲
、

(１
)-

イ
】

・
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

が
果

た
す

べ
き

役
割

・
機

能
及

び
提

供
す

べ
き

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

た
め

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

関
係

職
員

及
び

県
庁

関
係

課
を

構
成

員
と

す
る

「
小

児
医

療
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
あ

り
方

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
」
を

設
置

し
、

計
４

回
の

検
討

を
行

い
、

医
療

的
ケ

ア
児

や
発

達
障

害
児

へ
の

支
援

な
ど

今
後

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
が

取
り

組
む

べ
き

課
題

の
整

理
を

行
っ

た
。

【
再

掲
、

(１
)-

イ
】

・
　

回
復

期
病

棟
で

は
3
6
5
日

リ
ハ

を
実

施
し

、
患

者
一

人
あ

た
り

１
日

平
均

7
.1

3
単

位
（
平

日
7
.8

9
単

位
、

休
日

5
.6

6
単

位
）
を

提
供

し
た

。
　

 一
般

病
棟

で
は

、
平

成
2
5
（
2
0
1
3
）
年

７
月

か
ら

休
止

し
て

い
た

日
曜

日
の

休
日

リ
ハ

を
、

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

1
0
月

か
ら

一
部

再
開

し
、

3
6
5

日
リ

ハ
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
再

掲
、

(2
)-

ア
】

（
４

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

調
査

研
究

等
の

推
進

（
小

項
目

）

法
人

の
自

己
評

価
Ｂ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
重

症
患

者
の

受
入

れ
割

合
」
、

「
休

日
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
」
が

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
」
、

「
発

達
障

害
外

来
受

診
者

数
」
、

「
整

形
外

科
手

術
実

施
人

数
」
、

「
ブ

レ
イ

ス
（
装

具
）
ク

リ
ニ

ッ
ク

実
施

件
数

」
及

び
「
療

法
士

及
び

看
護

師
の

学
会

発
表

件
数

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
専

門
的

な
医

療
の

提
供

」
で

は
、

入
院

時
の

多
職

種
に

よ
る

評
価

及
び

Ｍ
Ｓ

Ｗ
に

よ
る

面
談

の
実

施
や

重
症

患
者

の
積

極
的

な
受

け
入

れ
に

加
え

、
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
に

努
め

た
ほ

か
、

「
障

害
児

・
障

害
者

に
対

す
る

専
門

医
療

の
提

供
」
と

し
て

、
病

院
と

施
設

で
連

携
し

障
害

児
の

発
達

を
促

す
と

と
も

に
、

介
護

保
険

制
度

の
適

用
外

と
な

る
患

者
に

対
し

、
継

続
的

に
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
提

供
し

た
。

さ
ら

に
「
医

療
機

能
の

充
実

」
と

し
て

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
及

び
入

院
料

３
の

要
件

に
適

合
す

る
よ

う
定

期
的

に
検

討
会

を
開

催
し

た
ほ

か
、

3
6
5
日

リ
ハ

を
充

実
さ

せ
る

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
た

。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

（
３

）
先

進
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
提

供
（
小

項
目

）
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
療

法
等

の
新

た
な

療
法

に
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
等

、
先

進
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

技
術

の
導

入
に

つ
い

て
継

続
的

に
研

究
を

進
め

る
。

・
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
療

法
等

の
新

た
な

療
法

に
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
等

、
先

進
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

技
術

の
導

入
に

つ
い

て
継

続
的

に
研

究
を

進
め

る
。

・
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
療

法
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
6
2
人

(注
射

料
算

定
延

べ
2
7
,4

0
0
単

位
)に

実
施

し
た

。
ま

た
、

先
進

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
技

術
の

導
入

の
た

め
に

学
会

参
加

や
院

内
で

の
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
（
３

回
）
を

通
し

て
先

進
的

な
医

療
技

術
に

関
す

る
知

識
や

情
報

を
収

集
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー
ツ

（
H

O
N

D
A

歩
行

ア
シ

ス
ト

）
を

導
入

し
た

。

　
県

立
病

院
・
施

設
と

し
て

、
質

の
高

い
医

療
等

を
継

続
し

て
提

供
し

て
い

け
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
調

査
研

究
等

を
推

進
す

る
。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

イ
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

修
会

や
学

会
等

に
職

員
を

積
極

的
に

参
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

内
に

お
け

る
研

修
会

や
事

例
研

究
等

を
計

画
的

に
実

施
し

、
職

員
の

専
門

的
知

識
及

び
技

能
の

向
上

を
図

る
。

イ
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
研

修
会

や
学

会
等

に
職

員
を

積
極

的
に

参
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

内
に

お
け

る
研

修
会

や
事

例
研

究
等

を
計

画
的

に
実

施
し

、
職

員
の

専
門

的
知

識
及

び
技

能
の

向
上

を
図

る
。

・
　

リ
ハ

関
係

学
会

や
自

治
体

病
院

学
会

等
で

の
発

表
・
参

加
を

促
し

、
７

件
の

発
表

を
行

っ
た

。
　

 ま
た

、
院

外
の

研
修

で
得

た
知

見
（
「
感

覚
統

合
認

定
講

習
会

」
「
人

工
関

節
置

換
術

後
の

運
動

療
法

」
「
高

次
脳

機
能

障
害

相
談

支
援

」
「
開

示
や

訴
訟

に
耐

え
う

る
看

護
記

録
」
「
在

宅
支

援
の

あ
り

方
と

看
護

の
課

題
」
「
認

定
看

護
師

教
育

課
程

　
摂

食
嚥

下
障

害
看

護
分

野
」
な

ど
)を

基
に

、
院

内
の

職
員

を
対

象
に

伝
達

研
修

を
行

い
、

職
員

の
専

門
的

知
識

及
び

技
能

の
向

上
を

図
っ

た
。

ア
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

が
有

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

及
び

医
療

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
県

内
の

ヘ
ル

ス
ケ

ア
産

業
等

に
情

報
提

供
す

る
な

ど
、

患
者

や
家

族
が

望
む

新
た

な
医

療
機

器
の

製
品

開
発

等
に

貢
献

す
る

。

ア
　

患
者

や
家

族
が

望
む

新
た

な
医

療
機

器
の

製
品

開
発

等
に

貢
献

す
る

た
め

、
患

者
が

必
要

と
す

る
具

体
的

な
サ

ー
ビ

ス
や

医
療

機
器

の
イ

メ
ー

ジ
等

に
関

し
て

県
内

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

等
と

情
報

交
換

を
推

進
し

て
い

く
。

・
　

県
内

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

に
関

わ
る

事
業

者
が

参
加

す
る

「
と

ち
ぎ

ヘ
ル

ス
ケ

ア
産

業
協

議
会

」
の

部
会

に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

当
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
ヘ

ル
ス

ケ
ア

関
連

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

開
催

し
、

事
業

者
か

ら
ヘ

ル
ス

ケ
ア

関
連

の
商

品
の

説
明

や
デ

モ
を

受
け

る
と

と
も

に
、

当
セ

ン
タ

ー
の

ニ
ー

ズ
を

共
有

し
た

。

　
県

立
病

院
・
施

設
と

し
て

、
質

の
高

い
医

療
等

を
継

続
し

て
提

供
し

て
い

け
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
調

査
研

究
等

を
推

進
す

る
。

5



評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ｂ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

い
る

と
判

断
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
医

師
の

安
定

的
な

確
保

に
努

め
、

整
形

外
科

手
術

の
積

極
的

な
実

施
を

図
る

と
と

も
に

、
医

療
・
福

祉
ニ

ー
ズ

の
的

確
な

把
握

に
努

め
、

障
害

児
・
障

害
者

の
施

設
利

用
件

数
の

増
加

を
図

ら
れ

た
い

。

6



◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
5

9
1
8
0
%

6
ⅴ

8
9

2
2

3
1
5
0
%

ⅴ
2

3

3
2

8
4
0
0
%

ⅴ
2

8

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

ア
　

医
療

機
器

安
全

管
理

責
任

者
の

下
、

医
療

機
器

の
保

守
管

理
計

画
を

策
定

し
、

適
切

な
保

守
点

検
や

計
画

的
な

機
器

更
新

、
職

員
に

対
す

る
機

器
操

作
方

法
の

教
育

を
行

う
な

ど
、

医
療

機
器

の
性

能
維

持
と

安
全

性
の

確
保

を
図

る
。

ア
　

医
療

安
全

管
理

者
を

中
心

と
し

た
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
の

収
集

・
分

析
、

再
発

防
止

策
の

立
案

・
実

施
・
評

価
等

に
よ

り
、

医
療

安
全

対
策

の
推

進
を

図
る

。

ア
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

や
そ

の
下

部
組

織
で

あ
る

転
倒

・
転

落
検

証
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

、
院

内
で

発
生

し
た

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
事

例
の

発
生

要
因

等
を

分
析

し
、

再
発

防
止

に
向

け
た

対
策

を
立

案
・
実

施
・
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り

、
医

療
事

故
の

発
生

防
止

に
努

め
る

。

・
　

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

を
1
2
回

、
転

倒
転

落
検

証
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
1
0
回

開
催

し
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
事

例
に

つ
い

て
発

生
要

因
を

調
査

、
分

析
し

、
再

発
防

止
の

具
体

策
検

討
、

実
施

、
評

価
を

行
い

、
医

療
事

故
の

防
止

に
取

り
組

ん
だ

。
転

倒
転

落
検

証
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
は

、
１

つ
の

病
棟

で
実

施
し

て
い

た
対

策
を

現
場

に
出

向
き

検
討

し
、

他
の

病
棟

で
も

実
施

、
転

倒
防

止
に

取
り

組
ん

だ
。

　
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

、
医

療
機

器
、

医
薬

品
等

の
安

全
管

理
を

推
進

す
る

。

（
１

）
医

療
安

全
対

策
の

推
進

（
小

項
目

）

イ
　

研
修

会
や

院
内

広
報

等
に

よ
り

、
医

療
安

全
に

関
す

る
情

報
の

共
有

化
に

努
め

、
職

員
の

医
療

安
全

に
対

す
る

意
識

の
向

上
と

医
療

事
故

の
発

生
防

止
を

図
る

。

イ
　

医
療

安
全

研
修

会
や

院
内

広
報

等
に

よ
り

、
職

員
の

医
療

安
全

に
対

す
る

意
識

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
事

故
防

止
等

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

、
医

療
事

故
の

発
生

防
止

を
図

る
。

・
　

医
療

安
全

研
修

を
９

回
開

催
し

、
医

療
安

全
に

関
す

る
情

報
を

共
有

し
た

。
ア

ク
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
事

例
か

ら
各

部
署

で
管

理
す

る
物

品
の

種
類

と
定

数
を

決
め

る
と

と
も

に
、

そ
の

後
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
が

院
内

1
1
カ

所
を

ラ
ウ

ン
ド

し
、

管
理

状
況

を
チ

ェ
ッ

ク
し

た
。

ま
た

、
薬

剤
科

・
看

護
部

合
同

会
議

を
立

ち
上

げ
、

日
々

の
業

務
で

気
づ

い
た

事
項

に
関

す
る

話
合

い
の

場
を

設
け

、
医

療
安

全
の

意
識

向
上

を
図

っ
た

。

（
３

）
医

療
機

器
、

医
薬

品
等

の
安

全
管

理
の

推
進

（
小

項
目

）

（
２

）
院

内
感

染
防

止
対

策
の

推
進

（
小

項
目

）
　

患
者

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
院

内
感

染
防

止
対

策
を

推
進

す
る

。
　

患
者

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
院

内
感

染
防

止
対

策
を

推
進

す
る

。

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

医
療

安
全

対
策

を
推

進
す

る
。

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

医
療

安
全

対
策

を
推

進
す

る
。

　
　

　
　

２
　

安
全

で
安

心
な

医
療

の
提

供
（
中

項
目

）

指
標

名

医
療

安
全

に
関

す
る

研
修

会
の

実
施

回
数

（
回

）

医
薬

品
安

全
管

理
研

修
会

の
実

施
回

数
（
回

） 中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

集
中

ラ
ウ

ン
ド

実
施

回
数

（
回

）

　
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

、
医

療
機

器
、

医
薬

品
等

の
安

全
管

理
を

推
進

す
る

。

ア
　

感
染

対
策

委
員

会
に

お
い

て
、

院
内

感
染

の
監

視
、

指
導

、
教

育
等

、
防

止
対

策
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

ＩＣ
Ｔ

（
感

染
対

策
チ

ー
ム

）
を

中
心

に
感

染
源

や
感

染
経

路
に

応
じ

た
未

然
防

止
及

び
発

生
時

の
院

内
感

染
対

策
を

実
践

し
、

院
内

感
染

の
防

止
に

努
め

る
。

　
　

ま
た

、
感

染
防

止
対

策
が

充
実

し
て

い
る

外
部

の
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
を

強
化

す
る

。

ア
　

感
染

対
策

委
員

会
に

お
い

て
、

院
内

感
染

の
監

視
、

指
導

・
教

育
等

、
防

止
対

策
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

ＩＣ
Ｔ

（
感

染
防

止
対

策
チ

ー
ム

）
を

中
心

に
病

棟
等

を
定

期
的

に
巡

回
し

、
感

染
源

や
感

染
経

路
に

応
じ

た
未

然
防

止
及

び
活

性
時

の
院

内
感

染
対

策
を

実
践

し
、

院
内

感
染

の
防

止
に

努
め

る
。

　
　

ま
た

、
外

部
の

医
療

機
関

と
の

共
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
、

感
染

症
発

生
状

況
等

の
情

報
共

有
を

図
る

。

・
　

定
例

の
感

染
対

策
委

員
会

及
び

ＩＣ
Ｔ

会
議

を
そ

れ
ぞ

れ
1
2
回

開
催

し
た

ほ
か

、
院

内
で

感
染

症
が

発
生

し
た

際
や

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
防

止
に

つ
い

て
臨

時
に

委
員

会
を

1
6
回

招
集

（
う

ち
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
ＩＣ

Ｔ
臨

時
会

議
８

回
）
し

、
対

策
を

検
討

し
実

行
し

た
結

果
、

感
染

の
発

生
を

防
い

だ
。

　
 さ

ら
に

、
ＩＣ

Ｔ
が

週
１

回
病

棟
等

を
巡

回
（
う

ち
年

３
回

は
集

中
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

）
す

る
と

と
も

に
全

職
員

対
象

に
感

染
対

策
講

習
会

を
２

回
開

催
し

、
職

員
の

感
染

防
止

へ
の

意
識

・
知

識
の

向
上

に
努

め
た

。
 　

ま
た

、
栃

木
県

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
ＩＣ

Ｔ
と

共
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

４
回

開
催

し
、

感
染

症
発

生
状

況
を

共
有

し
、

対
策

の
報

告
や

相
談

を
す

る
と

と
も

に
、

双
方

で
巡

回
を

２
回

行
い

、
環

境
改

善
及

び
感

染
症

の
防

止
に

努
め

た
。

ア
　

医
療

機
器

安
全

管
理

責
任

者
の

下
、

医
療

機
器

の
保

守
管

理
計

画
の

策
定

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

保
守

点
検

や
計

画
的

な
機

器
更

新
、

職
員

に
対

す
る

機
器

操
作

方
法

の
教

育
を

行
う

な
ど

、
医

療
機

器
の

性
能

維
持

と
安

全
性

の
確

保
に

努
め

る
。

・
　

医
療

機
器

安
全

管
理

責
任

者
の

下
、

部
門

ご
と

に
医

療
機

器
の

保
守

点
検

計
画

を
策

定
し

、
医

療
機

器
の

保
守

点
検

を
行

っ
た

。
ま

た
、

心
電

図
、

除
細

動
器

な
ど

の
適

切
な

使
用

方
法

に
つ

い
て

、
研

修
会

を
行

っ
た

。

イ
　

全
職

員
（
委

託
業

者
を

含
む

。
）
を

対
象

と
し

た
感

染
対

策
研

修
会

を
開

催
す

る
な

ど
、

職
員

の
感

染
防

止
に

係
る

理
解

の
促

進
を

図
る

。
イ

　
全

職
員

（
委

託
業

者
を

含
む

。
）
を

対
象

と
し

た
感

染
対

策
研

修
会

を
年

２
回

開
催

す
る

な
ど

、
職

員
の

感
染

防
止

に
係

る
理

解
の

促
進

を
図

る
。

・
　

感
染

対
策

研
修

会
と

し
て

全
職

員
を

対
象

に
「
結

核
の

基
礎

知
識

と
対

策
」
「
感

染
対

策
の

基
本

」
を

テ
ー

マ
に

研
修

を
実

施
し

た
。
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

-

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

・
　

主
に

新
規

採
用

看
護

師
を

対
象

に
、

医
薬

品
の

処
方

か
ら

服
薬

ま
で

の
流

れ
や

病
棟

で
の

管
理

、
消

毒
薬

の
使

用
方

法
等

に
つ

い
て

講
習

会
を

１
回

開
催

し
た

。
ま

た
、

薬
剤

科
職

員
や

医
師

、
関

係
部

署
の

職
員

に
対

し
て

繁
用

薬
剤

に
つ

い
て

研
修

会
を

７
回

開
催

し
、

同
効

薬
等

の
知

識
及

び
理

解
を

深
め

た
。

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

と
判

断
し

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
引

き
続

き
、

研
修

会
等

の
充

実
や

職
員

の
意

識
向

上
に

努
め

、
医

療
事

故
等

の
発

生
防

止
を

図
ら

れ
た

い
。

法
人

の
自

己
評

価
Ｓ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
会

の
実

施
回

数
」
、

「
集

中
ラ

ウ
ン

ド
実

施
回

数
」
、

「
医

薬
品

安
全

管
理

研
修

会
の

実
施

回
数

」
と

も
に

目
標

値
を

上
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
医

療
安

全
対

策
の

推
進

」
で

は
、

　
医

療
安

全
研

修
を

９
回

開
催

し
、

医
療

安
全

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

た
ほ

か
、

「
院

内
感

染
防

止
対

策
の

推
進

」
で

は
、

定
例

の
感

染
対

策
委

員
会

及
び

ＩＣ
Ｔ

会
議

を
そ

れ
ぞ

れ
1
2
回

開
催

し
た

ほ
か

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
ＩＣ

Ｔ
臨

時
会

議
を

８
回

開
催

す
る

な
ど

様
々

な
対

策
を

実
施

し
、

感
染

の
発

生
を

防
ぐ

（
感

染
者

な
し

）
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

計
画

ど
お

り
又

は
計

画
を

上
回

っ
て

実
施

し
た

。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

上
回

っ
て

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ｓ

」
評

価
と

し
た

。

ウ
　

手
術

時
に

お
け

る
安

全
・
安

心
な

輸
血

を
実

施
す

る
た

め
、

手
術

・
輸

血
療

法
委

員
会

を
開

催
し

、
輸

血
療

法
の

適
応

や
血

液
製

剤
の

選
択

に
関

す
る

検
討

等
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

輸
血

製
剤

の
適

正
使

用
の

推
進

を
図

る
。

ウ
　

手
術

時
に

お
け

る
安

全
・
安

心
な

輸
血

を
実

施
す

る
た

め
、

手
術

・
輸

血
療

法
委

員
会

を
開

催
し

、
輸

血
療

法
の

適
応

や
血

液
製

剤
の

選
択

に
関

す
る

検
討

等
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

輸
血

製
剤

の
適

正
使

用
の

推
進

を
図

る
。

・
　

手
術

・
輸

血
療

法
委

員
会

を
１

回
開

催
し

、
手

術
や

輸
血

の
実

施
状

況
の

確
認

・
振

り
返

り
及

び
改

善
点

の
検

討
を

行
っ

た
。

イ
　

医
薬

品
の

保
管

・
使

用
に

関
す

る
研

修
会

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
医

薬
品

の
安

全
管

理
、

適
正

使
用

の
推

進
を

図
る

。
イ

　
医

薬
品

安
全

管
理

研
修

会
を

開
催

し
、

医
薬

品
の

安
全

管
理

、
適

正
使

用
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
で

新
た

に
取

り
扱

う
こ

と
と

な
っ

た
薬

剤
等

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
開

催
し

、
職

員
の

理
解

を
深

め
る

。
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
9
0

8
1

9
0
%

9
0
以

上
ⅲ

8
2

8
1

2
5
4

1
1
5

2
1
3
%

5
5

ⅴ
6
2

1
1
5

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
患

者
や

家
族

等
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

退
院

前
在

宅
訪

問
指

導
（
家

屋
調

査
）
件

数
（
件

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容

　
　

　
　

３
　

患
者

・
県

民
等

の
視

点
に

立
っ

た
医

療
の

提
供

（
中

項
目

）

指
標

名

患
者

満
足

度
割

合
（
％

）

ウ
　

病
院

利
用

者
の

利
便

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、

患
者

満
足

度
調

査
を

実
施

し
、

利
用

者
の

意
見

や
要

望
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
利

用
者

の
期

待
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
改

善
策

を
講

じ
る

。

・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

1
2
月

に
患

者
満

足
度

調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

全
体

的
な

満
足

度
は

前
年

度
か

ら
1
.3

ポ
イ

ン
ト

減
少

し
、

「
満

足
」
「
や

や
満

足
」
と

回
答

し
た

患
者

は
8
1
.1

%
で

あ
っ

た
(外

来
8
3
.9

%
、

入
院

7
7
.2

%
)。

・
　

入
院

部
門

に
お

い
て

、
入

院
時

服
薬

指
導

を
開

始
し

た
こ

と
か

ら
、

薬
剤

師
の

対
応

に
つ

い
て

の
満

足
度

は
7
6
.9

％
と

な
り

、
前

年
度

か
ら

2
1
.3

ポ
イ

ン
ト

改
善

が
図

ら
れ

た
。

イ
　

患
者

や
家

族
か

ら
の

相
談

に
対

し
て

、
主

治
医

や
多

職
種

の
医

療
従

事
者

が
連

携
し

、
丁

寧
で

一
貫

性
の

あ
る

対
応

を
行

う
た

め
、

電
子

カ
ル

テ
を

活
用

し
情

報
の

共
有

化
を

図
る

。

・
　

地
域

医
療

連
携

室
の

社
会

福
祉

士
が

、
多

職
種

の
ス

タ
ッ

フ
が

合
同

で
行

う
評

価
(4

7
3
件

)や
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

(3
9
6
件

)に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

各
職

員
が

電
子

カ
ル

テ
を

活
用

す
る

な
ど

情
報

を
共

有
し

た
上

で
、

患
者

や
家

族
の

相
談

に
対

応
し

た
。

年
度

計
画

の
記

載
内

容
業

務
実

績

（
１

）
患

者
や

家
族

等
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

（
小

項
目

）

ア
　

患
者

や
家

族
に

対
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
と

そ
の

達
成

状
況

、
併

存
疾

患
の

治
療

状
況

等
に

つ
い

て
、

必
要

な
情

報
を

分
か

り
や

す
い

言
葉

で
説

明
し

、
患

者
自

ら
の

判
断

で
治

療
方

針
等

を
決

定
で

き
る

よ
う

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
徹

底
を

図
る

。
　

　
ま

た
、

入
院

の
目

的
や

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

目
標

、
リ

ス
ク

等
を

明
確

化
し

、
患

者
や

家
族

に
分

か
り

や
す

く
説

明
す

る
た

め
の

統
一

様
式

の
整

備
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

　
患

者
や

家
族

等
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

・
　

退
院

に
向

け
て

患
者

･家
族

の
不

安
を

軽
減

さ
せ

る
た

め
、

「
脳

卒
中

再
発

予
防

」
を

テ
ー

マ
に

認
定

看
護

師
に

よ
る

「
家

族
教

室
」
を

３
回

実
施

し
た

。

ア
　

患
者

や
家

族
に

対
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
と

そ
の

達
成

状
況

、
併

存
疾

患
の

治
療

状
況

等
に

つ
い

て
、

必
要

な
情

報
を

分
か

り
や

す
い

言
葉

で
説

明
し

、
患

者
自

ら
の

判
断

で
治

療
方

針
等

を
決

定
で

き
る

よ
う

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

の
徹

底
を

図
る

。

エ
　

入
院

患
者

の
在

宅
生

活
や

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
、

家
族

に
対

し
、

患
者

の
状

態
把

握
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

見
学

を
勧

め
る

と
と

も
に

、
療

法
士

等
に

よ
る

退
院

前
在

宅
訪

問
指

導
（
家

屋
調

査
）

を
実

施
し

、
住

宅
改

修
や

家
庭

で
の

Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日

常
生

活
活

動
）
に

つ
い

て
の

指
導

・
助

言
を

行
う

。

エ
　

入
院

患
者

の
在

宅
生

活
や

在
宅

療
養

を
支

援
す

る
た

め
、

家
族

に
対

し
、

患
者

の
状

態
把

握
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

見
学

を
勧

め
、

介
助

指
導

を
実

施
す

る
。

　
　

ま
た

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

療
法

士
を

は
じ

め
、

入
院

患
者

の
家

族
、

介
護

保
険

施
設

職
員

、
介

護
支

援
専

門
員

等
、

関
係

者
が

同
行

し
て

退
院

前
に

在
宅

訪
問

を
実

施
し

、
住

宅
改

修
や

家
庭

で
の

Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日

常
生

活
活

動
）
に

つ
い

て
の

指
導

・
助

言
を

行
う

。

・
　

理
学

療
法

士
と

作
業

療
法

士
が

退
院

予
定

の
自

宅
に

伺
い

、
患

者
本

人
、

家
族

、
介

護
保

険
施

設
職

員
、

介
護

支
援

専
門

員
、

住
宅

改
修

業
者

等
と

本
人

の
動

線
を

確
認

し
住

宅
改

修
や

日
常

生
活

上
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

、
在

宅
復

帰
を

支
援

す
る

退
院

前
訪

問
指

導
を

1
1
5
回

実
施

し
た

。

ウ
　

診
療

内
容

、
食

事
、

院
内

設
備

及
び

職
員

の
対

応
等

に
関

す
る

病
院

利
用

者
に

対
す

る
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

運
営

改
善

や
更

な
る

職
員

の
意

識
の

向
上

を
図

る
。

イ
　

患
者

や
家

族
か

ら
の

相
談

に
つ

い
て

は
、

地
域

医
療

連
携

室
を

窓
口

と
し

、
主

治
医

や
多

職
種

の
医

療
従

事
者

が
連

携
し

て
、

丁
寧

で
一

貫
性

の
あ

る
対

応
を

図
る

。

・
　

患
者

自
ら

の
判

断
で

治
療

方
針

等
を

決
定

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

患
者

の
病

状
や

要
望

・
治

療
方

針
等

に
つ

い
て

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

を
行

っ
た

。
　

　
ま

た
、

説
明

に
使

用
す

る
様

式
に

つ
い

て
、

患
者

・
家

族
の

状
況

や
疾

患
の

状
態

に
よ

っ
て

、
説

明
に

必
要

と
な

る
情

報
が

異
な

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

検
討

を
行

っ
た

。

オ
　

患
者

や
家

族
に

対
す

る
相

談
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

認
定

看
護

師
等

を
活

用
し

た
相

談
体

制
を

構
築

す
る

。
オ

　
患

者
や

家
族

に
対

す
る

相
談

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
認

定
看

護
師

等
を

活
用

し
た

相
談

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

9



平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

-

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
２

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

等
に

関
す

る
情

報
提

供
（
小

項
目

）
　

県
民

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

等
に

対
す

る
理

解
を

促
進

す
る

た
め

、
以

下
の

と
お

り
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
等

に
関

す
る

積
極

的
な

情
報

提
供

を
行

う
。

　
県

民
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
等

に
対

す
る

理
解

を
促

進
す

る
た

め
、

以
下

の
と

お
り

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

等
に

関
す

る
積

極
的

な
情

報
提

供
を

行
う

。

ア
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
誌

を
活

用
し

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
が

提
供

す
る

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

、
調

査
研

究
の

成
果

等
に

つ
い

て
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
う

。

ア
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
活

用
し

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
が

提
供

す
る

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
つ

い
て

、
県

民
や

地
域

の
医

療
機

関
等

に
対

し
て

適
時

適
切

に
情

報
発

信
し

て
い

く
。

・
　

セ
ン

タ
ー

広
報

誌
「
と

ち
リ

ハ
通

信
」
を

３
回

発
行

し
、

関
係

機
関

に
配

布
す

る
な

ど
セ

ン
タ

ー
の

P
R

に
努

め
た

。
・
　

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
（
駒

生
園

）
の

生
活

訓
練

と
し

て
行

っ
た

グ
リ

ー
ン

カ
ー

テ
ン

や
、

園
芸

作
物

栽
培

に
つ

い
て

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
。

・
　

当
セ

ン
タ

ー
独

自
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
加

え
、

と
ち

ぎ
健

康
の

森
全

体
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
も

当
セ

ン
タ

ー
の

概
要

を
掲

載
し

周
知

の
拡

大
を

図
っ

た
。

　
県

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。
　

県
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

イ
　

医
療

制
度

や
障

害
者

総
合

支
援

制
度

等
、

国
及

び
地

方
の

施
策

や
民

間
団

体
の

取
組

等
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
う

。

ア
　

運
営

協
議

会
等

を
通

じ
て

、
外

部
の

意
見

を
幅

広
く
聴

取
し

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

ア
　

医
療

機
関

や
福

祉
施

設
等

の
関

係
機

関
の

外
部

委
員

で
構

成
す

る
運

営
懇

談
会

に
お

い
て

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
関

す
る

意
見

交
換

を
行

い
、

当
該

関
係

機
関

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

1
0
月

に
医

療
従

事
者

団
体

、
行

政
機

関
、

地
域

中
核

病
院

及
び

高
齢

者
施

設
等

を
構

成
員

と
し

た
運

営
懇

談
会

を
開

催
し

、
委

員
か

ら
の

意
見

・
要

望
を

伺
う

と
と

も
に

、
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

・
　

懇
談

会
で

要
望

の
あ

っ
た

、
出

前
講

座
の

周
知

、
講

師
依

頼
に

関
す

る
意

見
に

対
し

て
は

、
出

前
講

座
を

希
望

す
る

団
体

に
出

向
き

、
内

容
、

依
頼

方
法

の
説

明
を

行
う

な
ど

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
た

。

イ
　

医
療

や
福

祉
に

関
す

る
各

種
制

度
、

国
や

地
方

の
施

策
等

に
つ

い
て

、
院

内
掲

示
や

資
料

配
布

等
に

よ
り

、
利

用
者

に
対

し
て

適
時

適
切

に
情

報
発

信
し

て
い

く
。

・
　

国
や

地
方

自
治

体
の

医
療

制
度

及
び

障
害

者
に

関
す

る
マ

ー
ク

等
を

外
来

待
合

室
や

会
計

待
合

室
等

に
掲

示
し

た
ほ

か
、

診
療

情
報

に
関

す
る

資
料

等
を

配
布

す
る

な
ど

情
報

発
信

に
努

め
た

。

（
３

）
地

域
に

開
か

れ
た

病
院

運
営

（
小

項
目

）

ウ
　

患
者

や
施

設
利

用
者

に
対

す
る

受
付

案
内

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
受

け
入

れ
る

と
と

も
に

、
職

員
に

よ
る

社
会

貢
献

活
動

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
と

の
交

流
を

図
る

。

ウ
　

園
芸

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
、

環
境

整
備

に
関

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
れ

を
実

施
し

、
地

域
と

の
交

流
を

図
る

。
　

　
ま

た
、

交
通

安
全

週
間

に
お

け
る

交
差

点
で

の
啓

発
活

動
等

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

通
じ

て
、

社
会

貢
献

に
努

め
る

。

・
　

園
芸

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
受

け
入

れ
、

グ
リ

ー
ン

カ
ー

テ
ン

設
置

や
ア

サ
ガ

オ
の

栽
培

な
ど

環
境

整
備

を
行

っ
た

。
・
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
で

活
動

す
る

健
康

体
操

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
受

け
入

れ
た

。
・
　

春
と

秋
の

交
通

安
全

県
民

総
ぐ

る
み

運
動

の
期

間
中

、
職

員
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
(延

べ
4
7
人

)
を

募
り

、
小

学
生

が
安

全
に

登
校

で
き

る
よ

う
街

頭
活

動
を

行
っ

た
。

イ
　

公
開

セ
ミ

ナ
ー

等
地

域
住

民
が

気
軽

に
参

加
で

き
る

行
事

を
開

催
し

、
地

域
住

民
等

に
開

か
れ

た
病

院
を

目
指

す
。

イ
　

公
開

セ
ミ

ナ
ー

や
講

演
会

等
、

一
般

の
方

々
や

地
域

住
民

が
気

軽
に

参
加

で
き

る
行

事
を

実
施

す
る

。
・
　

一
般

の
方

や
地

域
住

民
が

参
加

で
き

る
行

事
と

し
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

1
0
月

に
「
と

ち
リ

ハ
ま

つ
り

」
を

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

1
1
月

に
「
高

次
脳

機
能

障
害

セ
ミ

ナ
ー

（
栃

木
県

障
害

者
総

合
相

談
所

と
共

催
）
」
を

開
催

し
た

。

1
0



評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
病

院
利

用
者

の
意

見
や

要
望

に
適

切
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
努

め
、

患
者

満
足

度
割

合
の

向
上

を
図

ら
れ

た
い

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
退

院
前

在
宅

訪
問

指
導

（
家

屋
調

査
）
件

数
」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
患

者
満

足
度

割
合

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
患

者
や

家
族

等
へ

の
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
で

は
、

地
域

医
療

連
携

室
の

職
員

が
合

同
評

価
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

し
他

部
署

と
情

報
共

有
を

図
っ

た
上

で
、

患
者

や
家

族
の

相
談

に
対

応
し

た
ほ

か
、

療
法

士
等

に
よ

る
退

院
前

在
宅

訪
問

指
導

に
よ

り
在

宅
復

帰
を

支
援

す
る

な
ど

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

っ
た

。
さ

ら
に

、
「
地

域
に

開
か

れ
た

病
院

運
営

」
で

は
、

「
栃

木
県

立
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

運
営

懇
談

会
」
に

お
い

て
、

当
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
関

す
る

意
見

や
提

案
を

い
た

だ
く
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
1



◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
1
9

2
0

1
0
5
%

2
2

ⅳ
2
6

2
0

2
4
1

2
6

6
3
%

4
4

ⅰ
2
7

2
6

3
1

3
3
0
0
%

ⅴ
1

3

4
6

3
5
0
%

9
ⅰ

3
3

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
肢

体
不

自
由

者
や

高
次

脳
機

能
障

害
者

等
が

、
地

域
社

会
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
障

害
者

自
立

訓
練

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

自
立

訓
練

の
充

実
を

図
る

。

業
務

実
績

（
１

）
療

育
支

援
の

充
実

（
小

項
目

）
　

肢
体

不
自

由
児

や
発

達
障

害
児

等
が

、
地

域
社

会
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
療

育
支

援
の

充
実

を
図

る
。

　
肢

体
不

自
由

児
や

発
達

障
害

児
等

が
、

地
域

社
会

で
自

立
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

療
育

支
援

の
充

実
を

図
る

。
・
　

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
を

利
用

す
る

児
童

の
個

別
支

援
計

画
の

立
案

、
実

践
及

び
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

本
人

、
家

族
と

の
面

談
や

相
談

支
援

機
関

と
の

連
絡

調
整

等
を

通
じ

て
希

望
や

意
向

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

保
護

者
懇

談
会

を
３

回
実

施
し

、
要

望
や

意
見

の
聴

取
に

努
め

た
。

イ
　

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（
評

価
会

議
）
を

実
施

し
、

訓
練

効
果

の
向

上
を

図
る

。
イ

　
個

別
支

援
計

画
の

策
定

、
見

直
し

及
び

年
間

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
医

師
、

療
法

士
、

心
理

職
、

保
育

士
等

、
多

職
種

に
よ

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

　
　

ま
た

、
入

所
児

に
つ

い
て

は
、

大
き

な
環

境
変

化
が

見
込

ま
れ

る
入

退
所

や
特

別
支

援
学

校
入

学
時

等
に

お
い

て
、

別
途

、
多

職
種

に
よ

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

・
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
を

利
用

す
る

児
童

の
個

別
支

援
計

画
の

策
定

、
見

直
し

及
び

年
間

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
施

設
内

の
医

師
、

看
護

師
、

療
法

士
、

心
理

士
、

保
育

士
、

栄
養

士
等

多
職

種
を

交
え

た
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
案

を
作

成
し

た
。

　
　

ま
た

、
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

に
入

所
す

る
児

童
に

つ
い

て
は

個
別

支
援

計
画

の
策

定
、

見
直

し
及

び
年

間
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

施
設

内
の

医
師

、
看

護
師

、
療

法
士

、
保

育
士

に
加

え
、

栄
養

士
、

就
学

児
に

つ
い

て
は

学
校

担
任

も
交

え
た

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

案
を

作
成

し
た

。
こ

の
他

、
児

童
相

談
所

等
も

含
め

た
関

係
職

員
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

1
7
回

実
施

し
た

。

ウ
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
利

用
児

童
が

退
所

(卒
園

)後
も

環
境

を
変

え
ず

に
療

育
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

当
施

設
を

利
用

し
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。

・
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

卒
園

児
に

対
し

、
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
訓

練
室

で
、

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

利
用

時
に

担
当

し
て

い
た

職
員

が
継

続
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

た
（
7
8
1
件

）
。

ア
　

個
別

支
援

計
画

の
立

案
、

実
践

及
び

評
価

に
当

た
り

、
保

護
者

と
の

面
接

や
懇

談
会

を
通

し
て

要
望

や
意

見
を

把
握

す
る

。

　
肢

体
不

自
由

者
や

高
次

脳
機

能
障

害
者

等
が

、
地

域
社

会
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
障

害
者

自
立

訓
練

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

自
立

訓
練

の
充

実
を

図
る

。

ア
　

個
別

支
援

計
画

の
立

案
、

実
践

及
び

評
価

に
当

た
り

、
利

用
者

の
希

望
を

踏
ま

え
る

と
と

も
に

、
医

療
従

事
者

の
意

見
を

反
映

さ
せ

る
等

、
病

院
部

門
と

の
連

携
を

強
化

し
、

訓
練

効
果

の
向

上
を

図
る

。

ア
　

個
別

支
援

計
画

の
立

案
、

実
践

及
び

評
価

に
当

た
り

、
利

用
者

の
希

望
を

踏
ま

え
る

と
と

も
に

、
病

院
部

門
の

医
師

等
も

含
め

、
療

法
士

、
看

護
師

等
、

多
職

種
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（
支

援
会

議
）
を

開
催

す
る

。

年
度

計
画

の
記

載
内

容

（
２

）
自

立
訓

練
の

充
実

（
小

項
目

）

　
　

　
　

４
　

障
害

児
・
障

害
者

の
福

祉
の

充
実

（
中

項
目

）

指
標

名

児
童

発
達

支
援

事
業

所
等

を
対

象
と

し
た

研
修

実
施

回
数

（
回

）

ア
　

個
別

支
援

計
画

の
立

案
、

実
践

及
び

評
価

に
当

た
り

、
保

護
者

と
の

面
接

や
懇

談
会

を
通

し
て

要
望

や
意

見
を

把
握

す
る

。

家
族

会
の

開
催

回
数

（
回

）

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
短

期
入

所
契

約
者

数
（
人

）

自
立

訓
練

終
了

後
に

一
般

就
労

等
に

移
行

し
た

利
用

者
数

（
人

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容

ウ
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

退
所

児
童

に
対

し
、

外
来

診
療

を
通

し
て

発
達

状
態

に
応

じ
た

適
切

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
す

る
。

・
　

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
個

別
支

援
計

画
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

や
家

族
か

ら
の

希
望

を
踏

ま
え

て
立

案
・
実

施
す

る
と

と
も

に
、

３
ヶ

月
毎

に
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

、
生

活
支

援
員

、
看

護
師

、
O

T
・
P

T
な

ど
多

職
種

で
構

成
す

る
支

援
会

議
を

開
催

し
、

支
援

計
画

の
評

価
・

見
直

し
を

行
っ

た
。

支
援

会
議

に
は

ケ
ー

ス
に

よ
り

心
理

職
も

参
加

し
、

看
護

師
等

を
通

し
て

医
師

の
意

見
も

計
画

に
反

映
さ

せ
た

。

エ
　

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

在
宅

障
害

児
等

の
家

族
に

対
す

る
支

援
（
レ

ス
パ

イ
ト

）
を

強
化

す
る

た
め

、
短

期
入

所
事

業
や

日
中

一
時

支
援

事
業

に
お

い
て

肢
体

不
自

由
児

や
医

療
的

ケ
ア

児
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

エ
　

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

在
宅

障
害

児
等

の
家

族
に

対
す

る
支

援
（
レ

ス
パ

イ
ト

）
を

強
化

す
る

た
め

、
短

期
入

所
事

業
や

日
中

一
時

支
援

事
業

で
肢

体
不

自
由

児
や

医
療

的
ケ

ア
児

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

・
　

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
の

短
期

入
所

事
業

と
し

て
5
3
6
人

、
日

中
一

時
支

援
事

業
と

し
て

1
2
8
人

の
児

童
を

受
け

入
れ

、
在

宅
障

害
児

の
家

族
を

支
援

し
た

（
利

用
者

の
内

訳
：
肢

体
不

自
由

児
等

4
5
5
人

、
医

療
的

ケ
ア

児
2
0
9
人

）
。

な
お

、
短

期
入

所
契

約
者

数
は

目
標

4
1
名

の
と

こ
ろ

、
2
6

名
に

止
ま

っ
た

。

1
2



平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

及
び

利
用

促
進

の
た

め
の

普
及

啓
発

に
努

め
、

療
育

支
援

及
び

自
立

支
援

の
充

実
を

図
ら

れ
た

い
。

・
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
利

用
児

及
び

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
入

所
児

の
個

別
支

援
計

画
の

策
定

、
見

直
し

及
び

年
間

評
価

に
当

た
っ

て
は

多
職

種
を

交
え

た
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
案

を
作

成
し

た
。

　
　

こ
の

他
、

児
童

相
談

所
等

も
含

め
た

関
係

職
員

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
1
7
回

実
施

し
た

。
【
再

掲
、

(1
)-

イ
】

・
　

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
の

短
期

入
所

に
つ

い
て

、
障

害
児

相
談

支
援

事
業

所
へ

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

送
付

や
N

IC
U

を
設

置
し

て
い

る
医

療
機

関
へ

の
訪

問
等

に
よ

り
利

用
促

進
の

普
及

啓
発

に
努

め
た

。
・
　

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
個

別
支

援
計

画
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

や
家

族
か

ら
の

希
望

を
踏

ま
え

て
立

案
・
実

施
す

る
と

と
も

に
、

３
ヶ

月
毎

に
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

、
生

活
支

援
員

、
看

護
師

、
O

T
・
P

T
な

ど
多

職
種

で
構

成
す

る
支

援
会

議
を

開
催

し
、

支
援

計
画

の
評

価
・
見

直
し

を
行

っ
た

。
支

援
会

議
に

は
ケ

ー
ス

に
よ

り
心

理
職

も
参

加
し

、
看

護
師

等
を

通
し

て
医

師
の

意
見

も
計

画
に

反
映

さ
せ

た
。

【
再

掲
、

(2
)-

ア
】

イ
　

患
者

や
利

用
者

の
サ

ー
ビ

ス
需

要
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
、

部
門

間
の

柔
軟

な
人

員
配

置
が

可
能

と
な

る
体

制
を

確
立

さ
せ

る
。

イ
　

看
護

師
、

療
法

士
の

所
属

を
そ

れ
ぞ

れ
看

護
部

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
に

一
元

化
し

、
業

務
の

状
況

に
応

じ
て

病
院

部
門

と
施

設
部

門
と

の
間

で
柔

軟
な

人
員

配
置

が
可

能
と

な
る

組
織

体
制

を
構

築
す

る
。

ウ
　

利
用

者
や

家
族

が
訓

練
目

標
を

明
確

に
持

ち
、

訓
練

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

・
向

上
で

き
る

よ
う

、
心

理
面

談
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

新
た

に
家

族
会

を
開

催
す

る
。

ウ
　

利
用

開
始

に
当

た
り

、
利

用
者

や
家

族
が

訓
練

目
標

の
設

定
に

資
す

る
よ

う
心

理
面

談
を

実
施

す
る

。
　

　
ま

た
、

訓
練

期
間

中
も

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

・
向

上
で

き
る

よ
う

必
要

に
応

じ
て

心
理

面
談

を
実

施
す

る
。

　
　

さ
ら

に
、

当
事

者
家

族
の

障
害

理
解

を
促

す
と

と
も

に
、

サ
ー

ビ
ス

利
用

後
に

適
切

な
関

わ
り

が
で

き
る

よ
う

、
家

族
会

を
開

催
す

る
。

エ
　

失
語

症
や

構
音

障
害

を
有

す
る

者
に

対
す

る
言

語
聴

覚
療

法
に

よ
る

訓
練

や
、

高
次

脳
機

能
障

害
を

有
す

る
者

に
対

す
る

認
知

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等

を
実

施
す

る
。

・
　

看
護

師
、

療
法

士
の

所
属

を
看

護
部

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
に

一
元

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
日

中
、

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
の

ス
タ

ッ
フ

が
４

～
６

階
病

棟
の

支
援

を
行

う
な

ど
時

間
帯

ご
と

の
柔

軟
な

配
置

を
行

っ
た

。

オ
　

病
院

部
門

の
医

療
従

事
者

と
連

携
し

て
就

労
特

性
の

評
価

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

外
部

の
就

労
支

援
機

関
の

利
用

を
促

進
す

る
な

ど
、

利
用

者
に

対
す

る
就

労
支

援
を

強
化

す
る

。

（
３

）
病

院
部

門
と

施
設

部
門

が
一

体
と

な
っ

た
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
小

項
目

）

ア
　

医
療

と
福

祉
の

複
合

施
設

と
い

う
特

長
を

活
か

し
た

総
合

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

病
院

部
門

と
施

設
部

門
の

間
で

事
例

検
討

会
を

行
い

、
連

携
強

化
を

図
る

。

ア
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

入
院

患
者

の
う

ち
、

退
院

後
に

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

利
用

が
適

当
と

考
え

ら
れ

る
者

に
つ

い
て

、
病

院
か

ら
施

設
へ

の
円

滑
な

移
行

や
訓

練
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

入
院

中
に

病
院

部
門

と
施

設
部

門
が

共
同

で
事

例
を

検
討

す
る

。

　
病

院
部

門
と

施
設

部
門

が
一

体
と

な
っ

た
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。
　

病
院

部
門

と
施

設
部

門
が

一
体

と
な

っ
た

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

オ
　

就
労

を
目

指
す

利
用

者
の

目
標

達
成

に
資

す
る

た
め

、
医

師
、

療
法

士
、

生
活

支
援

員
等

、
多

職
種

が
連

携
し

て
就

労
特

性
の

評
価

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
外

部
の

就
労

支
援

機
関

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

・
　

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
う

ち
就

労
を

希
望

す
る

方
に

つ
い

て
、

支
援

会
議

等
で

多
職

種
に

よ
る

評
価

を
行

う
と

と
も

に
、

関
係

機
関

等
連

携
を

図
り

な
が

ら
就

労
に

必
要

な
支

援
を

行
い

、
３

名
の

利
用

者
が

就
労

（
復

職
１

名
/
就

労
継

続
２

名
）
に

結
び

つ
い

た
。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

・
　

医
療

セ
ン

タ
ー

入
院

患
者

の
う

ち
、

機
能

訓
練

又
は

生
活

訓
練

の
利

用
が

適
当

と
考

え
ら

れ
る

方
(３

名
)に

つ
い

て
、

医
師

等
か

ら
情

報
提

供
を

受
け

な
が

ら
随

時
検

討
を

行
い

、
障

害
者

自
立

訓
練

セ
ン

タ
ー

の
利

用
に

繋
げ

た
。

・
　

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

利
用

開
始

時
及

び
訓

練
期

間
中

、
必

要
に

応
じ

て
心

理
職

に
よ

る
面

談
を

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
支

援
会

議
に

心
理

職
が

参
加

し
、

支
援

計
画

の
評

価
・
見

直
し

に
心

理
面

談
の

結
果

等
を

反
映

さ
せ

た
。

・
　

当
事

者
、

家
族

の
障

害
理

解
を

促
進

す
る

た
め

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

 ９
月

に
「
と

ち
ぎ

高
次

脳
機

能
障

害
友

の
会

」
の

役
員

を
講

師
と

し
て

講
演

を
行

い
、

併
せ

て
、

講
演

後
に

講
師

を
交

え
て

の
家

族
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
訓

練
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
ア

ッ
プ

を
図

る
た

め
、

当
事

者
、

家
族

を
対

象
に

栃
木

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
職

員
を

講
師

と
し

て
勉

強
会

を
開

催
（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

１
月

）
す

る
と

と
も

に
、

当
該

セ
ン

タ
ー

の
見

学
（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

２
月

）
を

家
族

会
と

し
て

行
っ

た
。

イ
　

利
用

者
の

日
常

生
活

能
力

及
び

社
会

生
活

能
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
医

療
従

事
者

と
生

活
支

援
員

が
連

携
し

、
施

設
内

外
の

様
々

な
場

面
を

活
用

し
た

訓
練

を
行

う
。

イ
　

医
師

、
療

法
士

、
看

護
師

、
管

理
栄

養
士

、
生

活
支

援
員

等
に

よ
る

、
保

健
指

導
、

栄
養

指
導

、
公

共
交

通
機

関
利

用
訓

練
、

買
い

物
・

調
理

訓
練

等
を

実
施

す
る

。

・
　

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

自
立

訓
練

と
し

て
公

共
交

通
機

関
利

用
訓

練
・
外

出
訓

練
を

延
べ

7
3
人

、
買

い
物

・
調

理
訓

練
を

延
べ

3
7
人

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
看

護
師

が
必

要
に

応
じ

保
健

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

管
理

栄
養

士
に

よ
る

栄
養

指
導

を
７

件
実

施
し

た
。

・
　

失
語

症
や

構
音

障
害

を
有

す
る

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

利
用

者
に

対
し

、
標

準
化

さ
れ

た
検

査
を

実
施

し
、

客
観

的
デ

ー
タ

を
元

に
退

院
後

の
生

活
を

考
え

、
各

個
人

に
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
立

案
し

た
。

適
宜

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

修
正

し
な

が
ら

質
の

高
い

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

提
供

に
努

め
た

。
ま

た
、

高
次

脳
機

能
障

害
を

有
す

る
利

用
者

に
対

し
て

も
、

他
職

種
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

認
知

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。

エ
　

失
語

症
や

構
音

障
害

を
有

す
る

者
に

対
す

る
言

語
聴

覚
療

法
に

よ
る

訓
練

や
、

高
次

脳
機

能
障

害
を

有
す

る
者

に
対

す
る

認
知

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等

を
実

施
す

る
。
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ｂ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

い
る

と
判

断
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
医

師
の

安
定

的
な

確
保

及
び

利
用

促
進

の
た

め
の

普
及

啓
発

に
努

め
、

障
害

児
・
障

害
者

の
施

設
利

用
件

数
の

増
加

を
図

ら
れ

た
い

。

法
人

の
自

己
評

価
Ｂ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
児

童
発

達
支

援
事

業
所

等
を

対
象

と
し

た
研

修
実

施
回

数
」
及

び
「
家

族
会

の
開

催
回

数
」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

短
期

入
所

契
約

者
数

」
、

「
自

立
訓

練
終

了
後

に
一

般
就

労
等

に
移

行
し

た
利

用
者

数
」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
療

育
支

援
の

充
実

」
で

は
、

個
別

支
援

計
画

の
立

案
、

実
践

及
び

評
価

を
通

し
て

療
育

支
援

の
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
、

「
自

立
訓

練
の

充
実

」
で

は
、

利
用

開
始

時
及

び
訓

練
期

間
中

の
心

理
職

に
よ

る
面

談
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

1
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
1
0

9
9
0
%

ⅲ
9

9

2
1
3

1
1

8
5
%

ⅱ
1
1

1
1

3
7
5

8
9

1
1
9
%

ⅴ
7
1

8
9

4
9
0

6
6

7
3
%

9
0
以

上
ⅰ

5
8

6
6

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
質

の
高

い
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

等
を

継
続

的
に

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
。

　
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
質

の
高

い
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

等
を

継
続

的
に

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
。

　
　

　
　

５
　

人
材

の
確

保
と

育
成

（
中

項
目

）

指
標

名

医
師

数
（
人

）

療
法

士
数

（
人

）

職
員

満
足

度
割

合
（
％

）

　
職

員
の

仕
事

の
成

果
や

能
力

に
つ

い
て

適
正

に
評

価
を

行
い

、
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

を
図

り
、

ひ
い

て
は

職
員

の
能

力
開

発
、

育
成

に
つ

な
が

る
人

事
管

理
制

度
を

構
築

す
る

。

（
２

）
医

療
従

事
者

の
安

定
的

な
確

保
（
小

項
目

）
・
　

医
師

数
に

つ
い

て
は

、
目

標
1
3
名

の
と

こ
ろ

1
1
名

と
な

り
、

目
標

を
下

回
っ

た
。

特
に

小
児

科
医

に
つ

い
て

は
２

名
以

上
の

配
置

が
望

ま
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

医
師

の
確

保
が

求
め

ら
れ

る
。

・
　

看
護

師
養

成
校

や
県

内
医

療
系

専
門

学
校

を
訪

問
し

、
就

職
担

当
者

等
と

意
見

交
換

を
行

う
な

ど
職

員
確

保
に

向
け

連
携

に
努

め
た

。
・
　

看
護

師
、

療
法

士
の

求
人

状
況

に
応

じ
て

、
随

時
の

採
用

試
験

を
実

施
し

て
人

員
確

保
を

図
り

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
中

に
看

護
師

1
2
名

、
療

法
士

1
8
名

を
採

用
し

た
。

・
　

ま
た

、
勤

務
時

間
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
パ

ー
ト

勤
務

に
つ

い
て

制
度

化
し

、
人

材
確

保
に

向
け

て
体

制
を

整
備

し
た

。

・
　

法
人

独
自

の
人

事
評

価
制

度
の

構
築

に
向

け
、

先
進

事
例

や
構

築
す

る
上

で
の

留
意

点
を

把
握

す
る

た
め

、
研

修
・
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
他

の
地

方
独

立
行

政
法

人
の

試
行

例
の

調
査

を
行

っ
た

。
な

お
、

当
該

年
度

中
の

人
事

評
価

に
つ

い
て

は
、

栃
木

県
の

評
価

制
度

を
準

用
し

て
能

力
評

価
及

び
業

績
評

価
を

行
っ

た
。

　
病

院
見

学
会

の
実

施
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
活

用
を

積
極

的
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
就

職
支

援
担

当
者

と
の

継
続

的
な

情
報

交
換

等
、

日
頃

か
ら

医
療

系
大

学
や

養
成

校
と

の
連

携
に

努
め

る
な

ど
、

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

を
図

る
。

　
ま

た
、

優
れ

た
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
短

時
間

勤
務

等
、

多
様

な
勤

務
形

態
の

導
入

を
検

討
す

る
。

ア
　

体
系

的
か

つ
計

画
的

に
職

員
を

育
成

す
る

た
め

、
新

た
に

研
修

委
員

会
を

設
置

し
、

研
修

計
画

の
策

定
や

個
々

の
職

員
の

能
力

段
階

の
確

認
・
評

価
等

を
行

う
。

ア
　

研
修

委
員

会
が

主
体

と
な

り
、

研
修

体
系

に
沿

っ
て

、
新

採
用

職
員

研
修

等
の

各
種

共
通

研
修

等
を

実
施

す
る

。
・
　

研
修

委
員

会
が

主
体

と
な

り
、

新
規

採
用

職
員

研
修

や
年

度
の

途
中

で
採

用
さ

れ
た

職
員

に
対

す
る

新
任

研
修

、
接

遇
研

修
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

予
防

基
本

研
修

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
看

護
部

に
お

い
て

は
５

段
階

の
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
を

活
用

し
、

各
段

階
で

の
臨

床
実

践
能

力
（
看

護
実

践
、

管
理

、
教

育
、

自
己

開
発

・
研

究
）
の

開
発

を
支

援
し

た
。

・
　

独
法

化
後

に
行

っ
て

き
た

取
組

を
検

証
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
今

後
の

あ
り

方
を

考
え

、
職

員
個

々
の

更
な

る
意

識
改

善
を

図
る

た
め

、
理

事
長

が
講

師
と

な
り

全
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
を

実
施

し
た

。

イ
　

自
己

学
習

の
促

進
や

育
児

休
暇

中
の

職
員

の
復

職
支

援
と

し
て

、
広

報
誌

や
研

修
会

資
料

等
に

よ
る

定
期

的
な

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
研

修
を

実
施

す
る

。

イ
　

自
己

学
習

の
促

進
や

育
児

休
暇

中
の

職
員

の
復

職
支

援
と

し
て

、
広

報
誌

や
研

修
会

資
料

等
に

よ
る

定
期

的
な

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

研
修

効
果

を
把

握
す

る
。

　
職

員
の

勤
務

成
績

等
を

考
慮

し
、

人
材

育
成

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

資
す

る
評

価
制

度
を

構
築

し
、

適
切

な
運

用
を

行
う

。

ウ
　

認
定

看
護

師
等

の
資

格
取

得
や

専
門

医
等

の
資

質
向

上
の

た
め

、
関

係
職

員
を

積
極

的
に

学
会

や
研

修
会

に
参

加
さ

せ
る

。
ウ

　
認

定
看

護
師

等
の

資
格

取
得

や
専

門
医

等
の

資
質

向
上

の
た

め
、

関
係

職
員

を
積

極
的

に
学

会
や

研
修

会
に

参
加

さ
せ

る
。

・
　

院
内

の
研

修
会

等
の

資
料

を
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

で
情

報
共

有
す

る
と

と
も

に
、

看
護

部
に

お
け

る
ｅ
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
ｗ

ｅ
ｂ

教
育

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

よ
り

、
職

員
の

自
己

学
習

の
促

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
育

児
休

暇
中

の
職

員
に

対
し

広
報

誌
等

を
送

付
し

復
職

支
援

を
行

っ
た

。

・
　

年
間

計
画

を
立

案
し

、
認

定
看

護
師

が
認

定
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

学
会

や
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

摂
食

・
嚥

下
障

害
看

護
認

定
看

護
師

教
育

課
程

を
修

了
し

た
看

護
師

が
７

月
に

認
定

看
護

師
と

し
て

登
録

さ
れ

た
。

認
定

看
護

師
数

（
人

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
職

員
の

資
質

向
上

（
小

項
目

）

　
医

師
を

は
じ

め
と

し
た

医
療

従
事

者
に

つ
い

て
、

目
指

す
医

療
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

人
員

を
確

保
す

る
。

　
病

院
見

学
会

の
実

施
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
活

用
を

積
極

的
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
就

職
支

援
担

当
者

と
の

情
報

交
換

等
、

日
頃

か
ら

医
療

系
大

学
や

養
成

校
と

の
連

携
に

努
め

る
な

ど
、

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

を
図

る
。

　
ま

た
、

療
法

士
に

つ
い

て
、

勤
務

時
間

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

パ
ー

ト
勤

務
の

導
入

を
検

討
す

る
。

（
３

）
人

事
管

理
制

度
の

構
築

（
小

項
目

）

1
5



評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

医
療

従
事

者
の

安
定

的
な

確
保

に
努

め
る

と
と

も
に

、
職

員
満

足
度

割
合

の
向

上
を

図
ら

れ
た

い
。

・
　

看
護

師
養

成
校

や
県

内
医

療
系

専
門

学
校

を
訪

問
し

、
就

職
担

当
者

等
と

意
見

交
換

を
行

う
な

ど
職

員
確

保
に

向
け

連
携

に
努

め
た

。
【
再

掲
、

(2
)】

・
　

看
護

師
、

療
法

士
の

求
人

状
況

に
応

じ
て

、
随

時
の

採
用

試
験

を
実

施
し

て
人

員
確

保
を

図
り

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

度
中

に
看

護
師

1
2

名
、

療
法

士
1
8
名

を
採

用
し

た
。

【
再

掲
、

(2
)】

・
　

ま
た

、
勤

務
時

間
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
パ

ー
ト

勤
務

に
つ

い
て

制
度

化
し

、
人

材
確

保
に

向
け

て
体

制
を

整
備

し
た

。
【
再

掲
、

(2
)】

・
　

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

２
月

に
実

施
し

た
職

員
満

足
度

調
査

の
結

果
、

「
仕

事
へ

の
や

り
が

い
」
に

つ
い

て
は

前
年

度
か

ら
8
.3

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
、

6
6
.4

％
と

な
っ

た
。

【
再

掲
、

(4
)】

　
休

暇
取

得
目

標
の

設
定

、
育

児
休

業
や

育
児

短
時

間
勤

務
の

取
得

支
援

等
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

取
組

を
積

極
的

に
推

進
し

、
職

員
が

心
身

と
も

に
健

康
で

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

　
職

員
満

足
度

調
査

の
実

施
等

に
よ

り
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
へ

の
配

慮
に

対
す

る
満

足
度

を
確

認
し

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

を
図

る
。

　
夏

季
休

暇
の

取
得

可
能

期
間

延
長

や
年

次
休

暇
の

年
５

日
取

得
、

超
過

勤
務

時
間

の
縮

減
な

ど
に

よ
り

、
心

身
と

も
に

健
康

で
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

　
ま

た
、

と
ち

リ
ハ

い
い

ね
！

カ
ー

ド
の

活
用

に
よ

り
職

員
間

の
相

互
理

解
を

進
め

、
働

き
や

す
く
や

り
が

い
の

あ
る

職
場

づ
く
り

に
努

め
る

。

・
　

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

２
月

に
実

施
し

た
職

員
満

足
度

調
査

の
結

果
、

前
年

度
か

ら
4
.0

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
、

4
8
.9

％
の

職
員

が
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

さ
れ

て
い

る
と

回
答

し
た

。
ま

た
、

調
査

項
目

中
、

「
仕

事
へ

の
や

り
が

い
」
に

つ
い

て
は

前
年

度
か

ら
8
.3

ポ
イ

ン
ト

改
善

し
、

6
6
.4

％
と

な
っ

た
。

・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
か

ら
義

務
化

さ
れ

た
有

給
休

暇
の

年
５

日
取

得
に

つ
い

て
、

各
部

門
長

の
指

導
等

に
よ

り
全

職
員

が
取

得
で

き
た

。
・
　

と
ち

リ
ハ

い
い

ね
！

カ
ー

ド
に

つ
い

て
は

、
強

化
月

間
を

設
け

て
活

用
を

促
し

、
職

員
が

相
互

に
讃

え
合

う
こ

と
で

、
働

き
や

す
く
や

り
が

い
の

あ
る

職
場

づ
く
り

に
努

め
た

。

知
事

の
評

価
（
案

）
Ｂ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

い
る

と
判

断
し

た
た

め
、

「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
医

療
従

事
者

の
安

定
的

な
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
努

め
、

職
員

満
足

度
割

合
の

向
上

を
図

ら
れ

た
い

。

法
人

の
自

己
評

価
Ｂ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
療

法
士

数
」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
認

定
看

護
師

数
」
、

「
医

師
数

」
、

「
職

員
満

足
度

割
合

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
職

員
の

資
質

向
上

」
で

は
、

新
規

採
用

職
員

研
修

や
年

度
の

途
中

で
採

用
さ

れ
た

職
員

に
対

し
て

研
修

を
実

施
し

た
ほ

か
、

ｅ
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
ｗ

ｅ
ｂ

教
育

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
し

、
「
医

療
従

事
者

の
安

定
的

な
確

保
」
で

は
、

看
護

師
養

成
校

や
県

内
医

療
系

専
門

学
校

へ
の

訪
問

や
随

時
の

採
用

試
験

を
実

施
す

る
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容

（
４

）
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

勤
務

環
境

の
整

備
（
小

項
目

）

年
度

計
画

の
記

載
内

容
業

務
実

績

1
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
5
2
.0

6
0
.0

1
1
5
%

5
5
.0

ⅴ
5
5
.5

6
0
.0

2
1
8

1
9

1
0
6
%

2
0

ⅳ
1
0

1
9

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
必

要
と

す
る

患
者

に
対

し
、

切
れ

目
の

な
い

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
病

診
・
病

病
連

携
を

強
化

す
る

。

　
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

を
必

要
と

す
る

患
者

に
対

し
、

切
れ

目
の

な
い

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
が

提
供

で
き

る
よ

う
、

以
下

の
と

お
り

、
病

診
・
病

病
連

携
を

強
化

す
る

。

ア
　

患
者

に
対

す
る

切
れ

目
の

な
い

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
の

提
供

と
ス

ム
ー

ズ
な

地
域

移
行

を
支

援
す

る
た

め
に

、
地

域
医

療
連

携
室

を
設

置
し

、
急

性
期

病
院

や
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
間

に
お

け
る

入
退

院
や

在
宅

復
帰

に
向

け
た

連
絡

調
整

を
強

化
す

る
。

　
　

特
に

、
退

院
後

、
患

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
適

切
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
か

か
り

つ
け

医
等

と
の

連
携

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

患
者

や
家

族
に

対
し

、
退

院
後

の
か

か
り

つ
け

医
受

診
等

に
つ

い
て

丁
寧

な
説

明
を

行
う

。

ア
　

急
性

期
病

院
と

の
密

接
な

連
携

に
よ

り
患

者
が

当
セ

ン
タ

ー
に

入
院

す
る

ま
で

の
期

間
の

短
縮

を
図

る
。

　
　

ま
た

、
地

域
の

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
紹

介
件

数
や

介
護

保
険

施
設

等
と

の
連

携
件

数
の

増
加

を
図

る
。

・
　

紹
介

元
病

院
と

連
携

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
入

院
待

機
期

間
の

短
縮

に
努

め
た

。
入

院
申

込
み

か
ら

２
週

間
以

内
で

入
院

と
な

っ
た

割
合

は
、

入
院

相
談

後
に

病
状

不
安

定
等

に
よ

り
連

絡
待

ち
に

な
っ

た
患

者
が

多
く
7
5
%
に

と
ど

ま
っ

た
が

、
平

均
待

機
期

間
は

1
2
.6

日
で

あ
っ

た
。

　
　

後
方

連
携

と
し

て
、

か
か

り
つ

け
医

へ
の

逆
紹

介
率

は
目

標
値

を
達

成
し

た
ほ

か
(6

0
.0

%
)、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

や
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
な

ど
介

護
事

業
所

関
係

者
や

施
設

相
談

員
と

の
対

面
で

の
連

携
件

数
は

2
4
6
件

で
あ

っ
た

。

出
前

講
座

の
実

施
回

数
（
回

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
急

性
期

病
院

や
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
連

携
の

推
進

（
小

項
目

）

　
　

　
　

６
　

地
域

連
携

の
推

進
（
中

項
目

）

指
標

名

逆
紹

介
率

（
％

）

イ
　

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
と

ち
ま

る
ネ

ッ
ト

）
等

、
ＩＣ

Ｔ
（
情

報
通

信
技

術
）
を

活
用

し
、

急
性

期
病

院
や

地
域

の
医

療
機

関
等

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

イ
　

医
師

及
び

医
療

社
会

事
業

士
（
Ｍ

Ｓ
Ｗ

）
が

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
と

ち
ま

る
ネ

ッ
ト

）
を

活
用

し
、

急
性

期
病

院
や

地
域

の
医

療
機

関
等

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

・
　

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
利

用
の

同
意

が
得

ら
れ

た
患

者
８

名
に

つ
い

て
、

紹
介

元
病

院
の

検
査

結
果

等
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
経

由
し

て
取

得
し

、
診

療
の

参
考

と
し

た
。

（
２

）
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

及
び

福
祉

に
係

る
地

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

（
小

項
目

）
　

患
者

や
障

害
児

・
障

害
者

が
、

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
必

要
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
や

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
す

る
。

　
患

者
や

障
害

児
・
障

害
者

が
、

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
必

要
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
や

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
以

下
の

と
お

り
、

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
す

る
。

ウ
　

県
内

の
関

係
機

関
等

を
対

象
に

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
出

前
講

座
等

を
開

催
し

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

有
す

る
知

見
を

地
域

に
還

元
す

る
。

ウ
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
有

す
る

知
見

を
地

域
に

還
元

す
る

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

出
前

講
座

の
募

集
案

内
サ

イ
ト

を
開

設
す

る
。

　
　

ま
た

、
適

宜
、

講
座

内
容

の
見

直
し

を
行

い
、

県
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
い

く
。

・
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
出

前
講

座
の

募
集

案
内

サ
イ

ト
を

開
設

し
、

募
集

の
受

付
を

行
っ

た
ほ

か
、

看
護

師
長

会
等

の
会

議
や

市
町

主
催

の
会

議
・
研

修
会

で
の

案
内

配
布

及
び

関
係

機
関

へ
の

事
業

案
内

な
ど

周
知

の
機

会
を

増
や

し
た

。
　

　
ま

た
、

講
座

内
容

に
つ

い
て

検
討

し
、

新
た

に
項

目
を

増
や

し
た

ほ
か

、
募

集
案

内
サ

イ
ト

等
で

事
前

に
周

知
し

た
以

外
の

内
容

で
あ

っ
て

も
対

応
す

る
体

制
を

継
続

し
た

。
（
出

前
講

座
実

施
回

数
1
9
回

）

ア
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

必
要

と
す

る
患

者
が

、
回

復
期

を
経

て
生

活
期

（
在

宅
復

帰
・
在

宅
療

養
）
へ

至
る

ま
で

、
各

段
階

に
応

じ
た

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

栃
木

県
障

害
者

総
合

相
談

所
、

相
談

支
援

事
業

所
、

市
町

、
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
と

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

図
る

。

ア
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

必
要

と
す

る
患

者
が

、
回

復
期

を
経

て
生

活
期

（
在

宅
復

帰
・
在

宅
療

養
）
へ

至
る

ま
で

、
各

段
階

に
応

じ
た

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

相
談

支
援

機
関

（
障

害
者

総
合

相
談

所
等

）
、

市
町

、
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
と

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

図
る

。

・
　

関
係

機
関

と
の

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

図
る

た
め

、
地

域
医

療
連

携
室

職
員

が
、

医
療

機
関

の
連

携
実

務
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

目
的

と
し

た
会

議
や

行
政

主
体

の
医

療
・
介

護
従

事
者

間
の

連
携

強
化

の
た

め
の

会
議

、
地

域
包

括
推

進
に

関
す

る
会

議
・
研

修
に

参
加

し
た

。
(延

べ
1
5
名

)

イ
　

肢
体

不
自

由
児

や
発

達
障

害
児

等
の

早
期

発
見

を
図

る
た

め
、

医
療

、
福

祉
、

教
育

機
関

等
へ

の
支

援
を

強
化

す
る

。
　

　
ま

た
、

地
域

の
関

係
機

関
と

支
援

者
会

議
等

に
よ

り
情

報
交

換
を

密
に

し
、

施
設

利
用

者
や

そ
の

家
族

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

円
滑

な
退

所
調

整
を

行
う

。

イ
　

保
育

園
や

幼
稚

園
等

、
通

園
児

の
進

路
先

等
と

適
切

に
情

報
交

換
を

行
い

、
一

貫
し

た
療

育
が

継
続

さ
れ

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
・
　

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
通

園
中

及
び

退
園

後
に

、
通

園
児

が
関

係
す

る
保

育
所

、
幼

稚
園

、
相

談
支

援
事

業
所

等
に

対
し

児
童

の
発

達
状

況
や

障
害

特
性

に
応

じ
た

保
育

・
療

育
に

係
る

技
術

支
援

等
を

行
っ

た
（
3
8
件

）
。

1
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

地
域

の
医

療
機

関
や

福
祉

施
設

等
を

対
象

と
し

た
出

前
講

座
の

件
数

を
増

加
さ

せ
る

等
、

地
域

連
携

の
強

化
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
出

前
講

座
の

募
集

案
内

サ
イ

ト
を

開
設

し
、

募
集

の
受

付
を

行
っ

た
ほ

か
、

看
護

師
長

会
等

の
会

議
や

市
町

主
催

の
会

議
・
研

修
会

で
の

案
内

配
布

及
び

関
係

機
関

へ
の

事
業

案
内

な
ど

周
知

の
機

会
を

増
や

し
た

。
　

　
ま

た
、

講
座

内
容

に
つ

い
て

検
討

し
、

新
た

に
項

目
を

増
や

し
た

ほ
か

、
募

集
案

内
サ

イ
ト

等
で

事
前

に
周

知
し

た
以

外
の

内
容

で
あ

っ
て

も
対

応
す

る
体

制
を

継
続

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
1
9
回

開
催

し
、

目
標

を
達

成
し

た
。

【
再

掲
、

(2
)-

ウ
】

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
 当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
逆

紹
介

率
」
、

「
出

前
講

座
の

実
施

回
数

」
と

も
に

目
標

値
を

上
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
急

性
期

病
院

や
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
連

携
の

推
進

」
で

は
、

入
院

申
込

み
か

ら
入

院
ま

で
の

期
間

の
短

縮
を

図
っ

た
ほ

か
、

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
と

ち
ま

る
ネ

ッ
ト

）
を

活
用

し
、

急
性

期
病

院
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

ま
た

、
「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

及
び

福
祉

に
係

る
地

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

」
で

は
、

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
通

園
中

及
び

退
園

後
に

、
通

園
児

が
関

係
す

る
保

育
所

、
幼

稚
園

、
相

談
支

援
事

業
所

等
と

の
情

報
交

換
や

技
術

支
援

を
行

う
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

1
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
4
1
0

4
5
8

1
1
2
%

4
4
0

ⅴ
3
5
3

4
5
8

2
1
,2

0
0

7
5
5

6
3
%

ⅰ
3
5
4

7
5
5

3
1
9

2
0

1
0
5
%

2
2

ⅳ
2
6

2
0

4
4
1

2
6

6
3
%

4
4

ⅰ
2
7

2
6

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
地

域
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
及

び
福

祉
の

向
上

を
図

る
た

め
、

下
記

の
と

お
り

、
医

療
・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

係
る

支
援

を
積

極
的

に
行

う
。

　
地

域
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
及

び
福

祉
の

向
上

を
図

る
た

め
、

医
療

・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

係
る

支
援

を
積

極
的

に
行

う
。

イ
　

看
護

師
、

療
法

士
等

の
医

療
・
福

祉
従

事
者

に
つ

い
て

、
医

療
系

大
学

や
養

成
校

か
ら

の
実

習
生

や
研

修
生

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
レ

ベ
ル

に
対

応
し

た
研

修
実

施
計

画
の

下
、

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
特

性
を

活
か

し
た

効
果

的
な

研
修

を
実

施
し

、
専

門
的

な
人

材
育

成
を

支
援

す
る

。

・
　

県
内

の
看

護
師

や
療

法
士

の
養

成
施

設
等

か
ら

、
看

護
師

7
5
5
名

、
療

法
士

4
5
8
名

、
保

育
士

6
6
名

等
の

実
習

生
及

び
研

修
生

を
受

け
入

れ
た

。

ア
　

専
門

医
取

得
の

た
め

の
研

修
病

院
と

し
て

、
各

診
療

科
（
整

形
外

科
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

、
小

児
科

）
の

基
幹

病
院

と
連

携
し

、
専

攻
医

の
積

極
的

な
受

入
れ

に
努

め
る

。

・
　

専
門

医
取

得
の

た
め

の
研

修
病

院
と

し
て

各
診

療
科

の
基

幹
病

院
と

連
携

し
、

研
修

関
連

施
設

と
し

て
の

届
け

出
を

行
っ

た
。

エ
　

民
生

委
員

、
児

童
委

員
等

の
地

域
福

祉
を

担
う

団
体

等
の

視
察

・
調

査
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

オ
　

民
生

委
員

、
児

童
委

員
等

の
地

域
福

祉
を

担
う

団
体

等
の

視
察

・
調

査
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
障

害
福

祉
に

関
す

る
理

解
促

進
を

図
る

。

（
２

）
一

次
予

防
に

係
る

地
域

の
取

組
へ

の
支

援
（
小

項
目

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

（
１

）
医

療
・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

係
る

支
援

（
小

項
目

）

ア
　

新
専

門
医

制
度

の
運

用
開

始
に

あ
た

り
、

基
幹

施
設

（
病

院
）
と

と
も

に
作

成
し

た
専

門
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
、

専
攻

医
の

積
極

的
な

受
入

れ
に

努
め

る
。

　
　

　
　

７
　

地
域

医
療

・
福

祉
へ

の
貢

献
（
中

項
目

）

指
標

名

療
法

士
の

実
習

生
受

入
れ

人
数

（
人

）

児
童

発
達

支
援

事
業

所
等

を
対

象
と

し
た

研
修

実
施

回
数

（
回

）
【
再

掲
】

こ
ど

も
療

育
セ

ン
タ

ー
短

期
入

所
契

約
者

数
（
人

）
【
再

掲
】

看
護

師
の

実
習

生
受

入
れ

人
数

（
人

）

・
　

県
外

の
社

会
福

祉
協

議
会

の
視

察
を

受
け

入
れ

、
障

害
福

祉
に

関
す

る
知

識
や

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
た

。
・
　

タ
イ

王
国

医
療

団
体

の
視

察
を

受
け

入
れ

、
新

た
に

作
成

し
た

英
語

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
両

国
の

意
見

交
換

を
行

っ
た

。

ウ
　

乳
幼

児
か

ら
高

齢
者

に
至

る
幅

広
い

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
や

発
達

障
害

児
等

に
係

る
療

育
指

導
等

、
地

域
の

関
係

機
関

等
を

対
象

と
す

る
専

門
研

修
や

「
と

ち
リ

ハ
病

院
研

修
会

」
、

出
前

講
座

等
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。

エ
　

乳
幼

児
か

ら
高

齢
者

に
至

る
幅

広
い

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
や

発
達

障
害

児
等

に
係

る
療

育
指

導
等

、
地

域
の

関
係

機
関

等
を

対
象

と
す

る
専

門
研

修
や

「
と

ち
リ

ハ
病

院
研

修
会

」
、

出
前

講
座

等
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。
　

　
ま

た
、

出
前

講
座

や
院

外
研

修
な

ど
の

講
師

と
し

て
認

定
看

護
師

を
派

遣
し

、
質

の
高

い
看

護
ケ

ア
の

提
供

に
貢

献
す

る
。

・
　

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

1
1
月

に
「
と

ち
リ

ハ
病

院
研

修
会

」
を

開
催

し
、

ロ
コ

モ
に

つ
い

て
疾

患
や

予
防

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
や

知
識

技
術

の
還

元
の

機
会

と
し

た
。

介
護

保
険

事
業

所
や

医
療

従
事

者
等

1
6
5
名

が
参

加
し

た
。

・
　

出
前

講
座

は
、

新
た

に
項

目
を

増
や

し
、

ま
た

、
募

集
案

内
サ

イ
ト

等
で

事
前

に
周

知
し

た
以

外
の

内
容

に
つ

い
て

も
対

応
す

る
体

制
を

継
続

し
て

行
い

、
1
9
回

延
べ

6
6
1
名

が
参

加
し

た
。

う
ち

３
回

に
つ

い
て

は
、

認
定

看
護

師
を

派
遣

し
、

質
の

高
い

看
護

ケ
ア

の
提

供
に

貢
献

し
た

。

イ
　

看
護

師
、

療
法

士
等

の
医

療
・
福

祉
従

事
者

に
つ

い
て

、
医

療
系

大
学

や
養

成
校

か
ら

の
実

習
生

や
研

修
生

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
レ

ベ
ル

に
対

応
し

た
研

修
実

施
計

画
の

下
、

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
特

性
を

活
か

し
た

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
研

修
を

実
施

し
、

専
門

的
な

人
材

育
成

を
支

援
す

る
。

ウ
　

障
害

者
の

就
労

を
支

援
す

る
た

め
、

障
害

児
者

の
就

労
実

習
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

・
　

特
別

支
援

学
校

生
徒

２
名

の
就

労
実

習
を

受
け

入
れ

、
事

務
補

助
、

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

機
器

の
清

拭
な

ど
を

実
践

し
て

も
ら

い
、

卒
業

後
の

就
労

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
た

。

　
市

町
や

地
域

の
団

体
が

行
う

疾
病

予
防

や
介

護
予

防
等

の
一

次
予

防
に

係
る

取
組

に
対

し
て

、
下

記
の

と
お

り
、

専
門

的
な

立
場

か
ら

積
極

的
に

支
援

す
る

。

　
市

町
や

地
域

の
団

体
が

行
う

疾
病

予
防

や
介

護
予

防
等

の
一

次
予

防
に

係
る

取
組

に
対

し
て

、
専

門
的

な
立

場
か

ら
積

極
的

に
支

援
す

る
。

ア
　

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

（
以

下
「
ロ

コ
モ

」
と

い
う

。
）
に

関
係

す
る

イ
ベ

ン
ト

に
積

極
的

に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

ロ
コ

モ
度

テ
ス

ト
、

ロ
コ

モ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

に
つ

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

て
情

報
発

信
し

、
広

く
普

及
啓

発
を

図
る

。

ア
　

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

（
以

下
「
ロ

コ
モ

」
と

い
う

。
）
に

関
係

す
る

イ
ベ

ン
ト

に
積

極
的

に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

ロ
コ

モ
度

テ
ス

ト
、

ロ
コ

モ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

に
つ

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

て
情

報
発

信
し

、
広

く
普

及
啓

発
を

図
る

。

・
　

ロ
コ

モ
に

関
係

す
る

情
報

発
信

・
普

及
啓

発
を

図
る

た
め

、
「
と

ち
ぎ

ロ
コ

モ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
へ

の
参

加
、

日
本

医
学

会
「
ロ

コ
モ

・
フ

レ
イ

ル
対

策
の

推
進

に
向

け
た

W
G

」
の

会
議

へ
の

出
席

（
２

件
）
の

ほ
か

、
講

演
会

の
講

師
を

行
っ

た
(1

1
件

)。
ま

た
、

当
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
も

関
連

情
報

の
案

内
を

す
る

な
ど

普
及

啓
発

を
図

っ
た

。

1
9



評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

実
習

生
及

び
研

修
生

の
受

入
れ

の
拡

大
等

に
よ

り
医

療
・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
　

専
門

医
取

得
の

た
め

の
研

修
病

院
と

し
て

各
診

療
科

の
基

幹
病

院
と

連
携

し
、

研
修

関
連

施
設

と
し

て
の

届
け

出
を

行
っ

た
。

【
再

掲
、

(1
)-

ア
】

・
　

県
内

の
看

護
師

や
療

法
士

の
養

成
施

設
等

か
ら

、
看

護
師

7
5
5
名

、
療

法
士

4
5
8
名

、
保

育
士

6
6
名

等
の

実
習

生
及

び
研

修
生

を
受

け
入

れ
た

。
【
再

掲
、

(1
)-

イ
】

・
　

地
域

療
育

支
援

事
業

と
し

て
、

児
童

発
達

支
援

事
業

所
等

の
療

育
機

関
や

市
町

の
職

員
を

対
象

と
し

た
医

師
、

療
法

士
等

に
よ

る
研

修
会

を
３

回
開

催
す

る
と

と
も

に
、

療
育

に
携

わ
る

職
員

に
対

す
る

セ
ン

タ
ー

で
の

実
習

受
け

入
れ

を
2
0
回

（
延

べ
4
1
人

）
行

っ
た

。
【
再

掲
、

(3
)】

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
療

法
士

の
実

習
生

受
入

れ
人

数
」
及

び
「
児

童
発

達
支

援
事

業
所

等
を

対
象

と
し

た
研

修
実

施
回

数
」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
看

護
師

の
実

習
生

受
入

れ
人

数
」
及

び
「
こ

ど
も

療
育

セ
ン

タ
ー

短
期

入
所

契
約

者
数

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
医

療
・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

係
る

支
援

」
で

は
、

看
護

師
、

療
法

士
等

の
実

習
生

及
び

研
修

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
ほ

か
、

「
障

害
児

の
地

域
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

支
援

」
で

は
、

地
域

療
育

支
援

事
業

と
し

て
、

地
域

の
療

育
機

関
等

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
療

育
に

携
わ

る
職

員
の

実
習

を
受

け
入

れ
る

な
ど

、
い

ず
れ

の
小

項
目

に
お

い
て

も
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
た

。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
計

画
を

や
や

下
回

っ
て

実
施

し
た

た
め

、
「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。

知
事

の
評

価
（
案

）
Ｂ

・
 当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

計
画

を
や

や
下

回
っ

て
い

る
と

判
断

し
た

た
め

、
「
Ｂ

」
評

価
と

し
た

。
実

習
生

及
び

研
修

生
の

受
入

れ
の

拡
大

等
に

よ
り

医
療

・
福

祉
関

係
者

の
資

質
向

上
に

努
め

る
と

と
も

に
、

施
設

利
用

の
普

及
啓

発
に

努
め

、
療

育
支

援
の

充
実

を
図

ら
れ

た
い

。

法
人

の
自

己
評

価
Ｂ

（
３

）
障

害
児

の
地

域
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

支
援

（
小

項
目

）
　

肢
体

不
自

由
児

や
発

達
障

害
児

等
が

、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
必

要
な

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

地
域

の
児

童
発

達
支

援
事

業
所

を
対

象
と

し
た

地
域

療
育

支
援

事
業

の
実

施
等

に
よ

り
、

障
害

児
の

地
域

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
積

極
的

な
支

援
を

図
る

。
　

ま
た

、
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
退

所
児

童
に

関
し

、
関

係
す

る
保

育
所

、
幼

稚
園

、
相

談
支

援
事

業
所

等
へ

定
期

的
に

技
術

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

、
医

療
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

者
へ

の
情

報
提

供
等

を
行

う
。

　
肢

体
不

自
由

児
や

発
達

障
害

児
等

が
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

必
要

な
医

療
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

地
域

療
育

支
援

事
業

と
し

て
地

域
の

児
童

発
達

支
援

事
業

所
を

対
象

と
し

た
研

修
会

や
技

術
支

援
を

目
的

と
し

た
実

習
受

入
れ

等
を

実
施

し
、

障
害

児
の

地
域

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
積

極
的

な
支

援
を

図
る

。
　

ま
た

、
こ

ど
も

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
退

所
児

童
に

関
し

、
関

係
す

る
保

育
所

、
幼

稚
園

、
相

談
支

援
事

業
所

等
へ

定
期

的
に

技
術

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
へ

の
参

加
や

医
療

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

者
へ

の
情

報
提

供
を

行
う

。

・
　

地
域

療
育

支
援

事
業

と
し

て
、

児
童

発
達

支
援

事
業

所
等

の
療

育
機

関
や

市
町

の
職

員
を

対
象

と
し

た
医

師
、

療
法

士
等

に
よ

る
研

修
会

を
３

回
開

催
す

る
と

と
も

に
、

療
育

に
携

わ
る

職
員

に
対

す
る

セ
ン

タ
ー

で
の

実
習

受
け

入
れ

を
2
0
回

（
延

べ
4
1
人

）
行

っ
た

。
　

　
ま

た
、

こ
ど

も
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

退
所

児
童

に
つ

い
て

、
必

要
に

応
じ

て
通

園
児

の
進

路
先

の
施

設
を

訪
問

し
、

技
術

支
援

及
び

情
報

提
供

を
行

っ
た

（
1
6
件

）
。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

イ
　

講
演

会
（
講

師
）
や

市
町

の
健

康
づ

く
り

事
業

、
介

護
予

防
事

業
へ

の
職

員
の

派
遣

、
ロ

コ
モ

度
テ

ス
ト

に
係

る
機

材
の

貸
出

し
等

、
地

域
の

一
次

予
防

に
係

る
取

組
を

支
援

し
、

高
齢

者
等

の
運

動
器

（
運

動
機

能
）
及

び
口

腔
等

の
機

能
の

維
持

及
び

向
上

を
図

る
。

イ
　

講
演

会
（
講

師
）
や

市
町

の
健

康
づ

く
り

事
業

、
介

護
予

防
事

業
へ

の
職

員
の

派
遣

、
ロ

コ
モ

度
テ

ス
ト

に
係

る
機

材
の

貸
出

し
等

、
地

域
の

一
次

予
防

に
係

る
取

組
を

支
援

し
、

高
齢

者
等

の
運

動
器

（
運

動
機

能
）
及

び
口

腔
等

の
機

能
の

維
持

及
び

向
上

を
図

る
。

・
　

高
齢

者
等

の
運

動
器

（
運

動
機

能
）
及

び
口

腔
等

の
機

能
の

維
持

及
び

向
上

を
図

る
た

め
、

外
部

機
関

に
対

し
、

ロ
コ

モ
度

テ
ス

ト
を

行
う

機
材

の
貸

出
し

を
行

っ
た

(1
3
2
件

)。

2
0



評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

-

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
 当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

栃
木

県
情

報
公

開
条

例
、

栃
木

県
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

き
、

公
文

書
及

び
個

人
情

報
を

適
切

に
管

理
し

、
職

員
に

対
し

情
報

管
理

に
つ

い
て

注
意

喚
起

を
図

る
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
　

　
　

８
　

法
令

・
社

会
規

範
の

遵
守

及
び

適
切

な
情

報
管

理
（
中

項
目

）

　
県

民
に

信
頼

さ
れ

、
県

内
医

療
・
福

祉
機

関
の

模
範

的
役

割
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
、

法
令

や
社

会
規

範
を

遵
守

す
る

。
　

ま
た

、
栃

木
県

情
報

公
開

条
例

（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
2
号

）
及

び
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
に

基
づ

き
、

適
切

な
情

報
管

理
を

行
う

。
　

さ
ら

に
、

個
人

情
報

漏
え

い
を

防
ぐ

た
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
職

員
の

認
識

を
高

め
る

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

徹
底

す
る

。

　
県

民
に

信
頼

さ
れ

、
県

内
医

療
・
福

祉
機

関
の

模
範

的
役

割
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
、

法
令

や
社

会
規

範
を

遵
守

す
る

。
　

ま
た

、
栃

木
県

情
報

公
開

条
例

（
平

成
1
1
年

栃
木

県
条

例
第

3
2
号

）
及

び
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
1
3
年

栃
木

県
条

例
第

３
号

）
に

基
づ

き
、

適
切

な
情

報
管

理
を

行
う

。
　

さ
ら

に
、

個
人

情
報

漏
え

い
を

防
ぐ

た
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
職

員
の

認
識

を
高

め
る

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

徹
底

す
る

。

・
　

業
務

の
遂

行
に

必
要

な
法

令
上

の
手

続
に

つ
い

て
は

、
疑

義
が

生
じ

る
都

度
、

宇
都

宮
労

働
基

準
監

督
署

、
宇

都
宮

公
共

職
業

安
定

所
、

宇
都

宮
市

西
消

防
署

な
ど

関
係

法
令

を
所

管
す

る
機

関
へ

協
議

や
確

認
を

行
い

、
適

正
な

業
務

執
行

に
努

め
た

。
　

ま
た

、
栃

木
県

情
報

公
開

条
例

、
栃

木
県

個
人

情
報

保
護

条
例

に
基

づ
き

、
公

文
書

管
理

、
個

人
情

報
の

管
理

を
行

っ
た

。
新

規
採

用
職

員
研

修
に

お
い

て
情

報
管

理
に

つ
い

て
周

知
し

、
職

員
の

意
識

を
高

め
た

。
・
　

さ
ら

に
、

県
内

外
で

発
生

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

イ
ン

シ
デ

ン
ト

事
例

を
都

度
職

員
に

周
知

し
、

個
人

情
報

の
漏

洩
等

の
防

止
を

図
っ

た
。

2
1



評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

-

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
 当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

県
が

実
施

す
る

セ
ミ

ナ
ー

へ
担

当
職

員
を

派
遣

し
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

策
定

に
必

要
な

情
報

の
収

集
に

努
め

た
ほ

か
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
の

前
段

と
し

て
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
し

た
。

ま
た

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

台
風

1
9
号

豪
雨

J
R

A
T
災

害
対

策
本

部
（
東

京
本

部
）
に

職
員

を
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

J
R

A
T
や

栃
木

県
災

害
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

連
絡

会
の

定
例

会
に

職
員

を
派

遣
す

る
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
　

　
　

９
　

災
害

等
へ

の
対

応
（
中

項
目

）

　
県

立
病

院
・
施

設
と

し
て

、
下

記
の

と
お

り
、

災
害

等
へ

の
対

応
を

行
う

。
　

県
立

病
院

・
施

設
と

し
て

、
下

記
の

と
お

り
、

災
害

等
へ

の
対

応
を

行
う

。

ウ
　

栃
木

県
災

害
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

連
絡

会
の

定
例

会
に

参
加

し
、

研
修

会
の

開
催

に
向

け
て

協
議

す
る

。
　

　
ま

た
、

県
医

師
会

等
の

関
係

機
関

や
関

係
団

体
が

開
催

す
る

災
害

を
想

定
し

た
医

療
救

護
活

動
訓

練
に

参
加

す
る

な
ど

、
関

係
機

関
等

と
の

連
携

体
制

を
強

化
し

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

的
確

な
対

応
に

努
め

る
。

・
　

栃
木

県
災

害
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

連
絡

会
の

定
例

会
が

２
回

開
催

さ
れ

、
職

員
を

２
名

ず
つ

参
加

さ
せ

た
。

ま
た

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年

台
風

1
9
号

豪
雨

に
際

し
て

栃
木

県
災

害
医

療
対

策
本

部
に

栃
木

J
R

A
T
と

し
て

職
員

を
２

名
派

遣
し

た
。

ア
　

被
災

後
、

地
域

の
災

害
拠

点
病

院
と

の
連

携
も

視
野

に
入

れ
て

、
早

期
に

診
療

機
能

を
回

復
で

き
る

よ
う

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
業

務
継

続
計

画
）
を

整
備

し
、

被
災

し
た

状
況

を
想

定
し

た
訓

練
及

び
研

修
を

実
施

す
る

。

ア
　

業
務

継
続

計
画

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
の

必
要

性
や

目
的

等
に

つ
い

て
、

講
演

会
等

を
通

じ
て

職
員

の
理

解
を

深
め

る
。

・
　

県
が

実
施

す
る

セ
ミ

ナ
ー

へ
担

当
職

員
を

派
遣

し
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

策
定

に
必

要
な

情
報

の
収

集
に

努
め

た
。

ま
た

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

の
前

段
と

し
て

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

と
共

通
事

項
の

多
い

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定

し
た

。

イ
　

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
、

被
災

者
の

日
常

活
動

を
低

下
さ

せ
な

い
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

門
職

に
よ

る
支

援
や

心
理

的
な

サ
ポ

ー
ト

等
を

行
う

Ｊ
Ｒ

Ａ
Ｔ

（
大

規
模

災
害

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
支

援
関

連
団

体
協

議
会

）
に

よ
る

支
援

活
動

等
に

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
す

る
。

イ
　

Ｊ
Ｒ

Ａ
Ｔ

（
大

規
模

災
害

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
支

援
関

連
団

体
協

議
会

）
の

運
営

を
支

援
す

る
た

め
、

平
常

時
か

ら
必

要
に

応
じ

て
同

協
議

会
の

広
報

委
員

会
に

職
員

を
派

遣
す

る
。

　
　

ま
た

、
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
は

、
支

援
活

動
等

に
職

員
を

積
極

的
に

派
遣

す
る

。

・
　

Ｊ
Ｒ

Ａ
Ｔ

の
運

営
を

支
援

す
る

た
め

、
Ｊ

Ｒ
Ａ

Ｔ
協

議
会

の
広

報
委

員
会

に
職

員
を

４
回

派
遣

し
た

。
ま

た
、

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

台
風

1
9
号

豪
雨

Ｊ
Ｒ

Ａ
Ｔ

災
害

対
策

本
部

（
東

京
本

部
）
に

職
員

を
１

回
派

遣
し

た
。

ウ
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
関

係
団

体
と

協
働

し
て

研
修

会
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

県
医

師
会

等
の

関
係

機
関

や
関

係
団

体
が

開
催

す
る

災
害

を
想

定
し

た
医

療
救

護
活

動
訓

練
に

参
加

す
る

な
ど

、
関

係
機

関
等

と
の

連
携

体
制

を
強

化
し

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

的
確

な
対

応
に

努
め

る
。

2
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

複
合

施
設

と
し

て
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
、

安
定

的
な

経
営

基
盤

の
確

立
に

努
め

ら
れ

た
い

。
・
　

医
事

業
務

や
医

療
機

器
の

保
守

な
ど

の
委

託
契

約
に

つ
い

て
、

新
た

に
開

始
し

た
内

部
監

査
を

通
し

て
改

善
点

を
抽

出
し

、
課

題
を

整
理

す
る

な
ど

経
営

改
善

や
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

  
 さ

ら
に

、
新

た
に

小
児

整
形

外
来

や
神

経
難

病
外

来
、

小
児

科
外

来
に

お
け

る
人

工
呼

吸
器

装
着

児
の

受
け

入
れ

な
ど

を
実

施
し

、
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
機

能
や

役
割

を
踏

ま
え

た
業

務
運

営
の

充
実

に
努

め
た

。
【
再

掲
】

  
  

 第
２

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
事

項
（
大

項
目

）

　
　

　
　

１
　

業
務

運
営

体
制

の
確

立
（
中

項
目

）

・
　

経
営

企
画

室
を

中
心

と
し

て
、

内
部

監
査

に
よ

る
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
や

小
児

整
形

外
来

、
神

経
難

病
外

来
等

の
新

設
に

よ
る

業
務

運
営

の
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
、

事
務

決
裁

規
程

の
改

正
に

よ
り

事
務

処
理

の
効

率
化

を
図

る
な

ど
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
安

定
的

な
経

営
基

盤
を

確
立

す
る

た
め

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

経
営

戦
略

の
立

案
等

を
担

う
経

営
企

画
室

を
設

置
し

、
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

を
行

う
。

　
ま

た
、

各
部

署
の

権
限

や
責

任
を

明
確

化
し

た
実

効
性

の
あ

る
組

織
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
複

合
施

設
と

し
て

の
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
最

大
限

に
発

揮
す

る
た

め
、

病
院

部
門

・
施

設
部

門
に

ま
た

が
る

組
織

横
断

的
な

委
員

会
活

動
等

を
充

実
さ

せ
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
業

務
運

営
を

図
る

。

　
安

定
的

な
経

営
基

盤
を

確
立

す
る

た
め

、
経

営
企

画
室

を
中

心
と

し
て

、
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
た

戦
略

的
か

つ
迅

速
な

業
務

運
営

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
医

療
セ

ン
タ

ー
や

障
害

者
自

立
訓

練
セ

ン
タ

ー
等

の
各

部
署

の
権

限
や

責
任

を
明

確
化

し
た

実
効

性
の

あ
る

組
織

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

複
合

施
設

と
し

て
の

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
機

能
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

た
め

、
病

院
・
施

設
部

門
に

ま
た

が
る

組
織

横
断

的
な

委
員

会
活

動
を

充
実

さ
せ

る
。

・
　

医
事

業
務

や
医

療
機

器
の

保
守

な
ど

の
委

託
契

約
に

つ
い

て
、

内
部

監
査

を
通

し
て

改
善

点
を

抽
出

し
、

課
題

を
整

理
す

る
な

ど
経

営
改

善
や

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。
  

 さ
ら

に
、

新
た

に
小

児
整

形
外

来
や

神
経

難
病

外
来

、
小

児
科

外
来

に
お

け
る

人
工

呼
吸

器
装

着
児

の
受

け
入

れ
な

ど
を

実
施

し
、

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

機
能

や
役

割
を

踏
ま

え
た

業
務

運
営

の
充

実
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

４
月

に
行

っ
た

事
務

決
裁

規
程

の
改

正
に

よ
り

部
課

長
に

一
部

の
権

限
が

付
与

さ
れ

、
責

任
の

所
在

が
よ

り
明

確
に

な
る

と
と

も
に

、
事

務
処

理
の

効
率

化
が

図
ら

れ
た

。

2
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

-

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

管
理

運
営

会
議

で
経

営
方

針
の

検
討

や
経

営
情

報
を

共
有

す
る

と
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
所

内
連

絡
会

議
等

に
報

告
す

る
な

ど
職

員
の

経
営

参
画

意
識

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
新

た
に

業
務

改
善

に
係

る
職

員
提

案
制

度
を

開
始

す
る

な
ど

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
　

　
　

２
　

経
営

参
画

意
識

の
向

上
（
中

項
目

）

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

よ
う

、
経

営
改

善
推

進
会

議
に

お
い

て
、

経
常

収
支

比
率

や
医

業
収

支
比

率
等

の
主

要
経

営
指

標
を

用
い

た
経

営
分

析
を

定
例

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

所
内

連
絡

会
議

等
に

報
告

し
、

職
員

の
経

営
参

画
意

識
の

向
上

を
図

る
。

　
ま

た
、

職
員

の
多

様
な

ア
イ

デ
ア

を
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
業

務
運

営
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

、
業

務
改

善
に

係
る

職
員

提
案

を
制

度
化

す
る

。

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

よ
う

、
管

理
運

営
会

議
に

お
い

て
、

経
常

収
支

比
率

や
医

業
収

支
比

率
等

の
主

要
経

営
指

標
を

用
い

た
経

営
分

析
を

定
例

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

所
内

連
絡

会
議

等
に

報
告

し
、

職
員

の
経

営
参

画
意

識
の

向
上

を
図

る
。

　
ま

た
、

職
員

の
多

様
な

ア
イ

デ
ア

を
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
業

務
運

営
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

、
業

務
改

善
に

係
る

職
員

提
案

の
制

度
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

・
　

各
部

長
以

上
を

構
成

員
と

す
る

管
理

運
営

会
議

(1
3
回

開
催

)に
お

い
て

、
主

要
経

営
指

標
の

実
績

等
を

共
有

・
分

析
し

、
翌

月
以

降
の

病
院

・
施

設
の

取
組

方
針

を
決

定
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
所

内
連

絡
会

議
等

に
報

告
し

た
。

　
 さ

ら
に

、
所

長
に

よ
る

職
員

向
け

の
全

体
研

修
会

（
１

回
）
、

経
営

企
画

室
に

よ
る

経
営

に
関

す
る

研
修

会
（
２

回
）
を

開
催

し
、

法
人

の
基

本
方

針
や

中
期

計
画

、
年

度
計

画
の

内
容

を
説

明
す

る
こ

と
に

よ
り

職
員

の
経

営
参

画
意

識
の

醸
成

を
図

っ
た

。
　

 ま
た

、
職

員
の

多
様

な
ア

イ
デ

ア
を

業
務

運
営

に
活

か
し

て
い

く
た

め
、

職
員

提
案

制
度

「
と

ち
リ

ハ
提

案
制

度
」
を

開
始

し
た

。
サ

ー
ビ

ス
向

上
、

コ
ス

ト
削

減
、

働
き

方
改

革
、

そ
の

他
の

４
部

門
を

設
定

し
提

案
を

募
集

し
た

結
果

、
1
5
件

の
提

案
が

寄
せ

ら
れ

、
う

ち
９

件
に

つ
い

て
採

用
（
又

は
一

部
採

用
）
と

し
た

。

2
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
3
0
0
,0

0
0

2
5
8
,1

0
2

8
6
%

3
0
3
,0

0
0

ⅱ
2
1
0
,4

8
2

2
5
8
,1

0
2

2
1
3

1
1

8
5
%

ⅱ
1
1

1
1

3
7
5

8
9

1
1
9
%

ⅴ
7
1

8
9

4
9
0
.0

8
7
.1

9
7
%

9
1
.4

ⅲ
8
0
.5

8
7
.1

5
4
7
0

6
2
0

1
3
2
%

ⅴ
6
1
5

6
2
0

6
7
2
.0

8
2
.1

1
1
4
%

7
5
.0

ⅴ
7
0
.6

8
2
.1

7
1
0
.2

8
.1

1
2
1
%

ⅴ
1
0
.4

8
.1

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

　
　

　
　

３
　

収
入

の
確

保
及

び
費

用
の

削
減

へ
の

取
組

（
中

項
目

）

指
標

名

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

（
単

位
）

【
再

掲
】

　
収

入
の

確
保

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。
　

収
入

の
確

保
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

材
料

費
対

医
業

収
益

比
率

（
％

）

業
務

実
績

（
１

）
収

入
の

確
保

対
策

（
小

項
目

）

ア
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
規

模
に

見
合

っ
た

医
師

、
療

法
士

等
を

適
正

に
配

置
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
の

着
実

な
増

加
を

図
る

。
ア

　
リ

ハ
セ

ン
タ

ー
の

規
模

に
見

合
っ

た
医

師
、

療
法

士
等

を
適

正
に

配
置

し
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

の
着

実
な

増
加

を
図

る
。

・
　

医
師

数
に

つ
い

て
は

、
目

標
1
3
名

の
と

こ
ろ

1
1
名

と
な

り
、

目
標

を
下

回
っ

た
。

特
に

小
児

科
医

に
つ

い
て

は
２

名
以

上
の

配
置

が
望

ま
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

医
師

の
確

保
が

求
め

ら
れ

る
。

　
 療

法
士

数
に

つ
い

て
は

、
随

時
採

用
を

行
う

こ
と

に
よ

り
目

標
を

上
回

る
8
9
名

を
配

置
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
に

つ
い

て
も

昨
年

度
比

4
7
,6

2
0
単

位
増

の
2
5
8
,1

0
2
単

位
と

な
っ

た
が

、
新

た
に

採
用

と
な

っ
た

療
法

士
に

対
し

て
は

一
定

の
教

育
訓

練
期

間
が

必
要

で
あ

り
、

教
育

訓
練

期
間

中
は

新
採

用
職

員
は

も
ち

ろ
ん

指
導

す
る

職
員

に
お

い
て

も
、

時
間

あ
た

り
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

が
減

少
し

た
こ

と
か

ら
、

目
標

の
3
0
0
,0

0
0
単

位
に

届
か

な
か

っ
た

。

イ
　

患
者

紹
介

に
つ

な
が

る
よ

う
、

急
性

期
病

院
へ

の
訪

問
を

通
じ

て
情

報
交

換
を

密
に

行
う

と
と

も
に

、
随

時
、

入
院

患
者

の
待

機
状

況
等

の
情

報
発

信
を

行
う

。

・
　

患
者

紹
介

に
つ

な
が

る
よ

う
、

急
性

期
病

院
へ

待
機

状
況

を
電

話
連

絡
に

て
情

報
提

供
を

行
っ

た
ほ

か
、

会
議

・
研

修
会

等
で

急
性

期
病

院
M

S
W

と
情

報
交

換
に

努
め

た
。

　
　

新
規

入
院

相
談

は
昨

年
度

を
上

回
り

7
9
5
件

の
相

談
が

あ
っ

た
。

ウ
　

地
域

医
療

連
携

室
に

お
い

て
、

各
病

棟
に

お
け

る
退

院
予

定
者

の
的

確
な

管
理

と
入

院
予

定
者

の
ス

ム
ー

ズ
な

受
入

れ
等

、
効

果
的

な
病

床
管

理
を

行
い

、
病

床
利

用
率

の
向

上
に

努
め

る
。

ウ
　

地
域

医
療

連
携

室
に

お
い

て
、

各
病

棟
に

お
け

る
退

院
予

定
者

の
的

確
な

管
理

と
入

院
予

定
者

の
ス

ム
ー

ズ
な

受
入

れ
等

、
効

果
的

な
病

床
管

理
を

行
い

、
病

床
利

用
率

の
向

上
に

努
め

る
。

・
　

地
域

医
療

連
携

室
に

お
い

て
、

各
病

棟
師

長
と

の
連

携
を

密
に

図
り

病
床

管
理

を
行

っ
た

ほ
か

、
紹

介
元

病
院

と
緊

密
な

連
絡

調
整

を
行

い
、

ス
ム

ー
ズ

か
つ

迅
速

な
入

院
手

続
き

を
進

め
た

。
　

 病
床

利
用

率
に

つ
い

て
は

、
秋

頃
の

紹
介

患
者

減
少

の
影

響
も

あ
り

、
前

年
度

よ
り

は
高

く
な

っ
た

も
の

の
、

目
標

9
0
.0

%
の

と
こ

ろ
8
7
.1

％
に

止
ま

っ
た

。

病
床

利
用

率
（
％

）

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
使

用
割

合
（
％

）

医
師

数
（
人

）
【
再

掲
】

療
法

士
数

（
人

）
【
再

掲
】

新
入

院
患

者
数

（
人

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

イ
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
現

況
等

に
つ

い
て

定
期

的
に

情
報

提
供

す
る

な
ど

、
急

性
期

病
院

や
整

形
外

科
病

院
と

の
連

携
を

強
化

し
、

患
者

の
安

定
的

な
確

保
を

図
る

。

2
5



エ
　

障
害

児
・
障

害
者

に
係

る
政

策
的

な
医

療
や

福
祉

等
に

対
す

る
適

切
な

コ
ス

ト
管

理
等

を
行

う
た

め
、

診
療

科
目

別
、

部
門

別
原

価
計

算
を

実
施

す
る

。

エ
　

診
療

科
目

別
、

部
門

別
原

価
計

算
を

実
施

す
る

た
め

の
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

複
数

の
部

門
に

勤
務

す
る

職
員

の
人

件
費

等
の

配
賦

基
準

の
検

討
を

行
う

。

・
 経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
に

当
セ

ン
タ

ー
の

デ
ー

タ
を

蓄
積

す
る

と
と

も
に

、
実

績
デ

ー
タ

を
基

に
複

数
の

部
門

に
勤

務
す

る
職

員
の

人
件

費
等

の
配

賦
基

準
の

妥
当

性
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

キ
　

医
薬

品
の

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
薬

価
差

益
の

観
点

も
含

め
た

検
討

を
行

い
、

収
益

の
増

加
を

図
る

。
・
　

後
発

医
薬

品
の

積
極

的
な

採
用

や
切

替
え

を
行

い
、

医
薬

品
購

入
費

を
約

1
4
0
万

円
削

減
し

、
薬

価
差

に
よ

る
収

益
約

2
4
万

円
に

寄
与

し
た

。

ウ
　

医
薬

品
や

診
療

材
料

に
つ

い
て

、
在

庫
量

が
必

要
最

小
限

の
レ

ベ
ル

と
な

る
よ

う
、

患
者

ご
と

の
処

方
及

び
処

方
量

等
を

的
確

に
予

測
す

る
な

ど
、

適
正

管
理

の
徹

底
を

図
る

。

ウ
　

処
方

量
の

把
握

に
努

め
、

医
薬

品
の

在
庫

量
を

適
正

に
管

理
す

る
。

・
 医

薬
品

の
定

期
的

な
使

用
量

を
把

握
し

、
適

正
在

庫
量

や
発

注
点

を
設

定
す

る
こ

と
に

よ
り

医
薬

品
管

理
の

効
率

化
及

び
適

正
化

を
図

っ
た

。

カ
　

入
院

等
に

際
し

て
、

患
者

や
家

族
に

診
療

費
の

概
算

額
を

提
示

す
る

と
と

も
に

、
医

療
費

に
係

る
公

費
負

担
制

度
や

助
成

制
度

等
に

つ
い

て
丁

寧
に

説
明

し
、

未
収

金
の

発
生

防
止

を
図

る
。

　
　

ま
た

、
未

収
金

が
発

生
し

た
場

合
は

、
電

話
や

家
庭

訪
問

に
よ

る
納

入
（
分

割
納

入
）
の

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

納
期

限
ま

で
に

納
入

さ
れ

な
い

場
合

は
、

債
権

回
収

会
社

へ
の

委
託

を
検

討
す

る
な

ど
、

督
促

や
催

告
の

措
置

を
講

じ
、

未
収

金
の

早
期

回
収

を
図

る
。

カ
　

入
院

等
に

際
し

て
、

患
者

や
家

族
に

診
療

費
の

概
算

額
を

提
示

す
る

と
と

も
に

、
医

療
費

に
係

る
公

費
負

担
制

度
や

助
成

制
度

等
に

つ
い

て
丁

寧
に

説
明

し
、

未
収

金
の

発
生

防
止

を
図

る
。

　
　

ま
た

、
未

収
金

が
発

生
し

た
場

合
は

、
電

話
や

家
庭

訪
問

に
よ

る
納

入
（
分

割
納

入
）
の

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

納
期

限
ま

で
に

納
入

さ
れ

な
い

場
合

は
、

債
権

回
収

会
社

へ
の

委
託

を
検

討
す

る
な

ど
、

督
促

や
催

告
の

措
置

を
講

じ
、

未
収

金
の

早
期

回
収

を
図

る
。

・
　

入
院

時
の

説
明

及
び

誓
約

書
の

提
出

の
徹

底
を

図
る

と
と

も
に

、
支

払
の

困
難

な
患

者
か

ら
の

相
談

対
応

を
通

じ
分

納
の

提
案

等
、

未
収

金
回

収
確

保
に

努
め

た
(令

和
元

(2
0
1
9
）
年

度
 分

納
申

請
　

３
件

）
(参

考
:平

成
3
0
(2

0
1
8
)年

度
未

収
金

発
生

額
　

2
4
1
千

円
)。

 　
ま

た
、

未
収

金
回

収
業

務
委

託
を

通
じ

、
過

年
度

未
収

金
を

回
収

し
た

（
２

件
）
。

ア
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

で
保

有
し

て
い

る
Ｍ

Ｒ
Ｉ等

の
高

度
医

療
機

器
に

つ
い

て
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
及

び
医

療
機

器
の

効
果

的
活

用
の

観
点

か
ら

、
近

隣
の

医
療

機
関

か
ら

の
受

託
検

査
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

イ
　

医
薬

品
や

医
療

機
器

の
購

入
に

当
た

っ
て

は
、

事
務

担
当

者
に

加
え

、
医

師
、

薬
剤

師
、

臨
床

検
査

技
師

、
診

療
放

射
線

技
師

も
交

渉
の

場
に

同
席

し
て

専
門

的
見

地
か

ら
価

格
交

渉
を

行
う

。
　

　
ま

た
、

医
薬

品
の

有
効

性
・
安

全
性

、
供

給
の

安
定

性
等

に
留

意
し

つ
つ

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

（
後

発
医

薬
品

）
の

調
剤

割
合

の
向

上
に

努
め

、
医

薬
品

費
及

び
患

者
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

イ
　

医
薬

品
や

医
療

機
器

の
購

入
に

当
た

っ
て

は
、

事
務

担
当

者
に

加
え

、
医

師
、

薬
剤

師
、

臨
床

検
査

技
師

、
診

療
放

射
線

技
師

も
交

渉
の

場
に

同
席

し
て

専
門

的
見

地
か

ら
価

格
交

渉
を

行
う

。
　

　
ま

た
、

医
薬

品
の

有
効

性
・
安

全
性

、
供

給
の

安
定

性
等

に
留

意
し

つ
つ

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

（
後

発
医

薬
品

）
の

調
剤

割
合

の
向

上
に

努
め

、
医

薬
品

費
及

び
患

者
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

・
  

医
薬

品
や

医
療

機
器

の
購

入
の

交
渉

に
際

し
て

は
多

職
種

で
価

格
交

渉
を

行
っ

た
。

・
  

先
発

医
薬

品
と

同
等

以
上

の
品

質
で

あ
る

後
発

医
薬

品
を

積
極

的
に

採
用

し
、

後
発

医
薬

品
の

使
用

割
合

を
8
2
.1

%
ま

で
引

き
上

げ
、

医
療

費
及

び
患

者
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

っ
た

。

・
 地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

及
び

医
療

機
器

の
効

果
的

活
用

の
観

点
か

ら
、

近
隣

の
医

療
機

関
か

ら
の

受
託

検
査

の
積

極
的

な
受

け
入

れ
に

努
め

た
。

オ
　

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

の
施

設
基

準
や

各
種

加
算

を
算

定
で

き
る

体
制

整
備

を
推

進
す

る
。

・
　

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

１
月

か
ら

５
階

及
び

６
階

病
棟

に
お

い
て

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
の

算
定

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
回

復
期

リ
ハ

W
G

を
月

１
回

開
催

し
、

入
院

料
１

の
施

設
基

準
の

維
持

及
び

各
種

加
算

の
算

定
に

向
け

検
討

を
行

っ
た

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

３
月

に
は

「
入

退
院

支
援

加
算

１
」
の

届
出

を
行

っ
た

。

オ
　

回
復

期
の

医
療

需
要

増
へ

の
対

応
や

質
の

高
い

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
の

提
供

に
よ

り
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

や
体

制
強

化
加

算
の

算
定

を
目

指
す

。

ア
　

リ
ハ

セ
ン

タ
ー

で
保

有
し

て
い

る
Ｍ

Ｒ
Ｉ、

骨
密

度
測

定
装

置
等

の
高

度
医

療
機

器
に

つ
い

て
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
及

び
医

療
機

器
の

効
果

的
活

用
の

観
点

か
ら

、
共

同
利

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

（
２

）
費

用
の

削
減

対
策

（
小

項
目

）
　

費
用

の
削

減
を

図
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施
す

る
。

　
費

用
の

削
減

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

す
る

。

業
務

実
績

エ
　

診
療

報
酬

請
求

等
改

善
委

員
会

に
お

い
て

、
レ

セ
プ

ト
の

減
額

（
返

戻
）
等

に
係

る
原

因
や

背
景

に
つ

い
て

検
討

し
、

診
療

報
酬

の
適

正
な

請
求

に
努

め
る

。
　

　
ま

た
、

診
療

報
酬

の
改

定
内

容
等

を
早

期
か

つ
正

確
に

把
握

し
て

、
取

得
可

能
な

診
療

報
酬

項
目

に
つ

い
て

施
設

基
準

等
の

達
成

に
取

り
組

む
。

エ
　

診
療

に
携

わ
る

職
員

全
員

が
診

療
報

酬
制

度
の

理
解

に
努

め
る

と
と

も
に

、
多

職
種

が
連

携
し

て
記

録
管

理
を

確
実

に
行

い
、

診
療

報
酬

の
適

正
な

請
求

を
行

っ
て

い
く
。

　
　

ま
た

、
院

外
の

研
修

会
等

を
通

じ
て

情
報

収
集

を
行

い
、

新
た

な
加

算
等

の
取

得
を

目
指

す
。

・
　

診
療

報
酬

等
改

善
委

員
会

を
隔

月
開

催
し

、
査

定
減

額
と

な
っ

た
事

例
に

つ
い

て
、

そ
の

理
由

と
今

後
の

対
応

を
明

確
に

し
、

情
報

共
有

す
る

こ
と

で
適

正
な

請
求

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

１
月

か
ら

1
2
月

の
査

定
件

数
は

計
8
4
件

で
あ

っ
た

が
、

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

１
月

か
ら

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

1
2
月

の
査

定
件

数
は

計
3
7
件

と
な

り
、

4
7
件

の
減

と
な

っ
た

。

年
度

計
画

の
記

載
内

容
中

期
計

画
(Ｈ

3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容

2
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

・
　

 療
法

士
数

に
つ

い
て

は
、

随
時

採
用

を
行

う
こ

と
に

よ
り

目
標

を
上

回
る

8
9
名

を
配

置
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
に

つ
い

て
も

昨
年

度
比

4
7
,6

2
0
単

位
増

の
2
5
8
,1

0
2
単

位
と

な
っ

た
。

【
再

掲
、

(1
)-

ア
】

・
　

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

１
月

か
ら

５
階

及
び

６
階

病
棟

に
お

い
て

、
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

棟
入

院
料

１
の

算
定

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

３
月

に
は

「
入

退
院

支
援

加
算

１
」
の

届
出

を
行

っ
た

。
【
再

掲
、

(1
)-

オ
】

・
  

医
薬

品
や

医
療

機
器

の
購

入
の

交
渉

に
際

し
て

は
多

職
種

で
価

格
交

渉
を

行
っ

た
。

・
  

後
発

医
薬

品
を

積
極

的
に

採
用

し
、

後
発

医
薬

品
の

使
用

割
合

を
8
2
.1

%
ま

で
引

き
上

げ
、

医
療

費
及

び
患

者
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

っ
た

。
【
再

掲
、

(2
)-

イ
】

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
の

増
加

や
医

師
の

安
定

的
な

確
保

に
よ

り
更

な
る

収
入

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
病

床
利

用
率

の
向

上
に

努
め

ら
れ

た
い

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
単

位
数

の
増

加
や

医
師

の
安

定
的

な
確

保
に

よ
り

更
な

る
収

入
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

面
に

も
留

意
し

な
が

ら
費

用
の

削
減

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

な
ど

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。 ・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
療

法
士

数
」
、

「
新

入
院

患
者

数
」
、

「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

割
合

」
及

び
「
材

料
費

対
医

業
収

益
比

率
」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

単
位

数
」
、

「
医

師
数

」
、

「
病

床
利

用
率

」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
「
収

入
の

確
保

対
策

」
で

は
、

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

１
月

か
ら

５
階

及
び

６
階

病
棟

に
お

い
て

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

入
院

料
１

の
算

定
を

開
始

し
た

ほ
か

、
「
費

用
の

削
減

対
策

」
で

は
、

医
薬

品
の

定
期

的
な

使
用

量
を

把
握

し
、

医
薬

品
管

理
の

効
率

化
及

び
適

正
化

を
図

る
な

ど
、

い
ず

れ
の

小
項

目
に

お
い

て
も

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

2
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◆
年

度
計

画
指

標
（
参

考
）
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
各

事
業

年
度

の
実

績

Ｎ
ｏ

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

目
標

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値

R
元

（
2
0
1
9
）

年
度

達
成

率

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

目
標

値
※

指
標

の
達

成
状

況

Ｈ
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

実
績

値

Ｒ
元

（
2
0
1
9
）

年
度

実
績

値
（
再

掲
）

Ｒ
２

(2
0
2
0
)

年
度

実
績

値

Ｒ
３

(2
0
2
1
)

年
度

実
績

値

Ｒ
４

(2
0
2
2
)

年
度

実
績

値

1
1
0
0
以

上
1
0
4
.1

1
0
4
%

1
0
0
以

上
ⅳ

1
0
1
.4

1
0
4
.1

2
7
0
以

上
6
8
.9

9
8
%

7
5
以

上
ⅲ

6
4
.9

6
8
.9

※
　

中
期

計
画

指
標

の
み

記
載

評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

業
務

運
営

へ
の

反
映

状
況

・
　

医
業

収
支

比
率

の
改

善
に

向
け

、
よ

り
一

層
の

経
営

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。

・
　

毎
月

、
中

堅
幹

部
職

員
以

上
が

出
席

す
る

所
内

連
絡

会
議

に
お

い
て

、
入

退
院

別
・
診

療
科

別
の

前
月

ま
で

の
稼

働
額

を
周

知
し

、
経

営
情

報
の

共
有

を
行

う
と

と
も

に
収

益
の

維
持

・
増

加
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

を
働

き
か

け
た

。
【
再

掲
】

　
県

民
が

求
め

る
専

門
的

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

等
を

安
定

的
に

提
供

し
て

い
く
た

め
、

中
期

目
標

期
間

を
累

計
し

た
経

常
収

支
比

率
を

１
０

０
％

以
上

と
す

る
。

　
ま

た
、

各
年

度
に

お
い

て
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

す
。

　
月

次
で

収
支

進
捗

状
況

を
管

理
し

、
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

す
。

・
　

毎
月

、
中

堅
幹

部
職

員
以

上
が

出
席

す
る

所
内

連
絡

会
議

に
お

い
て

、
入

退
院

別
・
診

療
科

別
の

前
月

ま
で

の
稼

働
額

を
周

知
し

、
経

営
情

報
の

共
有

を
行

う
と

と
も

に
収

益
の

維
持

・
増

加
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

を
働

き
か

け
た

。
・
　

令
和

元
(2

0
1
9
)年

度
の

経
常

収
支

比
率

は
1
0
4
.1

%
と

な
り

、
目

標
を

達
成

し
た

。

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
 当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
こ

と
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。
た

だ
し

、
医

業
収

支
比

率
の

改
善

に
向

け
、

よ
り

一
層

の
経

営
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

指
標

の
達

成
状

況
に

関
し

て
は

、
「
経

常
収

支
比

率
」
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

一
方

、
「
医

業
収

支
比

率
」
に

つ
い

て
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

・
　

年
度

計
画

の
業

務
実

績
に

関
し

て
は

、
毎

月
、

中
堅

幹
部

職
員

以
上

が
出

席
す

る
所

内
連

絡
会

議
に

お
い

て
、

入
退

院
別

・
診

療
科

別
の

前
月

ま
で

の
稼

働
額

を
周

知
し

、
経

営
情

報
の

共
有

を
行

う
と

と
も

に
収

益
の

維
持

・
増

加
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

を
働

き
か

け
た

。
令

和
元

(2
0
1
9
)年

度
の

経
常

収
支

比
率

は
1
0
4
.1

%
と

な
り

目
標

を
達

成
し

た
。

・
　

以
上

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

医
業

収
支

比
率

(%
)

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

  
  

 第
３

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

）
（
大

項
目

）

指
標

名

経
常

収
支

比
率

(%
)

2
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評
価

理
由

評
　

価
理

由
等

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
業

務
実

績
の

評
価

に
お

け
る

指
摘

等
業

務
運

営
へ

の
反

映
状

況

・
　

該
当

な
し

-

知
事

の
評

価
（
案

）
Ａ

・
　

当
該

中
項

目
に

関
し

て
は

、
概

ね
計

画
ど

お
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

、
「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

法
人

の
自

己
評

価
Ａ

・
　

医
療

機
器

等
の

調
達

に
当

た
っ

て
は

、
管

理
運

営
会

議
に

お
い

て
投

資
計

画
を

精
査

し
、

計
画

的
な

更
新

・
整

備
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

こ
と

か
ら

、
当

該
中

項
目

に
関

し
て

は
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

「
Ａ

」
評

価
と

し
た

。

  
  

 第
８

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

（
大

項
目

）

中
期

計
画

(Ｈ
3
0
(2

0
1
8
)～

Ｒ
４

(2
0
2
2
))

の
記

載
内

容
年

度
計

画
の

記
載

内
容

業
務

実
績

　
医

療
機

器
に

つ
い

て
、

県
民

の
医

療
ニ

ー
ズ

や
医

療
技

術
の

進
展

に
応

え
る

た
め

、
費

用
対

効
果

等
を

総
合

的
に

勘
案

し
、

計
画

的
な

更
新

・
整

備
に

努
め

る
。

　
医

療
機

器
等

の
調

達
に

当
た

っ
て

は
、

管
理

運
営

会
議

に
お

い
て

投
資

計
画

を
精

査
し

、
計

画
的

な
更

新
・
整

備
に

努
め

る
。

・
　

医
療

機
器

の
調

達
に

当
た

り
、

部
長

以
上

を
構

成
員

と
す

る
管

理
運

営
会

議
に

お
い

て
、

投
資

計
画

及
び

購
入

予
定

機
器

の
機

能
や

仕
様

を
精

査
し

、
病

院
・
施

設
運

営
に

必
要

十
分

な
機

器
の

整
備

を
行

っ
た

。
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 栃木県知事は、地方独立行政法人法第 28 条第１項の規定により、地方独立行

政法人栃木県立リハビリテーションセンターの令和元（2019）年度の業務実績

について、以下のとおり評価を行った。 

 

１ 全体評価（案） 

（1）評価結果 

 

 

 

（2）判断理由等 

○ 14 の中項目中「安全で安心な医療の提供」等の 10 項目については、Ａ

評価（概ね計画どおり実施している）と判断した一方、「質の高い医療

の提供」等の４項目については、Ｂ評価（計画をやや下回って実施して

いる）と判断した。 

○ Ｂ評価と判断した「質の高い医療の提供」及び「人材の確保と育成」の

２項目については、リハビリテーション実施単位数や整形外科手術実施

人数のほか、職員満足度割合等が目標を下回っており、医師の安定的な

確保や職員満足度の向上等に取り組む必要がある。 

また、「障害児・障害者の福祉の充実」及び「地域医療・福祉への貢献」

の２項目については、施設利用の普及啓発に努めるとともに、実習生の

受入れ等、医療・福祉関係者の資質向上に取り組む必要がある。 

 

２ （地独）栃木県立がんセンター及び（地独）栃木県立リハビリテーション

センター評価委員会の意見・指摘等 

令和元（2019）年度の業務実績については、中期計画の達成に向けた進

捗にやや遅れが見られる。 

資料 15 

令和元（2019）年度業務実績に関する全体評価書（リハビリテーションセンター） 



第１　県民に対して提供する医療サービスその他の業務の質の向上に関する事項

 １　質の高い医療の提供　

目標値 実績値 達成率 評価

52 60 61 102% ⅳ 60

530 550 607 110% ⅴ

984 900 956 106% ⅳ

2,190 735 835 114% ⅴ 780

8 8 16 200% ⅴ 20

8,048 7,600 8,308 109% ⅳ 7,900

183 150 200 133% ⅴ 228

83.7 100.0 77.3 77% ⅰ

年8回 年８回 年８回 100% ⅳ

年8回 年10回 年８回 80% ⅱ 月1回以上

5,374 7,070 5,668 80% ⅱ 17,040

 ２　安全で安心な医療の提供　　

目標値 実績値 達成率 評価

年7回 － － － －

－ 90以上 94.5 105% ⅳ

1 1 1 100% ⅳ 3以上

年1回 年１回 年１回 100% ⅳ

年2回 年２回 年２回 100% ⅳ

※　医療安全管理研修（全職員対象）の指標は、R元（2019）年度より実施回数から受講率に変更

　３　患者・県民の視点に立った医療の提供　

目標値 実績値 達成率 評価

年2回 年２回 年２回 100% ⅳ

1,026 1,080 1,045 97% ⅲ

153 200 107 54% ⅰ 230

53.5 52.0 51.7 99% ⅲ

551 540 478 89% ⅱ

3,011 3,100 3,370 109% ⅳ

87 90以上 88 98% ⅲ 90以上

　４　人材の確保と育成　

目標値 実績値 達成率 評価

56 58 57 98% ⅲ

12 13 13 100% ⅳ

80 85以上 78 92% ⅲ 90以上

年1回 年１回 年１回 100% ⅳ

令和元（2019）年度　数値目標及び実績値一覧（がんセンター）

職員満足度割合（％）

医療倫理研修実施回数

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

医師数（人）

認定看護師数（人）

専門看護相談件数（件）

セカンドオピニオン件数（件）

院内クリティカルパス適用症例率（％）

口腔ケア実施件数（件）

医療相談件数（件）

患者満足度割合（％）

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

カルテ監査実施回数

医療安全管理研修（全職員対象）受講率（％）

感染管理認定看護師数（人）

多職種連携ロールプレイ研修実施回数

医薬品安全使用研修実施回数

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

医療安全管理研修（全職員対象）実施回数

チームＳＴＥＰＰＳ受講率（％）

緩和ケア勉強会実施回数

地域の緩和ケア連携カンファレンス開催回数

がん患者リハビリテーション単位数（単位）

外来（日帰り）ポリープ内視鏡手術延べ件数（件）

高精度放射線治療延べ件数（件）
IMRT

SBRT

外来化学療法延べ件数（件）

臨床研究件数（件）

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

高難度手術延べ件数（件）

腹腔鏡及び胸腔鏡下手術延べ件数（件）

【指標の達成状況の判断目安】

ⅴ：目標達成率110%以上　ⅳ：目標達成率100%以上110%未満　ⅲ：目標達成率90%以上100%未満
ⅱ：目標達成率80%以上90%未満　ⅰ：目標達成率80%未満

参考資料１
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　５　地域連携の推進　

目標値 実績値 達成率 評価

322 344 306 89% ⅱ

年1回 年２回 年１回 50% ⅰ

44 45 123 273% ⅴ

593 547 1,199 219% ⅴ

94.6 94.5 95.7 101% ⅳ 95.0

45.3 43.3 44.2 102% ⅳ 40.0

　６　地域医療への貢献　

目標値 実績値 達成率 評価

年14回 年15回 年16回 107% ⅳ

年11回 年10回 年10回 100% ⅳ

第２　業務運営の改善及び効率化に関する事項

　３　収入の確保及び費用の削減への取組　　

目標値 実績値 達成率 評価

57.0 65.1 56.7 87% ⅱ

3,984 4,540 4,276 94% ⅲ

6,958 7,053 6,814 97% ⅲ

154.8 177.0 153.4 87% ⅱ

486.7 494.0 484.2 98% ⅲ

8.1 7.6 7.9 96% ⅲ

79.6 82.5 82.7 100% ⅳ

12.9 12.6 12.8 98% ⅲ

13.5 11.6 12.5 92% ⅲ

第３　予算、収支計画及び資金計画

 　　財務内容の改善に関する事項　　

目標値 実績値 達成率 評価

98.0 100以上 97.0 97% ⅲ 100以上

79.4 80以上 80.5 101% ⅳ 85以上

※１　R２（2020）年度目標値については、中期計画指標のみ記載。

※２　延べ入院患者数（退院日を含む年間入院患者数）を年間延べ病床数で除した割合。

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

経常収支比率（％）

医業収支比率（％）

委託料対医業収益比率（％）

減価償却費対医業収益比率（％）

新入院患者数（人）

新外来患者数（人）

１日当たり入院患者数（人）

１日当たり外来患者数（人）

診療材料費対医業収益比率（％）

ジェネリック医薬品採用比率（％）

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

病床利用率（％）※２

郡市医師会向け出張講座実施回数

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

地域の医療従事者向け研修実施回数

受託検査件数（件）

退院調整件数（件）

紹介率（％）

逆紹介率（％）

指　　標　　名
H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R2（2020）
年度

目標値※１

院外への口腔ケア依頼件数（件）

医薬連携研修実施回数

2



中期目標期間の終了時に見込まれる数値目標及び実績値一覧（がんセンター）

【指標の達成状況の判断目安】

第２　県民に対して提供する医療サービスその他の業務の質の向上に関する事項

 １　質の高い医療の提供　　

69 75 52 61 60 60 100% ⅳ

　ＩＭＲＴ 777 1,251 2,190 835 780 780 100% ⅳ

　ＳＢＲＴ 4 0 8 16 20 20 100% ⅳ

7,897 7,573 8,048 8,308 7,900 7,900 100% ⅳ

182 169 183 200 228 228 100% ⅳ

年9回 年10回 年8回 年8回 月1回 月１回以上 100% ⅳ

2,285 5,438 5,374 5,668 5,900 17,040 35% ⅰ

2 2 1 1 3 3以上 100% ⅳ

148 194 153 107 130 230 57% ⅰ

82 83 87 88 90 90以上 100% ⅳ

　４　人材の確保と育成　

66 77 80 78 90 90以上 100% ⅳ

 ５　地域連携の推進　

93.5 94.0 94.6 95.7 95.0 95.0 100% ⅳ

38.0 42.8 45.3 44.2 40.0 40.0 100% ⅳ

第４　予算、収支計画及び資金計画

 　　財務内容の改善に関する事項　　

101.1 98.9 98.0 97.0 100.0 100以上 100% ⅳ

79.1 77.8 79.4 80.5 85.0 85以上 100% ⅳ

R２(2020)
年度
目標値

R２(2020)
年度
達成率
(見込み)

指標の達成
状況

経常収支比率（％）

医業収支比率（％）

指　　標　　名
H28(2016)
年度
実績値

H29(2017)
年度
実績値

H30(2018)
年度
実績値

R元(2019)
年度
実績値

R２(2020)
年度
見込値

紹介率（％）

逆紹介率（％）

指　　標　　名
H28(2016)
年度
実績値

H29(2017)
年度
実績値

H30(2018)
年度
実績値

R元(2019)
年度
実績値

R２(2020)
年度
見込値

R２(2020)
年度
目標値

R２(2020)
年度
達成率
(見込み)

指標の達成
状況

R２(2020)
年度
目標値

R２(2020)
年度
達成率
(見込み)

指標の達成
状況

職員満足度割合（％）

指　　標　　名
H28(2016)
年度
実績値

H29(2017)
年度
実績値

H30(2018)
年度
実績値

R元(2019)
年度
実績値

R２(2020)
年度
見込値

R２(2020)
年度
目標値

R２(2020)
年度
達成率
(見込み)

指標の達成
状況

セカンドオピニオン件数（件）

患者満足度割合（％）

指　　標　　名
H28(2016)
年度
実績値

H29(2017)
年度
実績値

H30(2018)
年度
実績値

R元(2019)
年度
実績値

R２(2020)
年度
見込値

感染管理認定看護師数（人）

 ３　患者・県民の視点に立った医療の提供

指　　標　　名
H28(2016)
年度
実績値

H29(2017)
年度
実績値

H30(2018)
年度
実績値

R元(2019)
年度
実績値

R２(2020)
年度
見込値

R２(2020)
年度
目標値

R２(2020)
年度
達成率
(見込み)

指標の達成
状況

臨床研究件数（件）

地域の緩和ケア連携カンファレンス開催回数

がん患者リハビリテーション単位数（単位）

 ２　安全で安心な医療の提供

R２(2020)
年度
目標値

R２(2020)
年度
達成率
(見込み)

指標の達成
状況

高難度手術延べ件数（件）

高精度放射線治療延べ件数（件）

外来化学療法延べ件数（件）

指　　標　　名
H28(2016)
年度
実績値

H29(2017)
年度
実績値

H30(2018)
年度
実績値

R元(2019)
年度
実績値

R２(2020)
年度
見込値

ⅴ：目標達成率110%以上　ⅳ：目標達成率100%以上110%未満　ⅲ：目標達成率90%以上100%未満
ⅱ：目標達成率80%以上90%未満　ⅰ：目標達成率80%未満

参考資料２
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地方独立行政法人栃木県立がんセンター　中期目標　骨子　（第１期・第２期の比較）
R2(2020).7.29

大項目 中項目 小項目 大項目 中項目 小項目

前　文 前　文
環境の変化、第１期の実
績・課題、第２期の方向性
を記載

第１　中期目標の期間 第１　中期目標の期間

・　５年間 （H28(2016).4.1～H33(2021).3.31） ・　５年間（R3(2021).4.1～R8(2026).3.31）

１　質の高い医療の提供 １　質の高い医療の提供

（１）　高度で専門的な医療の推進
（２）　チーム医療の推進
（３）　緩和ケアの推進
（４）　がん患者のリハビリテーション提供体制の充実 変更

（１）　高度で専門的な医療の推進
（２）　チーム医療の推進
（３）　緩和ケアの推進
（４）　がん患者リハビリテーションの推進 リハビリスペース等の提

供体制は整備済み

２　安全で安心な医療の提供 ２　安全で安心な医療の提供

（１）　医療安全対策等の推進
（２）　医療機器、医薬品等の安全管理の徹底
（３）　法令・社会規範の遵守及び適切な情報管理 移動

（１）　医療安全対策等の推進
（２）　医療機器、医薬品等の安全管理の徹底
（３）　（第５－２に記載）

３　患者・県民の視点に立った医療の提供 ３　患者・県民の視点に立った医療の提供

（１）　患者及びその家族への医療サービスの充実
（２）　患者の就労等に関する相談支援体制の充実
（３）　患者及びその家族の利便性・快適性の向上
（４）　県民へのがんに関する情報の提供
（５）　ボランティア等民間団体との協働

変更
（１）　患者及びその家族への医療サービスの充実
（２）　患者の就労等に関する相談支援機能の充実
（３）　患者及びその家族の利便性・快適性の向上
（４）　県民へのがんに関する情報の提供
（５）　ボランティア等民間団体との協働

体制は整備済み

４　人材の確保と育成 ４　人材の確保と育成

（１）　医療従事者の確保と育成
（２）　研修体制の強化
（３）　人事管理制度の構築
（４）　安全で安心な職場環境づくり
（５）　医療従事者の臨床倫理観の向上

変更

（１）　医療従事者の確保と育成
（２）　研修体制の強化
（３）　人事管理制度の構築
（４）　働きやすい職場環境づくり
（５）　医療従事者の臨床倫理観の向上

働き方改革関連を追記

５　地域連携の推進 ５　地域連携の推進

（１）　地域の医療機関との連携強化
（２）　患者の在宅療養を支援するための病診連携の
強化
（３）　在宅緩和ケアの推進

（１）　地域の医療機関との連携強化
（２）　患者の在宅療養を支援するための病診連携の
強化
（３）　在宅緩和ケアの推進

６　地域医療への貢献 ６　地域医療への貢献

（１）　地域のがん医療の向上・均てん化のための支援
（２）　がん対策事業への貢献

（１）　地域のがん医療の質の向上のための支援
（２）　がん対策事業への貢献

「均てん化」削除

７　災害等への対応 ７　災害等への対応

・　県立病院としての災害等への対応
追記

・　県立病院としての災害等への対応
・　ＢＣＰ（業務継続計画）の継続的な見直し 災害対応の強化が求めら

れるため追記

１　業務運営体制の確立 １　業務運営体制の確立

・　経営責任の所在の明確化
・　実効性のある組織の整備

変更

移動

（１）　効率的な組織体制の構築
・　効果的・効率的な業務運営体制の構築
・　経営効率の高い職員配置

（２）　経営参画意識の向上　（第３－２から移動）
・　積極的に経営に参画する組織文化の醸成

医療環境の変化への対応
が求められるため変更

業務運営体制に関するも
のであるため、１に整理

２　経営参画意識の向上 ２　（第３－１（２）に記載）

・　積極的に経営に参画する組織文化の醸成 移動

第一期中期目標　骨子 第二期中期目標　骨子（案）
考え方等

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関
する事項

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関
する事項

第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項 第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項

参考資料３－１
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大項目 中項目 小項目 大項目 中項目 小項目

第一期中期目標　骨子 第二期中期目標　骨子（案）
考え方等

３  収入の確保及び費用の削減への取組 ２  収入の確保及び費用の削減への取組

（１）　収入の確保への取組
・　積極的な情報発信と質の高いがん医療の提供によ
る患者の確保
・　病診・病病連携による患者の確保
・　病床利用率向上策の検討
・　診療報酬の精度管理の充実
・　未収金の発生防止と回収の徹底

（２）　費用の削減への取組

・　適正な在庫管理
・　医薬品及び診療材料の調達コストの削減
・　コスト意識改革
・　原価計算の確立

変更

追記

削除

（１）　収入の確保への取組
・　積極的な情報発信と質の高いがん医療の提供によ
る患者の確保
・　病診・病病連携による患者の確保
・　病床利用率向上策の検討
・　診療報酬改定への迅速かつ適切な対応
・　未収金の発生防止と回収の徹底

（２）　費用の削減への取組
・　経営状況の分析を踏まえた費用の適正化
・　適正な在庫管理

・　コスト意識改革
・　原価計算の実施

診療報酬改定による経営
への影響を考慮

費用面の分析が必要と判
断し追記
費用の適正化に整理

原価計算導入済み

第４　財務内容の改善に関する事項 第４　財務内容の改善に関する事項

・　中期目標期間中の経常収支の黒字化
追記

・　中期目標期間中の経常収支の黒字化
・　計画的な資金管理 資金不足に陥ることのな

いよう追記

１　施設整備のあり方・医療機器整備の検討

・　長期的な視点による施設整備のあり方の検討

・　計画的な医療機器の更新・整備

変更 ・　地域の医療機関の状況等を踏まえた施設整備の
あり方の具体的な検討
・　計画的な医療機器の更新・整備

第２期において施設整備
に向けた具体的な検討が
必要なため変更

２　適正な業務の確保　（第２－２（３）から移動）

追記

・　法令・社会規範の遵守
・　適切な情報管理
・　内部統制の充実 地独法改正（H30.4月）を

受け追記

第５　その他業務運営に関する重要事項 第５　その他業務運営に関する重要事項

2



第
１
期

中
期
目
標
（

H
2
8
(
2
0
1
6
)
年
度
～
R
2
(
2
0
2
0
）
年
度
）

第
２
期

中
期
目
標
（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
度

～
R
7
(
2
0
2
5
）

年
度
）

（
素

案
）

備
考

前
文

前
文

　
栃
木

県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
（

以
下

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
」

と
い

う
。

）
は

、
こ

れ
ま

で
県

民
が
求

め
る
高
度
で
専
門

的
な

が
ん

医
療

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携
拠

点
病
院
と
し
て
栃

木
県

の
が

ん
の

医
療

水
準

の
向

上
・

均
て

ん
化

を
推

進
す

る
な

ど
、
県

内
に
お
け
る
が
ん

医
療

に
対

し
て

極
め

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
き

た
。

　
近
年

は
、
超
高
齢
社
会

の
到

来
、

医
療

技
術

の
進

歩
、

県
民

の
医

療
に

対
す

る
意

識
の

変
化
な

ど
、
医
療
を
取
り

巻
く

環
境

は
大

き
く

変
化

し
て

お
り

、
県

民
に

対
す

る
医

療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
ま
た

、
医
師
な
ど
の
医

療
従

事
者

の
不

足
や

国
の

医
療

制
度

改
革

な
ど

に
よ

り
、

が
ん

セ
ン
タ

ー
の
経
営
環
境
の

厳
し

さ
が

増
す

中
、

将
来

に
わ

た
り

持
続

可
能

な
経

営
基

盤
の

確
立
が

求
め
ら
れ
て
い
る

。
　
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら

、
今

後
と

も
公

的
使

命
を

果
た

し
な

が
ら

、
医

療
環

境
の

変
化

に
迅
速

に
対
応
す
る
と
と

も
に

経
営

の
健

全
化

を
図

る
た

め
、

柔
軟

で
弾

力
的

な
病

院
運

営
が
可

能
と
な
る
地
方
独

立
行

政
法

人
を

設
立

す
る

こ
と

と
し

た
。

　
こ
の

中
期
目
標
は
、

医
療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

、
地

域
医

療
機
関

と
の
連
携
、
業
務

運
営

の
改

善
や

効
率

化
な

ど
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

が
達

成
す

べ
き

業
務
運

営
の
目
標
や
方
向

性
を

示
す

も
の

で
あ

る
。

　
が
ん

セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は

、
地

方
独

立
行

政
法

人
制
度

の
特

長
で

あ
る

自
律

性
、

機
動
性
、

透
明
性
を
十
分
に

活
か

し
て

柔
軟

で
弾

力
的

な
病

院
運

営
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

質
の
高

い
が
ん
医
療
を
安

定
的

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、

県
内

に
お

け
る

医
療

水
準

の
向

上
・
均

て
ん
化
を
推
進
す

る
な

ど
、

県
民

の
健

康
の

確
保

及
び

増
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る

。

　
栃

木
県

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
（

以
下

「
が

ん
セ

ン
タ

ー
」

と
い

う
。

）
は

、
県

民
が

求
め

る
高

度
で

専
門

的
な

が
ん

医
療

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
栃

木
県

の
が

ん
の

医
療

水
準

の
向

上
・

均
て

ん
化

を
推

進
す

る
な

ど
、

県
内

に
お

け
る

が
ん

医
療

に
対

し
て

極
め

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

　
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

か
ら

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

ま
で

の
第

一
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
、

が
ん

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提

供
体

制
の

整
備

や
ゲ

ノ
ム

セ
ン

タ
ー

の
開

設
を

行
う

と
と

も
に

、
地

方
独

立
行

政
法

人
制

度
の

特
長

を
活

か
し

て
、

専
門

的
な

資
格

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

持
っ

た
職

員
を

随
時

採
用

す
る

な
ど

、
医

療
の

質
の

向
上

と
そ

の
提

供
体

制
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
　

一
方

、
経

営
面

に
お

い
て

は
、

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

は
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

達
成

し
た

も
の

の
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

は
純

損
失

を
計

上
し

て
お

り
、

非
常

に
厳

し
い

経
営

状
況

が
続

い
て

い
る

。

　
ま

た
、

近
年

、
急

速
な

高
齢

化
の

進
展

や
、

入
院

治
療

か
ら

外
来

治
療

へ
の

移
行

、
医

療
技

術
の

進
歩

な
ど

、
医

療
を

取
り

巻
く

環
境

は
大

き
く

変
化

し
て

い
る

。

　
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
５

年
間

の
第

２
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
、

こ
う

し
た

医
療

環
境

の
変

化
に

迅
速

に
対

応
し

、
経

営
の

健
全

化
を

図
る

と
と

も
に

、
県

民
に

対
す

る
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
　

こ
の
第

２
期

中
期

目
標

は
、

第
１

期
中

期
目
標

期
間

に
お

け
る

業
務

実
績

や
経

営
状

況
、

医
療

環
境

の
変

化
な

ど
を

踏
ま

え
、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
医

療
従

事
者

の
確

保
と

育
成

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

、
業

務
運

営
の

改
善

や
効

率
化

な
ど

、
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

達
成

す
べ

き
業

務
運

営
の

目
標

や
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
る

。
　

が
ん

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

は
、
地

方
独

立
行

政
法

人
の

利
点

を
十

分
に

活
か

し
た

病
院

運
営

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
経

営
改

善
を

図
り

つ
つ

、
質

の
高

い
が

ん
医

療
を

安
定

的
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
県

内
に

お
け

る
医

療
水

準
の

向
上

を
推

進
す

る
な

ど
、

県
民

の
健

康
の

確
保

及
び

増
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

強
く

求
め

る
も

の
で

あ
る

。

・
第

１
期

の
実

績

・
第

１
期

の
課

題

・
外

部
環

境
の

変
化

・
第

１
期

の
実

績
等

を
踏

ま
え

た
、

第
２

期
の

方
向

性

・
均

て
ん

化
は

、
一

定
の

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
の

で
削

除

第
１
　
中
期
目
標
の
期

間
第
１
　
中
期
目
標
の
期
間

平
成
2
8
年
４
月
１
日
か
ら

平
成

3
3
年

３
月

3
1
日

ま
で
の

５
年

間
と

す
る

こ
と

。
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
４

月
１

日
か

ら
令

和
８

（
2
0
2
6
）

年
３

月
3
1
日

ま
で
の

５
年

間
と

す
る

こ
と

。

第
２
　

県
民
に
対
し
て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

第
２

　
県

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

　
県
民

の
医
療
ニ
ー
ズ
を

踏
ま

え
て

、
高

度
で

専
門

的
な

医
療

な
ど

質
の

高
い

医
療

を
提

供
す
る

こ
と
。

　
ま
た

、
患
者
が
安
心
し

て
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

医
療

の
安

全
を

確
保

す
る

と
と

も
に
、

患
者
・
県
民
の
視

点
に

立
っ

て
医

療
を

提
供

す
る

ほ
か

、
人

材
の

確
保

と
育

成
に

取
り
組

む
こ
と
。

　
さ
ら

に
、
県
全
体
の
が

ん
医

療
水

準
の

向
上

や
在

宅
医

療
の

充
実

を
図

る
た

め
、

地
域

連
携
を

推
進
す
る
と
と
も

に
、

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
こ

と
。

　
県

民
の

医
療

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
て

、
高

度
で

専
門

的
な

医
療

な
ど

質
の

高
い

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

　
ま

た
、

患
者

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

医
療

の
安

全
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
患

者
・

県
民

の
視

点
に

立
っ

て
医

療
を

提
供

す
る

ほ
か

、
人

材
の

確
保

と
育

成
に

取
り

組
む

こ
と

。
　

さ
ら

に
、

県
全

体
の

が
ん

医
療

水
準

の
向

上
や

在
宅

医
療

の
充

実
を

図
る

た
め

、
地

域
連

携
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

こ
と

。

参
考
資
料
３
－
２
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第
１
期

中
期
目
標
（

H
2
8
(
2
0
1
6
)
年
度
～
R
2
(
2
0
2
0
）
年
度
）

第
２
期

中
期
目
標
（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
度

～
R
7
(
2
0
2
5
）

年
度
）

（
素

案
）

備
考

１
　
質
の
高
い
医
療
の

提
供
　

１
　
質
の
高
い
医
療
の
提
供
　

（
１
）
高
度
で
専
門
的

な
医
療
の
推
進
　

（
１
）
高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
推
進
　

　
局
所

進
行
が
ん
や
転
移

が
ん

の
患

者
に

対
す

る
医

療
の

提
供
な

ど
、

患
者

が
さ

ま
ざ

ま
な
病
態

に
応
じ
て
必
要
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
高

度
で

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
こ
と

。

　
希

少
が

ん
や

難
治

性
が

ん
の

特
性

に
応

じ
た

医
療

や
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

の
提

供
な

ど
、

患
者

が
さ

ま
ざ

ま
な

病
態

に
応

じ
て

必
要

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

高
度

で
専

門
的

な
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

。

・
第

２
期

に
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

担
う

政
策

医
療

（
２
）
チ
ー
ム
医
療
の

推
進

（
２
）
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

　
多
職

種
の
医
療
従
事
者

間
で

連
携

、
協

働
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

最
大

限
に

発
揮

で
き
る

よ
う
、
患
者
及
び

そ
の

家
族

も
一

員
と

し
た

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

こ
と

。
　

多
職

種
の

医
療

従
事

者
間

で
連

携
、

協
働

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性

を
最

大
限

に
発

揮
で

き
る

よ
う

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
も

一
員

と
し

た
チ

ー
ム

医
療

を
推

進
す

る
こ

と
。

（
３
）
緩
和
ケ
ア
の
推

進
（
３
）
緩
和
ケ
ア
の
推
進

　
患
者

の
苦
痛
の
軽
減
や

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム
、
緩

和
ケ
ア
外
来
、
緩

和
ケ

ア
病

棟
等

を
有

機
的

に
統

合
す

る
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

体
制
の

充
実
な
ど
、
が
ん

と
診

断
さ

れ
た

時
か

ら
の

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
こ

と
。

　
患

者
の

苦
痛

の
軽

減
や

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
緩

和
ケ

ア
外

来
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

等
を

有
機

的
に

統
合

す
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー
に

よ
る

緩
和

ケ
ア

提
供
体

制
の

充
実

な
ど

、
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

の
緩

和
ケ

ア
を

推
進

す
る

こ
と

。

（
４
）
が
ん
患
者

の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

提
供
体
制

の
充
実

（
４
）
が
ん
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
推

進
・

文
言

修
正

　
患
者

の
運
動
機
能
の
改

善
及

び
生

活
機

能
の

低
下

予
防

の
た

め
、

が
ん

と
診

断
さ

れ
た

時
か
ら

患
者
の
病
態
に
応

じ
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
提
供

体
制

を
充

実
す

る
こ

と
。

　
患

者
の

運
動

機
能

の
改

善
及

び
生

活
機

能
の

低
下

予
防

の
た

め
、

が
ん

と
診

断
さ

れ
た

時
か

ら
患

者
の

病
態

に
応

じ
た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
の

提
供

を
推

進
す

る
こ

と
。

・
リ

ハ
ビ

リ
ス

ペ
ー

ス
等

の
提

供
体

制
は

整
備

済
み

２
　
安
全
で
安
心
な
医

療
の
提
供

２
　
安
全
で
安
心
な
医
療
の
提
供

（
１
）
医
療
安
全
対
策

等
の
推
進

（
１
）
医
療
安
全
対
策
等
の
推
進

　
患
者

が
安
心
し
て
医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
医

療
安

全
に

関
す

る
情

報
の

共
有

化
や

医
療
事

故
の
発
生
原
因
の

分
析

等
を

行
い

事
故

防
止

の
徹

底
を

図
る

な
ど

、
医

療
安

全
対

策
を
推

進
す
る
と
と
も
に

、
感

染
管

理
体

制
を

充
実

す
る

な
ど

、
院

内
感

染
対

策
を

強
化

す
る
こ

と
。

　
患

者
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
医

療
安

全
に

関
す

る
情

報
の

共
有

化
や

医
療

事
故

の
発

生
原

因
の

分
析

等
を

行
い

事
故

防
止

の
徹

底
を

図
る

な
ど

、
医

療
安

全
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
感

染
管

理
体

制
を

充
実

す
る

な
ど

、
院

内
感

染
対

策
を

強
化

す
る

こ
と

。

（
２
）
医
療
機
器
、
医

薬
品
等
の
安
全
管
理
の
徹
底

（
２
）
医
療
機
器
、
医
薬
品
等
の
安
全
管
理

の
徹

底
　
安
全

な
医
療
を
提
供
す

る
た

め
、

放
射

線
治

療
機

器
の

品
質

管
理

の
徹

底
な

ど
、

医
療

機
器
や

医
薬
品
等
の
管
理

を
徹

底
す

る
こ

と
。

　
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

放
射

線
治

療
機

器
の

品
質

管
理

の
徹

底
な

ど
、

医
療

機
器

や
医

薬
品

等
の

管
理

を
徹

底
す

る
こ

と
。

（
３
）
法
令
・
社
会
規

範
の
遵
守
及
び
適
切
な
情
報
管
理

　
県
民

に
信
頼
さ
れ
、
県

内
医

療
機

関
の

模
範

的
役

割
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
、

法
令

や
社
会

規
範
を
遵
守
す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

情
報

管
理

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
徹
底

す
る

こ
と

。

（
記

載
箇

所
変

更
→

第
５

－
２

）
・

他
県

を
参

考
に

記
載

箇
所

移
動
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第
１
期

中
期
目
標
（

H
2
8
(
2
0
1
6
)
年
度
～
R
2
(
2
0
2
0
）
年
度
）

第
２
期

中
期
目
標
（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
度

～
R
7
(
2
0
2
5
）

年
度
）

（
素

案
）

備
考

３
　
患
者
・
県
民
の
視

点
に
立
っ
た
医
療
の
提
供

３
　
患
者
・
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
の

提
供

（
１
）
患
者
及
び
そ
の

家
族
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
１
）
患
者
及
び
そ
の
家
族
へ
の
医
療
サ
ー

ビ
ス

の
充

実
　
患
者

及
び
そ
の
家
族

に
必
要

な
情

報
を

分
か

り
や

す
く

説
明
し

、
患

者
自

ら
の

判
断

で
治
療
方

針
等
を
決
定
で
き

る
よ

う
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

徹
底

す
る

と
と

も
に
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン

外
来

の
充

実
な
ど

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
へ

の
医

療
サ

ー
ビ
ス
を

充
実
す
る
こ
と
。

　
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

視
点

に
立

ち
、
必

要
な

情
報

を
分

か
り

や
す

く
説

明
す

る
こ

と
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
患

者
が

生
活

ス
タ

イ
ル

に
応

じ
た

治
療

法
を

選
択

す
る

た
め

の
医

療
相

談
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

へ
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
充

実
す

る
こ

と
。

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

は
今

更
記

載
す

べ
き

も
の

で
な

い
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
の

充
実

は
対

応
済

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

削
除

（
２
）
患
者
の
就
労
等

に
関
す
る
相
談
支
援

体
制
の
充
実

（
２
）
患
者
の
就
労
等
に
関
す
る

相
談
支
援

機
能
の

充
実

・
文

言
修

正
 
 
 
患
者
の
就
労

も
含
め
た

社
会

的
支

援
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

た
め

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー
ク

な
ど
と
の
連
携
を

図
る

と
と

も
に

、
相

談
支

援
体
制

を
充

実
す

る
こ

と
。

　
患

者
の

就
労
を

は
じ

め
、
社

会
的

支
援

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど
の

関
係

機
関
と

の
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
相

談
支

援
機

能
を

充
実

す
る

こ
と

。

・
患

者
の

就
労

支
援

は
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
変

更
・

体
制

は
整

備
済

み

（
３
）
患
者
及
び
そ
の

家
族
の
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上

（
３
）
患
者
及
び
そ
の
家
族
の
利
便
性
・
快

適
性

の
向

上
　
職
員

の
接
遇
マ
ナ
ー
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、
外

来
診

療
、

検
査

、
会

計
な

ど
の

待
ち
時
間

の
短
縮
や
プ
ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
な
ど

、
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

利
便

性
・

快
適
性
の

向
上
に
努
め
る
こ

と
。

　
職

員
の

接
遇

マ
ナ

ー
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、
患

者
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

そ
の

改
善

に
取

り
組

む
な

ど
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
利

便
性

・
快

適
性

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

・
患

者
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

た
改

善
に

取
り

組
む

こ
と

と
す

る
（

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

配
慮

は
対

応
済

み
（

女
性

フ
ロ

ア
等

）
）

（
４
）
県
民
へ
の
が
ん

に
関
す
る
情
報
の
提
供

（
４
）
県
民
へ
の
が
ん
に
関
す
る
情
報
の
提

供
　
県
民

の
が
ん
に
対
す
る

理
解

や
が

ん
検

診
の

受
診

を
促

進
す

る
た

め
、

県
民

に
対

し
、

市
民
公

開
講
座
等
を
通
じ

て
が

ん
に

関
す

る
普

及
啓

発
に

努
め

る
と

と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
す
る
な
ど

、
適

切
な

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
。

　
県

民
の

が
ん

に
対

す
る

理
解

や
が

ん
検

診
の

受
診

を
促

進
す

る
た

め
、

県
民

に
対

し
、

市
民

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
が

ん
に

関
す

る
普

及
啓

発
に

努
め

る
と

と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
充

実
す

る
な

ど
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

。

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
民
間
団
体
と
の
協
働

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
民
間
団
体
と
の
協

働
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
運
営

す
る

が
ん

患
者

等
と

同
じ

立
場

の
人

同
士

の
交

流
の

場
の

充
実

な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

民
間

団
体

と
の

協
働

に
よ

る
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

。
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
運

営
す

る
が

ん
患

者
等

と
同

じ
立

場
の

人
同

士
の

交
流

の
場

の
充

実
な

ど
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
民

間
団

体
と

の
協

働
に

よ
る

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
。

４
　
人
材
の
確
保
と
育

成
４
　
人
材
の
確
保
と
育
成

（
１
）
医
療
従
事
者
の

確
保
と
育
成

（
１
）
医
療
従
事
者
の
確
保
と
育
成

　
県
民

か
ら
求
め
ら
れ
る

役
割

を
十

分
に

果
た

す
た

め
、

専
門

性
を

有
す

る
医

療
従

事
者

の
確
保

と
育
成
に
努
め
る

こ
と

。
　

県
民

か
ら

求
め

ら
れ

る
役

割
を

十
分

に
果

た
す

た
め

、
専

門
性

を
有

す
る

医
療

従
事

者
の

確
保

と
育

成
に

努
め

る
こ

と
。

（
２
）
研
修
体
制
の
強

化
（
２
）
研
修
体
制
の
強
化

　
高
度

で
専
門
的
な
医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

体
系

的
に

部
門

別
研

修
や

テ
ー

マ
別

研
修

を
行
う

な
ど
、
研
修
体
制

を
強

化
す

る
こ

と
。

　
高

度
で

専
門

的
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
、

体
系

的
に

部
門

別
研

修
や

テ
ー

マ
別

研
修

を
行

う
な

ど
、

研
修

体
制

を
強

化
す

る
こ

と
。

（
３
）
人
事
管
理
制
度

の
構
築

（
３
）
人
事
管
理
制
度
の
構
築

　
職
員

の
勤
務
成
績
な
ど

を
考

慮
し

、
職

員
の

人
材

育
成

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

資
す
る

、
が
ん
セ
ン
タ
ー

に
適

し
た

人
事

管
理

制
度

の
構

築
に

努
め

る
こ

と
。

　
職

員
の

勤
務

成
績

な
ど

を
考

慮
し

、
職

員
の

人
材

育
成

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

資
す

る
、

が
ん

セ
ン

タ
ー

に
適

し
た

人
事

管
理

制
度

の
構

築
に

努
め

る
こ

と
。

・
人

事
管

理
制

度
は

、
R
3
か

ら
の

稼
働

を
目

指
し

て
い

る
が

、
稼

働
後

も
引

き
続

き
見

直
し

検
討

3



第
１
期

中
期
目
標
（

H
2
8
(
2
0
1
6
)
年
度
～
R
2
(
2
0
2
0
）
年
度
）

第
２
期

中
期
目
標
（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
度

～
R
7
(
2
0
2
5
）

年
度
）

（
素

案
）

備
考

（
４
）

安
全
で
安
心
な

職
場
環
境
づ
く
り

（
４
）
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り

・
文

言
修

正
　
医
療

従
事
者
の
勤
務
環

境
の

改
善

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

な
ど

、
職

員
が

安
全
か
つ

安
心
し
て
働

く
こ

と
が

で
き

、
心

身
と

も
に

健
康

を
維

持
で

き
る

よ
う

職
場
環
境

の
整
備
に
努
め
る

こ
と

。

　
医

療
従

事
者

の
勤

務
環

境
の

改
善

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

な
ど

、
職

員
が

安
心

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
、

心
身

と
も

に
健

康
を

維
持

で
き

る
よ

う
職

場
環

境
の

整
備

に
努

め
る

こ
と

。
　

ま
た

、
タ

ス
ク

・
シ

フ
テ

ィ
ン

グ
の

推
進

に
よ

る
労

働
時

間
の

短
縮

や
多

様
な

勤
務

形
態

の
導

入
な

ど
、

働
き

方
改

革
の

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
。

・
時

間
外

労
働

規
制

（
R
6
～

）
等

を
踏

ま
え

追
加

（
５
）
医
療
従
事
者
の

臨
床
倫
理
観
の
向
上

（
５
）
医
療
従
事
者
の
臨
床
倫
理
観
の
向
上

　
患
者

の
尊
厳
な
ど
を
守

る
た

め
、

医
療

倫
理

の
教

育
や

研
修

を
定

期
的

に
実

施
す

る
な

ど
、
医

療
従
事
者
の
臨
床

倫
理

観
の

向
上

を
図

る
こ

と
。

　
患

者
の

尊
厳

な
ど

を
守

る
た

め
、

医
療

倫
理

の
教

育
や

研
修

を
定

期
的

に
実

施
す

る
な

ど
、

医
療

従
事

者
の

臨
床

倫
理

観
の

向
上

を
図

る
こ

と
。

５
　
地
域
連
携
の
推
進

５
　
地
域
連
携
の
推
進

（
１
）
地
域
の
医
療
機

関
と
の
連
携
強
化

（
１
）
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

　
患
者

が
ど
こ
に
住
ん
で

い
て

も
質

の
高

い
医

療
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
が

ん
種
別
の

地
域
連
携
ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
や

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
活

用
な
ど

、
地
域
の
医
療
機
関

と
の

的
確

な
役

割
分

担
を

行
い

、
病

診
・

病
病

連
携

を
強

化
す
る
こ

と
。

　
患

者
が

ど
こ

に
住

ん
で

い
て

も
質

の
高

い
医

療
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

な
が

ら
、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

的
確

な
役

割
分

担
を

行
い

、
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
（

と
ち

ま
る

ネ
ッ

ト
）

を
活

用
す

る
な

ど
し

て
、
病

診
・

病
病

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
。

・
地

域
医

療
連

携
の

手
段

に
つ

い
て

、
記

載
を

修
正

（
２
）
患
者
の
在
宅
療

養
を
支
援
す
る
た
め
の
病
診
連
携

の
強
化

（
２
）
患
者
の
在
宅
療
養
を
支
援
す
る
た
め

の
病

診
連

携
の

強
化

　
が
ん

に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
在

宅
療

養
支

援
機
能

を
担
う
診
療
所
や

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
活

動
支

援
な

ど
、

患
者

の
在

宅
療

養
を
支

援
す
る
た
め
の
病

診
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

。

　
が

ん
に

な
っ

て
も

住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
在

宅
療

養
支

援
機

能
を

担
う

診
療

所
や

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
活

動
支

援
な

ど
、

患
者

の
在

宅
療

養
を

支
援

す
る

た
め

の
病

診
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

。

（
３
）
在
宅
緩
和
ケ
ア

の
推
進

（
３
）
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
推
進

　
が
ん

に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ

た
地

域
で

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が
で

き
る
よ
う
、

地
域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

整
備

な
ど

、
在

宅
に

お
け

る
緩

和
ケ
ア
を

推
進
す
る
こ
と
。

　
が

ん
に

な
っ

て
も

住
み

慣
れ

た
地

域
で

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

在
宅

に
お

け
る

緩
和

ケ
ア

を
推

進
す

る
こ

と
。

・
地

域
医

療
連

携
の

手
段

に
つ

い
て

、
記

載
を

修
正

６
　
地
域
医
療
へ
の
貢

献
６
　
地
域
医
療
へ
の
貢
献

（
１
）
地
域
の
が
ん
医

療
の
向
上

・
均
て
ん
化

の
た
め
の

支
援

（
１
）
地
域
の
が
ん
医
療
の

質
の

向
上
の
た

め
の

支
援

・
文

言
修

正
　
地
域

の
が
ん
医
療
の
向

上
・
均

て
ん

化
を
推

進
す

る
た

め
、

が
ん

医
療

に
携

わ
る

医
療

従
事
者

の
育
成
に
対
す
る

積
極

的
な

支
援

等
を

行
う

こ
と

。
　

地
域

の
が

ん
医

療
の
質

の
向

上
を

推
進

す
る

た
め

、
が

ん
医

療
に

携
わ

る
医

療
従

事
者

の
育

成
に

対
す

る
積

極
的

な
支

援
等

を
行

う
こ

と
。

　
ま

た
、

Ａ
Ｙ

Ａ
（

A
d
o
l
e
s
c
e
n
t
 
a
n
d
 
Y
o
u
n
g
 
A
d
u
l
t
）

世
代

（
思

春
期

世
代

と
若

年
成

人
世

代
）

の
が

ん
患

者
支

援
を

推
進

す
る

た
め

、
が

ん
治

療
医

と
生

殖
医

療
専

門
医

の
連

携
体

制
の

促
進

に
努

め
る

こ
と

。

・
均

て
ん

化
は

、
一

定
の

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
の

で
削

除
・

栃
木

県
が

ん
・

生
殖

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
務

局
と

し
て

の
役

割
を

考
慮

4



第
１
期

中
期
目
標
（

H
2
8
(
2
0
1
6
)
年
度
～
R
2
(
2
0
2
0
）
年
度
）

第
２
期

中
期
目
標
（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
度

～
R
7
(
2
0
2
5
）

年
度
）

（
素

案
）

備
考

（
２
）
が
ん
対
策
事
業

へ
の
貢
献

（
２
）
が
ん
対
策
事
業
へ
の
貢
献

　
が
ん

登
録
の
デ
ー
タ
収

集
や

分
析

を
行

う
な

ど
、

国
や

県
な

ど
が

効
果

的
な

が
ん

対
策

事
業
を

実
施
で
き
る
よ
う

、
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
。

　
が

ん
登

録
の

デ
ー

タ
収

集
や

分
析

を
行

う
な

ど
、

国
や

県
な

ど
が

効
果

的
な

が
ん

対
策

事
業

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
。

７
　
災
害
等
へ
の
対
応

７
　
災
害
等
へ
の
対
応

　
災
害

の
発
生
や
公
衆
衛

生
上

重
大

な
危

機
が

生
じ

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
は

、
県

か
ら
の
要

請
又
は
自
ら
の
判

断
に

基
づ

き
、

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
。

　
ま
た

、
災
害
発
生
時
に

患
者

の
安

全
を

確
保

で
き

る
よ

う
対

策
を

講
じ

る
こ

と
。

　
災

害
の

発
生

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

機
が

生
じ

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
は

、
県

か
ら

の
要

請
又

は
自

ら
の

判
断

に
基

づ
き

、
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

。
　

ま
た

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
業

務
継

続
計

画
）

の
継

続
的

な
見

直
し

及
び

Ｂ
Ｃ

Ｐ
に

基
づ

く
被

災
状

況
を

想
定

し
た

訓
練

・
研

修
の

実
施

等
に

よ
り

、
災

害
発

生
時

に
患

者
の

安
全

を
確

保
で

き
る

よ
う

対
策

を
講

じ
る

こ
と

。

・
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
R
2
策

定
予

定
）

の
見

直
し

、
訓

練
の

実
施

を
追

加

第
３
　
業
務
運
営
の
改

善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項

第
３
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関

す
る

事
項

　
地
方

独
立
行
政
法
人
と

し
て

、
自

律
的

、
機

動
的

な
経

営
が

行
え

る
よ

う
、

業
務

運
営

体
制
を

確
立
す
る
と
と
も

に
、

効
果

的
で

効
率

的
な

組
織

を
整

備
す

る
こ

と
。

　
ま
た

、
経
営
参
画
意
識

の
向

上
を

図
り

、
職

員
が

一
体

と
な

っ
て

収
入

の
確

保
及

び
費

用
の
削

減
に
取
り
組
み
、

経
営

の
改

善
を

図
る

こ
と

。

　
地

方
独

立
行

政
法

人
と

し
て

、
自

律
的

、
機

動
的

な
経

営
が

行
え

る
よ

う
、

業
務

運
営

体
制

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
で

効
率

的
な

組
織

を
整

備
す

る
こ

と
。

　
ま

た
、

経
営

参
画

意
識

の
向

上
を

図
り

、
職

員
が

一
体

と
な

っ
て

収
入

の
確

保
及

び
費

用
の

削
減

に
取

り
組

み
、

経
営

の
改

善
を

図
る

こ
と

。

１
　
業
務
運
営
体
制
の

確
立

１
　
業
務
運
営
体
制
の
確
立

（
１
）
効
率
的
な
組
織
体
制
の
構
築

　
経
営

責
任
の
所
在
の
明

確
化

を
図

り
、
医
療

環
境

の
変

化
に

応
じ

て
迅

速
な

意
思

決
定

を
行

う
こ
と
。

　
ま
た

、
医
療
資
源
を
最
大

限
有

効
活

用
で

き
る

よ
う

、
各

部
署

の
権

限
や

責
任

を
明

確
化
し
た

実
効
性
の
あ
る
組

織
を

整
備

す
る

こ
と

。

　
医

療
環

境
の

変
化

に
応

じ
て

迅
速

な
意

思
決

定
を

行
え

る
よ

う
、

法
人

の
組

織
体

制
を

検
討

し
、

よ
り

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

。
　

ま
た

、
質

の
高

い
医

療
を

効
率

的
に

提
供

す
る

た
め

、
最

適
な

職
員

構
成

を
検

討
し

、
経

営
効

率
の

高
い

職
員

配
置

に
努

め
る

こ
と

。

・
経

営
企

画
室

を
効

果
的

に
機

能
さ

せ
る

体
制

の
検

討
に

つ
い

て
記

載
・

適
切

な
職

員
配

置
数

の
検

討
を

追
加

２
　
経
営
参
画
意
識
の
向
上

（
２
）
経
営
参
画
意
識
の
向
上

　
職
員

全
員
が
組
織
に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営
に

対
す
る
責
任
感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

組
織

文
化

を
醸

成
す
る

こ
と
。

　
職

員
全

員
が

組
織

に
お

け
る

価
値

観
や

中
長

期
の

経
営

の
方

向
性

を
共

有
し

な
が

ら
、

経
営

に
対

す
る

責
任

感
や

使
命

感
を

持
っ

て
積

極
的

に
経

営
に

参
画

す
る

組
織

文
化

を
醸

成
す

る
こ

と
。

・
「

１
業

務
運

営
体

制
の

確
立

」
に

ま
と

め
た

３
 
 
収
入
の
確
保
及
び
費
用
の
削
減
へ
の
取
組

２
 
 
収
入
の
確
保
及
び
費
用
の
削
減
へ
の
取
組

（
１
）
収
入
の
確
保
へ

の
取
組

（
１
）
収
入
の
確
保
へ
の
取
組

　
病
診

・
病
病
連
携
の
強

化
や

積
極

的
な

情
報

発
信

と
質

の
高

い
が

ん
医

療
の

提
供

な
ど

に
よ
り

、
患
者
を
確
保
す

る
こ

と
。

　
ま
た

、
病
床
利
用
率
の

向
上

策
や

診
療

報
酬

の
精

度
管

理
の

充
実
、

未
収

金
の

発
生

防
止
と
回

収
の
徹
底
な
ど
に

よ
り

、
収

入
を

確
保

す
る

こ
と

。

　
病

診
・

病
病

連
携

の
強

化
や

積
極

的
な

情
報

発
信

と
質

の
高

い
が

ん
医

療
の

提
供

な
ど

に
よ

り
、

患
者

を
確

保
す

る
こ

と
。

 
ま

た
、

病
床

利
用

率
の

向
上

策
や
診

療
報

酬
改

定
へ

の
迅

速
か

つ
適

切
な

対
応
、

未
収

金
の

発
生

防
止

と
回

収
の

徹
底

な
ど

に
よ

り
、

収
入

を
確

保
す

る
こ

と
。

・
診

療
報

酬
改

定
の

影
響

は
大

き
い

と
思

わ
れ

る
の

で
、

そ
の

対
応

に
つ

い
て

記
載
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第
１
期

中
期
目
標
（

H
2
8
(
2
0
1
6
)
年
度
～
R
2
(
2
0
2
0
）
年
度
）

第
２
期

中
期
目
標
（
R
3
(
2
0
2
1
)
年
度

～
R
7
(
2
0
2
5
）

年
度
）

（
素

案
）

備
考

（
２
）
費
用
の
削
減
へ

の
取
組

（
２
）
費
用
の
削
減
へ
の
取
組

　
適
正

な
在
庫
管
理
の
徹

底
、

医
薬

品
や

診
療

材
料

の
調

達
コ

ス
ト

の
削

減
、
職

員
全

員
の
コ
ス

ト
意
識
改
革
及
び

原
価

計
算

の
確

立
な

ど
に

よ
り

、
費

用
を

削
減

す
る
こ

と
。

　
経

営
状

況
を

分
析

し
、

費
用

の
適

正
化

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、
適

正
な

在
庫

管
理

の
徹

底
、

職
員

全
員

の
コ

ス
ト

意
識

改
革

及
び
原

価
計

算
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

費
用

の
削

減
に

努
め

る
こ

と
。

・
費

用
面

の
経

営
分

析
が

必
要

と
判

断
し

、
費

用
の

適
正

化
に

つ
い

て
記

載 ・
原

価
計

算
は

導
入

済
み

第
４
　
財
務
内
容
の
改

善
に
関
す
る
事
項

第
４
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

　
県
民

が
求
め
る
高
度
で

専
門

的
な

が
ん

医
療

を
安

定
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
に

は
、

健
全
な

経
営
と
医
療
の
質

の
確

保
の

両
立

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
中

期
目

標
期

間
中

に
経
常

収
支
を
黒
字
化
す

る
こ

と
。

　
県

民
が

求
め

る
高

度
で

専
門

的
な

が
ん

医
療

を
安

定
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
に

は
、

健
全

な
経

営
と

医
療

の
質

の
確

保
の

両
立

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
中

期
目

標
期

間
中

に
経

常
収

支
を

黒
字

化
す

る
こ

と
。

　
ま

た
、
計

画
的

な
資

金
管

理
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

経
営

基
盤

の
安

定
化

に
努

め
る

こ
と

。
・

資
金

不
足

に
陥

る
こ

と
の

な
い

よ
う

資
金

管
理

を
追

加

第
５
　
そ
の
他
業
務
運

営
に
関
す
る
重
要
事
項

第
５
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事

項
１
　
施
設
整
備
の
あ
り
方
・
医
療
機
器
整
備

の
検

討
　
病
院

施
設
の
老
朽
化
の

状
況

や
求

め
ら

れ
る

機
能
を

踏
ま

え
、

長
期

的
な

視
点

か
ら

、
今
後
担

う
べ
き
診
療
機
能

に
ふ

さ
わ

し
い

施
設

整
備

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
こ

と
。

　
ま
た

、
医
療
機
器
に
つ

い
て

は
、

県
民

の
医

療
ニ

ー
ズ

、
医

療
技

術
の

進
展

に
応

え
る

た
め
、

費
用
対
効
果
等
を

総
合

的
に

勘
案

し
、
計

画
的

な
更

新
・

整
備

に
努

め
る

こ
と

。

　
病

院
施

設
の

老
朽

化
や

地
域

の
医

療
機

関
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

長
期

的
な

視
点

か
ら

、
今

後
担

う
べ

き
診

療
機

能
に

ふ
さ

わ
し

い
施

設
整

備
の

あ
り

方
を
具

体
的

に
検

討
す

る
こ

と
。

　
ま

た
、

医
療

機
器

に
つ

い
て

は
、
近

隣
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

や
費

用
対

効
果

等
を

総
合

的
に

勘
案

し
た

上
で

、
県

民
の

医
療

ニ
ー

ズ
、

医
療

技
術

の
進

展
に

対
応

す
る

た
め

、
計

画
的

な
更

新
・

整
備

に
努

め
る

こ
と

。

・
地

域
医

療
構

想
を

考
慮

・
外

来
医

療
計

画
（

医
療

機
器

の
効

率
的

な
活

用
）

を
考

慮

　
　

法
令
・
社
会
規
範
の
遵
守
及
び
適
切
な
情
報
管
理

２
　
適
正
な
業
務
の
確
保

・
文

言
修

正
 
県
民
に
信
頼
さ
れ
、
県
内
医
療

機
関

の
模

範
的

役
割

を
果

た
し

て
い

け
る

よ
う

、
法

令
や
社
会

規
範
を
遵
守
す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

情
報

管
理

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
徹
底

す
る

こ
と

。

　
県

民
に

信
頼

さ
れ

、
県

内
医

療
機

関
の

模
範

的
役

割
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
、

法
令

や
社

会
規

範
を

遵
守

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

情
報

管
理

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
こ

れ
ら

を
確

保
す

る
た

め
に

、
内

部
統

制
を

充
実

す
る

こ
と

。

・
他

県
を

参
考

に
記

載
箇

所
移

動
・

地
独

法
改

正
（

H
3
0
.
4
月

）
を

受
け

、
内

部
統

制
（

内
部

監
査

等
）

の
充

実
に

つ
い

て
記

載
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第１　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

 １　質の高い医療の提供

目標値 実績値 達成率 評価

210,482 300,000 258,102 86% ⅱ 303,000

29.0 25.5 36.8 144% ⅴ 30.0

5,739 7,000 4,956 71% ⅰ 7,400

11 30 5 17% ⅰ 45

1,080 1,420 947 67% ⅰ

47,462 50,000 65,274 131% ⅴ

9 8 7 88% ⅱ

目標値 実績値 達成率 評価

8 5 9 180% ⅴ 6

2 2 3 150% ⅴ

2 2 8 400% ⅴ

目標値 実績値 達成率 評価

82 90 81 90% ⅲ 90以上

62 54 115 213% ⅴ 55

　４　障害児・障害者の福祉の充実　　

目標値 実績値 達成率 評価

26 19 20 105% ⅳ 22

27 41 26 63% ⅰ 44

1 1 3 300% ⅴ

3 6 3 50% ⅰ 9

　５　人材の確保と育成　

目標値 実績値 達成率 評価

9 10 9 90% ⅲ

11 13 11 85% ⅱ

71 75 89 119% ⅴ

58 90 66 73% ⅰ 90以上

指　　標　　名

医療安全に関する研修会の実施回数（回）

集中ラウンド実施回数（回）

指　　標　　名

患者満足度割合（％）

退院前在宅訪問指導（家屋調査）件数（件）

【指標の達成状況の判断目安】

リハビリテーション実施単位数（単位）

重症患者の受入れ割合（％）

医薬品安全管理研修会の実施回数（回）

 ２　安全で安心な医療の提供

 ３　患者・県民等の視点に立った医療の提供

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R4（2022）
年度

目標値※１

R4（2022）
年度

目標値※１
指　　標　　名

H30（2018）
年度
実績値

認定看護師数（人）

医師数（人）

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R4（2022）
年度

目標値※１

児童発達支援事業所等を対象とした研修実施回数
（回）

こども療育センター短期入所契約者数（人）

家族会の開催回数（回）

R元（2019）年度

職員満足度割合（％）

ⅴ：目標達成率110%以上　ⅳ：目標達成率100%以上110%未満　ⅲ：目標達成率90%以上100%未満
ⅱ：目標達成率80%以上90%未満　ⅰ：目標達成率80%未満

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R4（2022）
年度

目標値※１

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R4（2022）
年度

目標値※１

療法士及び看護師の学会発表件数（件）

発達障害外来受診者数（人）

休日におけるリハビリテーション実施単位数（単位）

整形外科手術実施人数（人）

ブレイス（装具）クリニック実施件数（件）

指　　標　　名

指　　標　　名

自立訓練終了後に一般就労等に移行した利用者
数（人）

療法士数（人）

令和元（2019）年度　数値目標及び実績値一覧（リハビリテーションセンター）

参考資料４
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 ６　地域連携の推進　

目標値 実績値 達成率 評価

55.5 52.0 60.0 115% ⅴ 55.0

10 18 19 106% ⅳ 20

 ７　地域医療・福祉への貢献　　

目標値 実績値 達成率 評価

353 410 458 112% ⅴ 440

354 1,200 755 63% ⅰ

26 19 20 105% ⅳ 22

27 41 26 63% ⅰ 44

第２　業務運営の改善及び効率化に関する事項

 ３　収入の確保及び費用の削減への取組　　

目標値 実績値 達成率 評価

210,482 300,000 258,102 86% ⅱ 303,000

11 13 11 85% ⅱ

71 75 89 119% ⅴ

80.5 90.0 87.1 97% ⅲ 91.4

615 470 620 132% ⅴ

70.6 72.0 82.1 114% ⅴ 75.0

10.4 10.2 8.1 121% ⅴ

第３　予算、収支計画及び資金計画

 　　財務内容の改善に関する事項　　

目標値 実績値 達成率 評価

101.4 100以上 104.1 104% ⅳ 100以上

64.9 70以上 68.9 98% ⅲ 75以上

指　　標　　名

R4（2022）
年度

目標値※１

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R4（2022）
年度

目標値※１

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度 R4（2022）
年度

目標値※１
指　　標　　名

医師数（人）【再掲】

療法士数（人）【再掲】

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度

出前講座の実施回数（回）

病床利用率（％）※２

※２　延べ入院患者数（退院日を含む年間入院患者数）を年間延べ病床数で除した割合。

療法士の実習生受入れ人数（人）

児童発達支援事業所等を対象とした研修実施回数
（回）【再掲】

こども療育センター短期入所契約者数（人）【再掲】

H30（2018）
年度
実績値

R元（2019）年度

リハビリテーション実施単位数（単位）【再掲】

看護師の実習生受入れ人数（人）

新入院患者数（人）

R4（2022）
年度

目標値※１

指　　標　　名

逆紹介率（％）

※１　R４（2022）年度目標値については、中期計画指標のみ記載

指　　標　　名

経常収支比率（％）

医業収支比率（％）

ジェネリック医薬品使用割合（％）

材料費対医業収益比率（％）
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地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人 

栃木県立リハビリテーションセンター評価委員会条例 

平成 27 年３月 13 日  

栃木県条例第１号  

(設置) 

第１条 地方独立行政法人法(平成 15 年法律第 118 号。以下「法」という。)第 11 条第

１項の規定に基づき、地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人

栃木県立リハビリテーションセンター評価委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

 

(所掌事務) 

第２条 委員会は、法の規定によりその権限に属させられた事項を処理するほか、次に

掲げる事務をつかさどる。 

一 法第 26 条第１項の認可に関する事項について、知事の諮問に応じて意見を述べ

ること。 

二 法第 28 条第１項の評価に関する事項について、知事の諮問に応じて意見を述べ

ること。 

 

(組織) 

第３条 委員会は、委員７人以内で組織する。 

２ 委員は、学識経験のある者のうちから、知事が任命する。 

３ 委員会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨時委員を置くこ

とができる。 

４ 臨時委員は、当該特別の事項に関し学識経験のある者のうちから、知事が任命する。 

 

(委員の任期等) 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間

とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

３ 臨時委員は、その者の任命に係る当該特別の事項に関する調査審議が終了したとき

は、解任されるものとする。 

 

(委員長及び副委員長) 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選により選任する。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 
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(会議) 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、会議を

開き、議決することができない。 

３ 委員会の議事は、委員及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したものの過半

数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。 

 

(庶務) 

第７条 委員会の庶務は、保健福祉部において処理する。 

 

(雑則) 

第８条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委

員会に諮って定める。 

 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 29 年条例第 12 号) 

この条例は、平成 29 年４月１日から施行する。 

附 則(平成 30 年条例第 14 号) 

この条例は、平成 30 年４月１日から施行する。 



                              保福第  号

                地方独立行政法人栃木県立がんセンター 

及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 栃 木 県 立 リ ハ 

ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 評 価 委 員 会 

 

 

下記について、貴評価委員会の意見を求めます。 

 

 

  令和２（2020）年７月29日 

 

 

栃木県知事  福 田 富 一        

 

 

                 記 

１ 地方独立行政法人栃木県立がんセンター及び地方独立行政法人栃木県立リハ

ビリテーションセンター評価委員会条例（平成 27 年栃木県条例第１号）第２条

第２号の規定に基づく地方独立行政法人栃木県立がんセンター（以下「県立がん

センター」と言う。）及び地方独立行政法人栃木県立リハビリテーションセンタ

ーの令和元(2019)年度の業務の実績に関する評価に係る意見 
 
２ 地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号）（以下「法」と言う。）第 28

条第４項の規定に基づく県立がんセンターの第一期中期目標期間の終了時に見

込まれる中期目標の期間における業務の実績に関する評価に係る意見 
 
３ 法第 30 条第２項の規定に基づく県立がんセンターについて第一期中期目標期

間の終了時までに行う業務の継続又は組織の存続の必要性その他その業務及び

組織の全般にわたる検討に係る意見 
 

４ 法第25条第３項の規定に基づく県立がんセンターの第二期中期目標の策定に

係る意見 

参考資料６ 


